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　空が闇やみに包まれている。

　東の空から夜明けが始まるどころか、西も北も南も、頭上も真っ暗だ。

　日付が変わってから時間が経たったとはいえ、朝と呼ぶにはほど遠い刻限。

　常日頃つねひごろと比べても格段に早い時間帯にアイズは目覚め、この市壁──迷宮都市を囲う巨大壁の上に来ていた。

「……ね、眠い」

　かもしれない、と呟つぶやくその姿は、迷宮探索に装備していく軽装に愛剣《デスペレート》。

　銀の防具と銀の剣つるぎを纏まとう金髪金眼の少女の、その双眸そうぼうは少々眠たげであった。

　彼女の視線の先では巨大市壁から見下ろせる広大なオラリオの街並みが広がっており、星の海のように散らばっていた魔石灯の光は多くが消え失せ、静謐せいひつを帯びつつある。未いまだ明かりが絶えないのは南のメインストリート──大劇場シアターや賭博場カジノが存在する賑にぎやかな繁華街に、東側に隣接する『夜の街』歓楽街、そして昼夜問わず魔石製品を生産するため稼働し続けている北東区画の工業区くらいだ。

　今もまた数粒の光が消えた雄大な迷宮都市の景色を、アイズはぼうっと眺める。

「……」

　冷たい夜気に身を委ゆだねるように目を閉じ、眠気を吹き飛ばそうとする。それと同時に彼女の瞼まぶたの裏に浮かぶのは、今いま自分がこうして市壁の上にいる経緯いきさつだった。

　まだ昨日の今日、アイズはとうとう白髪の少年ベル・クラネルに謝罪の言葉を告げることに成功した。ミノタウロスの騒動から始まった少年への思いを伝えた彼女は、和解、とは異なるが誤解も解けたことで、少々不毛であった兎うさぎとの壮絶な追いかけっこに幕を閉じたのである。

　しかし、それでアイズと少年の関係は終わらなかった。

　目標のために強くなりたいというベルから、アイズは師事されることになったのだ。

　未だ零細【ファミリア】の唯一の団員である彼には戦い方を教わる冒険者の先達がいない。我流という名の、悪く言えば素人しろうとのままでダンジョンにもぐり続けていると、少年は真まっ赤かになりながらしどろもどろに語った。

　アイズはそんな彼を見かね、戦闘技術の伝授を自ら申し出たのだ。

　君きみのひた向きさに共感し、突き動かされた。

　アイズは他派閥の団員に手を貸すような真似まねについて、少年へそう説明した。

　それは間違ってはいないが──真実でもない。

　アイズがベル・クラネルの教導役を申し出たのは、目を見張るほどのその『成長』の秘訣ひけつを知るためだ。

　冒険者になってまだ一ヵ月しか経っていないというベルの成長速度は並ではない。アイズの関心を鷲摑わしづかみにして振り向かせるほどの実績と戦果が確かに存在している。既にダンジョン『上層じょうそう』深部に到達してみせた彼の成長方法を、アイズはどうしても探りたいのだ。

　一週間後に控える『深層』59階層への進攻アタックのため。

　その正体を暴露した人と怪物の『異種混成ハイブリッド』、怪人クリーチャーレヴィスの脅威に屈しないため。

　そして、己おのれの悲願のために。

　強さを貪欲に求めるアイズは、ベル・クラネルの成長すべてを知り、更なる高みへの飛躍を望んでいる。

（けど、それは……）

　同時にそれは、アイズのしたたかな、ともすれば醜みにくい打算でもある。

　アイズが純粋な善意で己に戦闘を教えると信じて疑っていない少年に、本当のことを言わず、噓うそをついているのだ。

　湧わき起こるのは罪悪感である。

　回想から戻り、瞼を開けたアイズは金の瞳ひとみをそっと伏せた。

　銀の鎧よろいに包まれた胸がずきずきという疼痛とうつうを放つ中──せめて報いなければ、と言い訳のように、そして切せつに思う。

　悲願のために自分は少年の『秘密』を探ることは絶対に止められない。

　ならば、彼の言う目標の手助けをしよう。

　罪滅ぼしにはならない、ただの自己満足だ。

　だが自分が少年に払える対価を全すべて差し出そうと、アイズはその誓いを疼うずく胸に刻んだ。

　兎のような深紅ルベライトの瞳を思い出しながら、愛剣デスペレートの柄に触れ、きっと顔を上げる。

　そう、罪悪感を引きずってはいられない。自分は今日、ベルに戦闘の指導を行うため早くから目覚め──誰だれにも見つからないであろうこの市壁に赴おもむいたのだから！

「頑張らなくちゃ……」

　いつかのように心の中の幼い自分アイズに声援エールを送られる中、むんっと気合を入れ直す。

　アイズが訓練の場所に選んだこの都市北西の市壁上部は、以前いぜん彼女が見つけた『秘密基地』だった。封鎖されている筈はずの市壁内部の出入り口を発見したのは【ロキ・ファミリア】に入団したての頃ころ。幼かったアイズは団員達と衝突──主にリヴェリアとの一方的な喧嘩けんか──をする度に、ホームを飛び出してこの市壁に潜伏していたのだ。

　市壁内部には何者かが住んでいた形跡があり、何とシャワー等とうの生活空間、石部屋が存在している。耳にした噂うわさ程度だが、使われなくなった教会に無理矢理むりやり住み込む女神もいるオラリオのことだ、この市壁にも名も知らない神か、あるいは浮浪者が住み着いていたのかもしれない。

【ロキ・ファミリア】幹部である自分が他派閥の人間と接触している事実は、例えティオナ達仲間にもバレてはいけない。

　すぐに止められ、怒られ、説教され、少年の手助けどころではなくなるだろう。

　摩天楼施設バベルを除けば都市建造物のほとんどより背が高いこの巨大市壁ならば、そう簡単には密会が明るみにならない筈である。

「……でも」

　ベルに報いるため、明らかに市壁へ早く来き過ぎたアイズのやる気は満々だった。

　というより、緊張にも似た感情が胸を震わせ寝付けなかった。ベッドにもぐりこんだアイズの双眸はぎんぎんとなって中々なかなか閉じなかったのである。

　今もわくわくかどきどきかよくわからない鼓動の音を抱えながら、来きたるべき瞬間に備えているアイズは、しかし。

　市壁の石畳に視線を落としながら、ぽつり、と呟いた。

「何を、教えよう……」

　やる気は満ち溢あふれている。だが肝心な指導の内容が思いつかない。

　今日まで己を研鑽けんさんし続けてきたアイズである、自分のことばかりで戦い方など誰かに教えた経験はなく、むしろ【ファミリア】の先達──フィンやガレス、リヴェリア達につい数年前まで教わってばかりだった。

　そんな自分が、教導。

　自ら言い出しておきながら、アイズは途轍とてつもない違和感を抱いていた。

　具体的に、何を教えればいいのだろう？

　誰にも聞けない疑問を、そして心の中の幼い自分アイズも知らぬ存ぜぬでベッドに入り込んでしまう問いを、アイズは視線を左右に揺らしながら持てあます。

　昨日からずっとさまよい続けている心の迷宮は、未だに突破できる兆きざしが見えない。




　鍛練開始間近になっても途方に暮れている金髪金眼の少女のもとを、夜と朝の境目さかいめに吹く冷たい風が、笑い声を上げるように音を立てて通り過ぎていく。

　間もなく、くしゅんっ、と。

　うんうん唸うなっていたアイズは、小さなくしゃみをした。
















　都市全体がすっかり寝静まっている時間帯。

【ロキ・ファミリア】ホーム、黄昏たそがれの館は全すべての部屋から光が消え失せていた。

　長邸とも呼ばれる館の周辺は闇やみが濃い。正門前では、主神から『せんでいいっちゅーに』と言われているにもかかわらず団員達が二名ずつ門番を務めている。今もまた男女二名のヒューマンからエルフと獣人の少女達が交替を果たした。館の内部では、廊下に灯ともされている魔石灯が燭台しょくだいの炎のように不安定に明かりを揺らしている。

　そして、槍衾やりぶすまのように尖塔せんとうが互いを補完し合うホームの屋内。

　女好きの主神が勧誘スカウトした見目麗しい少女達が暮らす、とある女子塔の一基で。

　むくり、と起き上がる一つの影があった。

　寝台ベッドから上体を起こした影はフリルをあしらった可愛かわいらしい寝衣パジャマに包まれた細い足を床につく。カーテンが引かれた窓の外と同様、暗闇に包まれている部屋の中にごそごそという衣擦きぬずれの音が響いていった。

　眠りこけている同室の女性団員を起こさないよう着替えを終えた影は、そっと扉を開けて部屋を出る。

「こんなに早起きしちゃった……」

　しっかり結わえた山吹色の長髪を揺らし、自室から出たレフィーヤは呟つぶやいた。

　レヴィス達怪人クリーチャーとの交戦、24階層の激闘から既に四日。

　当時の戦闘中に陥おちいった精神疲弊マインドダウンの影響で、約三日間自室じしつで寝たきりだったレフィーヤの目はすっかり冴さえていた。体もすっかり快調となり、もはや寝られぬと彼女は尖とがったエルフの耳をぴくぴくと揺らし、音を立てないよう手狭な廊下を歩んでいく。

（せっかくだし……今から何か訓練を！）

　胸の前でぐっと両手で[image: 拳]こぶしを作るレフィーヤはやる気に満ちていた。

　24階層の事件を経てあらためて思い至った己おのれの不甲斐ふがい無さ。【ファミリア】の先達の足を引っ張らないためにも、そして己のためにも、もっと強くならなくてはと思いを新たにする。

　その紺碧こんぺきの双眸そうぼうは闘志に燃えていた。

（それに……今からならアイズさんと一緒に訓練ができるかも！）

　が、凛々りりしく構えられていたエルフの整った容姿がほにゃっと緩む。

　レフィーヤの憧あこがれる金髪金眼の剣士は毎日まいにち朝早く起床し、剣の素振すぶり、朝の鍛練を欠かさない。このままいけばアイズと一緒に時間を過ごせるやも、とほんの少々の、いやかなりの下心を携えるレフィーヤは心なし弾はずんだ足取りを刻んだ。

　レフィーヤこんな朝早くからすごいね、そんなことないですよアイズさん私はまだまだ未熟者なんですからこんなの当たり前ですエヘヘもっと褒ほめてください、と頭の中の妄想に浸る少女は、現実でも「えへへっ」と同じ弛緩しかんした表情を浮かべる。

　ご機嫌な彼女は、いつもアイズが素振りをしている中庭を目指した。

「えーっと……やっぱり、早過ぎちゃったかな」

　まず向かった尖塔間を繫つなぐ空中回廊から中庭を見下ろすが、金髪金眼の少女の姿は見当たらない。設けられている魔石灯のポールも消灯した暗い芝生の庭を見渡し、レフィーヤは小首を傾かしげる。未いまだ時計の短針は三の数字にも届いていない時間帯だ、流石さすがのアイズも起きていない可能性は大いにある。

　石造りの渡り廊下でうーんと思考に耽ふけるレフィーヤは、初心に立ち戻り、一人で訓練を始めようと動こうとした。

「えっ……アイズさん？」

　その時、レフィーヤの瞳ひとみがアイズの姿を視認する。

　中庭ではなく、塔と塔の間の奥、ホームの裏手側。軽装を纏まといしっかり帯剣もした彼女はきょろきょろと顔を左右に振った後──音もなく跳躍し、館を囲む高い塀を飛び越えていった。

「!?」

　門も通らずホームから抜け出す真似まねをしたアイズに、紺碧の瞳がぎょっとする。

　不審な素振そぶりを始めその一部始終を目撃していたレフィーヤは、まさか迷宮探索に向かうつもりだろうか、と慌あわてて金髪金眼の少女の後を追跡する。

　高い位置にある渡り廊下から飛び降り、ホームの庭へ。

　杖つえを取りに戻る時間も惜しみ、疾走からの助走をつけて、自らも塀を飛び越えた。





[image: ]






　闇がはびこり肌寒い冷気が漂う街路を走る。

　アイズの後を追うレフィーヤは、彼女の進路が都市中央、ダンジョンの大穴を塞ふさぐ摩天楼施設バベルではないことにすぐ気付いた。

　既に見失いつつある金の長髪の後ろ姿は、どうやら北西の区画を目指しているようである。

（こんな朝早くから、どこへ……？）

　うっすらとした白い呼気を夜闇に溶かしながら、レフィーヤは必死に走った。

　道みち行くほんの僅わずかな亜人デミ・ヒューマンや路上に転がり泥酔している冒険者達から悪戦しながら情報を聞き出す彼女は、アイズの足跡を追い続ける。

　だがその頑張り虚むなしく、とうとう完璧かんぺきに見失ってしまった。

　都市北西部の市壁付近で、息を切らすレフィーヤは足を止める。

「こっちに来たと思うんだけど……」

　人家に囲まれた石畳の通り。洒落しゃれたポール式の魔石街灯が等間隔に立っているのを見回しながら、レフィーヤは再び走り出した。

　メインストリートを外れ、広く整然とした裏通り、更に複雑な小径へ。

　もはや闇雲に探し回るレフィーヤは数十分以上も迷路のように枝分かれした道と格闘した。自分は一体いったい何をやっているんだろうと思いつつ、アイズ探しを止められない。

　そして更に時間が経過した頃ころ。

　顔を振って少女の捜索に夢中になっていたレフィーヤは、曲がり角から飛び出してきた影と衝突した。

「きゃっ!?」

「うわっ!?」

　ごつーん！　と見事に頭と頭をぶつけたレフィーヤ達は、二人して尻餅しりもちをつく。

　頭を押さえ、あるいは涙目になってお互い悶もだえること数秒。

　ふ、不覚っ……!?　とＬｖ．３であるにもかかわらず晒さらした醜態に、少女アイズのことしか頭になかったレフィーヤは己を恥じた。

「ご、ごめんなさっ──」

「すっ、すいませんっ!?」

　謝ろうとするこちらの言葉を大声が遮さえぎり、目の前にいた相手は慌てて立ち上がる。

　顔を上げた先にいたのは、白髪の少年だった。

　深紅ルベライトの瞳のヒューマン。

　相貌はあどけなく、その純白の髪は故郷の冬の森、エルフの里を彩いろどる白雪をレフィーヤに思い出ださせた。派閥ファミリアの男性団員達と比べれば中性的で、顔や体の線は細い。
















　自分と年が近いのではないかと思うレフィーヤを他所よそに、少年は手を差し伸ばしてくる。

「大丈夫ですかっ……あ」

　その伸ばされていた手が、不意に動きを止める。

　こちらの顔を見てはっとする彼の瞳には、ぴくぴくと動く尖ったエルフの耳が映っていた。

【ディオニュソス・ファミリア】の少女フィルヴィスがそうであったように、誇り高いエルフは己が認めた者以外の肌の接触を嫌う。種族全てに当てはまるわけではないが、その習性を矯正きょうせいできない者達が多いのも事実だ。

　少年は件くだんの風習を知っているのか、差し伸べた手を引っ込めるのかどうか逡巡しゅんじゅんしていた。

　困った表情を浮かべているその姿にレフィーヤは軽く息をつく。

　同胞が勘違いされるのも嫌なので、自らその手を取った。

　驚く少年の手を借りて立ち上がる。

　ぱんぱんと服から埃ほこりを払ったレフィーヤは、その深紅ルベライトの瞳と目を合わせた。

「ありがとうございます。それと、ごめんなさい、よそ見をしながら出てきて」

「い……いえっ!?　こちらこそっ、急に出てきて……！」

　微笑ほほえみながら謝るレフィーヤに、少年は言葉に詰まりながら応じる。

　あまり女性に免疫めんえきがないのか、エルフであるレフィーヤの整った容姿に頰ほおを染めながら若干居心地が悪そうにしている。

　腰が低く、どこか純朴そうだ。軽装を纏った身なりからして冒険者なのだろう。

　そこまで察したレフィーヤは、そうだっ、と探し人のことを思い出した。

　身を乗り出しながら少年にアイズの特徴を伝え、見なかったかどうか尋ねる。

「金の髪に、金の瞳……？」

「そうです！　【剣姫けんき】です！　【剣姫】アイズ・ヴァレンシュタイン!!　あなたも冒険者なら知っていますよね!?　見かけませんでしたか!?」

　つい興奮したレフィーヤのその言葉に。

　少年は静かに、一筋の汗を流した。

「あ、あの……貴方は、【ロキ・ファミリア】ですか？」

「……？　そうですけど？」

　何を藪やぶから棒に、と訝いぶかしげな顔をすると、少年は口端を引きつらせる。

　まるでバレてはいけない秘密を抱えているかのように……ダラダラと汗を流し始めた。

　まさか、と顔色を変えるレフィーヤは、怪しいっ、と両の眦まなじりを吊り上げる。

　この冒険者は──隠し事をしている！

「あなたっ、アイズさんのことを何か知っているんですか!?」

　レフィーヤが吠ほえた、次の瞬間。

　少年はぐるんっと背を向けて、逃走した。

「ああっ!?」

　白髪をなびかせながらまさに脱兎だっとのごとく走り出す少年。

　レフィーヤの唇から素すっ頓狂とんきょうな声が打ち上がる。

　鮮やかな逃げ足を披露するヒューマンの少年に、エルフの少女も矢のように駆け出した。


「待ちなさぁ────────いっ!!」



「いいいいいいいいいいっ!?」

　未だ寝静まる都市の片隅で、猛烈な追いかけっこが始まった。

　発走スタートダッシュで離した筈はずの距離をあっという間に半分まで埋められ、肩越しに顔を振り向かせた少年は驚愕きょうがくの声を上げる。

　見たところ少年はＬｖ．１の下級冒険者、魔導士といえどＬｖ．３のレフィーヤの脚力の前では無力だ。その差をぐんぐんと縮めていく。

　あの様子──アイズがこんな都市の端っこに訪れている理由を絶対ぜったい何か知っている。

　レフィーヤはそう直感する。心優しそうで丁寧ていねい、純朴そう、という少年の評価を翻ひるがえし、『無礼者かつ不届き者』と剣姫アイズを崇拝する少女は認識をあらためた。

　尖った紺碧の瞳が、必死に逃げ惑う白兎しろうさぎを照準する。

「ひいいいいいいぃいいいいっ!?」

「このっ……!?」

　出[image: 鱈]目でたらめに走り回り、入り乱れる小径を何度も曲がる少年との間合いが中々なかなか詰め切れない。

　全力疾走を続けて思いのほか粘るその背中に、レフィーヤは心の中で叫んだ。

　──逃げ慣なれてる！

　あたかも迷宮街ダイダロスに鍛えられたかのような錯綜さくそうする路地裏の利用方法、そして逃げ足の瞬発力。Ｌｖ．１にしてどんな怪物モンスター達に追い回されてきたのか問い詰めたくなるほどの逃走振りに、レフィーヤは手を焼かされてしまう。

　だが、間合いはもう五Ｍメドルを切っている。

　どうあがいてもここからでは振り切れない。

　もう追いつく！　と確信するレフィーヤは、少年が曲がった突き当りの道に飛び込んだ。

「えっ……い、いないっ!?」

　視界が新しい小径に切り替わった瞬間、少年は忽然こつぜんと姿を消していた。

　どこへ!?　と仰天し焦あせるレフィーヤは、側にある横道を発見し、両手を懸命に振って再び駆け出す。

　アイズにまつわる事柄で冷静さを失っていた彼女は、状況把握を怠ってしまった。

　建物の陰が作り出している小道からの死角、小さな空間。

　その場に設けられた古びた石井戸が、ひとりでに、釣瓶つるべと滑車をガタガタと揺らした。
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「あ……おはよう」

「はぁ、はぁ、はぁ……!?　おっ、おはようございますっ……!!」

「……何か、あったの？」

「い、いえっ、ちょっと森の妖精ようせいに追いかけ回されて……！」

「よう、せい？」

「すごく綺麗きれいで、すごく恐ろしくて……!!」

「え、えっと……大丈夫？」

「少しっ、休ませてもらっていいでしょうか……!?」

「う、うん」

　激しい鍛練が始まる前の、市壁の上での一幕であった。
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「はぁ、はぁ、はぁ……!?」

　走り続けること、約三時間。

　日の出も始まり空が白み始める頃、少年の行方ゆくえを追っていたレフィーヤは、盛大に息を切らしていた。

　長時間の全力疾走にＬｖ．３の体力もとうとう底をつきかけ、ダラダラと汗を流し、フラフラと体をよろめかせる。

「一体どこに……!?」

　全力で悔しがる見目麗しいエルフの少女。

　不屈の意志を存分に空回りさせてしまっているレフィーヤは、まだ諦あきらめずアイズと少年を探し出そうとする。

　だがその時、不意に人の気配を感じた。

　ちょうど二人分。

　はっとして──何か嫌な予感がして──咄嗟とっさに物陰へ隠れる。

　こそっ、と顔を覗のぞかせると、そこにいたのは。

　あの白髪の少年と、そして彼と肩を抱き合う、憧憬アイズの姿であった。

（えっ──えええええええええええええええええええええええええええええええッッ!?）

　ズガァーンッ!!　と極大かつ幻想の雷いかずちがレフィーヤの頭部天辺に炸裂さくれつする。

　途方もない衝撃を被こうむった全身は硬直し、真っ白になった。

　よく見ればズタボロと化した再起不能状態の少年に、アイズが肩を貸しているだけなのだが……レフィーヤの瞳は、二人が仲睦なかむつまじく抱き合っているように幻視してしまう。

　あははうふふ、という幻聴も耳にしながら、物陰で生ける石像と化すレフィーヤ。

　一方で、やり過ぎてしまった、と落ち込むアイズは、後輩のエルフに気付くことなく、しゅんとしながらその目の前を通り過ぎるのだった。
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　その夜。

【ロキ・ファミリア】の団員達が夕食を取る大食堂の一角には。

　ずぅーん、と目も当てられないほど肩を落とす、エルフの少女の姿があった。

「……な、何があったのよ？」

「わ、わかんないよ……」

　惨むごたらしく首を折って項垂うなだれるレフィーヤの正面、ティオネとティオナが肩を突き合わせてひそひそ話を交わす。アマゾネス姉妹の隣にいるアイズも、感情が乏しいその表情をこの時ばかりははっきりとうろたえさせていた。

　その他の女性団員、更にベートやラウルを中心に周囲にいる男性団員達さえも、オイオイと引いて距離を取る有り様である。

「……レフィー、ヤ？　どうしたの？」

　少女が発散する瘴気しょうきにいたたまれない空気が流れ出す中、アイズが意を決して動いた。

　おおっ、という団員達の賞賛の視線を浴びながら、レフィーヤの隣に赴き、おずおずと声をかける。

　アイズの問いに、レフィーヤは顔を上げようとしない。

　そしてアイズが本当に困り出してしまう頃、おもむろに、

「アイズさん……今日の朝、密会していたあの少年ヒューマンは何ですか……？」

　と、押し殺した低い声音で、問い返した。

「!?」

　己をビビらせるほどの威圧感に襲われると同時に、何故なぜそれを!?　とアイズは動じる。

　顎あごを引いたまま前髪で瞳を覆い隠す後輩の少女は、えも言われぬ暗黒の空気を纏い、ただただ答えを待っていた。無言の圧力がアイズの動揺に拍車をかける。

　不思議そうにこちらを眺めているティオナ達の視線にも慌て、止むをえず後輩の少女の手を取った。

　周囲から注目を浴びながら、アイズはレフィーヤを引っ張って大食堂を後にする。

「レ、レフィーヤ……どうして、知ってるの……？」

　ホームに存在する空き部屋の一つに忍び込んだアイズは、落ち着きなく尋ねる。

　珍しく動揺をあらわにする彼女に対し、レフィーヤは未だ顔を上げようとしなかった。

　己の身を襲う重圧プレッシャーにアイズが汗を流していると、少女はゆっくり唇を動かす。

「今朝けさ、街の北西に向かうアイズさんを追いかけて……誰だれとも知れないヒューマンの男の子と抱き合っている、綺麗な金の髪と金の目をした美しい剣士を目撃しました」

「!?」

「アイズさん、教えてください……アイズさんには生き別れの妹さんかお姉様がいらっしゃるんでしょうか……それともあれは私の幻覚だったんでしょうか……一日中考かんがえてみても、自分を納得させられる答えが見つけられないんです……」

「れ、レフィーヤっ……お、落ち着いて？」

「あれがアイズさん本人だとしたら……私は……私はッ……!!」

　重圧プレッシャーを倍増させながら、レフィーヤがじりじりとアイズの眼前に迫る。

　発汗が頂点ピークに達する歴戦の第一級冒険者。そんな彼女を己の影で覆いつくすエルフの少女。

　目と鼻の先で少女が伏せていた顔を上げると、その紺碧色の瞳には涙が溜まっていた。

　ともすれば泣きながら縋すがり付いてくる、最愛の姉を失った子供のような姿に、わけもわからず怯おびえつくす。

　目の前の少女にもう隠しておくことはできないと、恐怖心に促されるままアイズは速やかに判断し、速やかに白状し始めた。


「………………市壁の上で、訓練」



「う、うん」


「…………じゃあ、今朝けさ抱き合っていたのは」



「えっと……歩けなくしちゃったあの子に、肩は貸していたけど……」

　少女の尋問めいた質問への返答も織り交ぜながら、事情を打ち明けることしばらく。

　レフィーヤから発散されていた黒い靄もやもとい瘴気は、徐々に薄れていった。

　誤解も解けたことが幸いしたのか、少女の空っぽだった瞳にようやく光が戻る。

「つまり……『遠征』が始まるまで、あのヒューマンに戦い方を教えることになった……そういうことですか？」

　しっかりとした確認の声に、こくこくと頷うなずいた。

　ようやく冷静に、普段通りに戻ってくれたレフィーヤの様子にほっと息をつく。

　アイズは胸を撫なで下ろした。

（よ、他所よその【ファミリア】の癖くせにっ、アイズさんに教えを請うなんて……!!）

　──他方、ちっとも安心できないのはレフィーヤである。

　他派閥の団員に戦闘の手ほどき──無償の協力を要請するなど常識知らずにもほどがある。主神かみと主神かみ、派閥同士が懇意にしているならまだわかるが、今回はその限りではない。【ヘスティア・ファミリア】など一体どこの新興勢力だ。

　また互いの立場もそうだが、その地位の開きも十分に問題である。

　片や零細【ファミリア】の下級冒険者、片や都市最強派閥の幹部も務める第一級冒険者。

　この話を聞けばきっと他の者達も『身のほどを知れ』と口を揃そろえることだろう。

　何てことだ！　信じられない！　厚顔無恥こうがんむちである!!

　今朝けさ見た白髪の少年の顔を思い出しながら、レフィーヤは胸中で悪態の数々を唱えていく。

（アイズさんと二人っきりなんてっ……とても羨うらやましいッ、もといずうずうしいっ!!）

　色々と理由をつけてはいるが、とどのつまり。

　早朝だけとは言えアイズを独り占めし、訓練をつけてもらえるあの冒険者に。

　名も知らないあの白髪の少年に、レフィーヤは嫉妬しているのだ。

「あの、違うの。私から教えるって、そう言ってっ、だから……」

　少年は悪くない、少年を巻き込んだのは自分だ。

　憤りと嫉そねみで百面相をするレフィーヤに気付き、アイズは慌てて告げてくる。

　必死に少年を庇かばうそんな彼女の姿に、ぐぬぬぬっ、とレフィーヤは一層いっそう不満が高まった。

　アイズにこんなに気にかけられている少年が、気に食わないったら気に食わない。

「お願い、レフィーヤ。ロキやフィン達……みんなには、黙ってて？」

　その美しい柳眉りゅうびを下げながら、金の瞳を揺らすアイズ。

　そんなに少年との鍛練を続けたいのか、弱々しく懇願してくる。

　黙りこくるレフィーヤはぷるぷると震えていた。

　それまで外に溢あふれ出そうになる感情を何とかせき止めていたが、我慢できない。

　胸の内の嫉妬心をとうとう爆発させ、決意とともに声を張り上げる。

「じょ、条件があります!!　聞いてくれないと、いっ、言っちゃいます!?」

　赤面して吠えたレフィーヤは、まさかの交換条件を憧れの人物に叩たたき付けた。

　そしてまさかの下克上もとい反抗に、そんなことを言われると思っていなかったのか『ガァーン！』とアイズは衝撃を受ける。

　そんな彼女の表情に「うっ」と胸が痛みつつも、後に引けないレフィーヤは続けた。

「わ、私にもあのヒューマンと同じようにっ、特訓をつけてください!?」

　──二人きりで!!

　一際ひときわ真まっ赤かになったレフィーヤの口を衝ついて出てきたのは、そんな言葉だった。

　彼女の要求に、アイズはきょとんと数度瞬まばたきを行う。

　ややあって、小さく頷いた。

「私で……いいなら」

「いっ、いいんですかっ!?」

「うん……大丈夫だよ？」

「や──やったぁ！」

　了承するアイズに、胸の前で両手を合わせ、ぴょんとその場で跳ねる。

　動きに合わせて揺れる山吹色の長髪、ほんのりと薄紅色に染まる滑らかな頰。

　先程まで嫉妬していた少年のことも忘れ、レフィーヤは全身で喜びを表現した。

　憧れの少女が不思議そうな顔をするのを他所に、くるくると回転する。




　こうしてアイズは、市壁上の訓練を黙ってもらう代わりに。

　少年と少女、二人の教導を務めることになるのだった。
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『遠征』六日前。

　そして『鍛練』二日目。

　昨朝と同じ遥はるか日の出前の時間から、市壁の上で、アイズは手に持った剣の鞘さやで風の調べを奏でていた。

　鋭い風切り音、そして高速の斬閃に晒されるのは、白髪の少年ベルである。

「出[image: 鱈]目に動いちゃ駄目。空間を上手うまく使えるよう、立ち位置をいつも考えて」

「は、はいっ!?」

　振るった鞘の先端で、咄嗟に構えられた《短刀》ごとベルの体を弾きながら、アイズは助言を突き付ける。激しい攻防、いや一方的な攻勢を繰り広げながら、二人は足を素早く捌さばき得物を交わし合っていた。

　鍛練一日目である昨日を通し、アイズが悩んだ末に決めた指導の内容は、模擬戦であった。

　話すことが苦手な自分は言葉で導くことはできない。

　自分の戦術の知識を十全に伝えることはできない。

　初日から数多くの失敗を経て悟ったアイズは、少年に対し一言、「闘おう」と提案した。

　武器と武器を打ち合い、互いの動きを読み合って、利用できるもの全てを糧にする。

　自分との模擬戦の中で沢山のものを感じ取り、そして盗んでいけ、とアイズはそうベルに告げたのだ。

　アイズ自身は愛剣デスペレートの鞘を用いているが、ベルには迷宮探索時の武器を使わせており、限りなく実戦形式に近付けている。少年の杞憂きゆうを吹き飛ばすほどの力量をもって一度の反撃すら行わせないアイズは、斬る心配のない鞘でベルに何度も攻撃を見舞っていた。

「がむしゃらに防ぐだけじゃ、駄目」

「うぐぅっ!?」

「攻撃でも、移動でもいい。次の動きに繫げられるように、防いで」

　無論、ベルの自己学習に任せるだけではない。

　模擬戦の中で気付くことがあれば鞘と一緒に助言を繰り出す。喋しゃべれないなりにアイズも最低限の指導を織り交ぜていた。

　少年が晒しているいくつもの隙、あるいは甘い判断を注意するように、振るった鞘に言葉を乗せ、その体を叩たたいていく。

（何だか、不思議……）

　朝焼けが遠い薄闇に包まれながら、アイズは必死に防戦するベルのことを見つめる。

　フィンやガレス、リヴェリアに九年前から戦闘の手解てほどきを受けていた自分が──冒険者としての在り方や知識を叩き込まれ続けていた自分が、こうして教える側に回るとは。

　少々感慨かんがい深いものを覚えつつ、アイズは目の前の少年に幼い日の自分を重ねた。

　息を切らし続け、それでも立ち向かってくる彼の姿が、負けず嫌いで融通の利かなかった金髪金眼の少女に成り変わる。差し詰め今の自分は飴あめと鞭むちを使い分けるフィンであり、言動が豪快ごうかいなガレスであり、そしてひたすら酷烈スパルタであったリヴェリアか。

　鞘を放つ手を止めず、アイズはフィン達が自分に行なってきた教導、特に模擬戦での光景を思い返す。

　ただ為合しあうだけではいけない。

　相手の動きを導くように、わからせるように足を踏み込み、攻撃を打ち込む。

　少なくともフィン達は、そうやって幼い自分に戦いというものを教えてきた。

（私はまだ、そんなことはできない……）

　自分は彼等の真似事もできない。そこまでの領域に到底とうてい至れていない。

　昨日のように傷だけがやたらと増えていくベルを前にして、アイズは申し訳なく思う。

　やはり、あの【ファミリア】の先達は偉大だった。

　反感ばかり抱いていた幼い自分に辛抱強く物事を教え、諭し、導いてきた三人の器の大きさを実感するとともに、自身の未熟さを再認識する。

　教えを請うベルは勿論もちろん、自分もまたこの鍛練を通じて、彼と一緒に磨き合っていかなければとアイズは己に使命を課した。

　闇を裂く鞘の一振りが、少年の短刀とぶつかり合う。

「ん……今のは、良かったよ」

「ほ、本当ですか!?」

　フィンがよくしていた飴と鞭を参考にしながら、攻撃を上手く弾いたベルを褒める。

　既にボロボロと化している少年は、そのアイズの賞賛が余程よほど嬉うれしかったのか、傷の痛みを忘れてぱあっと顔を輝かせた。

　まるで差し出された人参にんじんに喜ぶ白兎のような姿に、微笑ましく思ったアイズはくすっと小さな笑みを漏もらす。

　それを見たベルはたちまち真っ赤になってしまい、アイズの首を傾げさせたが。

「少しだけ、休憩しようか」

「あ、はい」

　肩で息をしてしまっているベルにそのように提案し、右手に持っている鞘を下ろす。彼も素直に従って構えていたナイフを下ろした。

　広い市壁上で五歩分の距離を置き、向き合ったまま、アイズとベルは火照ほてった体を肌寒い空気で冷ましていく。

（昨日よりは、良くなってる……）

　顔に浮かぶ大量の汗を腕で拭ぬぐうベルを、アイズはじっと窺うかがう。

　当初の目的である『成長力』が起因しているかは定かではないが、初日と比べて少年の動きは格段に──とは言い過ぎかもしれないが、随分と変わっていた。

　その様はどちらかと言えば、アイズに言われたことを家ホームに持ち帰り、ひたすら反復してきたような愚直なひた向きさを感じさせる。

　悪く言うとアイズの指示以上のものができない、教師アイズの思惑おもわくを超えられない、ということなのだが、取りあえず今はそれを置いておく。

（この子の課題は防御……後は、技と駆け引き）

　昨日さくじつ、つまり鍛練一日目にアイズは少年の現状と欠点を見抜き、指摘している。

　ベル・クラネルは『臆病』だ。

　それは必ずしも悪い意味ではなく、むしろ単独迷宮探索ソロ・プレイをする上では重要な利点である。だがこと戦闘になると、その臆病さは一つの問題点を浮き彫りにしてしまう。

　少年はその外見通り兎のように相手からの攻撃を恐れ、痛みを怖がり、回避を選択しがちになっているのだ。つまり、回避行動と比べて防御が非常に拙つたない。

　この防御の方法を指導、改善させることが自分の一番の仕事だとアイズは思っている。

　欲を言えば、敵の攻撃を外から叩き、受け流す『技』を伝授したい。

　自派閥ロキ・ファミリアの『遠征』が始まるまでの七日間という短い鍛練期間。その間にどうにか防御、そして技と駆け引きの一端を体に覚えさせたいと、曲がりなりにも教師アイズは少年との訓練の着地地点を思い浮かべていた。

　少年に足りないもの、不得意な分野、そして長所。

　それらを独自に考察しつつ、アイズはベルについてわかったことをまとめていく。

（いい足ものは、持ってる……）

　特化しがちの危機回避能力はアイズの目から見ても優れている。

　その『臆病』な性格も関係しているのかもしれないが、少年の立派な武器だ。

　ベルの戦術は基本、一撃離脱ヒットアンドアウェイ。

　気質や体格、種族、武器の相性から言ってもそれは間違っていない。

　だが──少年が前に出る勇気を手に入れたならば。

　ここから一皮剝むけたなら、面白おもしろくなる、とアイズはそうも直感する。

　真っ先に脳裏に思い浮かんだのは、速度と手数にものを言わせた激しい猛攻ラッシュ。

　両手で武器を扱えるようになれれば、双刀装備ダブル・ナイフを極めれば、言うことなしだ。

　真正面からの速い斬り合い。実に自分アイズ好みの戦法である。

　──と、そこまで考えたアイズは「はっ」とした。

　自分好みに誘導……少年を己の色に染めようとしていることに気付き、いけないいけない、不味まずい不味い、と顔をブンブン振るう。

　具体的な戦闘型バトルスタイルの決定はベル自身に委ゆだねなければ。

　他者の理想を押し付けてもいいことにはならない。戦い方に関しては、ほぼ必ず。

　あくまで自分は基礎を教えるだけで、誘導してはいけないのだと、厳しく戒めた。

（……けど、少し）

　気になるかな、とアイズは呟いた。

　呼吸がようやく落ち着いてきたベルを観察し続け、先程の模擬戦から気にかかっていることを口にする。

「『臆病』……」

　びくっ、とベルが両肩を震わせた。

　その過剰な反応を見て、アイズはやはりと、自分の考えが間違っていないことを悟った。

「気に、してる？　私が昨日言った、『臆病』って言葉……」


「あ、いや、それは…………はい」



　視線を左右に、地面に忙せわしなく移ろわせた後。

　うつむいたベルは最後に消え入りそうな声で、情けなさそうに肯定した。

　その姿に、眉まゆを下げるアイズは自分の失敗を痛感する。

『君は、臆病だね』

『君は何かに怯えてる』

『私は君が何に怯えているかわからないけど……多分、君はその時が来たら、逃げ出すことしかできない』

　昨日、模擬戦を本格的に始める前、アイズが告げた台詞せりふだ。

　ベルの抱えているものを見抜き、それらの言葉を提示したのである。

　きっと、彼自身も思うところがあったのだろう。

　前日の模擬戦からベルは必死に後退することを拒み、ともすれば無茶をして、アイズの攻撃を受け止めようとしている。攻撃に臆することは恥だと言うかのように。

　アイズの正確過ぎる指摘に彼は胸を抉えぐられ、痛憤と羞恥を抱き、今も引きずっているのだ。

（また、傷付けちゃった……）

　アイズはベルが『何か』に怯えていることを感づいている。

　その『何か』の正体を把握することまではかなわないが、その傷の深さは、恐らく心傷トラウマと呼べるものだ。一筋縄で克服できるものではない。

　少年が無意識の内に苦悩している心の傷を、無遠慮に刺激してしまったのだとアイズは自責する思いだった。自分はどうしてこうも不器用なのだろうと。

　あるいは、ベルはアイズにだけは言ってほしくなかったのかもしれない。

『臆病』というその言葉を。

　そんなことはないと今も叫びたいのかもしれない。

　どこか自分の前で強がろうとしているベルを……みじめさと恥に打ちひしがれている幼い少年を見て、アイズはそう感じてしまった。

「……あの、ね？　私が言った『臆病』っていう言葉は、その、違うの」

　少年にそんな顔をしてほしくなくて、アイズは自ら声を投げかけていた。

　彼の誤解を解くように、その頭をそっと撫でるように、自分の心意を伝えようとする。

「君を格好悪いとか、情けないとか、私は思っていないし……『臆病』でいるのは、昨日も言ったけど、本当に大切なことで……」

　途切れ途切れに、たどたどしく、いつになく声音に感情を込めるアイズに、ベルがうつむけていた顔を上げる。

　情緒に揺らいでいる深紅ルベライトの瞳に語りかけようとするも、中々なかなか言葉にできない。

　上手く説明できないことを歯がゆく思いながら、アイズは一度、目を瞑つむり深呼吸をした。

「……臆病と、慎重さを、履き違えてはいけないけど」

　フィン、ガレス、リヴェリアの言葉を思い出しながら、アイズはまず前置きをする。

「何かを怖がることは、ダンジョンで、パーティを助けることもある」

「……」

「むしろ、怖さを感じない人の方が危ない」

　自分のように、と心の声を繫げながら、耳を傾けているベルへ告げていく。

「だから、その臆病なことを恥ずかしがらないで……大切にして？」

「アイズさん……」

「私は、忘れないでほしいって、そう思う」

　目を見開くベルに己の心意を伝えたアイズは、なおも言葉を続けた。

　こうして向き合っていながら、少年と対極の位置にいる自分のことを見つめ直すように。

「私が、そうだから」

「えっ？」

「リヴェリア達に沢山心配をかけるし……ティオナ達を、仲間も巻き込んできた。何も感じなくなっちゃうってことは、きっと、多分……冒険者なんかじゃなくて、怪物モンスターと同じ」

　強さをひたすら求め、恐怖心を麻痺まひさせてしまっている自分自身に、目を伏せる。

　これまでの過去を振り返りながら、それでも変わることのできない己に愚かな感情を抱いて、アイズは告げた。

「私のようには、なっちゃいけない」

　視線を足もとに落としながら、己を卑下ひげする。

　喉のどからこぼれた自分の声がどこか遠い。薄闇がアイズの細い肩を包み込む。

　視界からベルの姿を消し、市壁の石畳を見下ろした。

「──そ、そんなことありません!!」

　しかし、前から発せられた大声がアイズの思考を遮り、視界を震わせた。

「アイズさんは僕を助けてくれました！　怪物モンスターと同じだなんて、絶対にない!?」

　驚いて顔を上げると、身をこちらに乗り出しているベルの姿があった。

　彼は必死になって言葉をぶつけてくる。

「僕を助けてくれた貴方は、とても格好良かった！　子供の頃に見た物語の英雄にそっくりで、綺麗でっ、僕もこんなに冒険者になりたいってっ、そう思わせてくれて！　だから僕はこうやってっ……あ、いやっ、その、何ていうかっ……!?」

　まくし立てていたベルは、口を衝いて出た発言の内容にはっとするものがあったのか、次第に紅潮こうちょうしてしどろもどろになっていく。

　一方でアイズもまた、少年の心からの讃美と尊敬に、思わず顔を赤くした。

　あまりにも真まっ直すぐな言葉に目を見張り、頰に熱が集まるのを感じる中……やはりこの子は昔の自分のようだ、と。

　頰を淡く染めたまま、アイズはゆっくりと唇を綻ほころばせた。

　母親に聞かせてもらった物語に目を輝かせていた自分。

　英雄の存在を夢見ていた自分。

　幼き日の優しい記憶を、目の前の少年に呼び起こされる。

　冷え込んでいた胸にささやかな温もりが灯った。

「ありがとう……」

　いつかと同じように白兎に心を癒いやされながら、アイズは微笑んだ。

　その感謝の言葉に一瞬呆ほうけたベルは、凄すさまじい速さで照れ始め、こちらを正視できないとばかりに視線をあちこちに振り回していたが。

　アイズが笑みを浮かべたことを喜ぶように、はにかみながら、笑い返した。

「……訓練の続き、しようか」

「は、はいっ！」

　どこかくすぐったい感情を覚えていると、東の空に変化が起こる。

　遥か彼方の山の稜線りょうせんがうっすらとした赤い光を帯び始め、薄暗い蒼い空を朝焼けの色に染めようとしていた。その美しい光景を眺めるアイズは、下げていた鞘を構える。

　ベルもまた元気良く返事をし、鍛練は再開された。

（……良くなった）

　意識を切り替え【剣姫】の顔に戻ったアイズは、目の前のベルの動きに目を細める。

　打ち出される鞘は相変わらず防ぎ切れないが、少年は無闇に前へ出ようとしない。憑つき物が落ちた顔で己の間合いを弁わきまえ、アイズの攻撃を必死で追い、ナイフを滑り込ませている。

　果たして自分の言葉は届いたのか、ベルは不用意に飛び出すことはなくなった。

　言葉で導くことができたという事実が、教役を務める者としてこの上ない喜びを抱かせる。

　──や、やったっ。

　会話が苦手な分、アイズにはその嬉しさがまたひとしおで、心の中の幼い自分アイズも諸手を上げて喜んだ。

　だから、つい、力が入ってしまった。

　薙ないだ鞘が、霞かすむほどの速度を帯びる。

「ぶあぁっ!?」

「あ」

　調子に乗ったアイズの一撃がベルの横顔に直撃し、奇声と一緒にその体を横転させた。

　音を立てて石畳の上に引っくり返った少年は、かくっと力を失ってしまう。

　見事に気絶した。

「ま、また……」

　やっちゃった、と呟くアイズはぱたぱたと慌ててベルのもとに駆け寄る。

　油断すればすぐこれである。やはり指導経験が皆無の自分は攻撃の加減がわかっていない。

　落ち込む思いで石畳に膝ひざを突き、仰向あおむけに転がった少年を甲斐甲斐かいがいしく介抱し始める。

　が。

　ふと、気付いた。

「これ、は……」

　瞼まぶたを閉じ、眠ったように、意識を失っている少年。

　アイズは眼前の光景に強い既視感を覚える。

　約一週間前、少年はダンジョン５階層で精神疲弊マインドダウンを引き起こし、同じように倒れていた。




　そう──リヴェリアに言われるがまま膝枕ひざまくらを実行し、逃げられたあの状況と同じである！




　ベルに全力で逃げられ、真っ赤になってリヴェリアに抗議したあの日。

　見目麗しい博識な王族ハイエルフは『男は普通ふつう喜ぶものだ』『お前のやり方が悪かったのではないか？』とそうのたまった。アイズの脳裏には当時の記憶が鮮明に焼き付いている。

　実際は、笑みを必死に嚙かみ殺すリヴェリアにからかわれていただけなのだが──アイズはその指摘を真まに受けていた。

　ごくり。

　無意識の内に喉を鳴らし、ゆらゆらとベルに接近するアイズ。

　このままでは終われない。融通の利かない『負けじ魂』をここでも発揮し、打倒リヴェリア、打倒白兎を掲げる。再戦リベンジである。

　今度は、失敗しませんように。

　アイズはそっとベルの頭を持ち上げ、折りたたんだ腿ももの上に乗せた。

「んっ……」

　腿にかかる少年の重み。あの時と同じだ。

　膝枕をするアイズは慣れない恥ずかしさを再び感じ、頰にうっすらと赤みが差した。

　東の空が静かに、徐々に明るくなっていく。

　蒼い夜空の名残りと赤い朝空の変わり目、美しく幻想的な空の色に囲まれながら、気まぐれに少年の額や頰を指で撫でた。

　やはり心が洗われていくようだ、とあどけない寝顔を見下ろしながら微笑を浮かべる。

　幼い自分を寝かし付けてくれていた母親や父親も、こんな気持ちだったのかもしれない。

　心地良い鼓動の音を聞きながら、白兎の髪を撫で続ける。

　本来の目的を忘れ、アイズはこの膝枕の時間を堪能した。

「んっ……」

　ややあって、少年の瞼が震えた。

　はっとしたアイズは撫でていた手の動きを止め、腰の後ろに両手を隠す。

　緊張の色──他者から見れば感情の乏しい表情を纏いながら、少年の反応を待った。

　固唾かたずを呑のんで見守っていると、目を開けたベルはゆっくりと覚醒かくせいし、

「って、どわあぁっ!?」

　悲鳴を上げて、膝枕から離脱した。

　状況を理解するなり飛び上がり、慌てて逃げ出したベルに、アイズはしゅんと肩を落とす。

　リヴェリアの言う通り、やはりやり方が不味いのだろうか……。

　膝枕の姿勢のまま落ち込むアイズを他所に、避難した市壁上の片隅、胸壁に背をつけるベルは赤面しながら叫んだ。

「なっ、なっ、なんで膝枕なんかっ!?」

　盛大にどもりながら問いただすベルに、アイズは不味いと咄嗟に考え込む。

　まさかリヴェリアに負けるのが悔しかったから再戦リベンジした、などとは言えない。

　うーん、うーん、と胸中で唸うなり出すアイズ。

「……膝枕これをすれば……早く、体力が回復するから……」

　そして目を逸そらしながら、苦しい言い訳を口にした。

　ベルは凄まじく胡乱うろんそうな表情を浮かべる。

「……ごめん」

　アイズは目線を下げ、素直に詫びた。

　石畳に膝を崩しながら、噓うそをついてしまったことを謝る。

「本当は、私が君にしたかったから……」

　そして、ありのままの本心を明かすと、聞いていたベルは瞬く間に真っ赤になった。

「アイズさんは天然っ、アイズさんは天然っ、アイズさんは天然っっ……!?」

　誤解を受けかねないアイズの発言に、少年は動揺を来きたしたかのように壊れる。

　頭を両手で抱えながら、自分に言い聞かせるようにぶつぶつと何事かを呟いた。

　決して勘違いするなという波動を撒まき散らすベルに、アイズは小首を傾げる。

「やっぱり……嫌、だった？」

「えっっ!?」

　そのおかしな様子にアイズがおそるおそる尋ねると、ベルは顔を跳ね上げた。

　次には一層いっそう真っ赤になって、両手を突き出し、猛否定し出す。

「嫌じゃないです!?　むしろ役得でっ、って噓うそウソ噓です今のは違うんですッ!?　その、嬉しいんですけどっ、いや変な意味じゃなくて……!?」

　顔全体を熟した林檎りんごのように変え、ベルは取り乱しながら要領を得ない言葉を並べていく。

「じゃあ、されてもいいの？」

「されてもいいというかっ、されたいんですけど情けないというか恥ずかしいというかっ、き、気絶している間は不可抗力で受け入れるしかないというか……!!」

「──それじゃあ、気を失っている間ならいいんだね」

「えっ」

　しゅたっと素早く立ち上がり、鞘を構えるアイズ。

　その金色の瞳が、物欲しそうにベルの頭をじっと見つめる。

　リヴェリアの指摘に屈したくない負けん気。何よりもう一度白兎を膝枕したい欲求がアイズの中に芽生えていた。癒されたい、モフモフしたい。

　じり、じり。

　徐々に間合いを詰めてくる剣姫アイズに、どこか異様なその雰囲気に、ベルは口を引きつらせる。

「ア、アイズさんっ、アイズさぁん!?　何なにか目の色がおかしくなってないですか!?」

「気のせい」

　怯えながら短刀を構え後退しようとするベルだったが、背後は既に胸壁だ。逃げ場はない。

　瞳を興味津々にしながら、少年の疑問を切って捨てたアイズは、次の瞬間飛とびかかる。

　二秒も持もたず、ぎゃあー、という叫び声が上空に打ち上がった。




　数分後。

　市壁の上には、見事に意識を刈り取られ膝枕をされるベルの姿があった。

　兎の前髪を撫でるアイズは、心なしほくほく顔で、ご満悦そうだった。

　更に数分後。

　鍛練の趣旨を違えていることに気付いた少女は、はっと肩を揺らし。

　少年が目を覚ますと同時に、ぺこぺこと何度も謝るのだった。
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『魔法』の試射テスト、あるいは魔導士の砲撃訓練は、ダンジョン内で行うのが通例である。

　言うまでもなく、都市の中で攻撃魔法を放とうものなら街や市民に被害が及び、ギルドの御用ごようとなるからだ。

　怪物モンスターが出現する迷宮もとい戦場ならば、同業者を巻き込まない限り訴えられる心配はない。『魔法』の効果や詠唱内容を他派閥に漏洩ろうえいさせないため、訓練を行う魔導士達はダンジョンの正規ルートを外れ、階層の奥深くに赴くのである。

「よろしくお願いします、アイズさん！」

　例に漏れず、レフィーヤはダンジョン５階層、西端の『ルーム』に足を運んでいた。

『遠征』六日前の午前。

　冒険者達が続々と迷宮にもぐり始めていく中、エルフの魔導士は一足早く階層最奥の広間に陣取っていた。彼女の正面には少年ベルとの二日目の鍛練を終えたアイズがたたずんでいる。

　現在地である正方形の広大な空間は出入り口が一つしかない。人気ひとけも全くなく、『魔法』の情報隠蔽にも試し撃ちにも打ってつけである。こういった魔導士の砲撃訓練に適した地帯エリアの争奪は基本早い者勝ちであり、発走スタートダッシュの速さがものを言うのだ。

　収入を効率良く得るためモンスターの狩り場を争う下級冒険者の揉もめ事は少なくないが、理知的な者が多い魔導士達は訓練所を巡る悶着トラブルは滅多に起こさない。

「でも、すいません、アイズさん。私の訓練にも付き合って頂いて……」

「ううん、大丈夫だよ」

　杖を携えながら謝るレフィーヤに、軽装と剣を装備したアイズは顔を横に振った。

『遠征』までの間アイズは、早朝は少年ベル、そして午前中から夕方までレフィーヤの訓練を務めることになっている。

　ホームで朝食を一緒に取った後、休む暇もなくダンジョンへ付いてきてもらったことに申し訳なく思うものの、アイズを前にするレフィーヤはやる気と興奮に満ち溢れていた。

　少年ベルの二番手であることはほんの少し不服であるが──今から夕方一杯まで自分とアイズは二人きりである！

　どうだ、見たか、羨ましいか！　と心の中で名前も知らない少年冒険者に向かってレフィーヤは叫んだ。無駄な対抗意識を燃やすエルフの少女は、憧れの少女と一緒ということもあって鼻高々な気分になる。

　アイズに訓練を申し出て良かったと浮かれながら、レフィーヤは意気揚々と訓練が始まるのを待った。

「それじゃあ、始めるけど……」

「はいっ！」

「何を、しようか……」

「……」

　そして、出だしから躓つまづいた。

「私は、剣士だから。レフィーヤに教えてあげられることが、あるのかなって、その……」

　根本的な問題を、少女達は今更になって共有した。

　冒険者としての知識技能ノウハウはともかく、純粋な剣士が魔導士に教えられるものは皆無と言っていい。詠唱技術と砲撃を極めていくレフィーヤ達たち後衛職と、白兵戦を追求し前衛攻役アタッカーを務めるアイズ達たち前衛職とでは、その運用や戦闘方法が異なり過ぎる。

「レフィーヤとやることも、昨日からずっと考えていたんだけど……やっぱり思い付かなくて」

　申し訳なさそうにうつむきながら、弱々しい声をこぼすアイズ。

　少年ベルの指導内容も連日考え抜いてきた彼女の頭は、破裂パンク寸前であった。

　確かに魔導士としての技術力向上スキルアップを目指すなら、これまでがそうであったように同じ魔導士であるリヴェリアに教わった方がずっといい。ずっと身になる。

　アイズとの訓練ということばかりに目が行って浮かれ切っていたレフィーヤは、自分の浅慮を恥じるとともに、汗をかいた。

　一緒になって地面に視線を落とし、重苦しい沈黙を背負うエルフとヒューマン。

　こんな時に限ってモンスターの遠吠えさえ聞こえてこない。

「あ、あの例のヒューマンとは、何をやっているんですかっ？」

　居たたまれない場の空気に耐えられず、レフィーヤは気付けばそう尋ねていた。

　聞かれたアイズは、少年との訓練内容を答える。

「あの子とは、模擬戦を……」

　と、そこまで言ったアイズは。

　何がぴーんと来るものがあったのか、考える仕草しぐさを見せる。

「……レフィーヤは、リヴェリアにもう『並行詠唱』を教わってる？」

　やがて問い返されたレフィーヤは、驚いた表情を作った後、ぎこちなく頷いた。

「は、はい、一応基礎は教わったんですけど……ええっと、芳かんばしくなくて……」

　羞恥で頰を染めながら、アイズに白状していく。

　一通りの知識は習得済みではあるものの、まともな実践はかなっていない。精々歩くか、軽く走りながら詠唱できる程度のものだ。

　師範リヴェリアからは『精神と心が未熟』と断じられており、瞑想めいそうなど内面の修行を課せられている。『並行詠唱』は夢のまた夢で、素早く魔法を完成させられるよう詠唱技術の鍛練に重きを置かれているのが現状だ。一秒いちびょう詠唱時間を縮めれば、その分パーティの負担が減り、そしてその一秒がダンジョンでは往々にして明暗を分ける。詠唱技術は魔導士の基本であり、極意だ。

『レフィーヤは豆腐メンタルやからなー』

　と、以前主神ロキにもよく意味のわからない台詞を笑われながら頂戴したことがあった。

　詰まるところ、魔力暴発イグニス・ファトゥスを決して引き起こさないように、どんな状況でも取り乱さないように、リヴェリアの言うところの『大木たいぼくの心』を習得中である。

　赤くなりながら己の未熟な点と指導されている内容を話すと、アイズはふんふんと頷いた。

「……もしかしたら、リヴェリアの言うことと混ざって、悪い結果になるかもしれないけど」

　懸念を口にしつつ、アイズはレフィーヤの目を見つめる。

「『並行詠唱』の練習。私とは、してみようか」

　──実戦形式で。

　息を止めるレフィーヤに対し、アイズはそう続けた。

「これができれば、レフィーヤは自分一人でも戦えるようになれる……かもしれない」

　ごくり、とレフィーヤは喉を鳴らす。

　それはまさに移動砲台。後衛魔導士が目指すところの理想形である。

　基盤作りを徹底させるリヴェリアの教えを活かしつつ、アイズにも稽古けいこをつけてもらえれば──リヴェリアの指導とアイズの鍛練が組み合わされば、先が開けるのではないだろうか。

　少なくとも何かが変わるかもしれない、とレフィーヤは希望にも似た考えを抱く。

「リヴェリアは多分、レフィーヤに自信を付けさせてから、『並行詠唱』を教えようとしているんだと思う……」

「……」

「それはきっと、間違ってない……私は、余計なことをしちゃうかもしれない」

　どうする？　とアイズは最後の判断をレフィーヤに委ねてくる。

　金の瞳に見つめられるレフィーヤはうつむき、両手で杖をぎゅっと握った。

　アイズの言う通り、精神が未熟な自分の内面を鍛え、自負心を与え、魔導士として大成させようとしているリヴェリアの判断はきっと正しい。

　だが、その自負心が手に入れられるのはいつだ？

　アイズやリヴェリア、ティオナやティオネ達の側で──あまりにも高過ぎるあの憧憬しょうけい達のもとで、もう足手纏いにならないと、絶対の自信が身に付くのは一体いつだ？

　一年後か？

　五年後か？

　数十年後か？

　待てない──長過ぎる。

　今からでもなりふり構わず高みを目指し走り出さなければ、彼女達の隣にはいられない。

　怪物祭モンスターフィリアや24階層での己の不甲斐なさが蘇よみがえる中、同時にあの場で『並行詠唱』を会得していたら、という『もしも』を考える。

　きっと自分は足を引っ張らなかった。少なくとも、よりアイズ達の力にはなれた。

　危険性リスクを取ってでも、未来ではなく今のために全力をつくしたい。

　顔を振り上げたレフィーヤは、アイズの瞳を見つめ返した。

「『並行詠唱』の訓練を、させてください！　私に稽古をつけてください!!」

　そして決意の声を放つ。

　目標は『並行詠唱』の修得。

　目指すは移動砲台。

　高い目標を掲げ、毅然きぜんとした眼差まなざしを向けるレフィーヤに、アイズも「わかった」と頷く。

　真剣な顔付きで向き合う彼女達は、訓練の方向性を固めた。

「それじゃあ、私の攻撃を躱かわしながら詠唱してみて？」

「はい！」

　抜剣した《デスペレート》本体を地面に突き立て、アイズは鞘を構える。

　それに倣ならうようにレフィーヤも杖を構えた。リヴェリアに教えられた『並行詠唱』の基本知識を思い返しながら、詠唱と移動の両立を心がけようとする。

『魔力』の手綱を握りつつ、まずは肉体面の動きを念頭に置く。

　唇の動きも等閑なおざりになってはいけない。

　取り乱さない胆力を、大木たいぼくの心を。

　己に緊張を課しながら、レフィーヤは地を蹴けると同時に詠唱を始めた。

「【解とき──】」

　そして、後方に跳びながら詠唱する彼女に向かって──神速の斬撃が走った。

「えっ？」

　呟きが落ちた瞬間、レフィーヤの横っ腹に鞘が直撃する。

「ふくぅ!?」

「あ」

【剣姫】の一撃が炸裂し吹き飛ぶレフィーヤ。宙に舞う杖。

　攻撃を放った当の本人は、鞘を振り抜いた体勢で固まった。

　ダンジョンの床をごろごろと転がったレフィーヤは、「はううぅ……!?」と胴体を両手で押さえながら苦悶くもんの声を上げる。

「レ、レフィーヤっ」

　アイズが慌てて駆け寄り必死に謝ってくる。

　詠唱が二文字くらいしか成立しなかった、魔力暴発イグニス・ファトゥスを起こしかけた、と汗を流す。

　地面の上でぷるぷる震えるレフィーヤは、悶絶することしかできなかった。

「本当にごめん……あの子との訓練のつもりで、斬りかかっちゃった」

　だがその言葉を聞いて、ぴきっ、と眉が怒りの角度に跳ね上がる。

『あの子』とは、つまり、自分からアイズを奪っていたあの白髪の──。

　途端に顔を熱くさせたレフィーヤは、苦痛なんぞを振り払い、がばっと立ち上がった。

「わ、私は全く大丈夫ですから!!　今の調子でドンドン来てください!?」

「う、うん」

　手で脇腹を押さえながら笑みを引きつらせるエルフの少女に、アイズは気圧けおされる。

　少年ベルに盛大な対抗心を燃やすレフィーヤは、これまでにない負けん気を発揮した。

　落とした杖を拾いに向かい、整った眉目を吊り上げる。

　アイズを前に、次の『並行詠唱』に取り組んだ。

「えうっ!?」

　だが、

「ふえっ!?」

　ちっとも、

「きゃんっ!?」

　上手くいかない。

「とっ、【解き放つ一条──のうっ!?】」

　中断された詠唱とともに鞘に叩き飛ばされたレフィーヤは、とうとうへたり込んだ。

　崩れた両足の間、ぺたんと地面に落ちる小振りな臀部でんぶ。杖を手放しながらゼェゼエと盛大に息を切らす。

　詠唱が碌ろくに行えていない。

　あれでも加減されているアイズの攻撃を見切るのが精一杯で、肝心かんじんな呪文じゅもんを紡つむぎ続けることができないのだ。魔力暴発イグニス・ファトゥスを未然に防ぐ技術だけ無駄に鍛えられているような気がする。

　流石に下級冒険者ベルのように易々と気絶することはないレフィーヤだったが、既にその体はボロボロになっていた。

「ごめん、レフィーヤ……」

　へたり込んだレフィーヤの目の前で、アイズは目を伏せながら謝罪する。

　自分の考えが甘かった、と消沈した声音で告げていた。

「リヴェリアの言う通りで……私なんかが口出ししちゃあ、いけなかったのかもしれない」

　模擬戦で『並行詠唱』を会得しようなど、魔導士について何も知らない者の素人しろうと意見であったと、アイズは言葉の端々に悔悟の念を滲にじませる。

　彼女の謝罪と、そして無様なまでに乱れている自身の呼吸音を聞くレフィーヤは。

　ゆっくりと唇を開いた。

「アイズさん……ちなみに、あのヒューマンの方ほうは、どうなっているんですか？」

　地面だけをじっと見据えながら、レフィーヤは少年の訓練進捗を尋ねる。

　不思議そうに首を傾げるアイズは、考える時間を置き、伝え始めた。

「すごく真剣で、すごく頑張って、すごく真っ直ぐで……」

　見て聞いて、感じたことをありのままに告げるその言葉には、どこか微笑ましさがある。

「すごく、成長するのが早い……伸びしろが、あるんだと思う」

　言われたことを必死に反芻はんすうし、食らいつき、修行二日目にして成長の片鱗へんりんを窺わせる少年の姿を思い浮かべているのか、アイズは感嘆した声音でそう締めくくった。

　そして、それを聞いたレフィーヤは──ドンッ!!　と振り上げた両手を地に叩きつける。

「!?」

　ぎょっとするアイズの正面で、迷宮ダンジョンの地面がＬｖ．３の『力』によって煙を上げ罅ひび割れる。

　仰天する少女を他所に、うつむいたレフィーヤはぷるぷると震えていた。

　悔しさが、最高潮に達しようとしていた。

（わ、私は何もできていないのに……!?）

　──自分は醜態を晒しているというのに、あの少年は成長している、だと……!?

　全身が発火する。煮え返る感情の激流が体の震えを助長させた。

　妄想あたまの中では『えっ、この程度で音ねを上げちゃうんですか？　じゃあ僕はお先に行ってますねー』と例の少年が憎たらしいほど清々しい笑みで走り去っていくところだった。

　ぬぐぐぐっ……!!　と、己の妄想で怒りが振り切れるレフィーヤ。

　自分の体たらくが、情けなさが許せない。

　何よりこのままでいていい筈がない。

　憧憬アイズに認められるほど、あの少年は走り続けているというのに！

（──絶対に負けないっ!!）

　この時、レフィーヤの中で少年は宿敵ライバルとなった。

　腹の底から叫び声を上げ、勢いよく立ち上がる。

　リヴェリアとの修行には存在しなかった気概、突き抜けた意志の力を宿し、レフィーヤは眦を吊り上げた。

「まだいけますっ、お願いします!!」

　目の前で声を張るレフィーヤに対し、瞠目どうもくしたアイズは、やがて笑みを浮かべた。

　頷いてから鞘を構え、『並行詠唱』の訓練を続行する。

　その紺碧色の瞳を燃やすレフィーヤは、幾度となく迫りくる斬撃にめげず、何度も歌を奏で続けるのだった。
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「ねぇ、リヴェリア。レフィーヤ、最近なにやってるの？」

　顔と体中を傷だらけ、血だらけにしながら、ティオナがそう尋ねてきた。

「お前達こそ何をやっていた……」

　長椅子ソファーに座り紅茶を飲んでいたリヴェリアは、瞑目めいもくした瞳を片手で押さえ嘆息たんそくする。

『遠征』五日前。

【ロキ・ファミリア】ホーム、黄昏たそがれの館の応接間。

　時刻は昼前である。館の中から多くの団員が出払っている中、通路に面した談話室で一人ひとり体を休めていたリヴェリアのもとに現れたのは、纏っているパレオや衣装を体ごとボロボロにさせたアマゾネス姉妹だった。

　半短髪セミショートと長髪ロングの黒髪を揺らすティオナとティオネは、露出した褐色の肌から醒さめやらない熱を漂わせながら返答した。

「ティオネと二人で組み手やってたんだよ、組み手！」

「アイズが【ランクアップ】して置いてかれちゃったし、悔しいじゃない？　居ても立ってもいられなくなってるのよ」

　快活に喋るティオナの隣でティオネが肩を竦すくめた。

　アイズのＬｖ．６到達に触発され戦やり合っていたと語る女戦士アマゾネス達に、「限度というものがあるだろう……」とリヴェリアは傷ついた二人の体を見やりながら溜息ためいきをつく。

　生を受けてから常に一緒だったこの双子が、今回のような組み手は勿論、くだらない姉妹喧嘩けんかから比[image: 喩]抜きの殺し合いまで行って、互いを高め合ってきたことは知っている。

　己の半身と[image: 拳]を交え鍛え合うのは構わないのだが、物騒なことこの上ない。

「お前達だけでなく、【ファミリア】全体も鍛練に現うつつを抜かしているというのがな……全く、『遠征』前だというのに」

　ティオナ達だけでなく、派閥中にもアイズの昇格ランクアップは影響を及ぼしていた。

　いわゆる特訓の流行である。強く美しく、【ファミリア】の顔になりつつある【剣姫】の偉業達成に、下位構成員達から派閥幹部まで誰もが火を付けられてしまったのだ。

　人気ひとけが少ない今の館の状況も、アイズに続けとばかりに団員達がダンジョンや訓練に赴いていることに原因がある。

【ロキ・ファミリア】の副団長は心労を吐き出すように嘆いた。

「やっぱり、レフィーヤも鍛練かなー」

「アイズも最近さいきん様子がおかしいのよね」

　夕食で瘴気を発したり並ならぬ気概を発揮し出したりしている近頃の後輩エルフの姿に、ティオナは彼女もアイズに感化されたのか思案する。

　隣ではティオネがアイズの素行にも触れた。

「リヴェリア、何か知ってる？」

「いや、私も特に心当たりはないが……」

　ティオナの問いに答えつつ、リヴェリアは昨日の今日の記憶を振り返る。

　レフィーヤはこれまで通り自分に魔導士の教えを請うているが、その姿勢には何やら鬼気迫るものが乗り移っている。正直に言うと、リヴェリアも引いたほどだ。

　昨夜から朝方まで何冊もの本から知識をあさり、机にかじり付く始末である。以前からも十分励んでいたが、今はそれ以上に試行錯誤を繰り返し必死になっているようだった。

　いい競争相手でも見つかったか、と。

　神ほどではないにしても、長い時を生きている王族ハイエルフは少女の変化に見当をつけていた。

「それより……お前達、身だしなみくらいどうにかしろ」

　目にあまる、とリヴェリアはティオナ達の格好について言及する。

　恐らく実戦と変わらない激しい組み手を行っていたのだろう。服も体も傷と血に汚れ、髪に至ってはぼさぼさだ。

　潔癖でもある種族エルフのリヴェリアからすれば、今の彼女達の姿は直視に苦しい。

「んー、ちょっと休んだらまたやり合うし、このままでいーや」

「そうね、面倒だし」

　暢気のんきに、そして全く意に介していないアマゾネスの姉妹に、再び嘆息する。

　長椅子ソファーから立ち上がったリヴェリアは、ティオネの手を取って強引ごういんに椅子いすへ座らせた。

「ちょっと、リヴェリア？」

「フィンの前で乙女おとめを気取るなら、髪くらいは何とかしろ」

　ティオネの背後に回ったリヴェリアは、その長い黒髪を梳すき始めた。

　応接間にあった櫛くしを用いて、ぼさぼさだった髪を瞬く間に整えていく。

「意外……上手いのね、リヴェリア？　王族ハイエルフだから、髪や身だしなみなんかは他人にやらせてばかりの印象があったわ」

「あの子の……アイズを世話している頃に、な。私が見かねるほど、以前のあの子は髪型も何も無頓着だった。手を焼かされている内に、覚えてしまったんだ」

　小さな苦笑とともに、数年前の記憶を思い出すリヴェリアは目を細める。

　髪を撫でるその優しい手付きに、ティオネはくすぐったそうに、そして気持ち良さそうに瞳を瞑つむった。

「ずるーい!?　リヴェリア、次あたしにもやってよー!?」

「わかったから、少し待っていろ」

　結局ねだってきたティオナに、全く、とリヴェリアは眉を下げた微笑をこぼす。

　猫のように気まぐれなアマゾネス達に振り回される中、しゅ、しゅ、と櫛がティオネの長髪を流れる優しい音が響いていった。

「ねぇ、リヴェリア」

「なんだ？」

「リヴェリアは、小さい頃のアイズを……【ファミリア】に入った頃のアイズを知ってるんだよね？」

　椅子に座って、髪を梳かれる姉の姿を見守るティオナが、おもむろに尋ねてくる。

　リヴェリアは彼女の方を見ずに「ああ」と答えた。

【ファミリア】の入団当時は約九年前、アイズ七歳のことだ。

「『アリア』って、知ってる？」

　ぴくっ、と髪を梳いていたリヴェリアの手が止まる。

「リヴェリア……？」

　ティオネが怪訝けげんそうに振り返る中、リヴェリアはその翡翠ひすい色の瞳をティオナに向けた。

「その名をどこで聞いた？」

「18階層とか、24階層とか、そこでアイズが『アリア』って呼ばれてたって……レフィーヤが」

　真正直に話すティオナは、じっとリヴェリアから目を逸らさない。

　ティオネと一緒に、女神以上の美貌を誇る王族ハイエルフを見つめた。

「新種のモンスターとかさ、最近さいきん変なことが起きてるよね。24階層であったこともベート達から聞いたし……よくわからないけど、何か大変なことが起こっているのは、わかるよ」

　怪物祭モンスターフィリアから続く、食人花のモンスターの襲撃。

　18階層『リヴィラの街』では大派閥ガネーシャ・ファミリアの第二級冒険者ハシャーナが収拾した『宝玉の胎児』を巡って戦闘が巻き起こり、食人花を束たばねる調教師テイマーの女──怪人クリーチャーレヴィスと邂逅かいこうを果たした。

　そして24階層では、彼女に加え闇派閥イヴィルスの残党が姿を現し、迷宮都市オラリオの崩壊を目論んでいることを明らかにした。

　椅子に胡座あぐらをかいて、体を揺すりながら、ティオナは一連の出来事に触れる。

「危ない連中に『アリア』って呼ばれてるアイズが……最近の事件に何か関係してるのかなって、気になっちゃった」

「……」

「『アリア』って英雄譚の登場人物だけど、まさか関係ないだろうし……」

　最後は口をすぼめながら語るティオナに、リヴェリアは視線を前に戻す。

　黙りながら、まるで幼い少女アイズにそうしてきたように、ティオネの髪を一撫でし梳き終えた。

「リヴェリア、何か知っているの？」

　ティオネの問いにも、リヴェリアは黙ったままだった。

　彼女は顔の向きだけを変え、窓に視線を飛ばす。

「……59階層」

　やがて、リヴェリアは口を開く。

「そこで、何かがわかる筈だ」

　翡翠色の瞳は、窓の外に広がる蒼穹そうきゅうを見つめた。
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「フィンの推測、当たっとったなー」

　抜けるような青空から日差しがそそぐ大通りに、間延びした声が響く。

　リヴェリア達が館で会話をしている同時刻。多くの馬車やたくましい男性の亜人デミ・ヒューマンが周囲で行き交う中、小人族パルゥムのフィンは、隣にいる神物じんぶつの顔を見上げた。

「何のことだい、ロキ？」

　彼と並んでメインストリートを歩むのは、朱髪朱眼の主神、ロキだ。

　彼女は頭の後ろに両手を組みながら、己の眷族けんぞくを見下ろす。

「ガレスやリヴェリアと一緒に、ここんとこの事件のおさらいしたやろ？　そん時、ほれ、自分が言いかけてたやつ」

　六日前、アイズ達が24階層の事件に巻き込まれた日。

　ホームの執務室で派閥の首脳陣三名とロキが話し合っていた時のことだ。

『極彩色の魔石』を有する新種のモンスターと絡からめ、まだ正体が判明していなかった怪人クリーチャーレヴィスについて、フィンは次の言葉をこぼした。

『大量のモンスターを手懐てなずけ、一般的な知識には疎うとい……まるで』

　あの台詞の後、絵空事に過ぎないとフィンは続けようとした言葉を誤魔化ごまかした。

　当時の発言を今になって蒸し返す主神ロキは、彼に向かって「あの後こんなこと言おうとしたんやろ？」と指摘する。

　──まるで、地底に住み着いた人ならざるモノのようだ。

　自分の口調まで真似てそっくり当ててくるロキに──己の心中を見透かしてくるその神の瞳に、フィンは小さな肩を竦めてみせる。

「神である貴方も、予測の一つくらいしていたんだろう？」

　指摘を返すフィンに対し、ロキは笑みを見せる。

　面白そうに「さぁなぁ？」とすっとぼけた。

「闇派閥イヴィルスの残党に、人でも怪物モンスターでもない化物バケモノ、そんで『宝玉の胎児』……いよいよ大事おおごとになってきたなぁ。フィン、59階層に何があると思う？」

　怪人クリーチャーレヴィスは24階層の事件の際に、アイズに向かって言葉を残した。

　59階層へ行け、お前の知りたいものがわかるぞ、と。

【ロキ・ファミリア】の遠征先、目標地点でもある未到達領域、59階層。

　件の階層に何が待っているのか、ロキはそう尋ねてくる。

「僕ぼく程度じゃあ想像もつかないな」

　対するフィンは、意趣返しのように主神の問いをのらりくらりと躱かわす。

　自分の考えを口に出そうとしない彼は、そこでペロリと、右手の親指を舐なめた。

「ただ、ようやく対峙たいじする相手の輪郭が浮かび上がってきた」

　それも単一ではなく、いくつもの線が秩序なく折り重なってできた、とても巨大な影だ。

　複数の者の思惑が絡み合っている気配……どうにもきな臭いな、とフィンは胸中でこぼす。

　そうやなぁ、と呟くロキを尻目に、彼は親指が発する疼うずきを感じていた。

「なぁ、フィン……不謹慎なこと言ってもええ？」

　と、ロキが唐突にそんなことを言ってきた。

　何だい？　とフィンが顔を上げると、彼女は歩みを止め振り返る。

　そして仮面を脱いだかのように、たちまち雰囲気を豹変ひょうへんさせた神は、口角を吊り上げた。

「これだから、下界は止められん」

「……」

「人こと怪物モンスターの『異種混成ハイブリッド』……全知である神々うちらの想定外、予想外のことが起きる。神かみの見通せなかった、『未知』や」

　極上の美酒に酔いしれるように、ロキはその細い眼をうっすらと開け、歓喜を垣間かいま見みせる。

　悠久の時を生きてきた神が飢える『未知』の香り。

　温かな太陽の光が降りそそぐこの平和な街角が、あるいは今にも引っくり返るような虫の知らせを感じながらも、己の興奮を満たして止まない、と。

　朱髪の神は心底しんそこ愉快そうに笑った。

　黙って彼女を見つめていたフィンは、ふっ、と薄い笑みを返す。

「勿論フィン達が一番心配やー！　胸むね潰つぶれそう!?　必ず生きて帰ってくるんやでー!!」

　次にはけろっと表情をふざけたものに変え、ロキはフィンの背後に回り両肩を揉んでくる。

　一人うるさい主神のもとに周囲の視線が集まる中、フィンは苦笑する。

「安心していいよ、ロキ。僕も冒険者だ」

　神の戯れを受け入れる彼は、そのまま告げた。

「『未知』に挑むあの感覚は、十分に知っている」

　己の顔を肩越しに見上げながら笑えむフィンに、ロキは間を空けて、ニッと唇を上げる。

　一柱の神と小さな眷族の間には、長年の付き合いを窺わせる繫がりがあった。

　間もなく、フィンとロキは歩みを再開させる。

　彼等が歩いているのは北東のメインストリート。オラリオが誇る魔石製品製造の心臓部であり、ギルドに雇われた無所属フリーの労働者から派閥の職人までが集まる都市第二区画──工業区が隣接している。

　生産系の仕事が盛んなだけあって通りを行く人々は作業衣を着た労働者が主おもだ。筋骨隆々の中年のヒューマンが自ら器材を持っていずこかへ運び、商人と並んで歩く獣人が手渡された注文書を見て怒声を放つ。そこら中の建物から響いてくるのは金属が弾ける甲高かんだかい音であったり、あるいはドワーフ達の下手くそなかけ声の歌だ。

　まさに男の仕事場といった雰囲気を醸し出す大通りには、女性や子供の姿は全くと言っていいほど見かけない。周囲から随分と浮いている小人族パルゥムのフィンと女神のロキは、そのまま歩みを連ね、メインストリートから第二区画の中心へと向かった。

　ロキから振られるくだらない会話を交わす内に辿たどり着いたのは、とある平屋造りの建物──工房である。

「──来たわね」

　掃除もされておらず煤すすだらけの工房の前には、鮮やかな紅髪の女神がたたずんでいた。

　顔の右半分を覆うほどの大きな眼帯をつける彼女は、髪の色と同じ燃えるような紅の左眼をロキとフィンに向ける。

「ファイたん、おはようさん。いや、こんにちはか？」

　ロキが手を上げて気軽に渾名あだなで呼ぶ相手は、鍛冶の女神ヘファイストス。

　世界でも名を知らしめる鍛冶派閥【ヘファイストス・ファミリア】を率いる永久現役げんえき社長兼、主神である。

　物々しい漆黒の眼帯をつけておきながら、やはり女神と言うべきその美貌は一片も曇ることはない。白の上着に黒の脚衣と手袋グローブといった簡素かつ男装めいた格好も相まって、麗人という言葉がぴったりな彼女は、姉御肌という印象も初見の者には与えるだろう。

　ロキに手を上げ返すヘファイストスは、その紅の髪を揺らしながら苦笑にも似た笑みを投げた。

「悪いわね、ロキ。わざわざ来てもらって」

「気にしないでええで、ファイたん。『遠征』への同行やら武器の手配やら、こっちが無茶振りしとるんやから」

【ロキ・ファミリア】は【ヘファイストス・ファミリア】に『遠征』の協力を願い出ていた。

　遠征先での武器の磨耗と消費を食い止めるため、団長であるフィンからロキを通じてヘファイストスのもとに所属する上級鍛冶師ハイ・スミスの同行を求めたのである。

　これに対しヘファイストスは『深層』の武器素材ドロップアイテム譲渡という条件付きで了承した。フィン達の要望は叶かない、ここに都市最大派閥ロキ・ファミリアと鍛冶大派閥ヘファイストス・ファミリアの遠征同盟が成立したのだ。

「こちらの申し入れを受け入れて頂き、感謝する。神ヘファイストス」

「あら、あの小人族パルゥムの勇者に礼を告げられるなんて、私も鼻が高いわ。貴方達の迷宮踏破を手助けしてあげられるなら光栄よ」

　深々と会釈するフィンに、ヘファイストスは目を細める。

　もったいない言葉を、とフィンは女神の貫禄を見せる彼女に瞑目した。

「フィンとファイたんは会うのは初めてやったか？」

「ンー。何度か挨拶あいさつをさせて頂いたことはあるけど、こうして直じかに言葉を交わすのは、そうなるかな」

「取りあえず話は後にして、中へ入りましょう」

　ロキとフィンに声をかけ、ヘファイストスは背後の工房につま先を向ける。

　彼女に率いられるまま、中から金属の打撃音が響いてくる建物へと入った。

「『遠征』の打ち合わせがあるから顔を出しなさい、って再三呼よびかけたんだけど……今いいところだから、の一点張り。工房から出てこようとしないのよ」

「ははっ、ファイたんみたいやなー、根っからの職人気質。やっぱり子は神おやに似るわ」

「どうやら、彼女も変わらないようだね」

　溜息とともに嘆くヘファイストスにロキが笑い声を上げ、フィンも唇を曲げる。

　扉を経てすぐ、広い鍛冶場に繫がる工房内は強い鉄の香りに満たされていた。碌に魔石灯を灯されていない空間は暗闇に包まれており、奥でぼうっと灯っている炉ろの赤い炎だけがまともな光源として存在している。

　屋外でも聞こえてきた金属の打撃音が、カァン、カァンッ、と耳を聾ろうするほどより強くより高く鳴り響いてくる。工房の奥に進むフィン達は、やがて彼女を発見した。

　目を疑うほどの大型工具に囲まれながら、鉄床アンビルの上の精製金属インゴットを鎚つちでひたすら叩く後ろ姿。

　側にある炉と弾ける無数の火花の光に焼かれる褐色の横顔は、無数の汗にまみれながらなお凛々しかった。整った容貌は今ばかりは女の美とかけ離れ、燃え盛る炎のような猛々しさと美しさ──職人としての顔を纏っている。

　ヘファイストス達の存在にも気付かない彼女は、ただ真摯しんしに目の前の鉄と向き合い、己の鎚を振り下ろし続けていた。

　間合いを残して足を止めたフィンとロキは、もう少し待ってやってくれ、というヘファイストスの無言の身振りに頷き、一人の鍛冶師スミスの姿を見守る。

　結わえている黒髪を揺らす彼女は、カァンと最後の鎚の振り下ろしを経て、手の動きを止める。そこから一呼吸も置かず鉄床アンビルの上にできた剣身を鋏はさみで持った。

　じゅううっ、と立ち昇る湯気。研がれ、磨かれる刃。素人が傍はたから見ても理解が及ばない作業を長い時間をかけて行った後、即席の柄と鍔つばを組み合わせ、一振りの剣つるぎが完成する。

　片手に持つその紅の剣をまじまじと眺めていた彼女は、そこでようやく息をついた。

「椿ツバキ」

　黒の長髪を晒す後ろ姿に、ヘファイストスが呼びかける。

　椿ツバキ、と呼ばれた女性は振り返った。

「おお？」

　今になって気付いたように、ヘファイストスの顔を見るなり彼女は右眼を丸くした。

　そしてすぐに、破顔の表情を見せる。

「何週間振りだ、主神様よ。手前てまえに何か用か？　いや待て、この『魔剣』を見ろ、中々の自信作だ」

　成熟した女の顔立ちでありながら、彼女は子供のような笑みを浮かべ、片手に持つ紅剣を見せつけてきた。ずらずらと言いたいことを述べてくる相手に「二日前に訪ねたばかりよ」とヘファイストスは溜息をつく。

「ロキ達と『遠征』の話し合いをするって言ったでしょう？」

「おお！」

　主神の呆あきれ声に合点がいったように声を上げる。

　そうであったそうであった、と笑いながら彼女は歩み寄ってきた。

「久しぶりだね、椿ツバキ」
















「おや、フィン！　相変わらず小さいの！　ところで、工房にこもりっきりで人肌の温もりが恋しいのだ、抱きしめさせてくれー」

　両手を広げ近付いてくる相手に「遠慮させてもらうよ」とフィンは苦笑を返す。

　バレたらティオネに殺される、と言う彼に、彼女──椿ツバキは声を上げて笑った。

【ヘファイストス・ファミリア】団長、椿ツバキ・コルブランド。

　数多あまたの上級鍛冶師ハイ・スミスが所属する鍛冶大派閥ヘファイストス・ファミリアの頂点に君臨する、名実ともにオラリオ最高の鍛冶師スミスである。

　東洋地域の人間を彷彿ほうふつさせる秀麗な顔立ちの彼女は、極東出身のヒューマンと大陸のドワーフの間に生まれた『ハーフドワーフ』だ。

　ヒューマンの血を濃く受け継いでいるのか手足はすらりと長く、身の丈は一七〇Ｃセルチに届く。基本、短足短腕である一部のドワーフ達からはよく妬ねたまれているらしい。

　纏っている作業衣も母親の故郷である極東式のもので、下半身は真っ赤な袴はかま、上半身は何と豊満な胸のみを隠すさらしのみである。火花が肌を脅かすにもかかわらず腹や肩を丸出しにした格好の理由を、フィンは「鍛冶場は暑いのだ」と本人の口から直接ちょくせつ聞いたことがある。体の肌の色は褐色だ。

　端整な相貌は黒髪赤眼。

　何より特筆すべきは、主神ヘファイストスのものと似た漆黒の眼帯を装着していることだ。

　右眼を覆うヘファイストスに対し、彼女は左眼を隠している。

「一通り見とったけど、まーたとんでもない武器を作ったんか、『キュクロプス』は？」

「ロキよ、二つ名で呼ばないでくれ。怪物モンスターのようでその名は好かん。手前てまえは大いに不服なのだ」

　完成したばかりの紅剣を見てニヤニヤと笑うロキに、椿ツバキは口を尖らせる。

　椿ツバキ・コルブランドが神々から賜った二つ名は、【単眼の巨師キュクロプス】。

　鍛冶師スミスでありながらＬｖ．５という第一級冒険者級の戦闘力を誇る奇人であり、鬼人である。

　鍛冶派閥として地位を確立しているという以外にも、椿ツバキを始めとした少々特殊過ぎる職人達の飛び抜けた戦闘能力が、【ヘファイストス・ファミリア】が他派閥に攻め込まれない数ある内の一因でもあった。

「しかし……グヘヘ、相変わらずイイおっぱいしとるなー。サラシの上からでもわかるエロい胸もと!!」

「おお、欲しければくれてやるぞ？　脂肪の塊だ、鍛冶場には邪魔でしょうがない。とても要いらん」

　猥褻わいせつを働いた筈が痛烈な反撃を頂戴し、「グハァ!?」と吐血するロキ。

　けらけらと笑う椿ツバキの動きに合わせ、さらしに封じ込まれた双丘が窮屈そうに揺れ動いた。

「そろそろ本題に移ろうか」

「そうね、時間がもったいないし」

　倒れ伏した胸もと寂さびしいロキを無視して、フィンとヘファイストスが話を進め始めた。

　連日れんじつ飲まず食わずで鍛錬作業に没頭していた椿ツバキは、いつから放置されているのか机の上にあった煤まみれの干し肉を食い千切り、腹拵はらごしらえをしながら「あいわかった」と頷く。

　よろよろと復活したロキを交え、両派閥の主神と団長同士、暗い工房の中で『遠征』の会合を始めた。

「単刀直入に聞くけど、ファイたん、上級鍛冶師ハイ・スミスの子を何人貸してもらえる？」

「そうね。職人としては勿論、冒険者として腕利きなのは……椿ツバキも入れてざっと二十名くらいかしら。全員Ｌｖ．３以上だから、実力は保証するわ」

　ロキの問いにヘファイストスが答える。

　何が起こるかわからないのがダンジョンだ。武器整備が主な依頼内容とはいえ、『深層』においても最低限身みを守れる者が『遠征』の同行者としては好ましい。

「それを聞けて安心したけれど……椿ツバキ、君も来るのかい？」

「ああ。手前てまえもまだ見ぬ『深層』の景色を拝んでみたいのだ。そしてあわよくば、自らの手で武具の素材を調達したい」

　主神達の隣でフィンと椿ツバキが声を交わす。

　自派閥のみでは辿り着けない深層域の更に深部に興味津々の椿ツバキは、屈託くったくない笑みを浮かべながらいい機会だと告げてくる。

「『不壊属性デュランダル』の武器の方は？」

「抜かりない。注文通り五振り、それぞれの得物を手前てまえが用意させてもらった」

「おお、サンキューな、椿ツバキ」

「それよりもフィン、ロキ……ベート・ローガを叱っておけ。あやつの難解な要求を聞き入れ、ひぃひぃ言いながら作った手前てまえの銀靴フロスヴィルトを粉々にしおってっ。作り直すのにも苦労したわ、あの狼人ウェアウルフの小僧め」

　迷宮50階層以下で確認された芋虫型のモンスター──武器破壊を招く腐食液を撒き散らす非常に厄介な敵──を警戒し、フィン達は不壊属性デュランダルの特殊武装スペリオルズもヘファイストス達に手配していた。もとから不壊剣デスペレートを持つアイズと魔導士のリヴェリアを除いた、第一級冒険者の人数分の武器である。

　既に全ての不壊属性デュランダルの武具を作ったと言う椿ツバキは、先日の24階層の事件、怪人クリーチャーレヴィスとの一戦で特殊武装スペリオルズ《フロスヴィルト》を破壊されたベートにお冠のようだった。聞けば事件の直後、すぐにベートは「『遠征』までに作り直せ」と直接椿ツバキのもとに押しかけてきたと言う。

　パーティ主力分の全装備を不眠不休で準備してのけた椿ツバキに、フィンもロキもあらためて感謝の言葉を送った。

「でも、本当に私達の方で『魔剣』を用意しなくてよかったの？」

「ん～、ファイたんとこにはいくつも特殊武装スペリオルズを発注しとったし……それに、あれや、ファイたんとこの品しな、高いし……」

「あら、別にロキ達だったらいくらでも借金ローンを組んでもいいのよ？」

　芋虫型に有効な手段として、即時に遠距離攻撃が行える『魔剣』も候補に挙げられている。

　高価な『魔剣』、しかも大鍛冶派閥ヘファイストス・ファミリア製の一級品に尻込みするロキは、左眼を細めて笑う女神に「か、堪忍してや～」と汗とともに空笑いをした。

「しかし『魔剣』か。これ以上のない適任者……作り手がおるのだがなぁ」

「何だい、【ファミリア】に秘蔵ひぞうっ子こでもいるのかい？」

　椿ツバキの独り言にフィンが反応すると、彼女は「うむ」と自分のことのように嬉しげに頷く。

「手前てまえなんぞより凄まじい魔剣鍛冶師がおっての。こと『魔剣』に関しては、あやつの方が全くもって上だ」

　その発言に、フィンも、ロキも目を見張った。

　椿ツバキ・コルブランドはオラリオの中で随一の腕を持つ鍛冶師スミスだ。

　言うなれば『最上級鍛冶師マスター・スミス』であり、そんな彼女をして己より上と言わせる職人がいるなど驚きであった。

「君がそこまで言う鍛冶師スミスなんて、一体いったい誰なんだい？」

　フィンが尋ねると、椿ツバキはその質問を待ってましたとばかりにうきうきとして口を開く。

「ふっふっ。聞いて驚け、あやつは彼かの鍛冶貴族の──」

「椿ツバキ、止やめなさい。あの子が血筋を吹聴ふいちょうされるの嫌がってること、知ってるでしょ」

　と、椿ツバキの言葉をヘファイストスが遮った。

　互いに眼帯をつける神と子は、片方は語気を強めて、片方は拗すねたように不平を漏らす。

「なんじゃー。減るものではないし、よいではないかー」

「まったく……貴方が不用意に自慢して回るものだから、聞きつけた人間が『魔剣』を求めに押しかけてくるって、あの子、かんかんに怒ってたわよ？」

　何やら団員同士、身内のいざこざがあるようだとフィンとロキはそれとなく理解する。

　主神に嗜たしなめられる椿ツバキは、懲こりた様子を見せずにはぁと息を吐いた。

「素晴らしい才能を持っているというのに、それを忌避するとは、もったいない。手前てまえにはあやつの考えていることが理解できん」

　言いつつ、椿ツバキは持つ紅剣──鍛えたばかりの『魔剣』の刃を見下ろす。

　そして、その瞬間。

　彼女の纏う空気が、眼差しが峻烈しゅんれつなものへと変わった。

「──血であろうが何であろうが、あるものを全てつぎ込まねば子われわれは神の領域に届きすらしない。至高の武器など、夢のまた夢だ」

　低い声音で断じる椿ツバキの右眼には、炉炎と見紛う獰猛どうもうな光が宿っていた。

　その眼光はロキ達が知るアイズ達、高みを目指す冒険者達と同種のものである。

　職人の誇りと矜持きょうじ、渇望、そして飽くなき執念。

　鍛冶師スミスとして最高位に辿り付いた者のみが望める景色──彼女にだけしかわからない世界を前に、椿ツバキは全てを賭とさねば『神の作品』を超えることも、到ることすらできないとそう悟っていた。

　己の作品から視線を引き剝はがす椿ツバキは、隣に立つ鍛冶神に流し目を送り、不敵に笑う。

　闘争心を剝き出しにする子の眼差しに、ヘファイストスは吐息交じりに肩を竦めた。

「職人の性さが、っちゅうやつか。ファイたんも苦労してそうやなぁ」

「ンー……まぁ、ひとまず話を戻そうか」

　脱線しつつある打ち合わせの軌道修正を図り、フィン達は今後の予定について語った。

「では、遠征当日に摩天楼施設バベルの前で合流し、そのまま突入ということだな？」

「ああ。ダンジョンの中では僕達が極力きょくりょく護衛を兼ねる。緊急時にはその限りとはいかないけど、戦闘は基本こちらに任せてくれ」

「物資の方は私達も半分持ってあげるわ。ここまできたら一連托生だしね」

「すまんなぁ、ファイたん。よろしく頼む」

　椿ツバキ、フィン、ヘファイストス、ロキがそれぞれ最終確認を行い、話し合いは終わった。

　ヘファイストス達に見送られながら、フィンとロキは椿ツバキの工房を後にする。

【ロキ・ファミリア】遠征に向けて、準備は着々と進められていた。
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「あ、あの……アイズさんっ、相談があるんですがっ！」

　そう切り出されたのは、訓練四日目、市壁上で激しい模擬戦を繰り広げた後のことだった。

　鍛練終了の時刻と決められた日の出より少々早い時間、ベルはしどろもどろに、そして赤面しながらアイズに交渉してきた。

「じ、実は明日、サポーターの子が下宿先の都合でダンジョンへ行けなくなってしまって……だから僕も探索を休もうと思ってるんですけど……ええっと、その……何というか、もしよければ……あ、明日は朝だけじゃなくてっ……！」

「一日中、訓練をしたい？」

「は、はいっ!!」

　緊張しているベルの言葉を先回りすると、彼はぶんぶんっと首を縦に振った。

　携える鞘に剣を収めるアイズは、早朝の澄んだ空を軽く見上げ、しばし黙考する。

　その日もレフィーヤの訓練が午前中からあるのだが……彼女は同じ派閥の仲間だ、付き合おうと思えばいつでも付き合える。

　それに正直、ベルの戦技向上にはまとまった時間が欲しい、とアイズ自身も考えていた。

　早朝の短い間だけでは時間が足りない。

　そう判断した彼女は内心でレフィーヤに謝りながら、

「うん、いいよ」

　と承諾した。




　──という話をアイズ本人から謝罪とともに告げられ、レフィーヤは彼女と訓練ができなくなった。

『遠征』三日前。

　少年ベルより一日遅れの、訓練四日目になる筈だった午前の時間。

　賑にぎやかな大通りを一人歩くレフィーヤは、途轍とてつもなく不機嫌であった。

　その紺碧色の瞳は若干据すわりがちとなり、美しいエルフの顔立ちからも静かな憤懣ふんまんを醸し出している。側を歩く亜人デミ・ヒューマンや、すれ違う者達は一様にささっと彼女から目を逸らした。

　胸の位置で愛用の杖を握りしめながら、レフィーヤは怨嗟えんさに満ちる。

「他派閥の人間のくせにっ、他派閥の人間のくせにっ、他派閥の人間のくせにぃ……！」

　恥晒しっ、厚かましいっ、信じられないっ。

　涙目になりながら呟かれる小声の非難は、全て例の少年へと向けられていた。

　あの【剣姫】を一日中独占どくせんしようなどとずうずうしい交渉を行ったベルに怒りを溜め込んでしまう。アイズ本人の判断に異議を申し立てられないレフィーヤは、常識を知らないのかっ、と少年への糾弾もとい涙声を放ち続ける始末だった。

　歩む通りはホームの近辺、北のメインストリート。

　致し方なく一人で訓練に励もうとダンジョンへ向かう最中さなか、憎々しいほど晴れ渡る青い空に見下ろされながら、レフィーヤは賑やかな人波を進んでいく。

「──ウィリディス？」

　怒りで視野が極端に狭くなっている時であった。

　レフィーヤの姓を呼ぶ声が聞こえてきたのは。

　えっ？　と振り向くと、そこにはすれ違った格好で足を止める同族エルフの少女がいた。

　巫女みこを連想させる濡ぬれ羽色の長髪。双眸は宝石のような赤緋せきひの色。

　華奢きゃしゃな体は短いケープと首筋まで隠す純白の戦闘衣バトル・クロスを纏っている。

　従者として金髪の男神の側に控えている彼女を見て、レフィーヤは驚きの表情を作る。

「フィルヴィスさん……」

　呟くレフィーヤに対し、白い少女、フィルヴィスも似たような表情を浮かべていた。

　Ｌｖ．３の魔法剣士であり、先日の24階層の事件ではレフィーヤ達とともに共同戦線を張った【ディオニュソス・ファミリア】の団員である。

　偶然ぐうぜんの巡り会いにお互いの動きを止め、雑踏に揺らされていると、フィルヴィスを従えていた神物じんぶつが口を開いた。

「【千の妖精サウザンド・エルフ】……お前が言っていた同胞だな？」

　柔らかい金髪の王子然とした主神、ディオニュソスの言葉に、フィルヴィスは「は、はい」と返事をする。

　初めてお目にかかる神の存在につい対応に困っていると、硝子がらすの色の瞳でレフィーヤのことを窺っていたディオニュソスは、ふっと微笑んだ。

「フィルヴィスから君の話は聞いている。色々礼もしたい、よければ軽くお茶でもいかがかな？」




　北のメインストリートを折れた街路の一角、客で賑わうオープンカフェ。

　面した通りから人込みの足音と愉快な声々も届いてくる中、レフィーヤは、フィルヴィスとディオニュソスとともに丸テーブルの席に腰かけていた。

「24階層では私の子が世話になった。あらためて、感謝をさせてほしい。……この子の命を救ってくれて、恩に着る。レフィーヤ・ウィリディス」

「い、いえっ。私こそフィルヴィスさんには何度も助けて頂いて……！」

　神にあらたまって礼を告げられ、レフィーヤは恐縮頻しきりであった。

　テーブルの上にはディオニュソスの支払いで紅茶と果物の焼菓子タルトが並べられている。瑞々しい赤と青の小果実ベリーに甘い菓子の香りは口の中に唾液を溜めさせた。「この程度でお礼と言ったらロキに首を締められてしまうだろうが」と金髪の男神はおかしそうに冗談を口にしていたが。

　レフィーヤのディオニュソスに対する最初の印象は、人当たりが良い気品のある神。

　同時に己の神意しんいを悟らせず、逆にその硝子のごとき瞳でこちらの心を見透かそうとする、聡明かつ慎重な神物じんぶつのようにも感じられた。ロキが嫌そうに言っていた「食えない神やつ」という評価が少しわかったような気がする。

　レフィーヤとディオニュソスが話をする間、命じられ無理矢理むりやり座らせられているフィルヴィスは黙っていた。紅茶や焼菓子タルトには手をつけず、同胞と主神の間で視線を往復させている。

「……先の事件で何が起こったかは理解しているつもりだが、別の者の話も聞いておきたい。君の目から見て、24階層の一件はどうだった？」

　お礼交じりの歓談を終えた後、ディオニュソスは表情を真剣なものに変えた。

　反射的に姿勢を正したレフィーヤは数瞬思考しこうを走らせる。主神ロキは彼のことを厄介者扱いしているようだが、怪物祭モンスターフィリアの事件から度々たびたび情報を交換してきたとも聞いている。24階層でのことも後日ロキと話し合っていた筈だ。

　話しても問題はない。そう判断したレフィーヤは当事者としての意見を語った。

「──『魔石』を内包する神智じんちを超えた存在に、モンスターを変異させる『宝玉』。全く……何度なんど聞いても頭が痛くなってくる」

　レフィーヤの話を黙って聞いていたディオニュソスは、額に手を当てて重い溜息をつく。

　眷族フィルヴィスに見守られる中、彼は硝子の色の双眸で見つめてきた。

「君達が持ち帰ってきてくれた情報のおかげで、『敵』の正体が判明しつつある。あの闇派閥イヴィルスの残党と繫がっている第三勢力、蘇った白髪鬼オリヴァス・アクトが語った『彼女』なる存在……レフィーヤ・ウィリディス、私は今、甚だしい危機感を覚えつつある」

　今も都市の平和が静かに蝕むしばまれているのではないかと錯覚してしまうのだ、と。

　ディオニュソスは感情を押し殺した硬い表情で告げた。

　フィルヴィスから怪物祭モンスターフィリア前に眷族こが殺されたことを聞いているレフィーヤは、神妙な表情で彼の声に耳を貸す。

「君達【ロキ・ファミリア】に任せ切りになってしまうかもしれないが……この件に関しては私達も可能な限り尽力する。助けが必要な時は、いつでも言ってくれ」

「は、はいっ。ありがとうございますっ」

　協力関係を申し出るディオニュソスは、目を伏せることで謝意を告げてきた。

　交わされていた言葉が途切れ、しばし街路の喧騒けんそうに包まれる。

「そういえば、『遠征』の準備はどうかな？　近い内に『深層』へ赴くと聞いているが？」

　周囲の女性客からちらちらと視線を寄せられる中、紅茶に優雅に口付けていたディオニュソスが、それまでの雰囲気を変え陽気に尋ねてくる。

　甘い美顔マスクに微笑まれ何やら変な気持ちになりつつ、レフィーヤは自派閥の詳しい情報を漏らさないよう気を付けながら、受け答えを行った。

「準備は順調です。予定通り、三日後には出発します」

「三日後か……」

　呟くディオニュソスは、そこで微笑を浮かべる。

「『遠征』へ旅立つ君のことを、フィルヴィスが心配していたよ」

　レフィーヤ、そしてフィルヴィス本人も驚く中、男神は言葉を続けた。

「24階層の事件の後、この子は君のことを饒舌じょうぜつに語っていた。まるで自分のことのようにね」

「ディ、ディオニュソス様っ!?」

　椅子から腰を浮かし動じるエルフの少女に、レフィーヤが目を丸くしていると。

　フィルヴィスは声に詰まり、その白い頰を赤らめて視線を合わせようとしなかった。

「この子が人に心を許す姿は久しぶりに見た。君はきっと、よく猫に懐なつかれるだろう？」

「えっと……どういう、意味ですか？」

　不思議そうな顔をするレフィーヤに、ディオニュソスはニヤリと神らしい笑みを作る。

「派閥入団直後も、フィルヴィスの潔癖性には手を焼かされてね。それこそ猫のように近付く者を警戒していたよ」

「な、何をおっしゃってっ……今は関係ないではありませんか!?」

　ここまでくると男神は面白がっていて、くっくっと肩を揺らしていた。

　眷族の訴えにも構わず、悪戯いたずら好きの子供のように少女の過去の話を引っ張り出してくる。

　慌てふためくフィルヴィスに、レフィーヤもとうとうくすくすと笑ってしまった。

　きっと睨にらまれて慌てて押し殺そうとするも、できない。

　少女の顔はすっかり真っ赤になっていたのだ。

「今日の予定を聞いてもいいかな？」

「えっ、あ、はい。ダンジョンで『魔法』の訓練をするつもりです」

　そんな二人を優しく眺めていたディオニュソスが、おもむろに問うてくる。

　レフィーヤが素直に返答すると、彼はふむと細い顎に手を添えた。

「迷惑でなければ、フィルヴィスも連れていってもらえないだろうか？」

　その提案に、またもやレフィーヤとフィルヴィスは驚かされる。

「どうかな？」

「だ、大丈夫です、けど……」

「お、お待ちくださいっ、ディオニュソス様!?」

　頷くレフィーヤとは対照的に異を唱えようとするフィルヴィスであったが、ディオニュソスは彼女の声を遮る。

「私のことはいい。彼女の力になってあげなさい」

「し、しかし……」

「ロキの子と友好を深めるのに、止めはしないさ。それに私は協力を惜しまないと宣言してしまった、主神の言葉を違えるつもりか？」

　うろたえるフィルヴィスの反論を笑み一つで封じ込める男神は、最後にレフィーヤを見る。

「レフィーヤ・ウィリディス。よければこれからもフィルヴィスと良くしてやってくれ。他の団員達とも、この子は溝がある」

　そして、子を見守る親のような眼差しを浮かべた。

「この子の笑顔を引き出してやってくれれば、私も嬉しい」

　そう言って、ディオニュソスは席から立ち上がる。

「失礼させてもらうよ」と去り際に告げ、カフェを出て雑踏の中へ消えていった。

　取り残されるエルフの少女達。

　しばし見つめ合っていると、フィルヴィスは、観念したように唇を開く。

「……迷惑でないのなら、付き合おう」

　赤くなって、そっぽを向きながら、そう言った。

「……はいっ。よろしくお願いします」

　照れる彼女に、レフィーヤも頰を染めながら、相好を崩すのだった。




「……」

　レフィーヤ達と別れたディオニュソスは、賑わう雑踏から離れ、建物の間隙に伸びる小径を進んでいた。

　明るい通りと反して薄暗い細道に入って、間もなく。

「──麗しい美少女エルフ達の絡み、たまらないなぁ」

　前方から、ふざけた神の声が投げかけられる。

「私に何か用か、ヘルメス」

　もとより気付いていたかのように、ディオニュソスは冷淡な声を投げ返した。

　声の主は暗がりの奥から姿を現し、目の前に歩み出てくる。

　橙黄色とうこうしょくの髪と瞳に、身軽な旅装。

　目を弓なりにする優男やさおとこの神は、鍔広つばひろの羽根付き帽子をくいっと片手で上げながら、笑いかけてきた。

「やぁ、ディオニュソス」

　仮面のような薄い笑みを浮かべる神、ヘルメスに、ディオニュソスは視線を鋭くする。

　ディオニュソスはこの男神の視線を感じたために、眷族フィルヴィスを自分のもとから遠ざけていた。神同士の腹の探り合いの中で、噓がつけない子供の存在はお荷物にしかならないからだ。

　ヘルメスは油断ならない雰囲気を纏っていた。

　神々の間では、便利屋、抜け目がない、というちゃっかりした印象を抱かれている男神は、今はその清濁せいだく併せ持つ本性をあらわにしている。

　路地裏の薄闇を被るヘルメスは、浮かべていた笑みを深めた。

「話がしたい。今、時間は空いているかな？」

「どういった風の吹き回しだ」

「おいおい、警戒しないでくれよ」

　軽く両手を広げて無害を強調するヘルメス。

　芝居がかった極めて胡散うさん臭い男神に、ディオニュソスは鼻を鳴らす。

「大神ゼウスを見捨て、鞍替くらがえし、今はウラノスの走狗イヌか？　あの老神ろうじんとお前が繫がっていることに私が気付いていないとでも？」

「誤解だよ、オレはあくまで中立さ」

「ほざけ。お前達は信用ならない」

　肩を竦めるヘルメスに、ディオニュソスは常より厳しい口調で吐き捨てた。

「怪物祭モンスターフィリアの件といい……ウラノス達は何を隠している？　私の信用を得たいというのなら、まずはそれを話せ」

「何も隠しちゃいないさ。あるんだったら、オレが聞きたいくらいだ」

　飄々ひょうひょうとするヘルメスは依然いぜん薄い笑みを纏っている。

　話にならないな、とディオニュソスは冷めた視線で踵きびすを返した。

「待った、待った、ディオニュソス。頼むから話を聞いてくれ」

　素早く歩み寄ったヘルメスは、ディオニュソスの肩に気安く腕を回し、お互いの顔と顔を近付ける。

「オレも24階層で子を失った、同じ被害者さ。今オラリオで何が起ころうとしているのか……できる限り把握しておきたい」

「……」

「天界の同郷のよしみだ。ちょっぴりの世間話をするくらいなら、構わないだろう？」

　硝子の色の瞳を覗き込む橙黄色とうこうしょくの瞳が、うっすらと細まる。

「それに、実はとっておきの葡萄酒ぶどうしゅも用意してあるんだ」

　やがてヘルメスは、囁ささやくように告げた。

「美味うまい酒を酌くみ交わせば……酔ってオレの口も滑るかもしれないぜ？」

「……私は葡萄酒ぶどうしゅにはうるさいぞ？」

　ディオニュソスとヘルメスは、二人揃って唇を三日月のように吊り上げる。

「……ハハハハハハハハハハ」

「……フフフフフフフフフフ」

　黒い笑みを交わし合う二柱の男神。

　ヘルメスに肩を組まれながら、ディオニュソスは路地裏の奥へと消えていった。




「すっげぇ真っ黒……」

　──そんな男神達を、頭上から見張る者達がいた。

　路地裏の建物屋上でしゃがんでいる盗賊シーフの少女──【ヘルメス・ファミリア】団員、犬人シアンスロープのルルネはゲンナリとしながら呟く。

　腰から生える犬の尻尾しっぽを脱力するように垂らす彼女の隣では、水色アクアブルーの髪に銀の眼鏡めがねをかけた美女がたたずんでいた。

　装備する純白のマントの裾すそを風であおられるのは、アスフィ・アル・アンドロメダ。

　ルルネの団長であり、【ヘルメス・ファミリア】随一の苦労人である。

　一癖も二癖もある神同士のやり取りに、彼女もまた溜息をついた。

「あの二人、腹の中も絶対ぜったい黒く濁ってるぜ……アスフィ、もう帰っちゃ駄目？」

「……駄目です、行きますよ」

　疲れたように瞼を閉じ、眼鏡を押し上げながらルルネの訴えを退ける。

　ひそかに主神を護衛しているアスフィ達は、ディオニュソスとヘルメスの後を音もなく追うのだった。
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「それでですねっ、そのヒューマンったら!?」

　迷宮の燐光りんこうに照らされながら、レフィーヤはフィルヴィスに棘とげのある声を聞かせていた。

　場所はダンジョン５階層。ディオニュソスと別れた後、彼女達は予定通り『魔法』の訓練のため迷宮の『上層』に足を運んでいた。

　下級冒険者のパーティと何度もすれ違いながら通路を歩くレフィーヤは、溜めに溜め込んでいた少年ベルへの不満を同族の少女に聞いてもらっている。

　事情を把握したフィルヴィスは、膨れているレフィーヤに苦笑を見せた。

「私の【ファミリア】でもあったな。面倒見の良い年長あねの団員を巡って、仲間の喧嘩が、頻繁に……」

　前を向きながらどこか懐かしそうに語るフィルヴィス。

　追憶と、そして僅かな哀感に浸るその横顔に、レフィーヤは言葉を止めた。

　年長の女性団員と喧嘩していた仲間……恐らくは彼女が『27階層の悪夢』で失った、もう取り戻せないかつての情景。

　口を噤つぐんでいたレフィーヤは、ややあって殊更ことさら大きな声でアイズ達のことを、後は少年の難癖を語った。同胞の少女へ、悲嘆に暮れる暇を与えないように。




　フィルヴィスはそんなレフィーヤに赤緋の瞳を細め、微笑んだ。

「さて、『並行詠唱』の訓練、だったか……」

「はいっ。アイズさんとは、模擬戦を通して練習していたんですが……」

　５階層最奥、ここ数日でお馴染なじみとなった西端の訓練場ルームに辿り着いたレフィーヤとフィルヴィスは、中央付近で向かい合う。

　道中、訓練の概要も軽く聞いていたフィルヴィスは、思案するように細い顎を引く。

「私も役職上、『並行詠唱』は多用する。力になってやりたいのは山々だが……」

　上級中衛職ハイ・バランサーである『魔法剣士』のフィルヴィスにとって『並行詠唱』はお手のものだ。

　恐らく『並行詠唱』の使用頻度ひんどだけならばリヴェリア以上になるだろう。偶然とはいえ、今日きょうアイズの代わりに彼女と訓練ができるのはとても幸運なことだと言える。

　悩む様子を見せるフィルヴィスに、レフィーヤはぜひ教授を受けておきたかった。

「あの、小さなことでもいいので、コツのようなものを教えて頂けたら……」

「コツ、か。だがお前は、あのリヴェリア様にも師事しているのだろう？　私の感覚で助言を与え、混乱を招いてしまわないだろうか……」

　迷宮都市オラリオ最強の魔導士として、何より王族ハイエルフとしてリヴェリアを敬っているフィルヴィスは、指導内容の齟齬そごを危ぶんでいるようだった。

　しばし時間を置いた後、彼女は何かを決めたように顔を上げる。

「私も他者にものを教えたことはない。指導のほどに自信はないが……」

　そこまで言ったフィルヴィスは、レフィーヤを真っ直ぐ見つめた。

「同じ魔導士の観点から言わせてもらう。ウィリディス、攻撃と防御は捨てろ」

「えっ？」

「魔導士は基本、白兵戦に不慣れだ。付け焼刃の攻防は『並行詠唱』の失敗を招く。それならば最初から回避に専念し、『魔法』の発動のみに意識を割いた方がいい」

　戦闘の中で『並行詠唱』に求められる動作アクションは、攻撃（防御）、移動、回避、詠唱、この四つが主だ。フィルヴィスはその内の攻防の動作アクションを切り捨てろと告げてくる。

　もとより、詠唱を除いた他の項目は純粋な後衛魔導士に極めて縁がないものである。慣れない白兵戦は詠唱を不発に終わらせるどころか自滅をもたらすと、『魔法剣士』として戦場の第一線をくぐり抜けてきたフィルヴィスは経験則から言っているのだ。

　詰まるところ、敵の攻撃から逃げて逃げて逃げまくれ、という助言である。

「『並行詠唱』は前衛職の者の方が修得しやすいと言われている。戦闘の趨勢すうせいを変えるほどの砲撃が求められる後衛魔導士達は、どうしても魔法技術の一点を極めなければならない」

　そもそも扱う『魔力』の規模が、『魔法』の威力が違うのだ、と彼女は続けた。

　鋭い剣戟けんげきとともに常に動き回り、反応速度に長けた前衛の冒険者達は不慮の事態にも対応してのける。詠唱という一種類の動作アクションさえ培えばいい彼等の方が、『並行詠唱』をただ修得する上で、もともとの基礎は優れているのだ。ましてや使役する『魔法』の出力──抱えなければならない爆弾の大きさ──は格段に小さい。

　激しい攻防を繰り広げながら『魔法』を発動する。

『並行詠唱』のその一般的な心象イメージは、前衛職や自分達『魔法剣士』の領分であり、決して基準にしてはいけないとフィルヴィスは戒めてきた。

（なるほど……）

　その説明にレフィーヤは納得を示す。

　確かにアイズとの訓練の中では、防御に回った途端、詠唱を失敗させることが多かった。まず前提を、重点を置く動作アクションの選択を誤っていたのだ。

　避けられない攻撃が存在するのも事実だが、移動と回避に集中するというその必須条件は頭に入れておかなければならない。

「移動砲台とは魔導士の理想形だが……贅沢ぜいたくな悩みでもある」

　フィルヴィスのように前衛とともに敵を退けながら、極大の『魔法』も放つ。

　恐らくそれをやってのけてしまうのが都市最強魔導士リヴェリアであり、後は本当にごく限られた存在なのだろう。

　後衛魔導士レフィーヤ達がまず何よりも優先すべきは魔法の発動なのだと、同族の少女は説いた。

「さて、話すだけではしょうがないな。実践するぞ」

「よっ、よろしくお願いします!?」

　腰から木製の短杖ワンドを引き抜いたフィルヴィスに、レフィーヤも杖を構える。

　アイズに代わってフィルヴィスと、『並行詠唱』に向けての模擬戦を始めた。

「防御を捨てろとは言ったが、最低限の自衛は身に付けろ。攻撃は弾くだけでいい」

「は、はいっ！」

　フィルヴィスは帯剣している短剣ソードは用いず、殺傷能力のない短杖ワンドを振るって詠唱を阻もうとしてくる。

　時に鋭く踏み込んで間合いを埋めてくる彼女に対し、レフィーヤはリヴェリアに叩き込まれてきた杖術じょうじゅつをもって、突き出される短杖ワンドを弾き軌道を変える。

「私のような超短文型の魔法は『魔力』を迸ほとばしらせ、一気に呪文を紡がなければならないが、短文・長文詠唱はその限りでない筈だ」

「……！」

「最初から全開である必要はない。序盤の詠唱は『魔力』をこめず、後半になるにつれ一気に練り上げてみろ」

「わかりました！」

　フィルヴィスの魔導士としての指摘は的確であった。

『魔力』を装塡する時機タイミングや方法、詠唱の紡ぎ方などレフィーヤにとって千金に値する指示をいくつも寄せてくれる。

　更に、彼女はアイズより攻撃の加減が遥かに上手かった。

　木製の短杖ワンドは下策に走ったレフィーヤを容赦なく叩たたいてくるが、苛烈かれつではなく、すぐに次の行動を促してくる。まるで指揮棒タクトで演奏を統率する指揮者のごとく、詠唱の行き先を示してくるのだ。

　エルフの少女達が紡ぐのは歌であり、踊りだった。

　草原に現れ手を繫ぎ合う森の妖精のように、一人は導かれ、一人は手を引きながら優雅に舞う。燐光が灯るダンジョンの片隅で円舞の調べは何度も奏でられていった。

（今度こそ……！）

　詠唱を失敗し、仕切り直すレフィーヤは双眸に力を込める。

　足で移動と回避という舞踏ステップを刻み、唇で呪文うたを紡ぎ続ける彼女は確かな手応てごたえを感じていた。証拠に、初めと比べ詠唱時間が着実に伸びている。

　正直に言うと、アイズの攻勢と比べればフィルヴィスの攻撃はもの足りない。

　数日とはいえあの【剣姫】にしごかれてきたレフィーヤにとって、今いま自分を脅かしてくる短杖ワンドの連撃ははっきりと『視みえる』攻撃であった。

　だから、余裕ができた。


「【狙撃せよ、妖精の射手しゃしゅ。穿うがて、必中の矢】────【アルクス・レイ】！」



　都合二十回目の模擬戦で、レフィーヤはとうとう『並行詠唱』をやり遂げる。

　光矢の単射魔法【アルクス・レイ】が完成し、杖の先端から放たれた。

　フィルヴィスが横に跳んで回避すると、一条の光閃は甲高い音を上げながら疾走し、ダンジョンの壁面に着弾、亀裂を刻んで破砕する。

「や……やりましたっ!?」

　息を切らすレフィーヤは、『魔法』の発動に歓呼する。

　杖を胸に抱いて顔一杯に喜びを浮かべた。

　無論、足を止めて行使する本来の『魔法』に比べれば威力は格段に低い。『並行詠唱』達成のため『魔力』を抑えたことで、光閃アルクス・レイが撃ち込まれた壁面は精々剣つるぎで斬り付けた程度の損害だ。

　フィルヴィスの攻撃に手心を加えていたのも大きな要因だろう。怪物モンスターとの殺し合い、ひいては『深層』での交戦の中ではこう上手く詠唱を紡げない筈である。

　だがレフィーヤにとって、今回の成果は大きな前進だった。

　まともな戦闘の中にあって一度でも『並行詠唱』を成功させたという事実が、その胸に自信を芽生えさせる。

　今日までのリヴェリアの教え、そしてアイズとの訓練は決して無駄ではなかったのだと、レフィーヤは興奮と感激で頰を熱くさせた。

「今の詠唱は申し分なかった。その感覚を忘れるな」

「はい、ありがとうございます！」

　踊りながら歌い続けたレフィーヤを、フィルヴィスも素直に賞賛した。

　今ばかりは舞い上がるほどの嬉しさに満たされる。

　そんな少女を尻目に、フィルヴィスは間髪入れず次の行動に移った。

「ここからは、訓練の内容を一段いちだん引き上げるぞ」

「え？」

　少し待っていろ、と告げてフィルヴィスは広間の出入り口に向かう。

　通路の先に消えた彼女に、ぽつねんと置いてきぼりを食らったレフィーヤは小首を傾げつつ、言葉通りに待つことにした。

　そして、時折ときおり壁面から産まれるモンスターを倒すこと十回。

　時間にして五分ほど経たったところで、ソレは聞こえてきた。

「こ、これは……？」

　軽い地響きと、ゲロゲロという幾重もの蛙かえるの啼なき声。

　徐々に近付いてくる震動と啼き声にレフィーヤがうろたえていた、その時。

　広間の出入り口からフィルヴィスが──モンスターの大群を引き連れて帰ってきた。

「!?」

「ウィリディス、再開だ。今度はこのモンスター達を相手にしろ」

　真っ直ぐこちらに走ってきたフィルヴィスは愕然がくぜんとするレフィーヤに言い付け、彼女の正面から背後へと走り抜ける。

　同族の少女を追いかけてきた蛙のモンスター『フロッグ・シューター』の群れは、ゲロゲロと吠えながらそのままレフィーヤに飛びかかった。

「え、ええええええええええええええっ!?」

　──『怪物進呈パス・パレード』!?

　二十にも及ぶモンスターに一斉に飛びかかられ、レフィーヤはその場から飛び退いた。

　仰天する彼女を他所にフロッグ・シューターの大群は襲いかかってくる。

「ウィリディス、モンスターに手を出すのは禁止だ」

「はいっ!?」

「『並行詠唱』で編み上げた『魔法』だけで、群れを駆逐しろ」

　慌てながら杖術でＬｖ．１相当のモンスターをいっぺんに払いのけようとしたレフィーヤだったが、フィルヴィスの指示が待ったをかける。

「この階層のモンスターなら、いくら攻撃されても今のウィリディスにとって致命傷にはならない。『並行詠唱』を身につけるにはうってつけだ」

　私も修得の際はこの手の訓練をよくやった、と離れた位置から告げてくるフィルヴィス。

　フィルヴィスさんも普通に酷烈スパルタ!!　と心の中で悲鳴を上げながら、レフィーヤは現状の趣旨を理解し必死に呪文を唱え始めた。

　回避のみで反撃をしてこない彼女相手に、フロッグ・シューター達は包囲網を敷いて攻めかかってくる。『ゴブリン』や『コボルト』など低級モンスターに毛が生えた程度の相手とはいえ、こう四方八方から間断なく飛びかかられては堪たまったものではなかった。

「【狙撃せよ、妖精の射手しゃしゅっ。穿てっ、必中の──へぶっ!?】」

　巨大な単眼を持つモンスターの口内から長い舌が射出され、顔面に命中、詠唱を阻止される。

　粘度の高い唾液がレフィーヤの頰を汚した。フィルヴィスの言う通り損害ダメージはないに等しいが、遠距離攻撃も行なってくるフロッグ・シューターに悪戦苦闘する。

　確かに訓練の関門ハードルが上がった、と実感する。

　一体ではなく複数の敵、更に外から放たれる射撃にも気を配らねばならない。

『並行詠唱』を身に付ける上で、この蛙のモンスターほど打ってつけの相手はいないのではないかと思うほどだ。

「──【誇り高き戦士よ、森の射手しゃしゅ隊よ】」

　体当たりと遠距離からの舌撃、その両方を捌きながらレフィーヤは歌い続ける。

「【押し寄せる略奪者を前に弓を取れ。同胞の声に応え、矢を番つがえよ】」

　肌を打撲まみれにし、大粒の汗を振りまきながら、紡ぐ言葉に熱を込める。

　視野を常に広く持ち、大木たいぼくの心を、最低限の自衛に移動と回避を。

　アイズ、リヴェリア、フィルヴィスの教えを全て集束させながら己の動きに反映させる。

「【帯びよ炎ほのお、森の灯火ともしび。撃ち放て、妖精の火矢ひや】」

　何度も呪文を中断され、何度も詠唱を失敗しながら、それでもレフィーヤは決して音ねを上げようとしなかった。

　決して膝を屈しようとはしなかった。

「【雨の如ごとく降りそそぎ、蛮族どもを焼き払え】」

　彼女の瞳には追いつくべき目標が、高みに立つ憧憬の少女が映っている。

　そして心の中には──今も血反吐ちへどを吐きながら走り続けているだろう、少年の姿が在ある。

　負けない、絶対に負けたくない、と。

　何よりも強い、燃える意志で全身を奮わせながら、レフィーヤは雄叫びを上げた。

「──【ヒュゼレイド・ファラーリカ】!!」

　呪文が完成する。

　体当たりを往いなし、夥おびただしい舌撃を躱し、後方に大きく跳んだレフィーヤの足もとに山吹色の魔法円マジック・サークルが展開。生み出された数十発に及ぶ炎の矢が、フロッグ・シューターの大群に降りそそいだ。

　その巨大な単眼を、皮膚を緋炎の色に染め上げるモンスター達は魔法弾の嵐あらしに呑み込まれる。

　断末魔を上げる暇なく広域攻撃魔法が炸裂し、幾重もの爆砕音が轟とどろいた。

「……」

　邪魔が入らないよう広間ルームに侵入してくるモンスターを撃退していたフィルヴィスは、視線の先の光景に目を細める。

　息を切らし、杖を両手で持ったエルフの少女は、火の粉と魔力の残滓ざんしの中で力強く立ち続けていた。




「ものになってきている」

　フロッグ・シューター達を殲滅せんめつし、休憩に移った際。

　レフィーヤに歩み寄ってきた、フィルヴィスの第一声がそれだった。

「あ、ありがとうございます！　フィルヴィスさんのおかげで、私……！」

「いや、私が教える前から土台はできていた。ウィリディスの努力の賜物たまものだ」

　微笑と一緒に評価され、レフィーヤは杖を持ちながら照れてしまう。己に根付いているアイズ達の教えも称えられたような気がして、誇らしさと嬉しさに翻弄ほんろうされてしまった。

　もじもじとうつむくレフィーヤのことを、フィルヴィスの赤緋の瞳が優しげに見守る。

「でも本当に、フィルヴィスさんの教え方もわかりやすかったです。上手く行くのが自分でもはっきり感じられて……フィルヴィスさん、先生なんかに向いているんじゃないですか？」

「……たまたまだ。私は人を導く器ではない」

　体から消費された『魔力』が思い出したかのように疲労をもたらしたので、レフィーヤとフィルヴィスはダンジョンの床に腰を下ろした。

　広間ルームの中央で膝を崩し向き合う中、レフィーヤが話題を振ると、フィルヴィスはぶっきらぼうに返事をする。しかしそれも冷たい拒絶ではなく、恥じらいからくる照れ隠しであった。

　瞼を閉じたむっつりとした顔をほんのり赤くする少女に、レフィーヤは笑みを漏らした。

　訓練前から感じていたが、お互いの距離が埋まっている。

　出会った最初の頃のように、遠ざけられ、触れ合えない関係ではない。

　いくつもの言葉と想おもいを交換し、24階層の戦いを越えて、二人の心は近い場所にあった。

　主神であるディオニュソスが言っていたように、フィルヴィスは自分に心を許してくれているのかもしれない。

　とても嬉しいことだ、と胸を温かくしながら思いつつも。

　レフィーヤは、そこから更に欲張ってしまった。

　叶えてもらえたい、お願いがあった。

「あの、フィルヴィスさん……」

「何だ、ウィリディス？」

　こちらを見つめてくる同族の少女に、レフィーヤは頰を染めながら言った。

「これからは名前で……レフィーヤって、呼んでくれませんか？」

　その提案に、フィルヴィスは固まった後──かあっと真っ赤になった。

　言葉の意味を理解したのか、瞬く間に恥ずかしがり、渋りまくる。

「む、無理だっ」

「お願いします！」

「不可能だと言っている！」

「そこを何とか！」

「しつこいぞ!?」

「しつこいです!!」

　お互いに赤面しながら声を投げ合う。

　体を寄せ、拝み倒し、声高に言い募ってくるレフィーヤにフィルヴィスは押された。

　上体を軽く反って言葉に窮し、とうとうその赤い顔を背けてしまう。

　そっぽを向かれたレフィーヤは、やっぱり怒らせてしまっただろうか、と落ち込んだが。

　目を絶対に合わせず、唇を何度も開閉させていたフィルヴィスは──消え入りそうな声で、か細く呟いた。


「…………レ、レフィーヤ」



　尖ったエルフの耳まで紅潮させる少女の横顔。

　呟かれた自身の名前に、レフィーヤは見る見る内に顔を輝かせ、「はいっ！」と満面の笑みを湛たたえた。

　片方はうつむいて赤みが抜け切らず、もう片方はえへへっと体中で喜びを表現する。

　対照的なエルフの少女達は、ここがダンジョンだということも忘れ穏やかな時間をしばらく過ごした。

「……聞くが、いいか？」

「……？　何ですか？」

「やはり……お前も『遠征』に参加するのか？」

　ようやく平常心を取り戻し始め、緩んだ空気が薄れ出した頃。

　二人の話は、【ロキ・ファミリア】の『遠征』に及んでいた。

「……はい。私も、アイズさん達と一緒に未到達階層を目指します」

　三日後に控える深層深部への進出。

　派閥の総力を結集して挑む迷宮攻略において、レフィーヤは59階層を目指す本隊に組み込まれることを、リヴェリアと、フィンの口から直接ちょくせつ伝えられている。

　砲台を兼ねた後方支援役サポーターとしてアイズ達第一級冒険者に随伴するという彼女の言葉に、フィルヴィスは、赤緋の瞳をそっと伏せた。

「そうか……」

　薄い唇から、その一言だけがこぼれ落ちる。

　様々な感情がない交ぜになったような表情に、一瞬の切なさも浮かべ、フィルヴィスは沈黙を纏う。

　レフィーヤに見つめられる中、彼女はやがて閉じていた瞼を開けた。

「お前は同胞エルフの魔法を複製……召喚することができるんだったな？」

「え……あ、はい」

　その場から立ち上がるフィルヴィスをレフィーヤは見上げる。

【千の妖精サウザンド・エルフ】──二つ名の謂いわれにもなっている『召喚魔法サモン・バースト』に触れられ、反射的に頷いた。

「よければ、魔法の召喚条件を教えてくれないか？」

　魔法を召喚するに当たっての行使条件を問われる。

　遅れて立ち上がったレフィーヤは、一瞬躊躇ちゅうちょしたものの、フィルヴィスを信頼して秘匿ひとくすべき『魔法』の情報を打ち明けた。

　召喚魔法サモン・バースト【エルフ・リング】。

　同胞エルフの魔法に限り、二つ分の詠唱時間と精神力マインドを支払うことで行使を可能とする。

　召喚条件は、魔法効果と詠唱文の完全把握。

　それらの内容を聞いたフィルヴィスは軽く頷いて、歩き出す。

　十分じゅうぶんに間合いを離し──足もとに白の魔法円マジックサークルを咲かせ、呪文を唱えた。

「【盾となれ、破邪の聖杯さかずき】──」

　レフィーヤが目を見開く中、超短文詠唱で一挙に『魔法』を発動させる。

「──【ディオ・グレイル】！」

　強く高い魔法名の呼び声とともに、眩まばゆい光輝が虚空に出現する。

　フィルヴィスの心と気高さを象徴するかのような、純白の円形障壁。

　少ない『魔力』にもかかわらず半径五Ｍメドル以上の大きさを誇り、閃光スパークを散らす。

　24階層でレフィーヤ達をモンスターから守った、聖なる輝きだ。

「……フィルヴィスさん、今のは」

　美しい白き光に見惚みほれること数瞬。

　その破邪の盾を瞳に焼き付けたレフィーヤは、魔法を解除した同胞エルフに呆然ぼうぜんと声をこぼす。

　突き出していた左手を下げるフィルヴィスは、ゆっくりと振り返った。

「【ディオ・グレイル】……超短文詠唱から発動する『障壁魔法』だ。物理、魔法、あらゆる攻撃から術者と仲間を守る」

　邪を払い、魔をはねのける、大切なものを守るための盾の魔法。

　己の魔法の効果と詠唱文を語るフィルヴィスは、レフィーヤに向かって微笑んだ。

「レフィーヤ、この魔法をお前に託す。……生きて、帰ってきてほしい」

　白い少女の微笑に、レフィーヤは瞳を潤ませた。

　彼女の優しさと守護の力を受け取り、「はいっ」と滴しずくを散らしながら笑い返す。

　紺碧の瞳と赤緋の瞳を持つエルフの少女達は、想いを分かち合うように視線を絡ませた。




　この日、『並行詠唱』修得へ大きな前進を果たしたレフィーヤは。

　フィルヴィスの障壁魔法、【ディオ・グレイル】を手に入れるのだった。
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「ぎゃあ!?」

　悲鳴とともに気絶する少年。

　膝枕。

「ぎゃあ!?」

　再び気を失う少年。

　また膝枕。

「ぎゃあ!?」

　再度さいど意識を刈られる少年。

　またまた膝枕。

「ぐふぅっ!?」

　少年の叫び声が打ち上がり、蒼穹に吸い込まれていく。

　空は晴れ渡っていた。中天に差しかかる太陽の光が活況を呈する都市全体に降りそそぎ、この市壁上も暖かな日差しに包まれる。

　遥か下からさざ波のような街の喧騒が届いてくる中、膝枕するベルの前髪を撫でていたアイズは、ぼんやりと頭上を仰あおいだ。

　気持ちの良いうららかな日和に、その金の双眸を細める。

（やっぱり、力加減が上手くいかない……）

　目を回して気絶している少年の顔に視線を戻し、アイズはしゅんとなった。

『遠征』三日前にして、訓練五日目。

　一日中訓練をしたい、と交渉してきたベルの願いを聞き入れ、アイズは早朝から少年との模擬戦に明け暮れている。迷宮内でレフィーヤがフィルヴィスと特訓をしている同じ頃、少年の教導に努めていた。

　状況は見ての通り、彼を何度も気絶させるという嘆かわしいものだったが。

「フィン達みたいに、できない……」

　落ち込みながらアイズは呟いた。

　己の体たらくにベルはもとより、訓練を空けてしまったレフィーヤにも申し訳ないというか、顔向けできない思いである。

　側の石畳に置いてある愛剣デスペレートの鞘が、陽光を反射してきらりと光沢を帯びた。

（でも……）

　過去、自分を導いて鍛えていたフィン達の笑みが──彼等が楽しそうに浮かべていたあの笑顔の意味が、少しわかったような気がする。

　叩いて、伸ばす。

　叩いて、輝かせる。

　まるで鍛冶師のように叩くことで人を鍛えていく……形を変えて光を帯び始めるその推移。

　師事された者は、そんな教える楽しみを得られるのかもしれない。

　少年の『成長』は目に見えて速いだけに、こんなアイズでも少しだけその喜びが理解できる……ような気がする。

　高い山に差しかかろうが居眠りも休みもせず、ひた向きに頂きを目指し走り続ける白兎を見つめながら、アイズは自分でも気付かない内に笑っていた。

　自然と手を伸ばし、白い前髪を指で撫でる。

「……」

　ベルが目を覚ますのを待っていると、やがて瞼がゆっくりと開いた。

　深紅ルベライトの瞳が真上に広がる青空をぼうっと見上げる。

　覚醒直後ということもあってか、少年が自分の腿の上でぼんやりしていると……不意に、ひょいと。

　アイズは首を伸ばして、彼の顔を覗き込んだ。

「大丈夫？」

「……ほあぁ!?」

　己の視界の真ん中に現れたアイズの顔に、ベルは奇声を上げて起き上がった。

　転がるようにしてアイズのしなやかな腿から離れ、石畳の真ん中で立ち上がって振り向くと、彼の顔は真っ赤に染まっていた。

　二日目の鍛錬以降、アイズはベルが気を失う度に膝枕を行うようになっていた。

　切っかけは精神疲弊マインドダウンの一件から始まった膝枕だったが、今はもう何となく行うようになっている。

　ベルが気絶してしまうと手持ち無沙汰ぶさたになってしまうということもあるし、冷たい石畳の上にただ放置するというのも心苦しいし、後はそう、心地良いのだ。

　肩から力が抜けるように穏やかな気持ちになれる。戦いに明け暮れていたアイズから失われていた何かが戻ってくるような、そんな優しい時間だ。

　動転しているのか、たじたじになっているベルをアイズは不思議そうに見ながら、急に立ち上がらない方がいいという意味も込めて、ぽんぽん、と自分の膝を叩いてみる。

　そんなアイズの誘いに、ベルは真っ赤な顔をぶんぶんぶんっと横に振った。

「体は、平気？」

「……はい」

　立ちつくしていたベルを手招き、自分の隣に座らせたアイズはその横顔を窺う。

　彼は正面を向いてアイズの方を見ようとしない。未だに頰を赤らめながら、すぐ後ろにある胸壁に背中をくっつけたり離したりを繰り返していた。

　小休止を挟んだアイズは、肩と肩が触れ合うほどの距離で両膝を抱え、ベルを気遣う。

「あ、あの、僕っ、少しは上達してるんでしょうか？」

「……どうして？」

「いや、その、最近気を失ってばっかりなんで……」

　前を向いたまま、意を決したようにベルは口を開いた。

　少し上擦った声だったが、訓練の内容以外で彼から話題を振ることは数えるほどしかなかったので、アイズは少しの驚きと嬉しさを感じる。

　口もとをほんの僅かに緩ませ、じっと見つめながら、素直な意見を告げた。

「君は、ちゃんと変わってるよ。……びっくりしちゃうくらい」

「え、えっと、でも……」

「君が気絶しちゃうのは……多分、私が力加減を間違えているだけだから」

「い、いえっそんなことは!?」

　そして言っている内に悲しくなったアイズは、落ち込んだ。

　そろりと瞼を半分はんぶん下ろすと、前を向いていたベルはこちらに振り向いて、慌てて否定しようとする。

　小さく肩を落としながらも、最近わかってきたことがある、とアイズは思う。

　ベル・クラネルは、本当にただの少年だった。

　困ったことがあれば慌て、悲しいことがあれば落ち込み、恥ずべきことがあれば己を情けなく思い、嬉しいことがあれば頰を染めて笑う。

　純真で、素直で、時には見栄を張って背伸びもしようとする。

　ややもすれば富や名声、夢や野望を抱く冒険者には似つかわしくないほどの、驚くほど平凡な子供。

　身体能力とは離れた心と精神、内面の素質は間違っても冒険者の『器』ではなく、彼自身が憧れていると口にした英雄の『器』にも当然とうぜん足りえない。

　今も落ち込むアイズを励まそうとしている、心優しくてとても白い、ただの少年なのだ。

「……」

　そんな少年であるからこそ、微笑ましいと思うと同時に、解せないという思いが生まれる。

　冒険者としての『器』ではない彼が、どうしてこうまで劇的な『成長』を遂げられるのか。

　アイズ自身が理解している。

　彼の『成長』に押される格好で、自分の指導が日に日に厳しくなっていることを。

　再三さいさん気絶に陥れてしまうのも、著しく育っていくベルに対し力加減が上手く調整できないからだ。

　効率の悪さを補うほどの速さで少年は前へ前へと進んでいく。

　それを間近にして、アイズは当初の目的を思い出さざるをえない。

　少年の『成長』の秘訣ひけつ。未だ何も判明していない、高みへの可能性。

　ベルを知れば知るほどわからなくなる、その素質と矛盾した『成長』の正体。

　アイズは迷いを重ね、何度も躊躇した末、唇を震わせた。

「……聞いても、いい？」

「えっ？」

　ベルの顔を真っ直ぐ見つめる。

　これ以上になく真剣な表情になっていることを自覚しながら、アイズは少年に問うた。

「どうして君は、そんなに早く、強くなっていけるの？」

「つよ、く……？」

　上手く話すことができないアイズの、精一杯の問いかけだった。

　対してベルは目を白黒させる。まるで己に縁えんもゆかりもない言葉を尋ねられたかのように。

　少年の秘密を暴こうとする無茶な真似であるのは百も承知だったが、聞かせてほしい、とアイズは切に願った。

　そんな思いが通じたのか、うろたえていたベルは真剣に何かを考える素振りを見せる。

　ややあって言葉を並べ始めた。

「……えっと、どうしても追いつきたい人がいて。その人を必死に追いかけていたら、いつの間にかここまで来てて、その……」

　アイズのことを一瞬いっしゅん窺って赤くなりながら、しどろもどろな言葉遣いで、本心を吐露する。

「……何がなんでも、辿り着きたい場所があるから、だと思います」

　アイズの金の双眸が見開かれる。

　己の胸に刻まれた誓いの言葉が熱を放ったかと思うと、すぐに冷えていく。

　目の前にある深紅ルベライトの瞳を見つめた後、静かに頭上を仰いだ。

「そっか……」

　膝を浅く抱えた姿勢で、青い空だけを見上げ。

　長い金の髪を風に梳とかしていく。

「……わかるよ」

　風を纏う蒼穹を瞳に映しながら、ぽつりと呟きを落とす。

　納得できる答えではなかったが、わかるものがあった。

　最初にも彼は言っていた。目標があるのだと。

　アイズと同じだ。

　何がなんでも、辿り着かなければならない場所が、遥か先の高みにある。

「私も……」

　──悲願ねがいがある。

　空だけを見据えこぼれ落ちた言葉は、急に鳴った風の音にかき消された。

　西からの強い横向きの涼風。

　風とともに戦い続けてきたアイズが聞き慣れた、気流の走る音。

　金の長髪を揺らされながら、身じろぎ一つしない彼女は、空に吸い込まれるかのように頭上を見上げ続けていた。

「あ、あの……」

「？」

「あ、いえ……何でも、ないです」

　横からの声に視線を戻すと、ベルが呆然としていた。

　どうしたのかと小首を傾げると、彼は言いかけていた言葉を胸にしまい込む。

　不思議に思ったが、追及しようとはせず、アイズは一度瞼を閉じた。

　直感に過ぎないが、この子に『成長』そのものの自覚はない、と。

　ベル本人は、本当に前を向いてひた走っているだけなのだと、アイズは今のやり取りを通して悟った。悟らざるをえなかった。

　その深紅ルベライトの瞳は、噓も、駆け引きも、隠し事もとても下手だということを、アイズはもう知っているからだ。

　ありのままの心当たりを語った少年を隣に、落胆を感じている筈のアイズの唇は、微笑を浮かべていた。

（……いい、天気）

　ベルとの会話が途切れる中、アイズは自分達にそそぐ日の光に目を細める。

　今日の空は本当に青い。白い小さなうろこ雲が晴天を気ままに泳いでいる。

　都市の東地区から正午を告げる大鐘が鳴り響く中、澄んだ鐘の音とぽかぽかとした日差しにベルと一緒に包まれていく。

「んっ……」

　その時だった。

　アイズの小振りな唇から、小さな吐息が漏れ出る。

　咄嗟に口もとへ片手を伸ばしたが、間に合わない。

　暖かな陽気に誘われるまま、アイズは欠伸あくびをしてしまった。

「……？」

　すぐ横にいるベルも当然とうぜん気付き、不思議そうな、それでいて少し驚いた表情を見せた。

　アイズは上げた片手を戻し、何ごともなかったようにもとの体勢に戻る。

　そして、不味い、と。

　心の中で呟く。

（……ね、眠い）

　温かな日の光を浴び、アイズの瞼は力を失いつつあった。

　ベルとの早過ぎる早朝鍛錬に加え、レフィーヤとの夕方までの『並行詠唱』訓練。休む暇が正直なかった五日間は、食事、就寝、訓練しか行なっていないような気がする。無論むろん睡眠時間は極限まで削られていた。

　何より、暖かな日差しに気が緩んだのが仇あだとなってしまった。

　さしもの第一級冒険者もこの凶悪な陽気には敵わない。

　きりっと構えているつもりのこの表情──傍目から見ればいつもと変わらない感情に乏しい表情──も、いつまで続くだろうか。

　連日の重労働ハードワークをこなしてきたアイズは、強烈な眠気に襲われる。

「昼寝の訓練を、しようか」

「は？」

　気付けば。

　アイズの唇は、そんなことを口走っていた。

「ダンジョンじゃあ、いつでもどこでも、寝れるようにしないといけないから」

「……」

「すぐに体力を回復させることは、大切だよ」

　止まらないアイズの唇。

　顔を合わせようとせず前だけを見据える中、何か言いたげなベルの視線を頰の辺りにひしひしと感じる。

　睡魔に屈する言葉は非常に空々しい。内心で汗をかきながら、しかしもう時間は戻せないと、アイズは睡眠の訓練であることを強調した。

　純粋な少年なら信じてくれるのではないか、と一縷いちるの希望に縋る。

「あの……もしかして、眠いんですか？」

　駄目であった。

　容易たやすく心の内を看破され、アイズは頰の辺りに熱が集まるのを感じる。

「──訓練だよ」

「は、はいっ」

　次には有無を言わせない迫力を纏い、ずずいっ、と顔をベルに寄せるアイズ。

　第一級冒険者の力業に、汗をかく少年は強制的に頷かされた。

　眉尻を上向きにし、目と鼻の先で見つめ合いながら、少年ともども少女は頰を赤く染める。

「え、えーと……ここで寝るんですか？」

「うん」

　恥ずかしさも手伝ってそそくさと行動に移る。

　頷きを返しながら、こてん、と石畳の上に体を倒した。

　瞬く間に生じる睡眠欲にそのまま身を委ねようとするが、動きを止めているベルが視界に入り、どうしたのかと声をかける。

「寝ないの？」

「あ、は、はい……」

　横向きに寝る自分の隣で、ベルは仰向けになる。

　彼の横顔をぼんやり見つめていると一度視線を投げかけられ、目があった瞬間、少年は大慌てで空を見上げた。

　眠りに落ちる寸前、ぎゅうっと強く瞼を閉じて眠ろうとしている少年を最後に眺め、アイズは静かに目を閉じる。

　意識はあっさりと微睡まどろみの底に落ちていった。
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　物語を読む声が聞こえる。

　それは何度も聞いてきた、いくつもの物語だ。

　何度も聞かされてきた、沢山の幸福な物語だ。

　風のように無垢むくな母親が、慈愛に満ちた声音で読み聞かせ。

　いつも不器用に笑う父親が、優しい眼差しで見守る。

　幼い自分アイズも大好きだった、三人が愛した物語だ。




　読み聞かせられる物語の歌から顔を上げれば、そこには幸せな光景が広がっている。

　微笑みを浮かべる多くの人々が父親と母親と、幼い自分アイズを囲んでいた。

　美しく心優しいハイエルフ、自分と同じくらい小さいのに大人びた小人族パルゥム、大きな口を開けて豪快に笑うドワーフ。

　他にも獣人、アマゾネス、ヒューマン、沢山の人々にアイズ達は包まれていた。

　父親と母親のもとで頰を染め、背伸びをして手を振り、アイズは満面の笑みを返す。

　優しい一時ひとときだ。かけがえのない絆きずなだ。大切な居場所だ。

　しかし、そんな幸せな光景は、唐突に終わりを告げた。

　アイズ達の足もとから吹き出る黒い靄。

　割れた地面から漆黒の霧が揺らぎ、光に満ちた世界を覆っていく。

　地の底から上ってくる黒い、黒い、黒い闇の塊が全ての光を遮った。

　周囲が暗闇に包まれる中、呆然とする幼いアイズのもとから父親が歩み出す。

　黒い襟えり巻きに薄手の防具、銀の長剣。

　片手に銀光の刃を提げる父親は、視線の先で蠢うごめく闇へと向かっていく。

　お父さんっ。

　アイズは追いかけて必死に呼びかけるが、その背中は振り返らない。

　見る見る内に遠ざかっていく父親の姿に顔を歪ゆがめ、助けを求めようと背後を振り返った瞬間──人々は一人残らず姿を消していた。

　代わりに残っていたのは、夥しい武器の数々だった。

　剣が、槍が、斧おのが、杖が、盾が。

　まるで墓標のように地面に突き立ち、立ちつくすアイズを取り囲んでいる。

　言葉を失うアイズは無我夢中に周囲を見回した。どこまでも続く黒闇こくあん、誰もおらず父親の姿ももう見えない。

　物言わない壊れた無数の武具に囲まれながら、父の名を、人々の名を、母の名を叫び続けていく。

　そして、強い風が起こった。

　金の髪を巻き上げられながら振り向くと、視界の彼方にそれを見つける。

　自分と同じ金の長髪を流す、母親の後ろ姿。

　こちらに背を向けて、闇の奥で蠢く何かと対峙している。

　アイズの呼び声が届くより先に、闇はその顎あぎとを開いた。

　無数に伸びる影が、両手を広げた母親の体を絡め取り、呑み込んでいく。

　金色の瞳から涙がこぼれ落ちる。

　そして、叫喚を散らすアイズの目の前には、いつの間にか一振りの剣が突き立っていた。

　父親が持っていたものと同じ、罅ひび割れた銀の剣つるぎ。

　朽ち果てた剣を引き抜き、アイズは駆け出す。

『──待ってて』

　幼い自分アイズから【剣姫】の姿に舞い戻り、闇の中をかきわけ、走り続ける。

　消え去っていく母親の背中に向かって、少女は叫びかけた。

『──待っててっ!?』

　必ず、そこに行くから。

　必ず、迎えに行くから。

　絶対に──取り返すから。

　黒い渦に呑み込まれた後ろ姿に──全てが消え取り残された剣を抱く幼い自分自身に。

　アイズは誓いの言葉を刻んだ。

　次の瞬間。

　押し寄せてくる白い光の波に、視界が埋めつくされた。
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「……」

　金の双眸を、ゆっくりと開く。

　夢から目を覚ましたアイズは、揺らぐ情緒を殺し、瞬きを繰り返した。

　瞳に滴は溜まっていない。

　ただうっすらと、視界が淡くぼやけているだけだ。

　横になった寝た姿勢のまま、アイズは目もとをそっと拭った。

「……？」

　視界とともに意識がはっきりしていく中。

　自分のものではない寝息が聞こえてくる。

　視線を向けると、仰向けの姿勢で瞼を閉じる少年の姿があった。

　暖かな日の光を浴びて、くかー、と能天気に眠りこけている。

　ぱちぱちと再び瞬きを繰り返したアイズは、その姿に、唇を綻ばせていた。

　何故か妙に離れているお互いの位置を不思議に思いながら、ずりずりと寝たまま自ら近寄っていく。

　二人並んで、石畳の上に寝転ぶ。

　すぐ側にある、起きている時よりもっとあどけない寝顔。

　アイズは宝物に触れるようにそっと手を伸ばした。

　頰に触れる。温かい。

　少年の体温が指を通して伝わってくる。

　同じく夢を見ているのか「お祖父じいちゃん、もう、許して……」と頰を押される彼はうなされている。

　アイズは、笑った。

　幼き日の自分のように、屈託なく。

　夢の中の恐ろしい黒い闇とは真逆の、優しい白い髪に目を細め、撫で続ける。

　怖い夢を見た。だが心はもう穏やかだった。

　夢の中から幼い自分アイズを連れ出してくれた白兎がいる。

　青空に見下ろされながら、失った筈の優しい一時ひとときにアイズは包まれた。
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　空が暮れなずんでいる。

　地平の彼方に沈もうとしている日の光が都市を茜色あかねいろに染め上げていた。

　鮮やかな西日に照らされる市壁の上では、激しい剣戟が交わされている。

　何度も体を交差させるのは二人の少年と少女だ。

　夜を目前に控えた夕暮れ時。

　戦う彼女達を──都市において最も天に近い場所から、その双眸は見下ろしていた。

「あの子の輝きを引き出してくれるのは、嬉しいのだけれど……」

　銀の瞳の中に映る、少年を鞘で吹き飛ばす金髪金眼の少女。

「距離が近しいのは、困るわ」

　少年の手を握って立ち上がらせる彼女に、どこか嫉妬のような声音を落とす。

「ましてや、あの子の試練を邪魔するというのなら……なおさら」

　銀の瞳は細まった。

「アレン」

「はい」

　高いソプラノの声が、背後に控えていた小柄な青年を呼ぶ。

「多少荒事あらごとになってもいいわ。『警告』しなさい」

　かしこまりました、と猫の尾と耳を持つ青年は、慇懃いんぎんに礼を取った。
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　少し変なことになった、と。

　鞘を振るうアイズは、夕日の光を浴びながら思った。

「ベル君っ、さっきからボコボコにやられまくっているが、大丈夫かっ!?」

「だっ、大丈夫ですッ!?」

　市壁の上にはこれまでのように鍛錬に励むアイズとベル、そして幼女の女神がいる。

　遡さかのぼること数時間前。自称昼寝の訓練を終えた後、アイズとベルは一日中戦い通している体を顧みて、腹拵えをしようと市壁から都市へ下りた。

　そして小腹を満たそうとやって来たアイズ愛食の品、ジャガ丸くんの露店で、幼女神もといベルの主神『ヘスティア』と遭遇してしまったのである。

　バイト務めをしている幼い女神は、のこのことジャガ丸くんを買いに現れた二人を烈火のごとく怒った。己の眷族が懇意でもない他派閥の団員と一緒になって行動していたのだから、当然と言えば当然の反応であったが、少々私怨しえんを覗かせていたような気もしなくはない。

　ともかく、アイズの関係の説明とベルの必死の説得、二人の懇願を受けてヘスティアは渋々しぶしぶ鍛錬の続行を許可した。

　その代わりに突き付けられたのが「今日はボクも君達の訓練を見学させてもらう」という条件であった。

　少年の保護者と化している幼い女神は、自身の可愛い眷族が何をされているのか確かめるため、この市壁の上まで付いてきたのである。

（女神ヘスティア……主神ロキが、何か言っていたような……？）

　ベルと激しく斬り結びながら、アイズはちらりと市壁の隅にいるヘスティアを見やる。

　幼女と少女の間を揺れる美しい女神の相貌。瞳の色と同じ蒼い髪飾りに結わえられた黒髪のツインテールに、小さい体にもかかわらず豊かな胸もと。

「あっ、こらっ、えげつないぞ!?」とアイズに向かって両手を振り上げ抗議する動きに合わせ、たゆんっ、と双丘が弾んだ。

　その胸の光景に、『あの生意気なジャガ丸ドチビおっぱいがぁ……！』というロキの文句を思い出すアイズは、何となく彼女達の仲の悪さを察する。

　これは益々ますますもってベルとの鍛錬をロキ達【ファミリア】に話せない、とそう思うのだった。

「ぐぅぅっ!?」

「平気？」

「まっ、まだまだいけますっ!!」

　アイズの一閃を受け止め損ね倒れかかるベルだったが、すぐに上体を戻し身構える。

　これまでより粘り強い。いつも以上に気が引き締まっている。

　証拠に、少年はあの幼い女神がこの市壁に来てからまだ一度も気絶していない。

　まるで彼女の前で情けない姿は見せられないと意地を張るように、ベルはアイズとの模擬戦に臨んでいた。

　頑張れー！　と応援するヘスティアの声を聞いて、こちらの攻撃に食らいついてくる。

　微笑ましい気持ちを抱くアイズは、それを唇の端に浮かべるにとどめ、真剣な表情でより過酷かこくに鞘の連撃を見舞った。必死に振るわれる少年のナイフと果敢な攻防を交わし、更に動きを加速させる。

　空高く響き渡る武器の衝突音。

　夕暮れの空は流れる雲とともに移ろっていき、時間の経過を忘れるように、やがて蒼い宵闇よいやみへと姿を変えていた。

「……今日は、これで終わりにしようか」

「あっ、ありがとうございましたっ……」

　頭上に浮かぶ月の光を見上げアイズが鞘を下ろすと、ベルは脱力する。

　満身まんしん[image: 創]痍そういであるものの少年は結局気を失わなかった。今も倒れ込みそうになるのを何とか踏ん張っている彼に目を細めつつ、アイズは帰路につく準備をする。

「お疲れ様、ベル君！　いやぁー、気持ちがいいくらいにボコボコにされていたね！」

「あ、あの、神様……あれでも僕、結構頑張っていたんですけど……」

「実に血も涙もない攻撃っぷりだった！　これはヴァレン何某なにがし君は君のことを何とも思っちゃいないね、うんっ！　決まりだよ決まり！」

　アイズが立てかけておいた愛剣デスペレートを鞘に収めていると、駆け寄ってきたヘスティアが笑顔でベルの背をばしばしと叩く。

　己の眷族を打ちのめすアイズに最初こそは「こらーっ!?」だとか「ボクのベル君にー！」など非難の叫びが上がっていたが、鍛錬が進む内に何故か声は大人しくなっていた。

　今では容赦なくボコボコにされズタボロとなったベルに──いやズタボロにしたアイズに、ヘスティアはご満悦の様子である。

　ご機嫌な女神に小首を傾げつつ、アイズは胸壁から都市内の方角を眺める。

　夜はすっかり更けていた。きらびやかな魔石灯がいくつも点灯する街の夜景は、迷宮から帰還した冒険者達を迎えて賑わいを見せている。

　朝から一日中鍛錬できるとあって、ついのめり込み過ぎてしまった。夕食は取れないかもしれないとティオナ達には事前に報告済みであるが……何をやっていたんだ、とリヴェリア辺りから小言をもらうかもしれない。

　素早く準備を済ませたアイズは、主神の言葉で胸を抉られているベルを連れ、この場所から出発した。

　石造の階段を伝って市壁内部へ。

　何段もの階段を下りて市壁最下部の扉をくぐると、都市の端、北西部の裏通りに出た。

「あ、あの、神様？　外には出ましたし、手はもう離しても……」

「何を言ってるんだよベル君。メインストリートの方とは違って、こっちはかなり薄暗いじゃないか。ボクが転ばないようにしっかり手を繫いでいておくれ」

　蒼然とした夜空に見下ろされながら通りを三人で歩んでいく。

　もの静かな自分とは対照的に、ベルとヘスティアが賑やかなやり取りを交わす中。

　アイズは──己の冒険者の感覚がもたらす、囁き声を聞いた。

「……」

　じゃれ合うベルとヘスティアを隣に、目の動きだけで周囲を見渡す。

　道幅がある裏通り。自分達以外に人影は存在せず、閑散かんさんとしている。

　逆に言えば静か過ぎる。

　不自然なほど一般人の姿や気配が途絶えていた。夜の闇に閉ざされる辺りは薄暗く、星空と月の光だけが視界の頼りとなっている。魔石灯は愚か建物から漏れ出る光も存在しない。

　通りの脇に視線をずらせば、洒落たポール式の魔石街灯が、鈍器を叩き込まれたかのように破砕していた。

（──視みられてる）

　人気ひとけが消え失せた裏通り、故意に作り出された暗がりの街角。

　そして何者かの視線を察知したアイズは、柳眉を鋭く構える。

　すぐ隣で主神と手を繫ぎ恥ずかしがっていたベルが、そのアイズの横顔を見て、一瞬いっしゅん呼吸を止めた。

　間を置かず、ばっと弾かれたように周りを見回す。

　場の異変に少年も気付く最中さなか、アイズは通りの一角を見据え、足を止めた。

「──」

「っ！」

「うわ!?」

　立ち止まったアイズの動きを咄嗟にベルが倣い、一人何も感づいていなかったヘスティアは二人の急停止に驚きの声を上げる。

　アイズの金の瞳は前方に縫い付けられていた。

　幅広の通りに並ぶ無数の人家、そのとある建物と建物の細い間隙、暗闇の奥。

　出てきて、と言うようにアイズの鋭い眼差しが暗がりを射抜く。

　やがて、こちらを監視していた視線の主は、影を払って歩み出てきた。

（猫人キャットピープル……）

　闇に溶かしたような暗色の防具、暗色の短衣インナー、そして暗色のバイザー。

　男性である。ベルより身長が低い猫の獣人は金属製のバイザーで目を含めた顔上部を覆い、正体を隠していた。

　月の光に濡れる獣の耳と尾、黒と灰色の毛並み。

　その右手が持つのは二Ｍメドルを超す銀の長槍ちょうそう。

　主あるじに咎とがめられているにもかかわらず鼠ねずみを食い殺す、凶暴な猫のごとく殺気を秘めた人物に対し、アイズは【剣姫】の顔を纏う。

「──」

　次の瞬間、トンッ、と。

　秘めたる殺気をベルに向ける猫人キャットピープルは、軽かろやかに石畳を蹴り、一瞬で肉薄した。

　反応を振り切られ、己の眼前に現れた影に少年が時を停止させる。

　構えられた猫人キャットピープルの槍が秒を待たず撃ち出されようとする中──神速で《デスペレート》を抜剣したアイズが、それを許さなかった。

「──ッッ!?」

「!?」

　弾き飛ばす。

【剣姫】を無視することなどまかり通らない。銀の一閃が咄嗟に防御に移った槍を斬りつけ、鮮烈な火花を放ち、少年の目の前から強襲者を退しりぞける。

　後方に飛ばされた猫人キャットピープルの青年、次いでベルの驚愕を生んだアイズは無言で前に踏み出る。

　人払いをしてこの閑散とした状況を作り出した張本人──自分達を待ち伏せしていた『敵』を、吊り上げた金の双眼で見据えた。

　応えた素振りを見せない襲撃者と視線をぶつけ、次には同時に、疾走する。

「お、おいおいおいっ!?」

　凄まじい剣戟が幕を開けた。

　先程から口を開いて固まっていたヘスティアが目を覚まし叫声を上げる一方、アイズと猫人キャットピープルの青年は熾烈しれつな速度をもって斬り結ぶ。

　疾駆と回避、先制と反撃、そして連打の応酬。途切れることのない衝突を繰り返す上級冒険者達は、立ちつくす下級冒険者の少年と無力な女神を置き去りにした。

　互いの体の交差とともに、一層の加速を行う。

（──この人、まさか）

　Ｌｖ．６である自身と張り合う身体能力、そして己の剣技と勝るとも劣らない槍術を駆使する猫人キャットピープルにアイズが瞳を細めた、その時。

　遥か頭上で、かすかな気配が揺らめいた。

　アイズと猫人キャットピープルの青年の直上、三階建ての人家の屋上に四つの小柄な影が現れる。

　戦いの中にあってそれらの存在を知覚したアイズは、やはり仲間がいたと意識の幅と視野を広げる。

　すかさず、剣、槌、槍、斧、四つの得物とともに影達は頭上より降下した。

「──アイズさん!?」

　空よりの奇襲に少年が外から叫び声を放つ中、アイズは冒険者達から『戦姫せんき』と畏れられるその本領を発揮する。

　音速の斬り払いによって猫人キャットピープルを強引に懐ふところから追い出し、そこから突き抜けた反射速度で愛剣を頭上への第二撃に繫げさせる。

　自身を引き絞った大弓に見立てるアイズは、迫りくる四つの武器に向かって、矢という名の渾身の剣撃を解き放った。

『!!』

　頭上に描かれた三日月型がたの大斬閃。

　虚空に銀の斬影を刻むほどの速度で振り抜かれた不壊剣デスペレートは、落下してきた凶刃をまとめて弾き飛ばした。

　一振りの剣つるぎが四倍の数の武器をはね飛ばす剣打音。急襲した四名の襲撃者達は驚愕と感嘆の気配を窺わせながら、弾かれた得物とともに地面に着地する。

　ふわりと金の長髪を膨らませるアイズに、後方に押し返された猫人キャットピープルの青年が呟いた。

「ちッ……化物が」

　能力ステイタス以上に凄まじい『技』と一瞬の『駆け引き』を見せつけた金髪金眼の少女へ忌々しそうに吐き捨てる。その一連の剣技は彼方で戦慄せんりつしている少年にも、少女が渡り歩いてきた戦場の数を知らしめさせるものだった。

　やがて猫人キャットピープルとは逆方向に着地した襲撃者達の姿が月光の下で暴かれる。

　暗色の鎧よろいにバイザー、青年と同じ類の装備を纏った四人の小人族パルゥムであった。

　低い身の丈とは釣り合わない大型武器を携える彼等と、猫人キャットピープルに対し、アイズは手を痺しびれさせる衝撃に瞳を眇すがめつつ、ヒュンと剣を振り鳴らす。

　それが仕切り直しの合図だったかのように、六人の冒険者達は一斉に動いた。

「ッッ!!」

　前後から容赦なく挟撃してきた襲撃者達にアイズは怯ひるむことなく応戦する。

　猫人キャットピープルの青年と同じく四人の小人族パルゥムは第一級と称されるに相応ふさわしい能力と技量を兼ね備えていた。都合五人の襲撃者による攻囲、波状攻撃に、動きを制限されるアイズは回避行動を捨て《デスペレート》で全てを迎撃してのける。

　月夜の下の黒装の襲撃ブラック・レイド。

　隔離された都市の裏通りに間断ない金属音を鳴り響かせながら、剣の結界を張り巡らすアイズは襲撃者達と死闘を繰り広げる。

「──警告だ、【剣姫】」

　この強襲の意図は何なのか、都市最大派閥ロキ・ファミリアの幹部である自分を狙ねらった闇討ちか。

　問答無用で襲いかかってきた敵に対しアイズが思考を走らせていたその時、大剣を装備する小人族パルゥムの一人がバイザーの下で口を開いた。

「今後、一切いっさいの余計な真似をするな」

　引き継ぐように戦鎚の小人族パルゥムが発した脈絡のない言葉に、アイズは眉を疑問に曲げる。

　刃を交わし続けながら、思わず声を返した。

「それは、どういう……！」

「『遠征』だろうが何だろうが構わねえ、迷宮にこもってろっつってんだよ、人形女」

　ついでにくたばってこい、と猫人キャットピープルの青年が乱暴な口振りで答える。

　彼等の発言の真意に理解が追い付けないでいると──アイズの後方から悲鳴が響いた。

「ベ、ベル君!?」

（!?）

　敵方の攻撃を捌きながら反射的に振り向くと、声を上げるヘスティアとともにベルが、別の黒装の兵士達に囲まれている。

　まだ他にも仲間が!?　と動じるアイズは救援に向かおうとするが、すかさず撃ち出された槍が行く手を阻んだ。

「……っ!?」

「言うことを聞かねえなら容赦はしねえ」

　長槍を繰り出す猫人キャットピープルの青年は冷酷な声を投げる。

　そして足止めされた瞬間、とうとうベル達のもとでも戦端が開かれてしまった。

　まるで見せしめとでも言うかのように、男女四名の黒兵に飛びかかられる少年と女神。

　視線の先の光景に焦りを覚え、己を攻囲する襲撃者達の輪を突破しようと試みるが、彼等はそれを許さない。

　攻撃の速度が更に上がる。

　アイズの金の瞳を見張らせるほど、加速した五つの影はより苛烈に攻め立ててきた。

　──やっぱり、この人達は。

　恐ろしい敵の実力にアイズは胸の内を焦こがすと同時に、相手の正体をほぼ悟る。

　とある【ファミリア】──都市最大派閥ロキ・ファミリアの片割れとも言える、もう一つの最大派閥。

　とある美神に率いられる、アイズとも太刀打ちが可能な歴戦の第一級冒険者達だ。

（【女神の戦車ヴァナ・フレイア】に、【炎金の四戦士ブリンガル】……！）

　片や戦車の異名を持つオラリオ屈指の駿足を誇るＬｖ．６、片やＬｖ．５でありながら以心伝心の──最高峰の連携をもってＬｖ．６以上の戦闘能力を発揮する四つ子の小人族パルゥム。

　こちらの攻撃は小人族パルゥム達の多段迎撃によって全て押さえ込まれた。徐々に速度を上げていく猫人キャットピープルは昇格ランクアップしたアイズの『敏捷あし』をも上回る片鱗を窺わせ、絶え間ない連撃をもって剣の結界維持を強要する。己の真骨頂である魔法エアリエルも対人戦では使用に踏み切れず、何より敵方はたった一言の詠唱さえ許そうとはしなかった。

　多勢に無勢。さしものアイズといえど、第一級冒険者五人相手に敵う道理はない。

　彼等がその気になればこの戦闘は容易く決するだろう。

「繰り返すぞ。これは警告だ」

「深入りをすれば命の保証はしない」

　真綿で首を締めるように交戦を継続させ、槍と斧の小人族パルゥムが斬撃を見舞う。

　劣勢に傾きつつある戦況にアイズの表情が揺らぎかける中、猫人キャットピープルの襲撃者は、暗色のバイザーの奥から底冷えする眼差しを放った。

「俺おれ達の──あの方の邪魔をしたなら、殺す」

　恐ろしい勢いで大気を斬り上げる長槍が、銀の胸当てを掠かすめ、表面を削る。

　防具から銀の粒子が飛沫しぶきのごとく舞い散り、アイズの視界の中できらめいた。

「──アイズさんっ！」

　その時だった。

　少年の疾呼しっこが飛んだのは。

　追い込まれるアイズがはっと振り向いた先で、ベルが己の右腕を突き出す。

　四名の黒兵を見事みごと一人で撃退し、ヘスティアを左腕で抱きながら、その深紅ルベライトの瞳が黒装の襲撃者達を照準する。

　ベルの動きに同じく反応する第一級冒険者達。その間隙を突いてアイズは彼等の包囲網から離脱した。

　間を置かず、少年の砲声が轟く。

「【ファイアボルト】!!」

　呪文を唱えず放たれた六条の炎雷。

　瞬間的に連射された稲妻型の炎は重なり合いながら疾走し、襲撃者達を呑み込んだ。

　爆発が起きる。

　着弾地点から押し寄せる獰猛な熱波。炸裂した炎雷が無数の火片となって空中を舞い踊り、ベル、ヘスティア、そして離脱したアイズの顔を緋の光で染める。

　バチバチと『魔法』の燃焼音が盛んに上がる中。

　通りの一角に作り上げられた炎の海を、漆黒の襲撃者達は容易く振り払った。

「詠唱を抜いて魔法を撃ちやがった……」

「あの方に報告だな。きっと喜ばれる」

　下級冒険者の『魔法』を全く意に介していない五名の襲撃者は悠々と歩み出て、小人族パルゥムの男達に限って言えば愉快そうに笑みを浮かべている。

　火の粉を伴う第一級冒険者達にアイズが油断なく身構えると、彼等は潮時とばかりに各々の得物を下げた。

「もう十分だ、退くぞ」

　猫人キャットピープルの一声とともに襲撃者達は辺りに散った。

　巻き起こる炎が人を呼ぶのを危ぶみ、ベルが撃破した黒兵達を素早く回収し撤退する。

　迂闊うかつな追撃などする気にもなれない。彼等が姿を消した後も《デスペレート》を構えていたアイズは、敵勢の気配が完全に遠ざかったところでようやく息をついた。

　剣を鞘に収め、自失呆然としている少年達のもとに足を運ぶ。

「怪我けがはない？」

「あ、僕は大丈夫です。アイズさんの方は……？」

「私も、平気だよ」

　ヘスティアに心配されていたベルが顔を上げる。

　効果はなかったとはいえ、彼の援護射撃に危ないところを救われた。

　10階層でも見た恐ろしく発動速度に優れた特異の『魔法』に驚嘆もこめつつ、アイズは「ありがとう」と礼を告げようとしたが……白髪の少年は目を伏せ、何かを堪こらえるように唇を嚙んでいた。

　その表情に疑問を抱いていると、

「あの人達、何だったんでしょう。僕達をいきなり襲ってきて……」

　次には感情を隠すように、一見いっけん平然としながら問いを発してきた。

　その様子が気にはなりつつも、アイズはベルの不安げな声に応じる。

「闇討ちは、よくあるよ」

「あるんですか!?」

「うん。ダンジョンの外で仕掛けてくるのは珍しいけど……」

　派閥間の勢力争いとはまだ無縁な位置にいる彼が驚愕の声を上げる一方で、アイズもまた頭の中で思考を巡らせる。

【ファミリア】から一人離れていた自分が、狙われたのだろうか。

『警告』をもたらしてきた襲撃達の言動を顧みるに、アイズの行動が知れず彼かの派閥の癇かんに障さわったとも読み取れる。ベル達はその巻き添えを食らってしまったのか。

　強襲を受けるほどの謂われに身に覚えがないが、少年達を危機に晒してしまったという一点だけは申し訳なく思う。

「襲ってきそうな相手に何か心当たりはないのかい、ヴァレン何某君？」

「……あり過ぎて、逆に」

　ヘスティアからの質問にも、直接の解答はためらいつつ【ファミリア】の実情を語る。

「全く、ほとほと物騒だなぁ、君達ロキのところは」と呆れられながら、アイズは先程の襲撃者達の警告を振り返った。

『俺達の──主神あのかたの邪魔をしたなら、殺す』

　猫人キャットピープルの青年の発言を訝しく思いつつ、アイズはその言葉を胸にとどめておいた。

　相手も望んでいないだろうが、派閥の『抗争』だけには事態を発展させてはならない。

　釈然としない思いだけは消えなかったが。

「……？」

　勢いが弱まったとはいえ通りの真ん中で依然営火キャンプファイアのごとく燃える炎に、人が集まってくるから自分達も早く離れよう、とヘスティアが提案する。

　余計な面倒を避けるため、素直に頷いたアイズは彼女と会話を交わしつつ小道の一つに向かったが。

　一歩も動かず、呆然と立ちつくしているベルに気付いた。

「どうしたの……？」

「あ……い、いえ」

　背を晒している後ろ姿に声をかけると、ベルははっとしたように振り返った。何でもありません、と言いながら慌てて駆け寄ってくる。

　アイズはその姿を見つつ、少年が先程まで見上げていた先に視線を飛ばした。
















　都市中央。

　月夜にそびえる白亜の巨塔が、自分達のことを見下ろしていた。
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「【猛者オッタル】が中層に？」

【ロキ・ファミリア】男性団員、ラウル・ノールドは背後を振り返った。

『遠征』二日前、夕刻。

　場所は迷宮帰りの冒険者達で溢れ返るギルド本部である。戦利品の換金や担当アドバイザーへの報告、達成した冒険者依頼クエストの報酬ほうしゅう受け取りなど、様々な目的で武装した亜人デミ・ヒューマン達が広い大理石のロビーを行き交っていた。

　数多の依頼書やギルドの公式情報が公開されている巨大掲示板の前に立っていたラウルは、報せを運んできた人物に目を向ける。

「本当っすか、アキ？」

「ええ。さっき冒険者達が話しているのを聞かせてもらっただけだから、信憑性には欠けるけど……複数のパーティが見かけているみたい」

　ラウルに、アキ、と呼ばれた人物は肩まで黒髪を伸ばした猫人キャットピープルの女性だった。彼女は腰から伸びた髪と同色の細い尾を揺らす。

『遠征』を目前に控えた【ロキ・ファミリア】の一部の冒険者達は、ギルド本部に赴いて情報収集を行なっていた。

　部隊の予定経路上に異常事態イレギュラーは発生していないか、他派閥の階層攻略と日程スケジュールは被っていないか、後は階層主の有無など……『遠征』を効率良く進める上で事前の情報収集は怠ってはいけない重要な作業だ。

【ロキ・ファミリア】では、幹部以下の団員の仕事となっている。

「ラウルさーん、やっぱり18階層の階層主ゴライアス、出現しているみたいです。『遠征』に行く都市最大派閥うちらに討伐してもらおうって、他の冒険者達も放置してるみたいで」

「発注していた火精霊の護布サラマンダー・ウールと水精霊の護衣ウンディーネ・ローブ、人数分を用意できないとギルドを経由して摩天楼施設バベルから報告があったんですけど……どうします？」

「まっ、待つっス!?　ちょっと待ってほしいっす！」

　それぞれ得てきた情報を抱えて自分のもとに集う男女の団員達に、ラウルは慌てて両手を突き出す。整理させてくれと顔に皺しわを寄せて考え始めた。

　ラウル・ノールド。種族はヒューマン、年齢は二十一。

　黒い頭髪はツンツンと尖っており額を大きく晒している。中肉中背の外見はまさにヒューマン、まさに凡庸といった風貌であり、今も仲間の前で慌てる姿を見せてしまっている冴えない男性団員だ。

　しかし能力ステイタスはＬｖ．４、歴とした第二級冒険者である。

　田舎暮らしの三男坊だった彼は八年前、本人曰いわく『人生最大の決断』をして生まれ故郷を飛び出した。多くの者がそうであるように大いなる期待とちょっぴりの男の野望を胸に、この迷宮都市オラリオに訪れ──気付けば【ロキ・ファミリア】に入団させられていた。

　生え抜きであるラウルはフィン達の後ろで強引に修羅場ばかずを踏まされ今日までやってきている。自分でも納得できないほど、何故かフィンを始めとした首脳陣からの信頼は高く、彼はこういった雑務や迷宮探索の場面で下位団員達の指揮を度々たびたび任じられていた。

　偉大な【ファミリア】の先達と己を比べ常に自信なさげなヒューマンの青年は、額を指で叩きながら団員達の報告に優先順位をつけ、順々に対応した。

「えーと、それでアキ、オッタルがなんちゃらっていうのは……」

「ここ数日、17階層辺りでモンスターを狩っているらしいの。ねぇ、リーネ？」

　最後に案件を回された猫人キャットピープルが、側にいる同僚に振り向く。髪をおさげにして眼鏡をかけた少女ヒューマンは「は、はい」と他派閥の冒険者から聞き出した目撃情報に頷いた。

【猛者おうじゃ】オッタル……【フレイヤ・ファミリア】の首領にして、オラリオ切っての武人。

　同時に【ロキ・ファミリア】に対抗する宿敵の代表格である。

　自派閥の要注意人物一覧ブラックリスト、その天辺に君臨している人物に、ラウルは思考を回す。

　団長自ら、一人で、しかも力が全く釣り合わない『中層』に滞在……。

「……一体、何をしてるんスか？」

　口からこぼれた独白の呟きに、答えられる者はその場にいなかった。

　肩を竦める猫人キャットピープルのアキを始め、周囲の団員達は顔を見合わせる。

「何があった？」

「あ、ガレスさん」

　巨大掲示板の前で騒がしい喧騒に囲まれていると、一人のドワーフがやって来た。

　派閥首脳陣の一人であるガレスだ。老兵の風格を漂わせるドワーフの大戦士に、自然と冒険者達から畏怖いふの視線が集まる。

　別行動中であったガレスに、ラウルはオッタルのことを話した。

「ふぅむ、あの男が『中層』にのう……まぁ、気にせんでいいじゃろ」

「いいんスか？」

「刺激せずに無視しておけ。あやつは例え主神の命めいであっても、謀はかりごとは好まん。遠征中の儂等わしらに何か仕掛けてくることはまずないじゃろうよ」

　それにギルドも推し進める深層域開拓──『遠征』中の派閥に喧嘩を売ってくれば相手にも相応の危険性リスクが生じる、とガレスが己の髭ひげをさすりながら補足する。

　派閥の重鎮である彼の説明に、ラウル達も納得した。

　昨夜、とある派閥の強襲をアイズが黙っていることで何も知らない【ロキ・ファミリア】の面々は、【フレイヤ・ファミリア】の警戒度を別段べつだん上げずにことを済ませるのだった。

「ガレスさん、そっちの方は……」

「うむ、物資は全てホームに運び込んだ。予定通り『遠征』は二日後じゃ。ギルドに本報告するぞ」

『魔剣』を始めとした武装も含め、『遠征』の準備は整ったと言うガレスはラウル達を伴ってロビーの窓口を目指す。

　上位派閥が『遠征』に向かう際には、必ずギルドに遠征時期や予定滞在期間など詳細を報告しておかなければならない。彼等は都市オラリオが誇る貴重な戦力であるからだ。

　急時の際──迷宮から帰還してこない折には、往々にして調査隊や救出隊が組まれることになる。

「ところで、お主等ら、体は十分に休めておるのか？」

「……はっ、ははははははっ」

　隣を歩くラウル、更に後ろにも続く団員達にガレスは問いかける。

　派閥幹部アイズの昇格ランクアップに触発され、ラウル以下団員達は『遠征』前だというのに隙を見ては今も鍛錬に励んでいる。猫人キャットピープルのアキも明後日あさっての方向を向き、少女ヒューマンのリーネも視線を泳がせた。

　みなを代表して空笑いをするラウルに、ガレスはとある王族ハイエルフと同じように嘆息した。

「実はベートさんにも馬鹿ばかにされたっす……」

　ホロリ、と涙を浮かべながら、ラウルは狼人ウェアウルフの青年にせせら笑われたことを明かす。

　曰く、「今更いまさら必死ここうが遅えんだよ、アホ」と。

「例の24階層で、ベートさんもアイズさん達と一緒にヤバイ敵と戦ったんスよね？」

「……うむ」

　耳もとで声をひそめて尋ねてくるラウルに、ガレスは間を置いて頷く。

　幹部の端くれとして、彼も先日の事件について話を聞かされていた。

「帰ってきても、ベートさんはいつも通りだったなぁ」

　ホームでこれまで通り不遜な態度で振る舞っているベートを思い出し、ラウルが呟く。

　一方でガレスは……あの狼人ウェアウルフの青年が最も苛烈に鍛錬していることを黙っていた。

　24階層の交戦の後、誰よりも己を許さなかった彼は、超がつくほどの負けず嫌いかつ意地っ張りなその性格を発揮し、ラウル達の前では隠れて自主鍛錬している素振りを欠片かけらも窺わせていないのだ。

　そしてガレスは、夜な夜な街外れの倉庫で訓練に付き合わされている。

「はぁ……どいつもこいつも」

「？」

　ラウルに不思議そうに見られながら、ガレスは深く溜息をついた。

　そうこうしている内に、一向は受付嬢が控える窓口に辿り着く。

「【ロキ・ファミリア】じゃ。仮報告していた通り、『遠征』の出発は二日後。申請するぞ」

「はぁい、かしこまりましたぁ～」

　ガレスが提出する羊皮紙を、受付嬢の一人、ミィシャ・フロットが受け取る。

　一五〇Ｃセルチしかない小柄な体に桃色の髪。童顔の容姿に合った幼げな声で申請を了承する彼女は、椅子から立ち上がり、すっと姿勢を正した。

　組んだ両手を腹部に当て、微笑を纏い、深々と一礼する。

「帰還をお待ちしています。どうかご武運を」

　ギルドの職員として、そして一人の人間として、少女は勇敢な冒険者達の凱旋がいせんを望む。

　遠征の申請用紙に、赤いギルドの印影が押された。
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「予定通り、【ロキ・ファミリア】の『遠征』が決定いたしました」

　ばちっ、と松明たいまつの火が弾ける。

　巨大な石板群に床が覆われている薄暗い地下空間。四炬よんきょの炬火きょかが辺りを照らす古代神殿を思わせる祭壇に、ギルド長、エルフのロイマン・マルディールの声が響く。

　見目麗しい妖精エルフには相応しくない肥え太った体を床に跪ひざまずかせる彼に対し、祭壇中央の神座に座ざす二Ｍメドルを超える巨体の老神──ウラノスはゆっくりと頷いた。

「下がってよい」

「ははっ」

　都市オラリオの[image: 創]設神たる彼の厳粛な声音に、ロイマンは太った体を揺らした。静かにその場を下がり、広間から地上への階段を上ってゆく。

　巨大な石の神座に深く腰かけるウラノスは、ロイマンが消えた後も身じろぎ一つせず、その蒼色そうしょくの瞳で前方を見据え続けていた。

「──やはり仕掛けるか、彼等は」

　ロイマンがいなくなった祭壇で、ウラノス以外の声が響き渡る。

　石造の広間の隅、溜まっている闇を切り裂いたのは黒衣の人物、フェルズであった。

　全身を覆う漆黒のローブに複雑な紋様が刻まれた手袋グローブ。一切の肌を露出させず、容姿も性別も種族も不明な亡霊のごとき己の姿を、松明の光のもとに晒す。

「ああ、ロキも一連の騒動の情報を欲しがっている」

　暗がりから歩み出てきたフェルズに一瞥いちべつもせず、ウラノスは声だけを向ける。

　老神とその右腕たる人物は、ギルド本部地下に存在する祈禱きとうの間で会話を始めた。

「ダンジョン深層……59階層に事件の鍵かぎが本当にあると思うか、ウラノス？」

「確証はない。だが、確信はある」

「それは、神の勘？」

「ああ」

　松明の炎が揺らめく中、短い応答が交わされる。

　老神の簡潔な答えにフェルズは「わかった」と頷きを返した。

「何とか【ロキ・ファミリア】に『目』を用意してみよう。我々にも迷宮の奥底で何が起きているのか、わかるように」

　魔術師メイガスである黒衣の人物の言葉に、「頼む」とウラノスは告げた。

「一度情報を整理したい。ウラノス、貴方も何かあったら言ってくれ」

　神が顎を浅く引くのを確認し、フェルズは闇に塞がれたフードの奥から声を発する。

「まず、24階層で判明した事実。レヴィスと呼称された赤髪の女、怪人クリーチャーの存在」

「食人花のモンスターを使役し、『宝玉の胎児』を守る番人……」

「ああ。そして『27階層の悪夢』の首謀者、蘇った白髪鬼オリヴァス・アクトの話を信じるなら……『極彩色の魔石』を内包する新種モンスターも、胎児も、『彼女』なる存在が起源ということになる」

『彼女』は死の淵ふちに沈んだオリヴァスを『極彩色の魔石』を移植することで蘇生そせいし、人と怪物モンスターの異種混成ハイブリッドとして再誕させた。赤髪の女レヴィスもこれに属し、彼女達は『魔石』を摂取することで能力ちからを高める『強化種きょうかしゅ』──モンスターの理ことわりで生きる人じん智ちと神智じんちを超えた、まさしく化物と化している。

　怪人クリーチャーである彼女達を、そして食人花モンスター等らを触手しょくしゅとして使役する『彼女』こそが、怪物祭から始まった一連の事件の中核、全ての元凶であると考えられる。

「『地中深くで眠る』、『空を見たい』……これも【ヘルメス・ファミリア】が聞いた白髪鬼オリヴァス・アクトの発言だが、この言葉を推察するに、『彼女』が棲息するのはダンジョンの深層深部──」

「目的は『古代』のモンスター達と同じ、地上進出か」

　ウラノスの言葉に、恐らくは、とフェルズも相槌を打つ。

　怪人クリーチャーレヴィスがアイズに向かえと指示した59階層、恐らくそこで待つのも『彼女』にまつわる何かである可能性が高い。

「アイズ・ヴァレンシュタインと『宝玉の胎児』の関係も、判断材料の一つとして考えられる」

「……」

　18階層『リヴィラの街』で胎児と初接触した際、アイズは倒れてしまうほどの拒絶反応を示した。胎児自身も彼女の『魔法』に反応していることが確認されている。

　フェルズの言葉に、ウラノスは僅かに目を伏せる。

　松明の火に横顔を照らされる老神は陰影を纏いながら、何か心当たりを探るようにしばし口を噤つぐんだ。

　深思するウラノスの反応を察しつつも、フェルズは話を進める。

「次に闇派閥イヴィルスの残党。こちらは私達が知っている過去の亡霊であるのかも、組織の主導者もわかっていない。24階層で捕獲した食人花をいずこかへ運搬しようとしていた姿が確認されている」

　ギルドと彼等に与する多くの派閥が結託し、壊滅させた過激派集団。

　過去の闇派閥イヴィルスは『邪神』を自称する神々の指示のもと、秩序の崩壊、オラリオの破壊工作を繰り返してきた。明確な目的が伴っていたり、単に神の愉快犯だったりと、都市の平和を乱し混沌を望むその行動理由は様々であった。

　闇派閥イヴィルスの【ファミリア】は全て滅ぼし、邪神と名乗っていた主神達も軒並み天界に送還されている。残党達は彼等の生き残りであるのか、あるいは彼等の意志を継ぐ者が現れたのかは未だ判然としていない。

　残党を形成する派閥の数も、規模も、率いている主神さえも不鮮明である。

「地上の勢力と、そして『彼女』からなる地下の勢力が手を組み、迷宮都市の壊滅を企くわだてている……これが事件の因果関係か」

「闇派閥イヴィルスの残党は地下勢力の力を利用、あるいは相手に利用されていると見るのが妥当だろう」

　フェルズ、ウラノスと順に声が祭壇に響いた。

　レヴィス達と闇派閥イヴィルスはお互いを利用し合っているという推測を最後に、一旦いったん話はなしが途切れる。

「……ウラノス。一つ聞いていいだろうか」

　黒衣を揺らし、フェルズが神座に座るウラノスと向き合う。

　老神が視線で話を促すと、フェルズは言葉を続けた。

「24階層の事件で、赤髪の女は一人の人名……いや、一柱の神らしき名前を口にしたそうだ。『エニュオ』、と」

　それはフェルズから依頼を受けた犬人ルルネ達が聞いた台詞の中にあった。

　──『完全ではないが、十分に育った、エニュオに持っていけ！』

　仮面と外套フーデッドローブの人物──恐らくは闇派閥イヴィルスの残党──が宝玉の胎児を回収した際、レヴィスは確かにそう言ったのだ。

　ルルネから報告された情報を、フェルズは老神に尋ねる。

「その『エニュオ』と呼ばれる者が重要神物じんぶつである可能性は高い。その名前に、何か心当たりはあるか？」

「……私が知る限りでは、そのような名の神は天界に存在しなかった」

　フェルズの問いに対し、ウラノスは『エニュオ』と呼ばれる神は存在しないと断言した。

　しかし、「だが」と告げ彼はそのまま言葉を続ける。

「神々われわれの言葉で、『エニュオ』という単語が意味するところは──」

　ウラノスは、その蒼色の瞳を細めた。

「──『都市の破壊者』だ」
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『遠征』前日。

　つまり、鍛錬最終日。

　都市の外縁部、巨大市壁が東の空から[image: 曙]光しょこうに照らされる中、石畳の上に伸びる二つの影が重なり合う。金の長髪を翻す少女の影は間断なく攻めかかり、白髪を揺らす少年の影はその動きに必死に追い縋る。

　振るわれる鞘と短刀は今日までがそうあったように激しい攻防を演じていた。

　オラリオから遠く離れた山脈から放たれる美しい暁光ぎょうこうに横顔を焼かれるアイズは、目の前の少年の動きに双眸を見張る。

　繰り出す鞘が、防がれる。

　速度の乗った己の攻撃に対し、少年は着実に防御の数を増やしていく。

　アイズが示してきた『技』による防御方法。

　相手の攻撃を正面から弾くのではなく、横や斜めから叩いて方向をずらし、受け流す。

　己が与えた防御という課題、この鍛錬の到達地点。

　模擬戦を通して見て、感じ、ものにしようとしてきたアイズの『技』を、少年は全てが終わるこの日に全力でぶつけてくる。

「──ッッ！」

　愚直な気迫が短刀に宿る。

　躱し切れない連撃が掠め、身を削られながら、それでも一撃一撃を受け流し切り払う。

　そして。

　少年は防御を越えて、初めてアイズに反撃した。

「……！」

　朝の空に打ち上がった白刃の雄叫び。

　あっさりと防がれた少年の一撃。しかし、確かに届いた。

　鞘で弾かれた《短刀》ごと腕をだらりと下げ、呼吸を大きく乱す少年を、アイズは黙って見つめる。

　傷付きぼろぼろになった体。初日から何も変わらないひた向きな眼差し。色褪いろあせることのない深紅ルベライトの輝き。

　不意に、光線のように瞬く朝日。一段と強くなる輝きに視界が一瞬白く染まった。

　純白の光景の中に浮かぶ少年の姿に、アイズの唇から嬉しさが滲み、心から微笑んだ。

「これで、終わりだね……」

　ぽつりと、アイズはベルに呟く。

　視線を東の空に向ければ、既に太陽は雄大な山脈から顔を覗かせている。それはこの一週間、訓練の終わりを告げてきた合図でもあった。

　顔を横に向け、黎明れいめいを越えた美しい朝焼けにアイズが目を細めていると、同じようにその光景を見つめていた少年がこちらに振り返り、頭を下げた。

「今日まで、ありがとうございました」

　腰を折り、石畳に顔を向けながら、少年は礼を言った。

　短いようで、やはり短かった一週間。子供のようなこの七日間の逢瀬おうせを振り返り、アイズの胸の中で様々な想いが過よぎる。

　アイズはベルの『成長』について何も知ることはできなかった。しかしいつしか彼女は少年が日に日に成長していく姿に楽しさを見出し、胸をときめかせ、人を導くことのできる喜びを知った。

　いつの頃からか戦うことしか知らなくなったアイズは、嬉しかったのだ。

　必死に悩み、落ち込み、考えて、そして愉快な苦楽とともに少年と歩んできた今日までの道のりが。

　少年との時間を、かけがえのないこの一時を、心の奥で抱き締める。

　さら、と兎のような白髪を風に揺らすベルは、やがて折っていた体を戻した。

　彼と視線を交わすアイズは、目尻を和らげ、自分で驚くほど温かみのある声で呟いた。

「私も、ありがとう。……楽し、かったよ」

　二人一緒に朝日に包まれながら、もう一度、少年へ微笑む。

　真っ赤になったベルは口の開閉を繰り返し、うつむいてしまった。鍛錬の初日からこの最後の時間まで照れてばかりだった彼の姿に、おかしくなって笑い続ける。

　白兎は恥ずかしがり屋だったのだとアイズは知った。

「……それじゃあ、頑張ってね」

「……はい」

　絡まる視線をゆっくり解ほどき、アイズはベルに背を向ける。

　ここからまた、自分達は走り出さなくてはならない。ともすれば心惜しくなってしまうこの距離と関係に足を止めてしまわないように、僅かな言葉を残し、少年から離れ始める。

　別離ではない。

　お互いの目標に向かって、今日からまた異なる頂いただきを、ともに目指していくのだ。

「……」

　日の光に濡れる市壁をしばらく歩み、アイズはおもむろに振り返った。

　遠のいた少年はこちらに背中を見せ、自分の道を走り出している。

　澄み渡った青い朝の空気を吸い、唇から笑みを落とした。

「……また、ね」

　少年に背を向け、アイズもまた走り出していった。
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　山吹色の髪を翻し、突き出される一撃を避ける。

　空が塞がれた広大な地下迷宮の中に美しい玉音の歌声は響き渡っていた。何度も走る剣閃を前にその歌声は途切れず、怯まない。

　杖を握るレフィーヤは唇を淀みなく動かし、呪文を紡いでいた。

　金髪金眼の少女の鋭い斬撃に対し移動と回避を重ね、間合いを稼ぎ、どうしても躱し切れない攻撃に対しても詠唱に影響を及ばさない最小限の被害に食い止める。

　訓練初日のように、攻撃を恐れて瞼を閉じることは決してしない。

　眼前の攻撃に目を凝らし、視野を広く持ちながら、詠唱を続行できるように数秒後の己の立ち位置と行動を思い描いていく。

　レフィーヤは己の内に溜め込まれた様々な人の教えを反芻はんすうした。

　リヴェリアから教わった詠唱術を、大木の心を。

　フィルヴィスから指示された『並行詠唱』の技術を。

　相対する憧憬の剣士、アイズへとぶつけた。

「【狙撃せよ、妖精の射手しゃしゅ。穿うがて、必中の矢】」

　あたかも舞い踊るかのように、相手の剣舞に合わせ己の歌を奏でていく。

　そして、レフィーヤは展開された魔法円マジックサークルとともに『魔法』を完成させた。

「【アルクス・レイ】！」

　発動した光の矢が輝きを放つ。

　アイズが回避すると、疾走する魔法弾はダンジョン壁面に着弾し、表面を爆発させた。

　舞い散る無数の破片に煙。大きく破砕された迷宮壁は、二日前のフィルヴィスとの訓練以上に『魔法』の威力が高まっていることを物語っていた。

　おー、とアイズが壁とレフィーヤを交互に見て感嘆する中。

　完成度が上がっている『並行詠唱』に、息を切らすエルフの少女はうっすらと笑みを浮かべた。

「すごいね、レフィーヤ。本当に、『並行詠唱』をできるようになって」

「え、えへへ……皆さんのおかげで、私は別に……」

　きっと誰かの存在が欠けても、『並行詠唱』を修得することはできなかった。

　アイズとフィルヴィスとの模擬戦、リヴェリアの教えがあっての結果だ。自分は彼女達に導かれ、必死に追いかけただけ。

　顔を赤くし謙遜けんそんするレフィーヤを、そんなことないよ、とアイズは微笑みかけてくる。

　彼女の心からの賞賛に、レフィーヤは一層いっそう照れてしまった。

「アイズさん……私、頑張ります。『遠征』でも、アイズさん達を支えられるように」

　杖を抱き締めながら、レフィーヤは向き合うアイズの瞳を見つめる。

　アイズ達との訓練を無駄にしない、足を引っ張らない、力になってみせる。

　意志と誓いを打ち明けるレフィーヤに、アイズは「うん」と頷いた。

　決意を固めた己の顔が、目の前の金の瞳の中に映っている。

「……アイズさん。あの少年ヒューマンは、どうなりましたか？」

　最後に、レフィーヤの唇はそう尋ねていた。

　彼女の質問に対し、アイズは目もとを和らげる。

「あの子も、頑張ったよ」

『遠征』前日。つまりレフィーヤと少年ベルの鍛錬が終わりを迎える日。

　早朝に少年との鍛錬をやり終えたアイズの顔はどこか清々しかった。見慣れた感情の乏しいその相貌に、喜びの色がほのかに滲んでいる。

「そうですか……」

　レフィーヤは神妙な顔で、アイズの表情と言葉を受け止めた。

　視線を下げ、両手が持つ杖に据えられた青白い魔宝石を見据える。

　結局、レフィーヤの心から少年の姿が消え失せることはなかった。

　最後まで、そして今も関心が途切れることはなかった。

「明日は『遠征』だから……今日は早く帰ろうか」

　訓練場と利用してきたダンジョンの広間ルームから、アイズが帰路につくことを提案する。

　レフィーヤは顔を上げ、彼女の言葉に断りを入れた。

「あの、まだ残って調整させてください。私一人で大丈夫なので」

「……うん、わかった。無理しないでね」

　レフィーヤの頼みを、アイズは何も言わず受け入れる。

　少女の瞳から何かを感じ取ったかのように、彼女は先に広間ルームを出ていった。

　壁や天井てんじょうに多くの燐光が宿る空間の中で一人残ったレフィーヤは、目を瞑り、深呼吸する。

　やがて杖を握りながら妖精の歌を奏で始めた。

　時には動きを確認しながら、時には襲いかかってくるモンスター相手に光を放ちながら。

　時間が許すまで、復習と反復に努めるのだった。

「……もう、帰らなきゃ」

　それから何時間も『並行詠唱』を続けていたレフィーヤは、服の中から懐中時計を取り出し、時間だと呟く。

　葉と樹を象かたどる銀の意匠が施された同胞エルフ産の懐中時計は、夕刻を示していた。

　ぱちんと時計の蓋を閉めたレフィーヤは歩み出し、出入り口直前、今日まで訓練をしてきた広間を振り返る。

　色々なものを学び、覚えた場所に淡く微笑みかけ、今度こそ後にした。

「ちょっと、長く居座り過ぎちゃったかも……」

　５階層西端の広間ルームから小走りで地上を目指す。

　アイズに言われていたのについ熱中してしまった自分に反省しながら、冒険者が溢れる正規ルートに戻る。遭遇エンウカントするモンスターを片手間で片付けながら。多くの同業者とすれ違っては後ろから追い抜き、『上層』を進んだ。

　そして１階層の『始まりの道』と呼ばれる大通路を抜け、地上への大穴、螺旋階段を上り、摩天楼施設バベル一階に辿り着いた時。

　門をくぐって広大な中央広場セントラルパークに出ようとした間際まぎわで、とある冒険者とばったり出くわした。

「あ」

「あ」

　声を揃え、見つめ合う。

　片時も忘れなかった深紅ルベライトの瞳に、処女雪のように真っ白な髪。

　巨大なバックパックを肩にかけ、すぐ側には灰褐色の長髪ロングヘアを流す狼人ウェアウルフの幼女もとい少女──恐らく仲間の冒険者がいる。

　迷宮帰りでぼろぼろになっている、あの白髪の少年と、レフィーヤは一緒に固まった。

　周囲では同業者達が追い抜いていき、狼人ウェアウルフの少女が不思議そうに自分達を眺める中。

　先に動いたのは、レフィーヤだった。

　眦を吊り上げ、硬直する少年に向かって、ビシッ！　と。

　その細い指を突き付ける。

「負けませんから!!」

　瞳を見開いて面食らう少年を置いて、走り出す。

　ぎょっとする狼人ウェアウルフの少女、冒険者達の視線を浴びながら門を抜けて中央広場セントラルパークへ。

　明日あすの『遠征』への決意、そして少年への思い。

　二つの気持ちを抱えながら、茜色に染まる広場の中、雑踏を躱しながら駆け抜けていく。

　真っ赤に燃える夕日に向かって、レフィーヤは走っていくのだった。
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「ロキー、お願いしまーす」

「うおおおおーっ、あと何人いるんやー!?」

　夜。

【ロキ・ファミリア】本拠ホーム、黄昏の館より神の咆哮が月夜に打ち上がる。

　叫び声の出どころは複数の尖塔に囲まれる中央塔、その最上階に当たるロキの神室しんしつからであった。長い螺旋階段を上った先の扉の前には、彼女の可愛い眷族達がずらりと列を作って並んでいる。

「【ステイタス】更新すんの多過ぎやーっ!?　『遠征』前日の夜やってのに、もぉー!?」

　列をなして順番を待つ彼等の正体は、能力ステイタス強化を求める団員達であった。明日の『遠征』を前にして【経験値エクセリア】の反映を望む者が男女問わず押し寄せてきたのである。

　ロキはこうなることを危ぶんで団員達に『遠征前の最終更新は早めに来ること』としっかり言い付けていたのだが……鍛錬に熱を上げていた彼等は時間ぎりぎりまで己を苛いじめ、鍛え、時間が許す限り【経験値エクセリア】を溜め込んできたのである。気持ちはわからなくもないが、ロキからすれば絶叫ものであった。

「おのれ特訓流行ブームッ、おのれアイズたんっ!?」と例の金髪天然物体を恨みながらロキはせっせと眷族達の【ステイタス】を更新していく。過酷な『遠征』を前に生きる可能性を少しでも上げられるなら労力を惜しむわけにはいかない。

「くそーっ、セクハラする余裕もないわーッ!?」

「ありがとうございまーす」

　上着を脱いで美乳と滑らかな背筋を晒していた獣人の団員が去るのを、ロキは血の涙を流しながら見送る。

　息もつかせぬ更新殺到ラッシュ。捌けども捌けども順番待ちの団員達の数は減らない。多くの構成員を抱える【ファミリア】の悩み──主に主神の苦労──がここに現れていた。

　最初に始まった更新から時計の短針は既に二周ほど回り、日付けが変わろうとしている。

「お、終わったかっ!?」

　どうもー、と最後の男性団員が去った後、人の気配がなくなった部屋の前を見据える。

　開かなくなった扉に、肩で息をするロキは歓喜と安堵あんどが交ざった表情を浮かべた。

　だが間を置かず、見計らったかのように勢いよく扉が開け放たれる。

「おい、ロキ。【ステイタス】を更新しろ」

「ぐふぅ……ベートォ」

　入室してきた狼人ウェアウルフの青年に、ロキは寝台ベッドの上に倒れ伏す。

　空気読んでやー、と疲れ切ってシーツを涙で濡らす主神に、んなもん知るか、と眷族は言葉を吐いた。

　勝手に椅子を引き寄せ、ロキの前で腰を下ろす。

「はぁ……これがアイズたんとかで締めやったら、うちも鼻血出すくらい報われるんやけどなぁー。はぁぁ……ベートかぁ」

「張り倒すぞ」

　ぐちぐち文句を言う親父めいた主神相手に、ベートは戦闘着バトル・ジャケットを脱いだ。

「たかが一人分、時間なんて大してかかんねーだろ。さっさとやれ」

「ほいほい、っと」

　半裸となり、背中を向けるベートは神の指の動きに身を委ねる。

　錠ロックを解除し瞬く間に朱色の【神聖文字ヒエログリフ】を浮かび上がらせたロキは、【ステイタス】の更新に移った。

「全員いなくなった後なんかに来て、なんや、一人でこそこそ訓練してたの秘密なんかー？」

「何で知ってんだよてめぇ」

「グフフッ、内緒」

　背後にいて顔も見えない主神に、もはやうんざりした表情を隠さないベート。

　ニヤニヤと笑うロキは神血イコルが滲む指を彼の背に走らせていく。

「隠れて特訓しとるの知ったら、ベートにビビってる他の子もきっと近寄ってくるで？　ギャップ萌えー、って。今より居心地良くなるんやないかなー」

「はッ。雑魚どもと仲良し小良しになって何の意味がある」

　淀みなく更新作業が続けられる中、幹部以外の多くの者達から恐れられている一匹狼にロキは助言するが、当の本人はくだらねぇと嘲笑した。

　彼は琥珀こはく色の瞳で睨むように、前に広がる部屋の壁を見据える。

「強つええ奴やつの役目は高たけえ場所から雑魚どもを見下みくだすことだ。存分にな」

「……」

「俺達が嗤わらって唾を吐かなけりゃあ、誰がするってんだ。身の程を知らねえ馬鹿が増えるだけだろう」

　ベートは言葉の端々に苛立いらだちを滲ませ、続けた。

「首が折れるほど俺達を仰がなけりゃあ、あいつらは、虫酸が走るほど雑魚のままだ」

　それはまるで、今回のアイズの昇格ランクアップに触発され必死にあがき始めた団員達のことを、言外に告げているかのようでもあった。

　黙ってベートの話を聞いていたロキは、一切の無駄を削そぎ落とし鍛え抜かれた上半身を、うっすらと傷跡の残る目の前の背中を見つめ、瞑目し、ふっと笑った。

【ステイタス】の更新を終え、共通語コイネーへと翻訳する。

「ベートー、能力値アビリティかなり上がっとったでー」

「いくらだ」

「３くらい」

「全く上がってねーじゃねえか!!」

　吠えながらベートは翻訳された更新用紙をひったくる。

「いやいやＬｖ．５、しかも自主練だけでそれだけ上がれば大したもんや」とロキが笑いながら告げると、気休めにもならねえ、と用紙を見下ろす狼人ウェアウルフは鼻を鳴らすだけだった。

　酒瓶さかびんを始めとした物品で溢れているロキの部屋の中から、机の上に置いてある蠟燭台に火をつけ、更新用紙をそのまま燃やしてしまう。

「……そうやなぁ、ベートは強いからなぁ」

　ややあって、戦闘着バトル・ジャケットを着て部屋を出ようとするその長身の背中に向かって、ベッドに腰かけるロキは声をかける。

「そんなベートにお願いや。みんな、守ってあげてなー」

　数え切れない危険が待ち受ける『遠征』に対し、ロキはベートに懇願する。

　扉の前で立ち止まった狼人ウェアウルフの青年は、その主神の言葉を聞いて、顔を振り向けた。

「……はッ。てめえが選り好みした眷族れんちゅうは、愚図ぐずじゃねえだろ」

　珍しくきょとんとした表情をするロキに、ベートは口端を吊り上げる。

「雑魚は雑魚だが、腑ふ抜けじゃねえ。必要ねえよ」

　いつだって素直になれない、その子供の言葉に。

　ロキは、にんまりと笑い返すのだった。
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　自おのずから、目覚めはやって来た。

『遠征』当日、朝。

　カーテンの隙間すきまからそそぐ日差しに、アイズはゆっくりと瞼を開ける。

　ホームの自室の寝台ベッドから体を起こし、壁に立てかけられた愛剣デスペレート、そして窓の外を見て瞳を細める。

　空は青く晴れ渡っていた。




「さぁやるぞー！」

「うるさいわねぇ、黙って準備しなさいよ……」

　あてがわれている二人部屋。

　起床したティオナとティオネの姉妹は騒がしく動き出す。

　待ちに待った『遠征』の出発準備。豊満な胸としなやかな脚を晒し戦闘衣バトル・クロスを纏う姉の隣で、既に着替え終えた妹は収納箱チェストの棚を開けてはぽいぽいと中身を放り出し、道具アイテムなど必要なものを小鞄かばんに詰めていく。

　ティオネが小言をこぼす中、床はあっという間にティオナの私物で埋めつくされた。

　身に付けたパレオを揺らすティオナは最後に、壁棚へ立てかけてある自身の得物、大型武器のもとへ赴く。

「この『遠征』でアイズに追いつかなきゃ！」

　柄を握られた大双刃が、刃の表面から光沢を放った。




「レフィーヤ、先に行ってるよー？」

「あ、はい、どうぞ！」

　同室者ルームメイトの女性団員が部屋を出ていく中、レフィーヤは急いで準備を進めていく。

　鏡の前でまとめられていく山吹色の長髪。口にくわえた髪留め──冒険者装身具アクセサリーでもある銀装シルバーバレッタを使って頭の後ろで結い上げた。

　銀製の髪留めを装着したレフィーヤは、鏡を見てよしと頷く。

「……」

　椅子から立ち上がり、魔杖《森のティアードロップ》も携えたレフィーヤは、最後に己の手の平を見下ろした。

　同胞から──友から譲られた『魔法』の力を確かめるようにぎゅっと握る。

　顔を振り上げたレフィーヤは、支援サポーター装備である筒型のバックパックを肩にかけ、部屋を後にした。




「あ、ベートさん」

　黄昏の館前の庭園では、大型のカーゴを始めとした物資が運びされていた。

　下位構成員達が総出で天幕や予備スペアの防具、三十振り以上もの『魔剣』など、多くの荷物を出発に備えて点検・整理を行なっている。

　誰もが本日の『遠征』に否が応にも緊張、興奮し、話し声がそこかしこで交わされる中、団員達に指示していたラウルは、塔の玄関から出てきたベートを認める。

　装備された両腕の手甲と白銀の金属靴メタルブーツが日差しの下で輝いた。

「お、おはようございます」

「足あし引っ張るんじゃねえぞ、てめえ等」

　第一級冒険者達の中でも一番乗りである狼人ウェアウルフの青年に率先して挨拶すると、彼はラウルも含め近くにいる者達に向かって言い放つ。

　下位構成員の中で恐れられている彼の物言いに多くの者が体を縮める中、ラウルは汗とともに「あ、あははは……」と空々しく笑った。

　同時に、『遠征』前にしても常と変わらない彼に妙な安心感も覚えてしまう。

「アイズ達はまだ来てねえのか」

「は、はいっす。ティオナさん達はさっき食堂で朝ご飯かきこんでましたけど……アイズさんはまだ部屋にいるみたいで」

「あぁ？　あいつ飯を食わねえつもりか？」

　周囲が萎縮しているのを他所にラウルがめげず会話を続けていると、アイズの話題に触れたベートは足を止めた。

　ちっ、しょうがねえな、と悪態と一緒に踵を返し、もと来た道を引き返し始める。

　館に戻り、恐らくアイズの部屋に向かったのだろう狼人ウェアウルフの青年を見送ったラウルは、変なところで面倒見いいよなー、と思った。




「……」

　中央塔も含め八基の塔からなる本拠ホーム、その真北に位置する尖塔。

　フィンは私室にて、床に片膝をつき、胸に片手を添えていた。

　静かに瞑目する彼の前には、壁に飾られた絵画風織物タペストリー、そしてすぐ近くの棚の上に置かれた一体の女神像が存在する。

　金糸と銀糸で編まれた壁掛けも、槍を手にする石膏せっこうの像も、共通の偶像を表している。

　小人族パルゥムの間で深く信仰されていた架空の女神、『フィアナ』だ。

「フィン、入るぞ。……おっと、邪魔じゃったか」

「いや、大丈夫だよ。今いま終わった」

　部屋に入室してきたガレス、リヴェリアは、女神フィアナの前で跪くその姿を見て出直そうとするが、フィンは目を開けて立ち上がる。

　己が信仰する神に祈りを捧げていた彼は、二人の盟友に向き直った。

「もう準備は整っとるぞ。物資を含め、不備はない」

「ああ、ありがとう、ガレス」

「念のため、最後の打ち合わせをしたい。18階層までの二班の編成だ」

　ガレス、リヴェリアと輪になって話し合う。

【ロキ・ファミリア】の首脳陣は『遠征』を前に最終確認を行った。

「リヴェリア、みんなの様子はどうだい？」

「鍛錬漬けで体の調子だけが懸念だったが……問題ない。しっかり体調は整えてきている」

「血気盛んな者達ばかりじゃからのう。士気も上々じゃ」

　話し合いを終えフィンが尋ねると、団員達の状態コンディションは万全だと返答が返ってくる。

　今も庭の方角から喧騒が届いてくる中、両腕を組むガレスは目を細めた。

「アイズを始めとした若い者達が育ってきた……儂等三人だけだったあの頃が懐かしいわい」

「まだ引退するには早いぞ、ガレス」

【ファミリア】結成初期に触れるドワーフに、リヴェリアは両目を瞑って笑みを浮かべる。

　そんな二人を笑いながら見上げていたフィンは、おもむろに顔付きを変えた。

「とうとうここまで来た。男神ゼウス・女神ヘラが残した未到達領域への挑戦……これを超えれば、あらためて僕達の名は世界に轟く」

　小人族パルゥムの、一族再興のために名声を求める彼の碧眼には、揺るがない意志の光があった。

　その姿を見つめるリヴェリアは口を開く。

「もう十分ではないのか？　お前のことを知らない小人族パルゥムはもういないさ」

　リヴェリアの言葉に、フィンは瞑目し首を横に振る。

「都市オラリオで名を馳はせている小人族パルゥムは、僕を除けば神フレイヤの【炎金の四戦士ブリンガル】のみ……世界中の同胞達の名を、僕はほとんど知らない」

　オラリオだけでなく世界の小人族パルゥムの名聞は、未だ数えるほどしか聞こえてこない。

　そう語りながら、フィンは己の[image: 拳]を見下ろす。

「小人族パルゥムには光が必要だ。『勇気』という名の旗印が」

　遥か古代、一族の勇者達が擬神化ぎじんかされ、小人族パルゥムの拠り所で在り続けた『フィアナ』のような希望が──とフィンはそう続ける。

　同時に、そのためにはどんな手段も犠牲も厭いとわない、と心の内を吐露した。

「ここではまだ終われない。何が待ち受けていようと、僕は先へ進む」

　顔を上げ、覚悟のほどを告げる小さな冒険者に。

　ガレスは髭を撫でながら笑った。

「まったく……出会った頃と何も変わっとらん。お主はいつだってその小さな体に不釣り合いな野望を持ち、それを口にすることもはばからなかった」

「丸くなったつもりだけどね」

「よく言うわい」

　肩を竦めてみせるフィンに、ガレスは髭と一緒に唇を吊り上げる。

　二人のやり取りを眺めていたリヴェリアは、やがて懐かしそうに言葉をこぼした。

「……あれだけいがみ合っていた我々が、今やダンジョン攻略の最前線か。不思議なものだ」

　過去の記憶を振り返るリヴェリア。

　誇り高く融通の利かなかった王女ハイエルフに、それを毛嫌いしがさつに罵倒する大男ドワーフ、そして反発し合う二人に溜息が絶えなかった少年パルゥム。

　互いの出会いと今日までの日々をそれぞれ思い出すフィン、リヴェリア、ガレスは、ふっと笑みを交わしあった。

「やっておくか。景気付けだ」

　すっとガレスが片腕を伸ばす。

　輪の中央に差し出された大きな[image: 拳]に、フィンとリヴェリアも苦笑しながら、しかし申し合わせたように彼の動きに倣った。

　過去、誓いの日に交わした三人の儀式。

　非常に仲が悪かった彼等は、主神から強引に勧められるままこうして手を重ね合い、互いの願望を告げたのだ。

「熱き戦いを」

「まだ見ぬ世界を」

「一族の再興を」

　ドワーフ、エルフ、小人族パルゥムは順々に声を告げ、最後に突き出した[image: 拳]をぶつけ合う。

　自分達の原点に立ち返った彼等は、お互いの意志を分かち合い、ややあって派閥を牽引けんいんする首脳陣の顔に戻った。

「アイズ達が待っている。行こうか」

　フィンの言葉に頷きを交わし、三人は部屋を出た。

「フィン、そういえばもう一つの目的の方は進んでおるのか？」

「ああ、後継者……世継ぎのための嫁探しか」

「生憎あいにく出会いに恵まれなくてね。誰かいい小人族こがいたら紹介しておくれよ、ガレス、リヴェリア」

「ティオネに殺される。断らせてもらう」

「儂わしもじゃ」

　軽口を叩き合いながら三人は進む。

　槍、斧、杖を抱える亜人デミ・ヒューマンは団員達が待つ場所へ向かうのだった。
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　快晴の空から陽光が中央広場セントラルパークに降りそそぐ。

　八本のメインストリートが集結する都市中央の広大な空間には、多くの冒険者が朝早くから人波を作っていた。

　武装した少年、少女、偉丈夫達がサポーターを引き連れてダンジョンへ挑んでいく。多くの種族の人間が白亜の巨塔へ向かっていく中、アイズもまた雄大な摩天楼施設を仰いだ。

　本拠ホーム前に集った【ロキ・ファミリア】一行は団長フィンの指示のもと、北のメインストリートを経由してこの中央広場セントラルパークに移動していた。装備品と物資を積んだ大型カーゴを何台も伴い、『バベル』の北門正面から距離を置いた位置で待機している。

　泣く子も黙る道化師トリックスターのエンブレムが刻まれた団旗、そして都市最大派閥の面々に対し周囲から注目と喧騒を集めながら、アイズ達は出発の号令がかかるのを待っている。

「おう、【剣姫】！　全くもって久しいな、壮健であったか？」

「椿ツバキさん……」

　蒼天に突き立つバベルを見上げていると、真横から声がかかる。

　見れば左眼を眼帯で覆う鍛冶師スミス、椿ツバキ・コルブランドが人懐こそうな笑みで近寄ってくるところだった。

　剣や鎧で完全武装しているアイズと同じように、その姿は迷宮用の武装に包まれている。脛すねまで隠す島国独自の真っ赤な袴はかま。豊かな胸もとごと体に纏うのは大陸式の戦闘衣バトル・クロスで、その上には手甲や肩当てなどの防具を装着していた。

　下半身と上半身、いわゆる極東産の和装と大陸産の洋装を組み合わせた格好だ。

　武器は腰に差された漆黒の鞘に収まる太刀たちである。

　彼女の他にも多くの上級鍛冶師ハイ・スミス──【ヘファイストス・ファミリア】の面々が【ロキ・ファミリア】に合流を果たしている。

「今日から、よろしくお願いします」

「うむ、任された。だが畏かしこまる必要はないぞ？　手前てまえ達も行きたいから付いていくのだ」

　鍛冶師スミス達の同行をかねてからリヴェリアに教えてもらっていたアイズが口を開くと、椿ツバキは気さくな態度で単純明快な理由を告げる。

　からからと笑う姿に苦笑の思いを抱いていると、彼女は「お」と言ってアイズから視線を移した。

「いたな、ベート・ローガ。無理強いして滅茶苦茶な予定で銀靴フロスヴィルトを手前てまえに作らせたのだ、また壊したら承知せんぞ」

「ほいほい壊すかよ、わかってるっての。それより、おいっ、近付くんじゃねえ!?」

　ベートを見つけ足を向ける椿ツバキ。必要以上に間合いを詰めニヤニヤと笑ってくる彼女に、狼人ウェアウルフの青年は暑苦しいと声を荒らげる。

　怖いもの知らずの光景に周囲から畏怖が集まり、アイズも不思議そうに眺める中、彼女にそっと近付く影があった。

「やぁ、【剣姫】。調子はどうだ？」

「……ルルネ、さん？」

　呼びかけられ振り返った先には、犬人シアンスロープの少女がいた。

【ヘルメス・ファミリア】の団員ルルネの登場に、アイズはきょとんとしてしまった。

「どうして、ここに……？」

「『遠征』の見送り、かな。お前には何度も助けられているし」

　どうやら彼女はこの出発直前の空き時間を見計らって言葉通り見送りに来てくれたらしい。

『遠征』の参加者でもない自分がここに長居すると睨まれてしまう、と言う彼女はそそくさと用件を済ませようとする。

「これ、差し入れな。私が遺跡なんかもぐったりする時によく使う携行食。一つ食べるだけで一日はもつぞ。あ、変なものは入ってないからな」

「……ありがとう」

　小袋に入ったブロック状の携行食を差し出され、アイズは小さく笑う。

　ベートと椿ツバキのやり取りに団員達の目が集まっている最中さなか、小袋を手渡されると──カチャ、と。

　ルルネは小袋の影に隠しながら、一つの水晶をアイズの手の中に忍ばせた。

「これ、黒ローブのやつから」

「！」

　自分にしか聞こえない声音で囁かれ、アイズは目を見張る。

　黒ローブ──アイズやルルネに度々たびたび接触してきた黒衣の人物だ。

　素性の知れないあの魔術師メイジからの依頼の品だという青水晶に、アイズは驚きを隠せない。

「【万能者アスフィ】にも調べてもらったけど、変なものじゃないらしい。……59階層に行く時、身に付けていってほしいだってさ」

　黒衣の人物から受け取った伝言とともに、盗賊シーフの少女は誰にも気付かれることなく水晶を預けた。

　捨ててくれても別にいい、判断は任せるよ、と小声で告げて一歩後ろに下がる。

　小袋と水晶を手渡され啞然あぜんとしているアイズに、ルルネは眉を下げて、笑った。

「……依頼を押し付けられたこともあるけどさ、見送りっていうのは、本当だよ。帰ってきたら今度こそ酒を飲もうぜ？」

　褐色の肌を淡く染めながら、犬人シアンスロープの少女は頰を指でかく。

　それじゃ、と言って彼女は背を向け、腰の尻尾を一振りした。

　雑踏に消えていく後ろ姿を見送ったアイズは、小袋と、そして水晶に視線を落とす。

　鎖で繫がれた小さな青水晶をしばし見下ろした後、ややあって鎧よろいの一部である腰具にくくりつけた。

　黒衣の人物を完全に信用したわけではないが、最後の言葉を送ってくれたルルネのお守りとして。

　銀の腰具の上で、青い光がきらめく。

「今のは、ルルネさん？　アイズさんに何を……？」

　──そんなアイズとルルネのやり取りを、レフィーヤは一人、視界に認めていた。

　周囲の団員達と同じく喋り声が絶えないティオナとティオネの隣で、彼女は小首を傾げる。

「レフィーヤさん」

「あ……アミッドさん？」

　声をかけられレフィーヤが振り向くと、立っていたのは精緻せいちな人形を彷彿ほうふつさせる美しい銀髪の少女ヒューマンだった。

　北西のメインストリートの方角からやって来た彼女、【ディアンケヒト・ファミリア】の治療師ヒーラー、アミッドは頭を下げる。

「ミアハ様達……いえ、ある派閥の新商品契約に時間を取られ窺うかがうことができなかったのですが、間に合いました。どうぞこれを」

「これは……回復薬ポーションですか？」

「はい。自派閥われわれの高等精神力回復薬ハイ・マジック・ポーションになります」

　レフィーヤに手渡されたのは小鞄ポーチに入れられた試験管の詰め合わせである。

　驚く彼女に対し、アミッドは「『遠征』への餞別せんべつ、といったところでしょうか」と告げた。

「アミッド、見送りに来てくれたんだ！　でもレフィーヤだけ!?　あたし達には!?」

「ティオナさんには必要ないのではないですか？」

　レフィーヤ達のやり取りに気付いたティオナに、アミッドはくすりと笑う。

　えぇ～！　と騒ぐ彼女に「冗談です」と続け、レフィーヤのものより大きめな小鞄ポーチを差し出した。

「高等回復薬ハイ・ポーションと、万能薬エリクサーも少々入っています。皆様でお分けください」

「ありがとう、アミッド。こんなに一杯……助かるわ」

　ティオネが受け取り礼を告げると、アミッドは顔を横に振った。

　心優しい治療師ヒーラーの少女はレフィーヤ達の顔を順々に見つめ、腰を深く折る。

「どうか、ご武運を」

　それだけを告げ、アミッドはティオナ達から離れ始めた。

　彼女から頂いた治癒の道具アイテムに視線を落とし、レフィーヤも、ティオナとティオネも声を張って感謝を伝える。

　彼女達の周りでも似たような光景が広がっていた。

【ロキ・ファミリア】の面々と個人的に親交がある冒険者達が声をかけ、ある者は笑顔と一緒に激励を送っていく。

　沢山のヒューマン、亜人デミ・ヒューマンが未到達領域に挑戦する冒険者達を応援していた。

「──総員、これより『遠征』を開始する！」

　間もなく、部隊の正面でフィンが声を張り上げた。

　リヴェリアとガレスを左右に伴い、バベルを背後に置く【ファミリア】の首領に、周囲の者達は向き直った。

「階層を進むに当たって、今回も部隊を二つに分ける！　最初に出る一班は僕とリヴェリアが、二班はガレスが指揮を執とる！　18階層で合流した後のち、そこから一気に50階層へ移動！　僕等の目標は他でもない、未到達領域──59階層だ!!」

　団長の宣言が、ベートの、ティオナとティオネの、レフィーヤの、椿ツバキの、そしてこの場にいる全ての団員達の耳朶じだを震わせる。

　多くの者がそうであるように、アイズもフィン達を見つめながら、奥にある白亜の巨塔──その下にあるモンスターの巣窟に思いを馳せた。

　暗い地中の奥深く、迷宮の深層域に。

「君達は『古代』の英雄にも劣らない勇敢な戦士であり、冒険者だ！　大いなる『未知』に挑戦し、富と名声を持ち帰る!!」

　大通りから、広場の隅から、建物の窓から。

　住民、冒険者、都市の誰もが【ロキ・ファミリア】の出立を、その行く末を見守っている。

「犠牲の上に成り立つ偽りの栄誉は要らない!!　全員、この地上の光に誓ってもらう──必ず生きて帰ると!!」

　団員達がぐっと[image: 拳]を作る中、頭上に広がる蒼穹にしばしの別れを告げるように、フィンは息を吸い込み──号令を放った。

「遠征隊、出発だ!!」

　上空に鬨ときの声が響き渡る。

　団員達の雄叫びに囲まれながら、アイズは澄み渡った空を仰いだ。

【ロキ・ファミリア】、遠征開始。
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「さて、どうなるかなー」

　館の中央塔の天辺。

　ホームを出発したフィン等らを居残り組の団員達と見送った後、ロキは屋根の上に上り、鯨波げいはが轟いてくる都市中央を見据える。




「待ち受けるのは厄災か、それとも……」

　ギルド本部地下神殿。

　松明の火に囲まれながらウラノスもまた、その蒼色の瞳を暗闇に塞がれた頭上へと向ける。




「──さぁ、見せてみなさい？」

　そして白亜の巨塔最上階。

　麗しの女神が人知れず笑みを落とした。




　神々の眼差しのもと、冒険譚がダンジョンで紡がれようとしていた。
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『遠征』において、前行する第一部隊──言うなれば先鋒せんぽう隊には派閥の主戦力が集中することが多い。

　何が起きるかわからないダンジョンにおいて、進路上で発生しうるもしもの異常事態イレギュラーに対処するためだ。物資や予備スペアの武装を回した後続部隊──『遠征』を行う上での心臓部──が安全に進行できるように、先遣隊としての役割を果たすのである。

　先にダンジョンへ侵入した第一部隊にはフィンとリヴェリアを筆頭に、アイズ、ベート、ティオナにティオネと、第一級冒険者七名という錚々そうそうたる顔触れが揃っていた。彼等以外にもサポーターなどの隊員メンバーはラウルを始めとした第二級冒険者達が数多い。

　第二部隊は残る第一級冒険者であるガレス、更にレフィーヤといった魔導士達。

　先鋒隊より多い人員が組み込まれている。

「ねえねえ、ティオネ。どうして他の【ファミリア】の人達がパーティに交ざってるの？　あの人達、雇ったサポーターっていうわけじゃないんでしょ？」

　道幅の狭い『上層』での混雑を避けるため二分された部隊が進んでいく中、ティオナが背後を振り返りながら尋ねる。

　自分達の後を付いてくる【ヘファイストス・ファミリア】の鍛冶師スミス達の存在に、彼女は今頃いまごろになって気付いた。

「馬鹿ティオナ。前の遠征の撤退理由、もう忘れたの？」

「？」

「彼等は鍛冶師スミスだ、ティオナ」

「あぁ！」

　呆れ返るティオネと丁寧に説明するリヴェリアの話を聞き、ティオナは合点がいった表情を見せる。小難しい裏方の仕事はわからないとばかりに『遠征』の準備に頓着していなかったティオナは、ようやく鍛冶大派閥ヘファイストス・ファミリアの同行を知るのだった。

　十五名の【ロキ・ファミリア】の冒険者に、十名の【ヘファイストス・ファミリア】の鍛冶師スミス達。隊を二分するに当たって鍛冶師スミス達も二つに分かれてもらい、団長である椿ツバキは本隊である後続に回ってもらっている。

「でも鍛冶大派閥ヘファイストス・ファミリアの上級鍛冶師ハイ・スミスが付いてきてくれるなんて、ホントすごいねー!?」

「神ヘファイストスに無理を言って、ね。粗相を働かないでくれよ、ティオナ？」

　都市名うての上級鍛冶師ハイ・スミス達の詳しい話を聞いてはしゃぎ回るティオナに、鍛冶神ヘファイストスと直接交渉してきたフィンは冗談交じりに笑いかける。「わかってるって！」と笑い返すティオナは勢いよく走り出し、前を歩んでいたアイズの背中に抱き着いた。

「アイズ、アイズ、聞いた!?　【ヘファイストス・ファミリア】の上級鍛冶師ハイ・スミス達が付いてきてくれてるんだって！」

「うん……聞いたよ。すごいね」

　他の者同様どうよう、もとから鍛冶師スミス達の存在は知ってはいたが、興奮するティオナの声にアイズは微笑する。天真てんしん爛漫らんまんなアマゾネスの少女を背中で受け止めながら、じゃれ合うように言葉を交わした。

　現在位置ダンジョン７階層。

　薄緑色の天井と壁面に囲まれる一行は、『遠征』とは露ほども感じさせない賑やかさで、何の支障もなく先へ進んでいた。

「ほー、【ヘファイストス・ファミリア】の連中なら、間違っても足手纏いにはならねえな。安心した」

「はい出たー。ベートの高慢こうまんちき」

　アイズ達の隣で獣の耳を揺らすベートは、同行者達がみな上級鍛冶師ハイ・スミスと聞いて笑う。

　彼の尊大なその笑みに、ティオナは半眼を向けた。

「ベートはさ、何でそういう言い方しかできないの？　他の冒険者を見下して気持ちいいの？　あたし、そういうの嫌い」

「勘違いするなっての。雑魚なんぞを見下して優越感に浸るなんて、俺はそんな恥ずかしい真似しねぇー。事実を言ってるだけだ」

　昨夜ロキにこぼしたように、見下すこと自体に意味を見出しているベートはティオナの言葉を鼻で笑う。そんなベートの態度を見て、アイズの背に抱き着いているティオナは「ウギーッ!?」と猿のように怒った。

　ベートが反感を招き、周囲の者が嚙み付く。

　これまでも何度も繰り返されてきた光景であった。

「俺は弱ぇ奴が大っ嫌いなだけだ。何もできないくせにヘラヘラしやがって、吐き気が止まらねえ」

「強者の位置に立った者の驕おごりにしか、私には聞こえんな」

「そうだよ、ベートだって弱っちい時があったくせにぃ」

「身の程を知れって言ってんだよ、俺は」

　ベートの持論にリヴェリアとティオナが口を出す中、話を聞いていたアイズは考える。

　身の程、と小さく呟き、考える。

　哀れみでも侮辱でも呆れでもない透明な疑問。

　あの時、身の程を嫌と言うほど叩きつけられたあの少年は、一体何を思って何を感じ、どうやってあそこまで奮起したのかと。

　酒場で見た、今にも泣き出してしまいそうだったあの深紅ルベライトの瞳を思い浮かべ、考える。

　ベートに見下みくだされ、蔑まれ、唾を吐かれた彼はどう乗り越えて──いや嘲笑されたからこそ、少年は走り出したのだろうか？

　自分を許せない怒りと悔しさをばねに、一途に、ひた向きに、がむしゃらに高みを目指し始めたのだろうか？

（もしかして──）

　少年の言っていた目標とは──ベートなのではないだろうか。

　ガァーン、と何故か途方もない衝撃ショックを受けたアイズは、背負うティオナの重みに負けよろめきかけた。「？」と不思議そうな顔をするティオナを側に、ぐぐっと膝に活かつを入れ踏ん張る。

　今度聞いてみようかな……と非常に尋ねるのが怖い想像に悩みつつ、目を軽く伏せる。

　脳裏に浮かぶ、少年と過ごした一週間を思い返した。

（今は、何をしてるだろう……）

　今も走り続けているのだろうか。

　自分の教えを胸に、戦っているのだろうか。

　少したくましくなった少年の横顔に思いを飛ばしていたアイズは──そこで鋭く顔を上げた。

「……四人かな」

「あんだよ、噂すれば何とかってやつか？」

　アイズと密着するティオナ、隣にいるベートも反応する。

　パーティ全員が視線を向ける中、差しかかっている十字路の右手から、四名の冒険者達が取り乱した形相で接近してきた。

　頻りに後ろを振り返り、あたかも何かから逃げ出しているような様相である。

「なーんか、やけに慌ててるね。声かけてみる？」

「止めなさい、ダンジョン内では他所のパーティに基本不干渉よ」

「ねえっ、どうしたのー！」

「……馬鹿たれ」

　ティオネの制止を無視したティオナの声が冒険者達に届く。

　驚いた彼等は今更アイズ達の存在に気付いたのか、慌てて目の前で足を止めた。

「な、何だお前っ？　って……げえっ!?　ア、【大切断アマゾン】!?」

「ティオナ・ヒリュテぇっ!?」

「ていうか、【ロキ・ファミリア】!?　え、遠征!?」

　こちらの素性を察した冒険者達は途端に尻込みし始める。

「だからさぁ、何であたしばっか……」と二つ名を呼ばれ恐怖されるティオナが目を据わらせながらぶつくさ呟く中、ベートが彼等に何をやっているのだと問うた。

　彼の嘲笑と侮蔑交じりの問いに対し、一度は憤った冒険者達だったが……すぐに思い出したように身を震わせる。

「……ミノタウロスが、いたんだ」

「……あぁ？」

「だからっ、ミノタウロスだよ！　あの牛の化物が、この上層でうろついてやがったんだ！」

　押し殺した声音から張り裂けそうな叫び声を出す冒険者達に、ベートは一瞬動きを止める。

　呆れながら成り行きを見守っていた他の者達も、『中層』出身のモンスターが『上層』に現れたという異常事態イレギュラーに、顔色を変えた。

　そしてアイズも、『ミノタウロス』というその単語に、反射的に右手を揺らしてしまう。

　何故か、少年の顔が胸の中に蘇ってしまった。

「……申し訳ない。貴方あなたがたが見たものを、僕達に詳しく聞かせてもらえないだろうか？」

「あ、ああ……」

　部隊を代表して歩み出てくるフィンに、冒険者達のリーダー格の男は語り始める。

「さっきまでいつも通りダンジョンを探索していたら、広間ルームに繫がる一本道の奥で……ミノタウロスを見つけたんだ」

　そして彼は、顔を青ざめさせながら、言った。

「それで、白髪のガキが襲われているのを見て、でも俺等っ、あの化物の咆哮ハウルに当てられて逃げてきちまって……！」

　──ドクンッ、と。

　アイズの心臓が、跳ねた。

　全身という全身から汗が噴き出す錯覚に襲われる。

　呼吸をするのを忘れながら、今しがた告げられた言葉を必死に呑み込もうとする。

　白髪の、少年……ヒューマン？

　次々と語られる冒険者達の情報に心臓の律動が痛いほど高鳴る。

　フィン達が行う会話をもはや耳から素通りさせながら、アイズは、冒険者達に詰め寄った。

「そのミノタウロスを見たのはどこ？」

　彼女の声に、全ての者が動きを止める。

　ティオナ達も、眼前の冒険者達も、進行が止まった遠征部隊も。

　アイズのその鬼気迫る眼差しに、誰もが時を止めた。

「冒険者が襲われている階層は、どこですか？」

「きゅ、９階層……動いていなければ……」

　駆け出す。

　聞くや否やアイズは、冒険者達が来た道を風のごとく走り出した。

「アイズ!?」

「何やってんだ、お前！」

　遥か後方に置き去りになるティオナとベートの声。

　部隊を放り出し、『遠征』中であることも忘れ、アイズは加速する鼓動の声に従った。

　動揺と混乱、危機感に突き動かされた。

（あの子が──襲われてる!?）

　真偽など確かめる暇もなく、アイズはひたすらに地面を蹴りつける。

　遭遇エンウカントするモンスターをすれ違いざま両断し走行を一切いっさい緩めない。正規ルートを駆け抜け、瞬く間に情報の９階層まで踏破する。

　ダンジョンの壁面構造が変わった途端、不自然なまでの静寂が耳朶を貫いた。

　静まり返っている階層内。

　あたかも異端の怪物に怯えるかのようにモンスター達が姿を消し、息をひそめている。

　そして愕然とするアイズのもとに──その危惧を的中させるかのように──遥か彼方から猛牛の遠吠えが響いてきた。

（いけないっ!?）

　怪物の咆哮に絡まるかすかな人の悲鳴を聞き、アイズの全身が発熱する。

　間違いない。少年が、ベルが襲撃されている。

　Ｌｖ．１の下級冒険者が『ミノタウロス』に襲撃されれば一溜まりもない。いくらアイズとの鍛錬を経へたとはいえ能力の隔絶は絶望的だ。

　一刻を争う、一秒が惜しい。

　少年の正確な位置がわからないまま音だけを頼りにアイズが迷宮内を疾走していると──正面の通路から血まみれの小人族パルゥムが現れた。

「!?」

「冒険者、さまっ……どうかっ、どうかお助けください!?」

　割れた額から大量の血液を流す少女は、懇願と同時にアイズの眼前へどしゃっと倒れ込む。

　栗色の瞳を霞ませ視点が定まらない彼女は、地面に両手をついて、荒い呼吸とともに叫び声を放った。

「あの人をっ、ベル様を助けてください……!!」

「!!」

　身を切るような痛哭つうこくに、アイズは彼女の体を支えた。

「場所は!?」

「正規ルートッ、Ｅ─16の、広間ルーム……！」

　ギルドで公開されている地図情報マップ・データ、その中で振り分けられている地帯エリア番号を口にしながら、己の背後を震える手で指差す少女。

　怪我も顧みず助けを求めにきた彼女の足跡そくせきを示すように、通路の先には無数の血の点が続いている。

「ッ!!」

　少女を抱きかかえ、アイズは駆け出した。

　燐光が灯る通路内を走り抜け、いくつもの広間ルームを一過する。

　胸の中で涙ながら、助けて、お願い、と朦朧もうろうと何度も呟く少女に指を食い込ませながら、通路の血の跡を辿った。

　そして、目標の地帯エリア直前の最後の広間ルームに突入したところで──。

「止まれ」

　一声が投じられた。

「──」

　なんてことのない、そのただの一言に、広間ルームへ入ったアイズの足は止まっていた。

　広大な長方形の空間。モンスターも同業者も存在しない場所で、彼は一人、立っていた。

　防具を装着する巌いわおのような巨軀きょく。二Ｍメドルを超える身の丈。

　鋼鉄と見紛う筋肉で編まれた強[image: 靭]きょうじんな四肢。

　錆さび色の短髪から生える獣の耳は獣人、獰猛と知られる猪人ボアズの証であった。

　髪と同じ錆色の双眼が、現れたアイズの顔を真っ直ぐ見据えている。

「……【猛おう、者じゃ】」

　目の色を変え、アイズは視線の先の人物を見つめた。

　彼女の掠れた呟きに呼応するように、男は錆色の双眼を細める。

　──【フレイヤ・ファミリア】首領、オッタル。

【ロキ・ファミリア】に対敵する第一級冒険者である。

（どうして、ここに──）

　混乱が抜け切らないアイズの顔からは、一切の余裕がなくなっていた。

　状況を把握できない。何故なぜ彼がここにいるのか、何故なぜ自分の行く手を阻む真似をしているのかわからない。

　横抱きにする少女の荒い息が耳を打つ中、普段ふだん見せることのない動揺の表情を晒す。

　猪人ボアズの武人は広間ルームの奥に厳然とたたずんでいた。

　目的地である地帯エリアに続く唯一の道の前に立ち、その巨大な背中で後方の通路口を塞いでいる。ありえないほど厚みを誇る軽装を身に付け、左肩には巨大な背囊はいのうを背負っていた。

　立ちつくすアイズと視線を絡ませながら、オッタルは背囊を摑つかみ、その岩のような五指で一思いに破り捨てる。

　引き裂かれた布から現れた──大剣を始めとした無数の武器が、ザンッ、ザンッ、と音を立てて地面に突き立った。

「【剣姫】……手合わせ願おう」

「!?」

　その発言に、アイズは今度こそ驚愕をあらわにする。

　一方のオッタルは突き立った得物の中から大剣を摑み、静かに抜剣した。

「どうしてっ!?」

「敵対する積年の派閥かたきと一人、ダンジョンで相見あいまみえた……殺し合う理由には足たりんか？」

　アイズの訴えに厳かな声音は揺らぎもしない。

　何故こんな時に、と焦りで思考を明滅させるアイズだったが──不意に、三日前の襲撃者達の『警告』が脳裏に走り抜ける。

『今後、一切の余計な真似をするな』

『言うことを聞かねえなら容赦はしねえ』

『深入りをすれば命の保証はしない』

『俺達の──あの方の邪魔をしたなら、殺す』

【女神の戦車ヴァナ・フレイア】、【炎金の四戦士ブリンガル】、そして【猛者おうじゃ】。

　共通する彼等の所属派閥。一貫した『警告』の意味。

　まさか、まさか、まさか。

　彼等の目的は、彼等の行おうとしていることは──。

「娘むすめを置け」

　死ぬぞ、と小人族パルゥムの少女を錆色の瞳が射抜き、同時に手に持った大剣が構えられる。

　膨れ上がる威圧感。もはや戦いは避けられない。

　この先は通さんと言外に告げるその姿勢に、アイズは唇を苦渋で歪めながら忠告に従った。

　少女を床に置き、《デスペレート》を抜き放つ。

　もはや他のことに思考を割ける暇はない。荷物を抱えて対峙できる敵ではない。

　自分の前に立ちはだかるあの武人は、フィンやガレス、リヴェリアをも超える、正真正銘都市最強の冒険者。

　オラリオに君臨する『頂天』。たった一人のＬｖ．７。

【猛者おうじゃ】──オッタル。

「来い、【剣姫】」

　声と当時に、彼が背にする道から轟き渡る猛牛の怒号。

　アイズは金の両眼を見開き、剣を振り鳴らした。

「そこをっ、どいてっ!?」

　押し寄せる猛牛と少年の叫喚を耳に、アイズは真正面から突貫する。

【剣姫けんき】と【猛者おうじゃ】。

　最強と謳うたわれる二人の第一級冒険者が、強制戦闘へと突入した。
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　小細工なしの渾身の踏み込み。

　知覚を許さない神速の袈裟けさ斬りを、接敵したアイズはオッタルへと放った。

「──温ぬるい」

「!!」

　その全力の斬撃に対し、猪人ボアズの武人は片手の大剣でいともたやすく弾く。

　剛腕から放たれた斬り払いに体が泳ぐ中、アイズは瞠目する瞳を瞬時に吊り上げ、弾かれた勢いを利用し回転斬りを見舞う。

　再び、防がれる。

　夥しい火花が拡散する中、アイズは委細構わず全身を加速させた。

「あああああああああああああっ!!」

　仮借のない連続斬撃。

　少年の危機に【剣姫】の仮面が剝がれ、奮い立つ剣撃は喉から咆哮を引きずり出す。

　夥おびただしい斬閃の一つ一つが全て一撃必殺となってオッタルに牙きばを剝いた。

　昇華した階位、Ｌｖ．６に上り詰めた能力ステイタス。

　都市最上級トップクラスの力と速度が剣に宿り、立ちはだかる目の前の男を斬り刻もうと銀光を放つ。

「その動き──そうか、新たな高みに至ったか」


「────」



　だが、防がれる。

　全斬撃が弾かれる。

　完全防御。

　逃げ場のない斬撃の渦に対し、オッタルはそのことごとくを撃墜した。

　その場から一歩も動かず、右手に持つ大剣のみで、針を通すような正確さと技術をもって、そして巨山のような胆力を引き下げ、アイズの攻撃の全てを無効化する。

　蹴散らされる愛剣デスペレートが振り撒く甲高い絶叫。アイズの瞳が震える中、少女の公式昇格ランクアップ一報を聞かされていない武人は感嘆と賞賛を込めて──ねじ伏せた。

　大気を抉り取った剛剣が、アイズを懐から吹き飛ばす。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　大剣の間に滑り込ませた《デスペレート》ごと弾き飛ばされ、アイズは決河の勢いで後退を余儀なくされる。

　両足で地面を深く削り続け、何とか停止すると、彼女の真後ろには己が寝かせた小人族パルゥムの少女がいた。後退させられた距離、目の前に広がる彼我ひがの間合いに愕然とさせられる。

　防御したにもかかわらず、一〇Ｍメドル以上もの距離を飛ばされた。

　大剣の一振りのみで。

「──ッッ!?」

　自失したのも束つかの間ま、アイズは再び剣を提げオッタルに斬りかかった。

　時間がない。猶予ゆうよはない。

　敵が塞ぐあの暗がりの通路の奥に進むため、果敢な猛攻に打って出る。

　武人が誇る完全防御を切り崩そうと、アイズは側面や下方といった多角度からの斬閃を織り交ぜた。

「どこまで強くなる、【剣姫】」

「……っ!?」

　大剣にもかかわらず細剣デスペレート以上の速さで打ち合う迎撃。移動と牽制フェイントを多用し四方から斬りかかるものの、鉄壁の防御は健在であった。

　言葉に反して己の攻勢をものともしないオッタルに戦慄を禁じえない。

　剣技は恐ろしいことに五分、『力』を含めた身体能力はあちらが上。ベルを教導していた自分の立場が引っくり返ったかのような、そんな幻覚に囚われてしまう。

　まさしく、巌いわおのようだ。

　一層速まるアイズの嵐のごとき連続斬撃に小揺こゆるぎもしない。

　暴風に呑み込まれようが悠然とそり立つ巨岩のごとく。

　不動の壁にはね返される。オッタルは背後の道を守るためその場から一歩も動かず、攻めかかってこない代わりに、アイズを何度も目の前から弾き飛ばした。

（これがっ……！）

　これがＬｖ．７。

　いや、違う──これが【猛者おうじゃ】。

　階位かいい云々ではなく、己を愚直に鍛え抜いてきた武人の力量なのだと、アイズは唇を嚙んだ。

「うっっ!?」

　大音を打ち上げ、吹き飛び、後方に着地。再び距離が開く。

　これで四度目。時間にしてまだ一分も経っていない。

　防御した剣とともに手を痺れさせるアイズは、無表情の猪人ボアズを見据え、眦を決した。

　──行かなくては。

　──助けなくては！

　──死なせたくない!!

　少年との触れ合いを胸に秘めるアイズは、その一心で地を蹴りつけ、風となる。

　対人戦では封印していた『魔法』発動を断行した。

「【目覚めよテンペスト】!!」

　猛たけった。

　少年のもとへ駆け付けるために。

　疾走の途中から気流の恩恵を纏い、爆風とともにかき消える。

　アイズは躊躇ちゅうちょを捨て、目の前の武人を倒しにかかった。

「ッッッ!!」

　裂帛れっぱくの声を引き連れ放たれる風の斬撃。

　オッタルの錆色の瞳が鋭く細まり、手がぶれた。

　防がれる初撃。

　大剣が細剣デスペレートとかち合った光景に一度は目を見張り、それでもアイズは止まらない。

　更なる気流を付与し、比[image: 喩]抜きの嵐となって攻めかかった。

　真っ向から激突する。


（──────）



　数秒間、信じられない光景がアイズの眼前で続いた。

　己の怒涛どとうの斬撃に、『風』の速度に、敵はついてくる。攻撃を受け流す。

　甚だしい風剣の衝撃に押される相手の得物。その巨軀も疾風の猛威に度々たびたび震え、にもかかわらず決して後退しない。衝撃に負けようが猛威に脅かされようが全身の膂力りょりょくが支える凄まじい体捌きで、左腕の手甲も駆使し、間断ない攻防を演じてみせる。

　途方もない『技』と『駆け引き』が、アイズの嵐を抑え込んでいた。

　異なり過ぎる経験値、純粋な場数。

　魔法エアリエルを用い同等以上に並んだ能力をもってしても、超えてきた戦場の数が莫大な『風』の恩恵にも屈しない。

　彼我を隔てるのは培われてきた心身だ。

　果てのない鍛錬に裏付けされた身体能力と、戦闘技術だ。

　──底が見えない。

　風の嘶いななきとともに剣を振るい続けるアイズは、武人の相貌に畏怖を覚えた。

　人智を超えた存在、怪物モンスターの異種混成ハイブリッドレヴィスでさえ、この『風』をもってすれば戦局を優勢に運べたというのに。

　今のアイズにとって、眼前の猪人ボアズの存在感はあの怪人クリーチャーを完全に超えていた。

　底なしかつ、出[image: 鱈]目でたらめ過ぎる。

　傑物。

　才能も、不断の努力も、そして揺るがない意志も惜しまなかった現代の英傑。

【猛者おうじゃ】オッタルは、紛れもなく『英雄』の『器』だ。

「ぬんッ！」

「っっ!?」

　戦慄に支配された剣筋を見逃さず、オッタルの大閃が風の鎧を捉とらえる。

　放たれた大薙ぎの一撃が直撃し、気流、細剣デスペレートを超えてアイズの身に衝撃を貫通させた。

　凄まじい勢いで迷宮の地面を削っていく細身の体。再び真後ろへ吹き飛びながら、[image: 拳]を地面に叩きつけ、倒れる小人族パルゥムの真上を飛び越えたアイズは──着壁。

　迷宮壁面を踏み締め、右手の剣を溜める。

　纏う大気流。一驚する武人を射抜く金の瞳。

　アイズは『必殺』の行使にとうとう踏み切ってしまう。

（声が──）

　遥か奥、暗闇の道の奥から。

　声が途切れていた。

　あれほど轟いていた猛牛の啼き声も、必死に抗っていただろう少年の声も、全て。

　ともすればアイズは泣き出す子供のように顔を歪め、剣の柄を握り締める。

　──どいてっ!?

　心の叫びと重ね合わせながら、アイズは切り札を唱えた。

「──リル・ラファーガ!!」

　風の閃光。

　超大型、あるいは階層主専用の神風が一直線に突き進む。

　広間ルームを縦断するその大風の螺旋矢に対し、オッタルは──かっと双眼を見開いた。

　肩の筋肉を隆起させ、大剣の柄を両手で握り締める。

　迫りくる一撃に、猪人ボアズの武人は袈裟に構えた大銀塊を振り下ろした。

「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!」

　咆哮する。

　怪物モンスターと聞き紛まがう猛り声が炸裂し、神風と剛閃はぶつかり合った。

　両手を用いた武人初めての全力迎撃。

　風に包まれるアイズの視界が揺れ、オッタルの纏う防具が弾け飛ぶ。
















　凄まじい力と力の衝突が発生し、気流が暴れ、踏みしめる地面が陥没する中──爆音が巻き起こった。

　全身を殴りつける衝撃波が発生し、反動で両者互いに吹き飛ぶ。

　攻撃の相殺そうさいが発生した。


「…………」



　広間ルームの中央まで飛ばされ、尻餅をつくアイズは、呆然とする。

　加減はした、殺あやめてしまわぬよう心のどこかで制止が働いていた。

　だが、破られた。

　アイズの『必殺』が。

　純粋な力によって。


「…………」



　通路口横の壁に叩きつけられたオッタルは、静かに背を引き剝がし、所定の位置に戻る。

　失った防具、一部が破かれた戦闘衣バトル・クロス、頰や肩、剝き出しの肌に裂傷を負っているが、それだけであった。

　ぼろぼろに砕け散り大破した得物を放り捨て、地に突き刺さる新しい大剣を装備する。

　壁は未だ悠然とそびえている。

　彼の背後に続く一本の道が、あまりにも遠い。

「……っっ!!」

　衝撃に打ちひしがれるのも、一瞬であった。

　愛剣デスペレートを地に突き刺し立ち上がり、再度、突進する。

　オッタルも行かせまいと剣戟に応じた。

「そこを通して!?」

　汗を散らしながら衰えない剛剣としのぎを削る。

　オッタルは答えない。ただ攻撃の応酬をもってアイズに己の意思を伝えた。

　片や防具を失い傷付く武人、片や無傷でありながら一心不乱に剣を振る少女。

　どちらに余裕がないか明白な中、激しい剣舞を繰り広げる二人であったが──不意に。

「──!?」

　たんっ、という跳躍音とともに、アイズの頭上からオッタルに飛びかかる影が出現する。

　獰猛な風切り音をもって振り下ろされた大双刃を、猪人ボアズは驚愕ごと得物を振り払い、打ち返した。

「どうなってんのコレー!?」

　大双刃ウルガを弾かれ着地したティオナは驚きの声を上げ、すかさず仲間が争う敵へと肉薄する。

　アイズが目を見張る中、先行した彼女に追い付いた女戦士アマゾネスは超大型武器を振り回した。

「【大切断アマゾン】……！」

　すぐに動き出すアイズとともに猛攻を仕掛けてくる狂戦士バーサーカーに、初めてオッタルは眉間みけんに皺を刻んだ。甚だしい破壊力を秘める大双刃ウルガに防御を揺さぶられ、その上から畳みかけられる複数の斬撃に反応が遅れ出す。

　堪らず地面に突き立つ三振り目の長剣を左手に装備し、躍りかかるティオナを後方に押し飛ばす。

　だが。

　彼女と入れ替わるように、今度は地を這はう影がオッタルに牙を剝いた。

「猪いのしし野郎ッッ!!」

　オッタルを仇かたきのように睨むベートが渾身の蹴りを放った。

　咄嗟に防いだ武人のもとに、まだ終わらぬとばかりに高速回転する湾短刀ククリナイフが飛来する。

「っ……！」

「どうなってんのよっ、コレ……!?」

　妹と同じ台詞を口にしながらティオネもまた参戦を果たした。

　四対一。第一級冒険者の援軍。

　奇くしくも月夜の黒装の襲撃ブラック・レイドに見舞われたアイズと同じように、都市最強の冒険者は【ロキ・ファミリア】の波状攻撃に晒される。

　走り抜ける大双刃ウルガ、繰り出される銀靴フロスヴィルト、交差する湾短刀ククリナイフ。

　決して揺るがなかったＬｖ．７の絶対防御に、綻ほころびが生じる。

「っっ!!」

　そして、その一瞬の間隙にアイズが疾走した。

　巨軀の陰から見えた一本の道筋にその身を飛び込ませる。

「──ぅぅおおおおッ!!」

　させぬとばかりに超速の反射を見せ、アイズの側頭部へ長剣を薙ぎ払うオッタル。

　だが彼の鋼のごとき剛腕に、牙のごとき銀靴が食らいついた。

「余所見よそみしてんじゃねえぞォ、猪野郎!?」

「【凶狼ヴァナルガンド】……！」

　振り上げられたベートの蹴り技にオッタルの攻撃は阻止された。

　仲間の支援を受け、アイズは武人が守り続けていた通路口に突入する。

　──抜けた！

　アイズは全身から力をかき集め、道の先へと疾駆した。




「……！」

　己の背後を抜けて風になる金髪金眼の少女に、オッタルは頰を歪めた。

　今から追いかけてもあの神速の【剣姫】には目的地までに追い付けない。依然いぜん続くティオナ達の攻撃を凌しのぎながら、生粋きっすいの武人は悟ってしまった。

「やけに親指がうずうずいっていると思ったら……これも含まれていた、ということかな？」

　間もなく、オッタル達がいる通路口前とは真逆、８階層に続く正規ルート側から少年の声が届いた。

　長槍を携える黄金こがね色の髪の小人族パルゥムに、猪人ボアズの双眼が細まる。

「やぁ、オッタル」

「……フィンか」

　まるで旧来の友のように声をかけてくるフィンに、オッタルは静かに武器を下げた。

　未だ周囲で油断なく身構える若い第一級冒険者達、更にフィンの後に続いて現れる絶世の美貌を持つ王族ハイエルフ。

　彼我の戦力差に全てが決したと事実を受け入れ、猪人ボアズの武人は臨戦態勢を解除した。

　敵意が消えた相手に、ティオナ、続いてベートがアイズの後を追って走り出す。

「リヴェリアー!?　そこの小人族パルゥムちゃん助けてあげてー！」

「何が起こってるのかちっともわからねえぞ!?」

「あ、あいつ等……！」

　好き勝手なことを言って広間ルームから飛び出していった妹達にティオネが顔を引きつらせる中、フィンとオッタルは相対する。

　想い人の存在にこの場に踏みとどまるティオネと、血まみれの小人族パルゥムの少女の治療に取りかかるリヴェリアを脇に、両派閥の団長は話を始めた。

「ベートの言う通り、状況は把握できていないんだが……何故この場所で、この時に僕達と矛ほこを交えたのか、理由を聞いてもいいかな、オッタル？」

「敵を討つことに、時と場所を選ぶ道理はない」

「もっともだ。では、それは派閥の総意、ひいては君の主あるじの神意と受け取っていいのかな？　女神フレイヤは、僕達と全面戦争をすると？」

　笑みを浮かべながら尋ねてくるフィンに、オッタルは押し黙る。

　小人族パルゥムの長槍の穂先が鋭い輝きを放つ中、彼は口を開いた。

「……俺おれの独断だ」

　低い声音で、そう告げる。

　武器を全て放棄し歩み出すオッタル。ティオネの鋭い眼差しに晒されるが、彼は構わずフィン達のもとへ進んでいく。

『魔法』で少女の治療を終えたリヴェリアが片目を瞑り、フィンの側に控える中、オッタルは彼等を素通りした。

「お前達が徒党を組む以上、俺に勝ち目はない」

「そう言ってもらえて助かるよ。僕達も、君とはことを構えたくない」

　真横を抜く際、冷静に語る猪人ボアズにフィンも声を返す。

　それ以上はもう何も言わず、オッタルはフィン達が来た通路口から広間ルームを去っていった。

　宿敵達の気配を後方に置き、細く暗い通路を歩んでいく。

「とどめられなかったこの不覚、呪のろうぞ」

　アイズに負わされた複数の裂傷から血を滴らせ、岩のような[image: 拳]を握りしめながら、意味深な言葉──己に向けられた呪詛じゅその言葉──を落とす。

　厳格な武人は背後を振り返らず、前だけを見据えた。

「自分の無力を棚に上げ、言おう」

　後方、遥か迷宮の奥から木霊こだましてくる猛牛の咆哮、そして冒険者の雄叫びを耳にしながら、言葉を続ける。

「殻を破れ、他者の手などはねのけろ、『冒険』に臨め。お前の見るべきものは前だけだ」

　眦を吊り上げ、最後に言った。

「あの方の寵愛ちょうあいに、応えろ」





[image: ]






　薄暗い一本道の奥に、光が漏れる。

「……！」

　迫りくる広間ルームの光に、アイズは加速してその先へ飛び込んだ。

　瞬く間に開けた視界の中に飛び込んできたのは、広大な空間の中央に存在する片角の『ミノタウロス』、そしてモンスターから大きく離れた場所で仰向けに倒れる少年だった。

　後者の姿を見てアイズの呼吸が止まりかける。

　彼に向かって歩みを連ねていたミノタウロスがこちらの存在に気付く中──浅く上下する少年の胸を認め、安堵の感情が全身の隅々に行き渡る。

　胸に様々な思いが込み上げてくるアイズは、それも一瞬、次には【剣姫】の顔をもって猛牛を見据えた。

『……!?』

　冒険者の大剣を装備した異質なモンスターは、彼女の気迫に押され体毛をぶわっと震わし、その場に立ちつくす。

　それを見届けることなくアイズは疾走し、ミノタウロスの進路上、倒れた少年を背で庇うように立ちふさがった。

　魔法エアリエルの余波がそよ風を生み、広間ルームの地面に生える草花を揺らす。

「──」

　背中から伝わる、息を呑む気配。

　少年が起きたのだろう。全ての憂いを取り払ったアイズは剣の柄を握り締め、視線の先の猛牛を睨み付けた。

『ゥ、ヴォオ……!?』

　はっきりと怯えを見せるモンスターにアイズは口を開かない。

　ただ静かな感情が、恐らくは怒りが、鎧に包まれたこの胸に宿っていた。

　アイズの感情に従うように気流が踊り、広間ルームの草原を小さくざわめかせ震撼しんかんさせる。

　研ぎ澄まされた剣気が、風とともに渦巻いていた。

「いたぁ！　アイズゥー!?」

「ちッ、つまんねえことに振り回されてんじゃねえっての！」

　ティオナとベート、更にティオネ達が足音を鳴らし広間ルームに辿り着く中、ミノタウロスの全身に視線を走らせる。

　あれが調教テイムされたモンスターであるのか、他にもオッタル達の目的も何なのかはわからない。だが早急に討つべきだとアイズは結論した。少年をもう傷付けさせないために。

　不意に、かさ、と。

　すぐ後ろの草原から小さな音が響く。

　アイズが視線をずらすように小さく振り向くと、呆然とした少年が、ぼろぼろになったベルが手をついて上体を起こしていた。

「……大丈夫？」

　──大丈夫ですか？

　あの最初の出会いのように。

　ミノタウロスから助けたあの時のように、少年へ同じ言葉を告げた。

　唇に安堵が浮かぶ。

「……頑張ったね」

　──本当に、頑張った。

　あの時とは異なって。

　ミノタウロスと戦い、生き残った彼に、かけ値なしの讃賞さんしょうと労りの言葉を添える。

　胸に優しさが満ちる。

「今、助けるから」

　──あのミノタウロスを倒して。

　魔法エアリエルを解除し、手の中の愛剣デスペレートへ力をこめる。

　そしてアイズが前に足を踏み出そうとした、

　その瞬間。

（──え？）

　地面を踏み締める音が鳴った。

　アイズのものではない。

　ミノタウロスのものでも、ましてやティオナ達のものでもない。

　その人物は、だんっ、と。

　アイズのすぐ後ろから。

　草原を、蹴り飛ばす音を鳴らした。

「!?」

　アイズが振り向くのと、その手を摑まれたのは同時だった。

　金の双眸が見張られる。

　立っていた。

　少年は再起し、立ち上がっていた。

　傷だらけになりながら、深紅ルベライトの瞳を吊り上げ、アイズを越えて猛牛ミノタウロスを見据えている。

　熱く燃え上がる右手で、アイズの左手を握り締めながら。

「……ないんだっ」

　摑んだ手を引き、驚愕するアイズを背後へと押しやる。

　少年は、自分の意志で前に出た。

「アイズ・ヴァレンシュタインに、もう助けられるわけにはいかないんだっ！」

　そして、腹の底から咆哮する。

　見栄を張るように、意地を貫き通すように、譲れない想いを掲げるように。

　漆黒のナイフを構える少年を前に、ミノタウロスも目を見開き──そして、獰猛に笑った。

　彼の意志に呼応するように大剣の刃を向ける。

（何で、どうして──）

　信じられない。

　アイズは知っている。

　彼がただの少年であることを。

　心優しくてとても白い、ただの子供だということを。

　間違っても、冒険者の『器』ではないことを。

（──どうやって）

　にもかかわらず。

　立った。

　ただの少年が。

　決して『器』ではなかった筈の子供が、決意をもって立ち上がった。

「ッッ!!」

　鎧を失った四肢を、血まみれとなった背中を震わせながら、少年が奮い立つ。

　己の敵だけを見据え、彼は過酷な一戦に挑もうとする。

（だめっ──）

　待って、と。

　アイズが口を開いて身を乗り出そうとした──その時。

　少年の背中に、過去の光景が重なった。




『──アイズ、そこにいなさい』




　最後に見た、父親の背中が重なった。


「────」



　一振りの風の剣つるぎを持って、言葉を残し、決戦に臨んだ父親と少年の背中が被る。

　一人の『英雄』の姿と、少年が重なり合う。

　見開かれる瞳。動けない。

　心と体が離れ、幼い自分アイズが立ちつくす。

（──ぁ）

　アイズは理解した。

　その光景を前に、記憶を呼び起こされながら理解してしまった。

『器』ではない己の殻を破り、彼は今、『冒険者』になったのだと。

『英雄』への道のりを、一歩、踏み出したのだと。




「勝負だッ……！」




　そして少年は。

『冒険』へと臨む。
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　父親が、漆黒の渦に突き進んでいったように。

　少年が、紅き猛牛に立ち向かっていく。

　瞳に焼き付けられた過去の光景が、ベルとミノタウロスの戦闘を通して蘇よみがえる。

　彼を止められなかったアイズはその場に立ちつくしていた。

　声も出せず、動くこともできない。

　全ての音が遠のき、視界がその戦いのみしか映さなくなる。

　荒ぶる猛牛の大剣と走り抜ける少年のナイフ、咆哮と雄叫びが溶け合い攻撃が交差する。

　火花が散り、血の粒が飛び、甲高い武器の衝突音が続いていく。

　互角だった。

　互いの命を駆けた一騎打ち。

　戦う術すべを教えたアイズでさえ目を疑うほどの人と怪物との死闘。

　少年は全てを賭として、目の前の敵を打倒しようとしていた。

「──どけ、アイズ！　俺がやる！」

　アイズの背中を、近寄ってくるベートの声が叩く。

　弱者を許さない狼人ウェアウルフの青年は少年を助け出そうとしていた。

「おい、何ぼさっと突っ立ってっ……」

　そして、アイズを追い越そうと真横に並んだ彼は、動きを止めた。

　驚愕に見開かれているその金の瞳を見て。


「…………あぁ？」



　ベートも気付いた。

「え……あ、あれ？」

「……誰がＬｖ．１ですって？」

　ティオナも、ティオネも気付いた。

「僕の記憶が正しければ……」

　フィンも察した。

「一ヶ月前、ベートの目には、あの少年がいかにも駆け出しに見えたんじゃなかったのかい？」

　著しい『成長』を──凄まじい変貌を遂げた少年が、意志と想いを叫び『冒険者』になったことを。

『ウヴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ！』

「あああああああああああああああああああッッ！」

　咆哮が突き抜ける。

　人と怪物が真っ向から激突し、速さと力の戦いを継続させる。

　気付けば、誰もがアイズのもとに集まっていた。

　ベートが、ティオナが、ティオネが、フィンが、小人族パルゥムの少女を抱くリヴェリアが。

　誰もが言葉を発さず、その闘いを最も近い場所から見つめていた。

　双眸を揺らし、その光景に引き込まれるアイズと同じように。

　興味と興奮を抱いてしまう。

「『アルゴノゥト』……」

　ぽつり、と。

　ティオナがおもむろに呟いた。

　それは一つの物語。

　英雄を夢見る青年が、人の悪意と数奇な運命に翻弄されるお伽噺とぎばなし。

　精霊に愛され、牛人を打ち倒し、一人の王女を救う英雄譚。

　母親が教え、聞かせてくれた、彼女が愛した物語の一つ。

「あたし、あの童話、好きだったなぁ……」

　ティオナの声がアイズの耳朶を震わす。

　目の前の光景を英雄譚の一場面に重ね合わせるかのように呟いて、彼女は両手を胸に抱き締める。




　そう。

　それは、きっと、恐らく、英雄譚の一頁ページだった。

　遥かに低次の闘争にもかかわらず、アイズ達第一級冒険者の瞳を摑んで離さない光景。

　アイズ達がきっと忘れ去っていたもの。

　神々がいつまでも見守り、愛してきた【眷族の物語ファミリア・ミィス】。


「『──────────────ッッッ!!』」



　決戦する。

　妥協を彼方に放り投げたぶつかり合い。凄烈せいれつな一進一退。止まらない加速。

　人と怪物が命を削り合う、決戦風景。

　アイズの教えを結実させ、全身全霊をもって少年は猛牛と激突し合った。

　死力と渾身をつくし、油断や慢心など忘れ、ひたすらに勝利に飢える。

　あらゆる技を。

　あらゆる駆け引きを。

　あらゆる機転を。

　あらゆる武器を。

　あらゆる魔法を。

　この一戦に、そそぎこむ。

「ファイアボルト！」

　そして。

「ファイアボルトォッ！」

　体が奮え、武器が迸り、魔法が光を放つ。

　神の刃をもって、炎と雷を呼び出し──少年は咆哮した。




「ファイアボルトォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!」




　爆砕。


『──────────────────────────────ッッ!?』



　体軀に叩き込まれた漆黒のナイフ。モンスターの体内に直接ちょくせつ撃ち込まれた零ぜろ距離砲撃。

　体の内から炎の轟華を咲かせたミノタウロスは凄絶な断末魔とともに木こっ端ぱ微塵みじんに砕け散る。

　焼ける猛牛の破片、草原を転がる片角、そして宙を舞い地面に突き刺さる『魔石』。

　猛牛の戦士は跡形もなく消え、そこには少年だけが残された。

「勝ち、やがった……」

　勝利をもぎ取ったその背中に、ベートが呆然と呟く。

「……精神枯渇マインドゼロ」

「た、立ったまま気絶しちゃってる……」

　ナイフを振り抜いたまま動かない少年に、ティオネとティオナも戦慄する。

「……」

　そしてアイズは。

　限界を超えたその背中に。

　全てを出し切ったその姿に。

『冒険』を乗り越えたその横顔に。

　あらゆる万感と、過去の情景を胸に溢れさせた。

　──ベル・クラネル。

　アイズはもう、その名前を忘れない。



















　父親と重なった背中。

　英雄譚の一頁。

　やり遂げられた偉業。

　今日、産声を上げた『冒険者』は──『英雄』への資格を手に入れた。
















　野営を準備する喧騒けんそうが響いている。

　指示をかけ合う団員達の声が飛び、周囲を走り回るブーツの足音がその間を縫う。地面に撃ち込まれた鉄杭に縄が巻かれ、天幕が次々と完成していた。

　ダンジョン50階層。

　モンスターが産まれない安全階層セーフティポイントにて、【ロキ・ファミリア】は野営地を形成していた。『遠征』の間に挟まれる大規模な休息レストである。

　当初の予定通り、二つに分かれていた部隊は18階層で合流、そのまま彼等は『深層』深部に位置するこの50階層まで進行した。

　まるで噴火した火山灰に覆われたかのように階層中に広がる森林は灰色に染まっている。背の高い樹木の間には葉脈状に走る青い清流。地面から何十Ｍメドルもかけ離れた遥はるか頭上の天井てんじょうには、巨大な鍾乳石しょうにゅうせきにも似た幾本もの岩柱がうっすらとした燐光りんこうを灯ともしていた。

　灰の大樹林を見晴らせる巨大な一枚岩の上に【ロキ・ファミリア】は根拠地ベースキャンプを敷いている。光源が乏しく宵闇よいやみに近い階層の中にあって、天幕やカーゴにくくりつけられた魔石灯の光が揺れる中、団員達の間では作業音とはまた違ったざわめきが起こっていた。

「どうしたんスか、ベートさん達……」

「こっちが聞きたいわよ……」

「みなさん、いつにも増して荒々しいです……」

　ラウルを筆頭に猫人キャットピープルのアキや少女ヒューマンのリーネなど、第二級以下の派閥構成員達は時折及び腰になりながらひそひそ話を交わしていた。彼等の視線の先にいるのは女戦士アマゾネスの双子や狼人ウェアウルフの青年を始めとした第一級冒険者達である。

　大双刃ウルガをしまいもせず「う～ん！」と唸うなって同じ場所を行ったり来たりしているティオナ、同じく湾短刀ククリナイフを両手に持ちながら無言でくるくると回すティオネ、ベートに至ってはその鋭い剣幕で鍛冶大派閥ヘファイストス・ファミリアの上級鍛冶師ハイ・スミス達を怯おびえさせる始末だった。

　落ち着きがなく、一言も喋しゃべらず周囲を歩き回る彼等の雰囲気にラウル達はうろたえ、本営の側で指示を出しているフィン達も若い第一級冒険者達に嘆息たんそくしている。

　天幕の布を運ぶレフィーヤもまた、ティオナ達、そして視線の先にいるアイズに心配した眼差まなざしを送っていた。

「……」

　野営地の外れにいるアイズは、レフィーヤの視線に気付かず一枚岩から階層の景色を眺める。

　雄大な大樹林を前に、彼女の意識は道中の回想──９階層で目撃したある光景に沈み続けていた。




　──ミノタウロス撃破。

　少年ベルが、９階層にて猛牛との決戦を制したあの後。

　下級冒険者が成し遂げた『偉業』に誰だれもが声を発さず、ある者は立ちつくし、ある者は興味深そうに見つめる中、アイズの瞳ひとみは少年の背中に縫い付けられていた。

　文字通り全身全霊をつくし、立ったまま意識を失っている後ろ姿。

　石工が作り上げた彫像のごとく固まった冒険者が晒さらすのは、背中に刻まれし【ステイタス】。

　ぼろぼろの肌着インナー、そして血と泥に汚れる『神の恩恵ファルナ』が示すその驚くべき内容に、アイズの双眼は剣のように鋭く吊り上がる。

　オールSに等しい全能力値アビリティ。

　限界を超克した【ステイタス】。

【神聖文字ヒエログリフ】を解読したアイズの胸から衝撃の余韻が消え去らない。【ステイタス】の限界突破という事実を突き付けられ、血のざわめきと、耳を震わす鼓動の音を聞く。

　アイズは気付けば、一人、少年のもとへ歩み出していた。

　草原を踏み締め一歩、また一歩と近付いていく。呼吸を止めた横顔がダンジョンの燐光に焼かれる中、視界の中の少年が見る見る内に大きくなっていく。

　やがてアイズは立ち止まる。

　少年の側には出血の影響で力つきた小人族パルゥムの少女が倒れ伏していた。彼女を他所よそに金の双眸そうぼうは眼前の光景を見据える。

　破れた肌着インナー、血と泥が隠す【ステイタス】の一部の能力値アビリティ、そして『スキル』のスロット。

　知りたい、と。

　悲願を望む少女の心が少年の『成長』とそれにまつわる全すべてを知りたいと訴え、アイズの腕を動かす。

　物言わぬ彫像と化した少年の背中に、アイズの手はゆっくり伸びていき──。

「──止よせ。これ以上は道理にかなわん」

「！」

　横から現れたリヴェリアに、手首を摑つかまれた。

　その【神聖文字ヒエログリフ】の羅列のみに心が奪われ、彼女の接近にも気付かなかったアイズは、はっと肩を揺らす。

　横を向くと、リヴェリアの翡翠ひすいの瞳はこちらの瞳を見つめていた。

　迷い子のように視線を左右に動かし、アイズはうつむく。

「……ごめん」

「……」

　力を失ったように手を下ろすアイズに、リヴェリアもまた手を離した。

　ティオナ、ティオネ、ベート、フィンは、少年の秘密の前でたたずむ彼女達を無言で見守っていた。

　間もなく少年の診断を始めるリヴェリアをアイズは手伝った。背中から上着を着せられた少年の顔──傷にまみれ前髪で目が覆われたベルの相貌に、懺悔ざんげするかのように目を伏せる。

　ややあって小人族パルゥムの少女を抱くリヴェリアとともに、アイズは少年を背負った。

　彼等を摩天楼施設バベルの治療室へ搬送することをフィンに願い出る。

　許可を頂戴し、アイズ達は一度地上へ、フィン達は離れた部隊に合流するため正規ルートへそれぞれ向かった。

　進む傍かたわらリヴェリアとは一切いっさい会話をせず、ただ背中にかかる少年の重みだけを感じ、アイズは彼を摩天楼施設バベルの治療室に運び込んだ。

　寝台ベッドの上に寝かされたベル達の容態を見守りつつ、係の者に頼んでホームから呼び出してもらった自派閥の構成員にミノタウロスの『上層』出現、そしてその顚末てんまつをギルドに報告するように命じる。

　そしてリヴェリアの指示で治療室から飛び出していく団員と、ちょうど入れ替わるように、幼い女神が駆け込んできた。

「ベル君!?」

　息を切らす女神、ヘスティアは、寝台ベッドの上の少年と少女を交互に見て、全身を脱力させる。

　眷族けんぞくの搬送を聞きつけたのか、店舗テナントの制服らしき格好の主神は、少年の静謐せいひつな寝顔に胸をぎゅっと押さえ涙ぐんでいた。

　治療施設を後にしようとしていたアイズとリヴェリアは向き直り、彼女に事情を説明する。

「……ありがとう、君達」

　黙って聞いていたヘスティアは礼を告げ、頷うなずいたアイズ達はその場から立ち去ったのだった。




　その後、ダンジョンへ急ぎ戻ったアイズとリヴェリアは、フィン達とガレス率いる後続隊と問題なく合流した。

　18階層で編成し直された遠征隊はそのまま『深層』を目指し出発。

　道すがら、ベルの『冒険』に当てられたティオナ達が血を滾たぎらせモンスターを積極的に撃破していったことで、行きの道にもかかわらず約六日という短い期間でこの50階層に辿たどり着いていた。下位構成員じぶんたちを差し置いて荒ぶる第一級冒険者を目まの当あたりにして、事情を知らないラウル達は今も戸惑っているのである。

（私は……）

　回想に浸るアイズは、あの日から途切れることのない自問自答を繰り返す。

　少年の勇姿──焼き付いて熱を持てあます心。

　父親と重なったほどの背中──蘇よみがえる追憶。

　そして【ステイタス】の限界突破──示された高みへの可能性。

　様々な光景とともに湧わき上がる己おのれの感情に、アイズは胸の内をかき回された。
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　野営地の準備を完了させた【ロキ・ファミリア】は食事に移った。

　営火キャンプファイアを囲むがごとくキャンプの中心で大きな輪になる団員達に、これまでの『遠征』でもそうであったようにごちそうが振舞われる。50階層まで踏破した団員達への労ねぎらいと士気の維持を兼ねた豪勢な内容で、肉果実ミルーツを始めとした迷宮産の果実と干し肉、大鍋で作られたスープが配られた。

　鍛冶大派閥ヘファイストス・ファミリアの上級鍛冶師ハイ・スミス達も輪に交ざり、賑にぎやかな飲み食いが始まる。

「ここに来るまで様子がおかしかったが、どうした？」

　数人の見張りが野営地周辺を警戒する中、干し肉をくわえスープの皿を持つ椿ツバキがアイズ達のもとにどっかりと腰を下ろす。

　彼女が率いる上級鍛冶師ハイ・スミス達はやはり護衛を必要としない強さを誇っていた。時折ときおり発生したモンスターの奇襲を個々の武芸で退しりぞけ、異常事態イレギュラーにも動じることなく対応し、【ロキ・ファミリア】の指示に従った。椿ツバキなど稀少種レアモンスターを発見しては武器素材ドロップアイテムを狙ねらって一人部隊から外れ、装備した太刀でばっさばっさと斬殺していたほどだ。懲こりずに何度も注意を受けていた彼女は、リヴェリアに杖つえで殴られようやく大人しくなった。色々あったものの、鍛冶師スミスも含めこの階層に来るまで犠牲者は誰一人として出ていない。




　束たばねた黒髪を揺らし物怖じせず尋ねてきたハーフドワーフに、がつがつと食事を口にしていたティオナが口を開く。

「18階層に行く途中、すごい冒険者がいてさー。居ても立ってもいられなくなっちゃって」

「ほう、名前は？」

「えーと……クラ・ベルネル？」

「ふむふむ、メモメモ、と……」

　有望な冒険者──武器の使い手を名簿リストに書き込む椿ツバキとティオナの間の抜けたやり取りを隣に、アイズは黙然と栄養補給を進める。

　依然いぜん思考に沈みながら、ルルネからもらった携行食を一つ、食べるにとどまった。

「最後の打ち合わせを始めよう」

　食事を終えたアイズ達は、フィンを中心に今後の最終確認を始めた。

　調理器具を片付け、輪になったまま団員達が耳を傾ける。

「事前に伝えてある通り、51階層からは選抜した一隊パーティで進攻アタックを仕掛ける。残りの者は【ヘファイストス・ファミリア】とともにキャンプの防衛だ」

　51階層からはサポーターと言えど最低限の能力を持った者でなければ連れていけない。大部隊になればそれだけ指揮の手間や時間が増えることとなる、パーティの身軽さを重視するためにも未到達領域を目指すのは【ファミリア】の精鋭達だ。

　残る者達は補給拠点である根拠地ベースキャンプを防衛するのが役目である。

「パーティには僕、リヴェリア、ガレス……」

　未到達領域への進攻アタック開始は十分な休息レストを挟んだ明日あす。

　第一級冒険者である首脳陣と幹部、七名の名がフィンの口から告げられた後、支援役の団員達が呼ばれていった。

「サポーターにはラウル、ナルヴィ、アリシア、クルス、レフィーヤ……」

　もとから聞いていたとはいえ、選抜されたレフィーヤは誰にも聞こえないよう喉のどを鳴らす。

　サポーター勢も軒並みＬｖ．４である中、ただ一人Ｌｖ．３であるエルフの魔導士は静かに緊張していた。

「キャンプに残る者達は、例の新種のモンスターが出現した場合、『魔剣』及び『魔法』で遠距離から対応するんだ。接近を許さないよう見張りは気を抜くな。指揮はアキ、君に任せる」

「はい」

　防衛する上での注意事項、腐食液を放出する芋虫型への対抗策、そして野営地の指揮者をフィンは伝えていく。

　サポーターとして同行するラウルの代わりに、猫人キャットピープルの女性団員が統率者として任命され、彼女はその場から立ち上がり了承した。

「椿ツバキも武器の整備士として、僕達に同行してもらう」

「うむ、任された」

　パーティの隊員に加えられる椿ツバキは笑みを浮かべ頷く。Ｌｖ．５の鍛冶師スミスは恐れることなく、まだ見ぬ迷宮の領域にわくわくと心を疼うずかせているようだった。

　ややあって通達事項が全て終わると、地に胡座あぐらをかいていた椿ツバキが勢いよく立ち上がった。

「では、渡すものを渡しておくぞ！」

　俄然がぜん声の調子を上げてフィン達に告げる。

　彼女が目で合図すると、上級鍛冶師ハイ・スミス達は荷物の中から白布に包まれた武具を運び出した。

　アイズとリヴェリアを除いた第一級冒険者達の前に並べられる武具、都合五つ。

「注文されていた品……『不壊属性デュランダル』だ」

　フィン、ガレス、ベート、ティオナ、ティオネ、第一級冒険者達はそれぞれの得物を手に取り、くるんでいる白布を剝はがす。

　現れるのは研ぎ澄まされた銀の輝きだった。

「連作シリーズ《ローラン》。それぞれの要望通りに作った」

　第一級冒険者は手に持って各自の武器をまじまじと見つめる。

　フィンは長槍、ガレスは大戦斧、ベートは双剣、ティオナは大剣、ティオネは斧槍ハルバード。

　鋭い光沢を放つ不壊の武器。最上級鍛冶師マスター・スミスである椿ツバキが作製しただけあって五振りの得物は芸術品のような美しさを持つと同時に、秘めたる硬度と威力をその刃に浮かばせている。

　使い手達が手の中の《ローラン》連作シリーズの感触を確かめる中、周囲にいる団員達は造形美と機能美を兼ね備えた特殊武装スペリオルズに感嘆の溜息ためいきを漏もらした。

「ありがとう、椿ツバキ。指定していた通りだ」

「思っていたより軽いのう、不壊属性デュランダルの武器は」

　長槍を肩に担ぐフィンは気に入ったように微笑ほほえみを浮かべ、ガレスが片手で大戦斧を軽々と頭上に掲げる。

「あのアホみてえな得物を注文しなかったのか」

「しょうがないじゃんっ。大双刃ウルガみたいな武器ぶき頼んだら、みんなの分が『遠征』に間に合わなくなるって言われたんだからっ」

　両刃の双剣を鞘さやに収めるベートが超大型武器──規格外である大双刃ウルガ──の形状に似せなかったのかと尋ねると、不壊属性デュランダルの大剣を振るティオナは断られたと口を尖とがらせた。

「ティ、ティオネさん、斧槍ハルバードにしたんスか……？」

「まぁね。51階層からの連中相手には、大型武器こっちの方がいいかなって」

　二Ｍメドルを超える斧槍ハルバードの迫力にラウルが汗を流す中、使い手本人であるティオネは試すように薙ないだ。ヒュンッという素早い風斬り音を鳴らす大型長柄武器に、「確かに軽いかもね」と彼女は瞳を細める。

「材質にこだわって威力を突き詰めた。武器の形状によって違いはあるが、第二等級武装並みの攻撃力は保証しよう」

　腕を組む椿ツバキは己の作品を持つ使い手達を見て、満足気に頷く。

　不壊属性デュランダルと言えど激しい戦闘が続けば切れ味といった攻撃力が低下するので、遠征当初からは渡さず、攻略本番である51階層進攻アタック前のこの時機タイミングで渡したのだ。

　新しい第一級冒険者達の武器に他団員の興奮が醒さめやらない中、やがてフィンが口を開く。

「では、明日に備え解散だ。見張りは四時間交替で行うように」

　その指示を皮切りに、団員達は周囲にばらけ始めた。

　割り当てられた天幕へ戻る者、見張りの者の様子を見にいく者、上級鍛冶師ハイ・スミス達のもとまで赴き相談する者、様々だ。

　アイズも腰を上げてその場を離れようとしたが、

「【剣姫】」

　歩み寄ってきた椿ツバキに呼び止められた。

　眼帯をしていない赤い右眼で見つめてくる彼女は、指でアイズの腰を指す。

「お主の武器、見てやる。整備が必要であろう」

　彼女が示すのは現階層に来るまで使用し続けていた《デスペレート》だった。モンスター達との交戦はもとより、オッタルとの激しい戦闘により刃は確かに磨耗している。

「……お願いします」

　武器の状況を的確に見抜いている職人の提案に、アイズも素直に頷いた。




　解散し、誰もいなくなった野営地中央。

　多くの天幕に囲まれた場所で、携行炉ろと砥石といしを準備した椿ツバキはアイズから《デスペレート》を受け取った。服を脱いで袴はかまとさらし一枚となり、その豊かな胸と褐色の肌を晒しながら、彼女は武器整備を始める。

　彼女の正面で、アイズは用意した小さな台座に腰かける。

「それにしても、あの小娘が今や都市を代表する冒険者か」

　野営地の方々ほうぼうでは椿ツバキとアイズのように、得物の整備を頼まれた上級鍛冶師ハイ・スミスとそれを見守る冒険者の組み合わせが散見できる。

　多くの者が状態コンディションの維持に余念がない中、椿ツバキは目の前のアイズに話しかける。

「唾をつけておけば良かったか？　もったいないことをした」

　作業の傍かたわらかっかっと笑う。

　直接契約しないまでも腕利きの冒険者を顧客にできなかったことを残念だと告げる椿ツバキの口振りは、内容に反して悔しさといった感情は見受けられない。

　アイズが【ロキ・ファミリア】に入団する前から、既に長いことオラリオに身を置いている彼女は、思い出話をするかのように過去のことを振り返った。

「十年前、いや九年前か？　あの時のお主は抜き身の剣のようだった」

「……」

「刃がいくらボロボロになっても戦い続ける。あれは死ぬ、と早々に思ったものだ」

　あんなに小さい形なりにしてな、と言う椿ツバキの声にアイズは黙って耳を貸す。

　彼女の手もと、磨耗した剣の表面を見つめながら。

「【剣姫】、正直に言おう。手前てまえはあの時のお前に、武器を作ってやりたいなどと欠片かけらも思わなかった」

　常ならば、素質のある冒険者──光り輝こうとしている原石を見れば鍛冶師スミスの腕は疼くもの、しかしアイズにはそれを感じなかった。

《デスペレート》を研ぎながら、椿ツバキはそう語る。

「当然だ。自分を一振りの剣つるぎとしか捉とらえていない輩やからに、どうして武器を作ってやろうなどと思える？」

「私、は……」

「そうだ、お前は武器の使い手などではなく、手前てまえ達が作り上げる武器そのものだった」

　言い淀んだアイズの言葉を引き継ぎ、椿ツバキはそのまま断言してしまう。

「【剣姫けんき】とは随分ずいぶん皮肉が利いた二つ名だと、当時とうじ神々が授さずけたその名に笑ったものだ」

「……」

「いつ折れるかだけが気になった」

　椿ツバキは剣から視線を上げ、吊り上げた唇で悪趣味な笑みを浮かべる。

　数年前までの少女はただただ危うく、刃をボロボロにした毀こぼれた剣のまま戦い続けていた、と。

　不意に、『つんのめりながら走っていればいつか絶対転ぶ』というロキがずっと聞かせていた言葉が頭の中に蘇る。

　主神の忠告を思い出すアイズは、今いま目の前にいる椿ツバキの右眼と見つめ合った。

「だが、変わったな、お前は」

　そこで、椿ツバキは柔らかく笑った。

「えっ……？」

「丸くなったと言っているのだ。巷ちまたでは人形にんぎょうなどとまだ言われているが、お前の表情は優しくなった」

　一つしかない単眼で全てを見極めているように、椿ツバキはその右眼を細めて指摘する。

　他方、彼女の言葉にアイズは顔を曇らせる。

　アイズにも自覚があった。自分は『剣つるぎ』ではなくなったと。

　変わった、という他者からの指摘が、悲願のためなり振り構わず戦い続けていた当時の自分から遊離している何よりの証拠だ。

　叶かなえなければならない悲願への執着が薄れつつあることに、危惧を抱く。

　オッタル達【フレイヤ・ファミリア】との戦闘、そして少年の限界突破が脳裏に過よぎるアイズは、耐え切れず、

「私は……弱くなったと思う？」

　と、椿ツバキに問うていた。

　抜き身の剣ではなくなった自分は、牙きばを折られた獣と同じではないかと。

「強くなっておるだろう。Ｌｖ．もじゃんじゃん上がっておる」

「そういうことじゃなくてっ」

　けらけら笑うハーフドワーフに、アイズは珍しく語気を強めていた。

　人形と評されるほど感情に乏しい表情が、揺らいでいる。

（私は……）

　自分は、過去に報いているのだろうか。

　少年の背中を通して見た父親の姿を思い出し、幸せに浸りかけている己を見つけ出してしまう。こんなことでいいのかと焦燥を覚えてしまう。

　目を伏せるそんなアイズに対し、しばらく剣の整備を続けていた椿ツバキは、瞑目めいもくし、微笑んだ。

「鋭さはなくなったかもしれん。だがそれは、剣で言うところの鞘を見つけたということだ」

　顔を上げるアイズに、口唇に笑みを残しながら続ける。

「鞘に守られることで、剣は常に鋭く在ある必要はなくなる。そして一度ひとたび斬るべき敵と相見あいまみえれば、守られていた剣は鞘から飛び出し、光を放つ」

　刃を収めるべき鞘、剣であろうとするアイズが休める居場所。

　少女のことを見つめる椿ツバキは、はっきりと告げた。

「詰まるところ、仲間というやつだ」




　大きな素振すぶりの音が鳴っている。

　ブンッ、ブンッ、という音とともに空気を抉えぐり取るのは大銀塊の剣身だった。円蓋ドーム状の階層天井から降りそそぐ星明かりのような燐光を浴びながら、褐色の肌の少女が長いパレオを翻ひるがえし剣舞を踊っている。

「ん～、大双刃ウルガじゃないとやっぱり調子くるうな～」

　片手で持った不壊属性デュランダルの大剣《ブレード・ローラン》をかざすティオナは、しっくりこないと首を傾かしげた。

　対芋虫型の新武器を手に馴染なじませようとするアマゾネスの少女は、野営地の中でも東端、大樹林を眺望できる一枚岩の端っこで一人ひとり素振りを続けていく。

　残像を刻む高速度で試される一通りの攻撃の型。

　褐色のしなやかな肢体が上気し、ほんのりと赤くなる。

　くびれた腰や臍へそに汗が伝っていく中、ティオナはようやく「ふー」と顔を腕で拭ぬぐった。

「しっかり休めと言ったじゃろうが」

「あっ、ガレス」

　そんな彼女のもとに、一人のドワーフが呆あきれた声を投げる。

　野営地の方角から歩いてきたガレスに、ティオナは大剣を肩に担いで言い返した。

「でもさー、じっとしていられないんだ。こう、体が昂たかぶっちゃって」

「……途中で見かけたと言う、冒険者の小僧か？」

「うんっ！」

　ガレスのその言葉にティオナは嬉うれしそうに頷いた。

　ティオナ達とは異なる後続隊にいたガレスは、この50階層に来るまでにフィンの口から彼女達が何を見たのか聞いている。普段から溢あふれている活力に加え、一層いっそう活き活きしている目の前の少女の姿にガレスは溜息をついた。

　どこの誰かは知らないが余計なことをしてくれる、とフィン達が噂うわさしていた冒険者の少年に愚痴を吐きたい気分であった。

「本当にすごかったんだよ!?　お伽噺とぎばなしの英雄達みたいに冒険してさー！」

　彼の内心も露知らず、ティオナは興奮した口振りで話しかける。

「相手が自分より強いってわかってるのに、戦ってた！　それで、勝ってみせた!!」

　自分のことのように頰ほおを染め、嬉しそうに笑うティオナは、真上を仰あおいだ。

　燐光を灯す無数の岩の柱が伸びる円蓋ドーム、その更に奥。

　少年が戦った遥か上方の階層を見つめるように。

「明日、何があっても、どんな敵が出ても、あたし、あの子みたいに戦うよ！　……それで、アイズも、レフィーヤ達も守る」

　頭上を見上げたまま、階層天井の星屑ほしくずのごとき輝きに目を細めるティオナ。

　気負うことなくみなで帰還することを疑っていない少女の姿に、ガレスは小さく笑った。

「やはりこやつは、心配するだけ取り越し苦労じゃったか……」

　苦笑とともに呟つぶやきつつ、背にしている大戦斧に手を回す。

　不思議そうな顔で見てくるティオナに向かって、同じ不壊属性デュランダルの斧おのを構えた。

「少し付き合ってやる。来い」

「いいの!?」

「それで体を冷やせ。そしてすぐ寝ろ」

　軽く一笑するガレスに「うん！」とティオナは満面の笑みを返した。

　大剣を振り鳴らし、瞬く間にドワーフと武器の試し打ちを始める。

　ぶつかり合う得物の激しい調べが、子守唄代わりに少女の耳を震わせていった。




「アイズさん達の足を引っ張らない、引っ張っちゃいけない……」

　ぶつぶつ、と。

　天幕の中で一人正座をしているレフィーヤは、呟きを発していた。

　未到達階層へ進攻アタックする隊員メンバーに選抜された。まだ目にしたことのない苛烈かれつな迷宮の奥底で、アイズ達を援護しなければならない。

　両の瞼まぶたを閉じて瞑想めいそうするレフィーヤは、明日こそ十全の力を発揮できるようにと、呪文じゅもんのように言葉を己へ言い聞かせていく。

「……失敗できない……明日は、失敗できない」

　が、もはや精神統一から脱線し、呪詛じゅその響きを持つ言霊ことだまが重圧プレッシャーに拍車をかけていた。

　全身をガチガチに強張らせ、鼓動の音が漏れてしまいそうなほど緊張を催していく。

「肩の力、入りすぎよ？」

「ひゃあっ!?」

　そこへ、グイッと両肩を摑まれる。

　悲鳴を上げるレフィーヤは飛び上がるほど仰天し、慌あわてて後ろを振り返った。

「ティオネさん!?　いつの間に!?」

「あのねぇ、気付きなさいよ……」

　テントに一人ひとり入ってきたティオネはレフィーヤの反応に呆れ返る。

　まだ心臓がばくばく鳴っているのを他所に、ティオネはすぐ隣に座り込んできた。

「ティ、ティオネさんはどうしてここに……？」

「んー、体の熱が治まんないから、あの妹バカみたいに武器でも振ってようと思ったんだけど……団長に頼まれちゃあ、ね」

　黒の長髪を指で撫なで付ける彼女に「？」とレフィーヤが小首を傾げていると、ティオネはくるっと顔を向けて覗のぞき込んでくる。

「で、何やってたのよ？」

「あ、その……明日は失敗しないようにって、瞑想を……」

　言葉を濁しながらうつむくレフィーヤ。己の力量がこの深層域に伴っていないことを自覚している彼女の声は、第一級冒険者を前に自然しぜんと尻しりすぼみとなっていった。

　気負っているそんな後輩の姿に嘆息するティオネは、近寄って、レフィーヤの両の頰を手で挟み込んだ。

「えっ……？」

「レフィーヤ」

「は、はいっ!?」

　突然の出来事にレフィーヤが顔を赤くさせると、ティオネは染まった頰を優しく包み込む。

「前に51階層でアイズが言ったでしょ？　レフィーヤは私達が守る、余裕もってふんぞり返ってなさい」

　頰から伝わる手の温もりを感じながら、レフィーヤは瞠目どうもくした。

　姉のように諭すティオネは、目の前で囁ささやくように言葉を続ける。

「それで、そんな私達を助けるのが……」

「……私の、『魔法』」

　答えたレフィーヤに、ティオネは微笑みを浮かべた。

　やがて彼女は実妹ティオナより控えめに抱き着いてきて、「うりうり」と頭を撫で回してくる。真まっ赤かになるレフィーヤだったが、ティオネの言葉と肌を通して伝わる体温に、肩の力が抜けていくのがわかった。

　照れ恥じながら、まるで仲のいい姉妹のようにじゃれつく。「く、くすぐったいですっ」と笑って身をよじると、体勢を崩して「きゃあ！」と二人して倒れ込む。

　山吹色の髪と黒髪を布の床に広げながら、仰向あおむけの体勢で寝転ぶレフィーヤとティオネは、すぐ近くにある互いの瞳にクスクスと笑い合った。

「心細いなら一緒に寝てあげるわよ？」

「そ、それは……えっと、いいんですか？」

「もちろん。ティオナと一緒のテントじゃ寝言はうるさいし動き回るし、こっちが碌ろくに寝られないわ」

　額をこつんと当ててくるティオネに、レフィーヤは頰を染め、再び笑みを漏らす。

　明日あす、初めて足を踏み入れる未到達階層に覚悟を決めながら、今はそれを少しだけ忘れる。

　こうしてまたじゃれ合えるように、明日は自分の役目を全うしようと、レフィーヤは胸中で呟いた。

「何だったら団長の天幕に忍び込む？　団長を抱き枕まくらにさせてもらえれば、明日は私、絶好調で戦える気がするのよねー」

「そ、それはちょっと……」




「やばいっす……やばいっす」

　野営地に設けられた大型の天幕。

　複数の男性団員にあてがわれているテントの中で、ラウルはとあるエルフの魔導士以上に緊張していた。

　天幕の隅で椅子いすに座りながら両足を震わせている彼に、息抜きに札遊戯カードゲームに興じている他の者達から心配の目が向けられる。現在この天幕にいる男女交ざった団員達は、ラウルを除けば野営地の防衛を命じられた居残り組であった。

　そう、彼だけがフィン達とともに未到達領域へ赴くのである。

「ちょっと、ラウルッ、しっかりしてよ」

「ア、アキ……」

　得物である片手剣ライトソードと円形の小型盾バックラーを点検していた猫人キャットピープルの女性団員が、情けない姿を見かねて目の前まで歩み寄ってくる。細い手に左肩を摑まれ、ラウルは顔を上げた。

　青ざめかけている彼の表情を見て、猫人キャットピープルの女性団員、アキは顔をしかめる。

「51階層からの進攻アタックはこれが初めてじゃないでしょう？　貴方は何度も生きて帰ってきてるんだから、自信を持ってよ」

　語気を強めながらも激励してくる黒猫の女性に、言葉に詰まったラウルは「面目ないっす……」と項垂うなだれる。

　アナキティ・オータム。

　ラウルと同じ、【ロキ・ファミリア】に所属するＬｖ．４の第二級冒険者。名前が呼びにくいことから身内からは『アキ』と名を縮めて呼ばれている。

　美しい黒い毛並みの耳と尾に、真まっ直すぐ肩まで伸ばした同色の髪。女好きの主神ロキの目にとまり勧誘スカウトされただけあってその細身の容姿は非常に整っていた。フィンから野営地の防衛指揮を命じられた通り、【ステイタス】を始めとした諸能力も高い。

　ラウルの目から見てもアナキティ・オータムは己より遥かに優秀であった。冷静沈着で肝が据わっており、こうして自分の背中を押してくれる。第一級冒険者が不在となる根拠地ベースキャンプの総指揮に任命されるのも納得できるほどだ。

「ううっ、でも、前は例の新種に殺されかけたし、今度こそダメかもしれないっす……アキ、もし自分が帰らなかったら、部屋に溜め込んである貯金を故郷の家に送ってほしいっす……」

「もうっ、またっ」

　年齢も入団時期もほぼ同じであるラウルとアキは第一級冒険者アイズ達主力パーティを支える、いゆわる【ファミリア】第二軍の中核隊員メンバーだ。

　フィン達に度々たびたび同伴してきた彼等の会話に、聞いていた団員達の中で一人の少女がおずおずと手を上げる。

「あの、51階層から下の階層って、そんなに危険なんですか？」

　おさげを揺らすヒューマンのリーネの言葉に、ラウルはぶるっと体を震わせる。

「命いのちが、いくつあっても足りないっす」

　そのまま震え声で青年は語った。

「ダンジョン52階層からは地獄っす。50階層までの常識は、あそこからもう通用しない」

　あまりにも真に迫ったその声音に、しん、と天幕中が静まり返る。

　下位構成員達は一様に口を閉ざし、アキでさえ唇を引き結んで何も言わない。

　誰かがごくりと喉を鳴らしたっきり、テント内は沈黙に包み込まれた。

「──ラウル、必要以上に周囲を怯えさせるな。上に立つ者として失格だぞ」

「リ、リヴェリアさん……すいません」

　と、出入り口の幕を開けてリヴェリアが天幕に入ってくる。

　場にいる全てのエルフが慌てて畏かしこまり、ラウルが申し訳なさそうに頭を下げる中、派閥の副団長は団員達を見回した。

「お前達もあまり身構えるな。例の新種のモンスターが出てきても、接近される前に狙撃してしまえばいい。その程度のこと、できないとは言わせんぞ？」

　杖を片手に持った彼女は、翡翠色の長髪を揺らしてどこか挑発的に告げてくる。

「私達が戻ってくるまで気長に待っていろ。そうだな、59階層から土産を持ってきてやる。楽しみにしていろ」

　そして、普段のリヴェリアならば決して言わないようなその冗談に。

　周りの団員達はどっと笑い声を上げた。

「リヴェリアさん、期待しちゃいますよー？」

「なんだったら大型級の骨を持ち帰ってきてください！」

「馬鹿者、どうやって運ぶのだ」

　あっという間に賑やかになった団員達にリヴェリアは微笑を向ける。

　団員達の硬さを取るために、副団長たる彼女はわざわざ出向いて場を和ませに来たのだろう。前回の『遠征』の際に出現した芋虫型のモンスター──異常事態イレギュラーの存在を受けて、下位構成員達の間で常より不安感が潜在していたのを見抜いていたのだ。

　恐らく、フィンやガレス達も他の団員や若い第一級冒険者に声をかけている筈はずだ、と。

　彼等と付き合いが長いラウルはそのように察した。

　笑みを浮かべているアキも彼と同じ考えなのか、軽く頷いてくる。

（自分はまだまだ……）

　……そこまではできないなぁ、とラウルは心の中で呟く。

　意気地なしで覇気の足りない自分、拭えない劣等感に苦しみながらも、リヴェリアの横顔を見つめ、自分もこんな風に偉大な先達のようにならなければと思い直した。

　やがて、よしっ、と胸の高さで握り[image: 拳]こぶしを作る。

「今から攻略前夜祭で札遊戯カードゲーム大会をやるっす！　みんな何かを賭かけるっすよ、自分に勝ったら溜め込んだ全財産をくれてやるっす!?」

　リヴェリアに便乗するように、団員達の士気が上がるよう賭博という名の催しを敢行する。

　勢いよく立ち上がった彼の宣言に、おおっ、と周囲は沸いた。

「調子に乗るな」

「あだっ!?」

　間違った方向に盛り上げようとする青年の頭へ、王族ハイエルフの杖が振り下ろされる。

　すいませんっ!?　と情けない悲鳴の後に笑声が続くのだった。




「……」

　ベートは、無言で前方の景色を睨にらんでいた。

　野営地を作成した巨大な一枚岩、その西端。切り立った崖に一人たたずみ眼下の光景を見下ろしている。

　その琥珀こはく色の瞳が見据えるのは、階層西部の壁面に口を開けた大穴である。

「俺おれに余計な世話は必要ねーぞ」

　己の背後から近付いてくる気配に、ベートは振り向きもせず言った。

　天井の薄明かりを浴びながら歩み出てきたフィンは、小さな肩を竦すくめる。

　彼の目的を察している狼人ウェアウルフの青年は、決戦前夜の配慮など余計なお節介だと切り捨てた。

「何を見ているんだい？」

「見りゃあわかんだろ。明日もぐり込む、薄汚ねぇモンスターどもの巣穴だ」

　51階層へ繫つながる大穴を見据えたまま、こちらを一瞥いちべつもしないベートに、フィンは質問の言葉を変えた。

「ベートの瞳には、六日前から何が見えているんだい？」

　──ぐっっ、とベートの[image: 拳]が握り締められる。

　六日前、９階層での一部始終。

　琥珀色の瞳に今も焼き付いているのは、『冒険』を超えた少年の背中だ。

　両の[image: 拳]を握り締めるベートは、大穴にそそぐ眼差しに獰猛どうもうな光を宿す。

「フィン、明日は俺を前衛にさせろ」

　通常、足の速いベートは中衛位置の遊撃手。

　それを本来アイズとティオナが務める前衛に交換するよう要求する。

　抑え切れない全身の昂りをぶつけるように、先陣を切らせろ、と彼はそう告げた。

「新種どもや怪物女が出ようが関係ねえ。全部ブチ殺してやる」

　凶暴な獣の笑みを浮かべる青年を見上げ、フィンは頷いた。

「わかったよ」

　二人並び、階層の深部に続く黒い大穴を眺める。

　未到達領域への入り口は、嵐あらしの前の静けさのように沈黙を保っていた。




「……」

　仲間が、家族ファミリアが散らばる周囲を見回していたアイズは、目の前にいる椿ツバキに視線を戻す。

「お前は弱くなってなどいない。守るべきものが増え、そして守られることにうろたえているだけだ」

　口もとに笑みを浮かべ、ややあって彼女は携行炉と砥石を置いて整備作業を終えた。

　鍛冶師スミスから差し出される《デスペレート》をアイズは受け取る。

「……」

　己の手、そして光沢を取り戻す刃を見下ろした後。

　アイズは静かに、銀の輝きを放つ剣つるぎを鞘に収めた。
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　怪物の咆哮が轟とどろく。

　闇の中を反響するのは耳をつんざくかのような断末魔だった。肉を裂く生々しい音と抉る音に激しい苦鳴が重なり合い、突如、ぷつりと途切れる。

　啼ないては途絶え、啼ないては途絶え。

　異常な数のモンスター達の絶叫が響き渡っていく中、闇に残されるのは紫紺の光を放つ無数の結晶だった。

　灰塊の上に埋もれるそれらを、細い指がすくい取り、開かれた顎あごが嚙かみ砕く。

『何ヲシテイル』

　不意に、闇の中へ人の言葉が投じられた。

　様々な肉声が折り重なったような不気味な声音。男のようであり女のようですらもあるその声に、血のように赤い髪が揺らめく。

　緑色りょくしょくの瞳を向ける女は、自分のもとにやって来た訪問者に冷めた声を返した。

「見ればわかるだろう。食事だ」

　赤髪の女、レヴィスはそう答える。

　場はどことも知れないダンジョンの広間ルームであった。出入り口は一つしか存在せず、壁に灯る燐光は酷く乏しい。茫漠ぼうばくたる闇が広がっている。

　そして、足場を埋めつくすのは大量の灰の海であった。

　数え切れないモンスターの死骸。『魔石』を抜き取られた怪物の末路が灰の山となってうずたかく積まれている。モンスター達を捕獲しては殺戮さつりくしているレヴィスの手の中には引きずり出した紫紺の結晶があり、彼女はそれを無造作に口の中へ放り込んだ。

　バキッ、ガリッ、と音を立てながら、全く美味くなさそうに、ただ咀嚼そしゃくして。

『食事』の言葉通りモンスターの核を捕食していく。

　眼前の光景に、訪問者──紫紺の外套フーデッドローブに不気味な紋様の仮面を被かぶった謎なぞの人物は、苛立いらだったように声を発する。

『【剣姫】達ハ既ニ『深層』ヘ向カッタ。何故ナゼ動カナイ』

　相手の非難に対し、レヴィスは気怠げに返答した。

「お前も知っているだろう？　この体は酷く燃費が悪い」

『……』

　あたかも殺した冒険者から追い剝はぎをしたかのように傷いたんだ形跡けいせきのある戦闘衣バトル・クロス、それに包まれた自身の豊満な胸、しなやかな肢体を示しながらレヴィスは言い、背を向ける。

　黙りこくる仮面の人物の視線の先では、数匹の竜が背骨から腹にかけて大剣で貫かれ、まるで標本のように地に縫い付けられている。地面奥深くまで貫通した大刃の戒めは、苦痛にもがく竜達の脱獄を許さない。

　レヴィスはまだ捕獲してあるモンスター達に手を突き入れ、溢れ出る血液と凄すさまじい悲鳴に構うことなく『魔石』を取り出した。

「『アリア』達からもらった傷も深い。私は休む」

　ましてや今の私より『奴やつ』は強い、とレヴィスは今アイズと戦っても返り討ちに遭う可能性が高いと言外に指摘する。

　人と怪物モンスターの異種混成ハイブリッド、『魔石』を食らい能力を上げる『強化種きょうかしゅ』でもある彼女は、モンスターを捕食し、先の24階層の一戦で大幅に消耗した力と傷の回復に徹すると告げた。

　冷酷な怪人クリーチャーの女は、再び紫紺の結晶を嚙み砕く。

『勝手ナ真似マネヲ。モシ間違イガ起キタラ……』

「奴等は強い。問題なくアレが待つ59階層に辿り着くだろう。……最悪、『アリア』は死骸でも構わん」

　ちっ、と仮面の人物ははっきりと舌を弾き鳴らした。

『神エニュオニ逆ラウツモリカ？』

　その言葉に、振り返ったレヴィスは瞳を細める。

「貴様等らが私達を利用することは構わん。勝手にしろ。その代わり、私達も勝手に動く」

『ッ……！』

「エニュオに伝えておけ。たまには自ら動けと」

　外套フーデッドローブを震わす相手に背を向け、レヴィスは広間ルームの奥へ向かい始めた。

「話は終わりだ。出ていけ」

　声が投げられると同時、仮面の人物の足もとに、ぽたぽたと紅血が落ちる。

　見上げれば、上方の天井には何匹もの食人花が花頭を咲かせ蠢うごめいており、その幾多もの触手には多くのモンスターが捕獲されていた。

　触手に締め付けられ血を流す哀れな贄にえが、また一匹、どさりとレヴィスのもとへ落とされる。武器に縫い付けられた竜ともども、食人花を使役する怪人クリーチャーはモンスター達に食らいついていった。

　女の凄惨せいさんな晩餐ばんさんを前に、仮面の人物は踵きびすを返す。

　再び始める怪物の絶叫に背を打たれながら、紫紺の外套フーデッドローブが忌み嫌うように揺らめいた。





[image: ]






　日は昇らず、暮れもしない迷宮の奥深くで、時計の針だけが明朝の到来を告げる。

　陣地に数多く立つ天幕が階層の薄闇と燐光に包まれる中、少女の手の中にある葉と樹の意匠が刻まれたエルフの銀時計が、ぱちんと蓋を締められた。

　剣が、杖が、大双刃が、湾刀が、銀靴が、長杖が、大戦斧が、槍が。

　輝きを放つ数々の武器が、多くの冒険者達に見つめられる。

　本営に立つ道化師トリックスターの団旗もまた滑稽な笑みを浮かべ見守る最中さなか、小人族パルゥムの首領は口を開いた。

「──出発する」

　静かな号令とともに、フィン率いる【ロキ・ファミリア】精鋭パーティは野営地を発つ。

　根拠地ベースキャンプに残る団員達と上級鍛冶師ハイ・スミス達の叫び声に送り出されながら、彼等は一枚岩を下りて灰の大樹林を進み始めた。

　戦闘員七、サポーター五、鍛冶師スミス一、総勢十三名のパーティ。

　前衛にはベートとティオナ、中衛にはアイズとティオネ、そしてフィン。

　後衛にはリヴェリアとガレス。一部配置ポジションに変更があったものの、【ロキ・ファミリア】第一級冒険者パーティの黄金の布陣だ。この各配置ポジションに武器と道具アイテムを所持するサポーターが二名ずつ加わったものが今回の隊列となる。客人かつ整備職扱いの椿ツバキの位置は団長フィンがいる中衛だ。

　巨大な得物や大盾が装着された大型バックパックをサポーター達が揺らす中、一行は50階層西端に存在する大穴を目指していく。

「もう、何でベートと前衛なのー」

「うるせぇ、馬鹿アマゾネス」

　今から緊張しているサポーター達が無言になりがちになる中、不壊属性デュランダルの大剣を肩にかついだティオナがぶーたれる。足に銀靴フロスヴィルト、腰には不壊属性デュランダルの双剣《デュアル・ローラン》、そしてナイフ型の『魔剣』を十振り以上装塡そうてんしたレッグホルスターを両脚に装着する完全武装のベートが、視線も合わせず口もとをひん曲げた。

「はっはっ、いつだって賑やかなことだなぁ、【ロキ・ファミリア】は」

　気負うことなくぎゃーぎゃーと言い争う前衛攻役アタッカー達を見て、太刀の柄に手を置く椿ツバキが呵々かかとばかり笑う。側にいるフィンが「恥ずかしいところを見せる」と苦笑いを返した。

「レフィーヤ、呼吸が浅い。体から力を抜け」

「は、はいっ、リヴェリア様っ」

「ティオナ達のように振る舞えとは言わんが……まぁ、どっしり構えておれ。魔導士に必要なのはいざという時の肝っ玉じゃ。ほれ、ラウル、お前もじゃ！」

「は、はいっす!?」

　隣を歩くリヴェリアに声をかけられ、後衛位置にいる支援役サポーターのレフィーヤは忠告に従った。片目を瞑つむる王族ハイエルフは普段のように泰然としながら、その翡翠色の瞳で『大木たいぼくの心』を忘れるなと語りかけてくる。エルフ達の背後ではパーティの殿しんがりを務めるガレスが髭ひげをさすり、中衛位置で縮こまっているラウルの背を大声で張り飛ばした。

　全くもっていつも通りの第一級冒険者達に囲まれる中、レフィーヤの前方では中衛にいる長髪の女戦士アマゾネスと金髪金眼の剣士が振り返る。歩みながらティオネは目配ウィンクし、アイズも小さく微笑んだ。

　彼女達に笑いかけられるレフィーヤは、自然と笑みを浮かべ頷き、筒型のバックパックを担ぎ直してパーティの前進に身を委ゆだねる。少女の手にある杖が、先端の魔宝石からうっすらと青白い光を放った。

「さて、ここからは無駄口はなしだ。総員、戦闘準備」

　やがて灰の大樹林を抜け、現れた大穴にフィンが声を発する。

　階層西端の壁面に空いた大穴──50階層と51階層を繫ぐ連絡路は険しい坂と化している。崖と同義の急斜面を見下ろすと、階下には既にいくつものモンスターの眼光が闇に浮かび上がっていた。

　パーティ一同が静かに武器を構える中、長槍を携えるフィンは、告げた。

「──行け、ベート、ティオナ」

　発進する。

　凶暴な狼人ウェアウルフと獰猛な女戦士アマゾネスは風になって急斜面を駆け下りる。

　彼等の後に一団が続き、未到達領域への進攻アタックはここに開始された。

　安全階層セーフティポイントを抜けて早々そうそう発生したモンスター達との交戦はベートの銀靴とティオナの大剣が瞬く間に終了させる。

「予定通り正規ルートを進む！　新種の接近には警戒を払え！」

　51階層から更に深部の57階層までは『深層』では珍しい迷路構造。黒鉛色のダンジョンの組成は平面の天井と壁面を描き、錯綜さくそうし合う画一的な通路が広間ルームと広間ルームの間を繫いでいる。

　初心に立ち返るような『上層』と同じ構造、しかし規模と広さは桁けた違いなダンジョンの中で、走行の勢いを緩めないパーティはフィンの指示を聞く。

　余計な戦闘、余計な物資の消費は選択肢に存在しない。

　未到達領域59階層を目指し、一行は高速でダンジョンを駆け抜けていく。

「先の通路から産まれる」

「前衛は構うな！　アイズ、ティオネ、対応しろ！」

「はい！」

　研ぎ澄まされた剣士の直感が進路状のモンスター産出を予期し、フィンが声を飛ばす。

　ベート達前衛が素通りした通路左右から亀裂が生じ、アイズの言葉通り壁面を破って『ブラックライノス』の群れがどっと出現した。間髪入れず、二刀の湾短刀ククリナイフと一振りの細剣デスペレートが産まれて間もない犀さいのモンスター達を解体する。

「集団から振り落とされるでないぞ、お主ぬし等ら！」

　追い縋すがるモンスターを斧で粉砕するガレスの大声が、パーティ最後尾より投じられる。

　ダンジョンは咆哮を上げていた。迷宮へ侵入する冒険者達に階層中のモンスターがその行く手を阻もうと方々ほうぼうから押し寄せる。

　横道から、十字路の先から、天井から、壁面から。

　連続の遭遇エンカウント。『深層』の脅威。既階層とは全く比べものにならないほどの頻度ひんどで黒犀ブラックライノスや巨大蜘蛛デフォルミス・スパイダーが四方より来襲する。

　途切れないモンスターとの交戦に、しかしパーティは怯ひるまない。

「がるぁああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　立ちはだかるモンスター達を正面に、飛び出したベートが蹴撃の一閃と続く回し蹴げりで根こそぎ敵の上半身を吹き飛ばす。崩れ落ちる死骸に目もくれず【凶狼ヴァナルガンド】は更なる敵を喰くい荒らした。

　本来ほんらい遊撃を務めるその足の速さを存分に発揮し、一撃離脱ヒットアンドアウェイ、隊から先行する形で一撃につき一匹のモンスターを撃砕してのける。高速移動と蹴りの乱舞でパーティの道を切り開いていった。

「ベ、ベートさん、いつもよりやばい……」

　滾る血潮に従うまま怪物の屍しかばねを量産する狼人ウェアウルフに、片手に自衛用の長剣を装備する前衛サポーターの一人がおののくように呟いた。

　息を呑のむ彼の眼前で「ベートのくせにぃー！」と対抗意識を燃やす女戦士アマゾネスもまた大剣を振り回し奮迅の活躍を見せる。

「うむ、聞きしに勝る暴れっぷりだな。──おっ、獲得ゲット！」

　前衛の光景に目を細めていた椿ツバキが、襲いかかる黒犀ブラックライノスを太刀で瞬殺し、崩れ落ちる灰の中から発生した武器素材ドロップアイテム《ブラックライノスの角》を摑み取る。神が使う言葉を口にする鍛冶師スミスは喜々としながら背負っている背囊はいのうに角を投げ入れた。

　鯉口から放たれた太刀の一閃。音速の居合いの『技』。

　視認できなかった一連の居合い斬りに、彼女と並走するラウルは呻うめいた。

「椿ツバキさん、鍛冶師スミスなのにどうしてそんなに強いんスか……」

「ふむ、武器の試し斬りというものがあるだろう？　手前てまえの作品がどれだけ迷宮のモンスターどもに通用するのか……奥深くまでもぐって斬って斬って斬りまくっていたら、強くなってしまった」

　なにソレ怖い、と生粋きっすいの鍛冶師スミスの話に怯えるラウル。

　武器素材ドロップアイテムの収拾に余念がないハーフドワーフは付近のサポーター達を巻き込み、パーティの進行に支障が来たさぬ範囲で勝手に動き回った。

「レフィーヤ、迂闊うかつに『魔力』を練るなよ。例の新種を引き寄せる。詠唱は奴等と遭遇そうぐうしてからでいい、今はアイズ達に任せろ」

「わ、わかりました！」

　後衛位置で隊員達に囲まれるリヴェリアとレフィーヤも隣り合って走る。

　成長途中である少女を律しては周囲を絶え間なく観察する翡翠色の双眸。パーティの火力を担う魔導士達は仲間を信じ、己の出番に備えていた。

「ナルヴィ、大双刃ウルガちょうだい！」

「はい！」

　振り返ることなく背後へ不壊属性デュランダルの大剣を放り投げ、武装交換、Ｌｖ．４前衛サポーターの女性団員から大双刃ウルガを投擲パスされる。

　超硬金属アダマンタイト製かつ大重量の得物を装備したティオナは、眼前に集結するモンスター達の極厚の壁を見据え、疾走した。

　ベートの真横を抜いた彼女は二十にも及ぶ怪物の大群に突貫する。


「いっっくよおおおぉ────ッ!!」



　全身を用いた、文字通り渾身の回転切り。

　巨大な二刃から独楽こまのごとく放たれた大斬撃が進路上にいたモンスター達を全て両断する。

　断末魔を道連れにして鮮血の渦を巻き起こしたティオナは、そこで、開けた道の奥からけたたましい進撃音を察知した。

「──来た、新種！」

　幅広の通路を埋めつくす黄緑おうりょく色の塊。

　極彩色に犯された表皮に海鷂魚エイを連想させる広く平たい扁平状の腕。疣足いぼあしの多脚が迫りくるその姿はまさに戦車のごとしである。その体内に溜め込まれているのはあらゆるものを溶かす腐食液だ。

【ロキ・ファミリア】が最大警戒していた芋虫型のモンスターと、とうとう遭遇エンカウントを果たす。

「隊列変更!!　ティオナ、下がれ！」

　即時かつ即行の指示が司令塔フィンの口から放たれる。

　そして彼が言うか早いか、アイズは、後退するティオナと阿吽あうんの呼吸で入れ替わるように中衛位置から飛び出した。

「【目覚めよテンペスト】」

　魔法エアリエルを発動し、走り出しているベートと肩を合わせ、突撃する。

「アイズ、寄よこせ！」

「──風よ」

　ベートの要請を受け白銀のメタルブーツに風の力が宿る。

　両足装備《フロスヴィルト》に気流を纏まとい、腰の双剣を引き抜く狼人ウェアウルフ。

　風の恩恵と不壊属性デュランダルの武器を携える二人は芋虫型の大群に躍りかかった。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!?』

　破鐘われがねの絶叫が轟き渡る。

　敵口腔こうこうから放出された腐食液を風の鎧よろいがまとめて弾はじき、続く不壊属性デュランダルの斬光がモンスターを八つ裂きにした。

　突風とともに暴れ回るアイズとベートは背後の仲間にも一切いっさい腐食液を通さない。液体の一斉射撃が繰り出されようが、破裂して体液を撒まき散らそうが、結果は全て同じだった。ベートの風脚が複数の敵を打ち抜き、アイズの神速の斬撃が巨軀きょくをまとめて断絶する。不壊属性デュランダルの前に武器破壊など論外だ。

　連携れんけい含め十分な対策を練ってきた都市最大派閥ロキ・ファミリアはもはや新種モンスター相手に後おくれを取らない。芋虫型にとって相性最悪である風鎧をもって蹂躙じゅうりんを働き、アイズ達は怒涛どとうのごとく鏖殺おうさつしていった。

　敵の進撃を押し返す。

「【閉ざされる光、凍いてつく大地。吹雪ふぶけ、三度みたびの厳冬げんとう──我が名はアールヴ】!!」

「総員、退避！」

　そしてアイズ達の奮闘の陰で行われていたリヴェリアの『並行詠唱』が瞬く間に終了する。

　フィンの声とともに前衛と中衛がばっと左右に割れ、まるで砲口のごとく部隊が展開した。

　砲身の中央から発するのは翡翠色の魔法円マジックサークル。

　構えられた白銀の長杖──第一等級魔導武装《マグナ・アルヴス》から氷雪の閃光が迸ほとばしる。

「【ウィン・フィンブルヴェトル】！」

　三条の吹雪が通路中を突き進んだ。

　蒼と白の砲撃が迷宮ごと前方のモンスターを凍結させる。アイズとベートが横道に避難する中、一直線に伸びる通路は最奥の突き当たりまで蒼氷の世界と化した。

　凍りついた芋虫型、果ては巻き添えを食らったモンスターが無数の氷像となって乱立する。

「いやはや、凄まじい『魔法』だ。これが『魔剣』で繰り出せるようになれればな」

「そんなことになれば魔導士われわれの立つ瀬がない」

　凍土に成り代わったダンジョンに「おーさぶさぶ」と両腕をさする椿ツバキにリヴェリアが苦笑する。アイズとベートが合流したパーティは、モンスター達の氷像を念のため全て破砕しながら通路を走った。

　氷と霜に覆われた壁面からはさしもの深層出身モンスターも産まれない。凍りついた正規ルートを進むアイズ達は、そこからはあっさりと下部階層に続く階段に辿り着く。

「ここからはもう、補給できないと思ってくれ」

　広く長い階段──52階層への連絡路を前に、フィンはパーティ一同に振り返る。

　道具アイテムの使用はこの場で済ませろと言外に告げる団長の言葉に、ここまで無傷で来た冒険者達は動かない。

　ただ張り詰めた表情をみなで共有するだけだ。

　一人【ロキ・ファミリア】とは部外者である椿ツバキが、彼等の緊張に怪訝けげんそうな顔をする。

「行くぞ」

　やがてフィンの短い命令とともに、パーティは52階層へ進出した。

　51階層と変わらない黒鉛色の迷路内を、部隊は先程より速まった速度ペースで疾走する。

「戦闘はできるだけ回避しろ！　モンスターは弾き返すだけでいい！」

　絶えないフィンの指示。

　モンスターの出現頻度、遭遇エンカウントの回数は依然いぜん変わらない中、迷宮を駆け抜けていく。

「おおっ、『ドロップアイテム』」

　走りながら迎撃の太刀で仕留めたモンスターから発生する貴重な武器素材ドロップアイテムに、目を輝かせる椿ツバキだったが、拾いに行こうとする彼女の行動をラウルが許さなかった。

「止まっちゃ駄目っす!?」

「むっ？」

　隊列から外れようとする椿ツバキの手を引っ張る。

　地面に落ちた武器素材ドロップアイテムを拾おうとしていた鍛冶師スミスは、手首を摑まれながら疑問を口にした。

「何故なぜだ？　手前てまえはここまで深い階層に来たことがない、何かあるのか？」

「狙撃されるっす……!?」

　顔面から脂汗を散らしながら、ラウルは言った。

「狙撃……？」

　疾走を続けるパーティの中から、椿ツバキは景色が変わっていく迷宮に視線を走らせる。

　灯る燐光、複数の別れ道、こちらに接近を試みるモンスター。周囲を一頻ひとしきり窺うかがうが自分達を狙う不審な影は見当たらない。

　どういうことか、と更なる疑問を重ねようとした椿ツバキは──そこではたと気付く。

　ラウルだけではなく、サポーター達は死に物狂いで第一級冒険者達の後に続いていた。

　一様に危機感に溢れ、顔色は蒼い。

　最後尾にいるガレスからも「ぐずぐずするな！」と急せかされる。

　誰もが言葉を発さない。息を殺し、ただ前進のための激しい足音を奏で、モンスターの咆哮を振り払っていく。異様な緊張感にパーティが包まれていた。

　そして、いよいよ椿ツバキが違和感を覚えていると──響ひびいた。

　地の底から昇ってきたかのような、禍々まがまがしい雄叫びが。

「……竜の、遠吠とおぼえ？」

　耳朶じだに喰らいつく、怪物の王の叫喚。

　咆哮の主を察する椿ツバキだったが、やはり知覚範囲には何もいない。

「フィン」

「ああ──」

　背後からかけられるリヴェリアの声に、フィンは頷く。

「──捕捉された」

　小人族パルゥムの碧眼が極限まで細まった。

「走れ！　走れぇ!!」

　移動をがなり立てる冒険者達。走行の速度ペースが更に上がる。

　進路に現れるモンスターを前衛がなり振り構わず弾き飛ばす中、「どこから……!?」と椿ツバキは顔を辺りに振る。すぐ背後からレフィーヤの荒い呼吸音を耳にしながら、途切れない怪物の遠吠えに混乱を催す。

　いや、咆哮の源みなもとは周囲ではなく──。

「下から？」

　直後、中衛前部にいたアイズが呟いた。

「──来る」

【剣姫】の双眸が、剣つるぎのように鋭くなる。

「ベート、転進しろ!!」

　すかさずフィンの指示が飛び、先頭にいたベート、遅れてティオナとパーティ一団は正規ルートを外れ横道へ飛び込んだ。

　次の瞬間。





「──────────────」






　地面が爆砕した。


『～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?』



　突き上がる轟炎、そして紅蓮ぐれんの衝撃波。

　ベート達の背中が、フィン達の横顔が、ガレス達の武装が真っ赤に染まる。

　己の顔と眼帯を灼熱しゃくねつの色に焼く凄烈せいれつな爆炎に、椿ツバキの右眼が限界まで見開かれた。

　まるで特大の地雷が炸裂さくれつしたかのような現象。階層の床がまるごと紅炎に包まれ、パーティの通過地点上にいたモンスター達を全て呑み込み、蒸発させる。

　火炎のうねりは天井まであっさり達し、そのまま51階層を突き破った。

　視界の間近で起こった迷宮の爆砕、そして押し寄せる獰猛な爆風にサポーター達が口内で悲鳴を押し殺す。

「迂回する!!　西のルートだ!!」

　激しいフィンの指示にパーティが導かれる。正規ルートを外れた冒険者達は迷路状の広幅の通路を全力で走った。

　すぐに、再び轟く大爆発。
















「芋虫型モンスターを引き寄せてもいい!!　リヴェリア、防護魔法急げ!!」

「──【木霊こだませよ──心願こえを届けよ。森の衣ころもよ】！」

「敵の数は!?」

「六、いや七以上!?」

　足を取られるほどの振動と途方もない熱量がパーティを襲う。

　何発もの大爆砕が続き、熱風と無数の炎片がアイズ達のもとに押し寄せる中、フィンの命令が矢継ぎ早に飛んだ。返事すら惜しみリヴェリアが詠唱を開始し、蹴り続けている地面を見下ろしながらティオネが叫び返す。

　やがて鮮明に轟き渡る竜の咆哮。次いで階層を、いや付近の層域全体を震わす爆発の連鎖。

　地面より起こる爆撃は52階層に大穴を開け、ガラガラと音を立てて岩盤が下へと崩れていく。冒険者達の視界にはっきりと飛び込んでくるのは、地面を突き破り、頭上の天井へと突き抜けていく紅蓮の大火球であった。

「そういうことかっ……!!」

　椿ツバキは浮かべた笑みを盛大に歪ゆがめ、全てを悟った表情を作る。

　一方で、周囲とともに走り続けるレフィーヤの顔からは色という色が失われていた。

（ほ、本当にっ……!?）

　情報は聞いていた、覚悟は十分にしていた。

　だが、この現象を目の当たりにして動揺を隠せない。

　大爆撃に晒されパーティの隊列が乱れかけている後衛位置で、胸の奥の心臓が凄まじい速度で早鐘を打つ。第一級冒険者ですら一心不乱に逃げ惑う恐ろしい竜の咆哮と、今もなお続く怒涛の『砲撃』に、悲鳴が喉をせり上がり恐慌パニックを来たしかける中──レフィーヤの紺碧こんぺき色の瞳はそれを視認してしまった。

「ラウル、避よけろ!?」

「えっ？」

　彼女と同じく真っ先に気付けたのは、最後尾でパーティを守るガレスだけだった。

　通路の横穴から迫りくる太糸の束に、呼びかけられたラウルは反応できない。

　眼前の光景に、レフィーヤは咄嗟とっさに手を伸ばす。

「ラウルさんっ!?」

　すぐ後方にいたレフィーヤが青年をバックパックごと突き飛ばす。

　つんのめるラウルを他所に、レフィーヤは側面から射出された太糸に腕を絡からめ取られた。

　捕縛され、ぐんっと隊列から引き剝がされる。

「レフィーヤ!?」

　ティオネの叫声が響く最中、レフィーヤを横穴に引きずり込むのは『デフォルミス・スパイダー』の太糸であった。

　顔を焦あせりに歪める少女を釣り上げた巨大蜘蛛ぐものモンスターは、捕食しようとその顎を開口させ──燃えつきた。

　膨れ上がった地面が、何発もの爆炎を吹き、巨大蜘蛛を消滅させる。


「────────」



　糸に釣られ宙を貫いていたレフィーヤは。

　灼熱の熱波に全身を襲われながら、階層に空いた大穴に、そのまま落下した。

　今は炎上している蜘蛛くもの糸があたかも奈落の底に引きずり込んだかのように、一瞬の浮遊感の後、頭から降下していく。

　そして、レフィーヤは見た。

　深く、深く、深過ぎる。

　放出された大火球によって何層もの階層をぶち抜いて形成された長大な縦穴。

　穴の底で落ちてくる己を仰ぐのは、無数の牙の隙間すきまから煙を吐く、数匹の巨大な紅竜。

　紺碧色の瞳が震える。戦慄せんりつする。果てしない恐怖に抱き竦められる。

　やはり、やはり、やはり。

　立て続けにパーティを襲っていた大爆発の正体は──遥か下の階層からの砲撃。

　レフィーヤ達は数百Ｍメドル先の地の底から狙撃されていた。

（ほん、とうに──）

　凶悪な咆哮が前兆を告げる、竜の火砲。

　狙い撃ち、幾多もの分厚い岩盤を破壊してのける莫大な大火球フレア。

　深部に棲息するより強大なモンスターの攻撃が冒険者を脅かす。

　階層到達の能力基準を無視する暴挙。

　まさかの、『階層無視』。

『ォォオ……』

　竜の眼光に射竦められるレフィーヤの脳裏に、今日まで聞かされてきた先達の声が過よぎる。

　──50階層以上の常識は、あの層域からもう通用しない。

　──ダンジョン52階層から下は、地獄っす。

　蘇るリヴェリアとラウルの言葉をレフィーヤは理解させられた。

　既階層ならば特級の異常事態イレギュラーに値する現象。信じられない事態。

　規模が違う。

　尺度が違う。

　脅威が違い過ぎる。

　これがダンジョン？

　ありえない！

　出[image: 鱈]目でたらめ過ぎる!?

　本当の──地獄!!

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』

　打ち上げられる竜の雄叫びにレフィーヤの相貌が絶望に罅ひび割れる。

　巨大な竜目めがけて落下していく悪夢のような光景。

　数発の大火球フレアの通り道となって作り上げられた長大かつ広大な縦穴が、震撼しんかんした。

　──過去、迷宮都市の頂点に君臨していた【ゼウス・ファミリア】。

　未いまだ到達階層の最高記録レコードを誇る彼等が名付けたこの層域の名は──『竜りゅうの壺つぼ』。

　壷の最下層、砲撃地点58階層に居座るのは砲竜『ヴァルガング・ドラゴン』。

　二本の脚で立ち全長一〇Ｍメドルの巨軀を誇る、大紅竜である。

　風を切り、前髪を巻き上げられながら、強大な怪物が待ち受ける縦穴の底へ。

　他階層のモンスター達まで巻き添えを食らいばらばらと落ちていく中、全身が恐怖に屈しかける。

（夢で、見たことがある──）

　突拍子もなく高いところから空を落ちていく、恐い夢。

　現実いまは、地面に激突するより恐い竜モノが待っている。

　原始的な恐怖に縛られ指一本動かせない少女を他所に、一匹の砲竜ヴァルガング・ドラゴンが顎あぎとを開いた。

　砲身のごとき口腔こうこうが爆熱。大炎塊が装塡され真っ赤に染まる竜の口が直上へ照準される。

　落下してくるモンスターもろとも、大火球がレフィーヤを消滅させようとした。

「「レフィーヤ!!」」

「っ!?」

　その時だった。

　名前を呼ぶ大音声が、限界まで引き伸ばされていたレフィーヤの体感時間を打ち破る。

　直上に目を向けると、そこには開いた大穴に身を投じた第一級冒険者達がいた。

「足あし引っ張るんじゃねえノロマァ!?」

　ティオナ、ティオネ、そしてベート。

　縦穴の壁面を蹴りつけ直下へと疾走する。

　己の救援に駆け付けてくる第一級冒険者達の姿に、レフィーヤの瞳が水面を帯び、震えた。

『──【ヴェール・ブレス】!!』

　次いで52階層から発せられるのは玲瓏れいろうたる響きの魔法名だった。

　落下したレフィーヤ、ティオナ達の全身をそれぞれ包み込む温かな緑光の衣ころも。敵のあらゆる攻撃から身を守るリヴェリアの防護魔法である。

　都市最強魔導士の恩恵を手にした三人の第一級冒険者は、壁を走って瞬く間にレフィーヤのもとまで追い付いた。


『──────────────────アァッッ!!』



　だが、ほぼ同時に大紅竜から砲撃が放たれる。

　直径五Ｍメドルを超える大火球が打ち上がり、レフィーヤ達の全身を紅蓮の色に照らす中──銀の大剣を担ぐティオナが一人飛び出した。

「んにゃろおおおおおおおおおおッ!!」

　体ごと突っ込み、両手で握り締めた不壊属性デュランダルの大剣を、大火球目めがけ振り下ろす。

　大爆発。

　そして、相殺そうさい。

　レフィーヤ達の視線の先で火球が食い止められ、爆裂する。

「ティオナさっ──!?」

　少女の悲鳴が言い終わるより先に、炸裂した爆光の中から女戦士アマゾネスが現れた。

「あっちぃー!?」

　膨大な火の粉を纏いながら五体満足の姿を見せるティオナに、レフィーヤは瞳をかっ開く。体から煙を上げる常識破りな狂戦士バーサーカーはぴんぴんしていた。

　炎熱の大部分を遮断した緑光の加護ヴェール・ブレスの効果もあって体は無事。不壊剣は傷一つ付かず、曇らない銀の輝きを放つ。

「ティオネ、ベート！　飛竜ワイヴァーンが来る！」

　58階層の複数の砲竜ヴァルガング・ドラゴン、更に56階層付近の動きを察知してティオナが叫んだ。

　蟻の巣のごとく縦穴に繫がる横穴から、多くの竜が翼を打って飛翔してくる。

　尾を入れれば三Ｍメドルの体長を誇る『イル・ワイヴァーン』。

　砲竜ヴァルガング・ドラゴンと同じく『竜りゅうの壷つぼ』の名の由縁となっている紫紺の飛竜。大紅竜の火球が開通させる縦穴を通じて冒険者達に襲いかかってくる飛行モンスターだ。

　56階層、57階層の横穴から続々と出現してくる竜種に、大剣を構えるティオナとともにベートが駆け出した。

「ティオネ、そのノロマを守っとけ!!」

　未だ降下中ということを忘れてしまうほどの素早さでベートは岩盤を蹴り、矢となって、真っ直ぐ飛んできた飛竜ワイヴァーンの一匹に抜剣した双剣を叩たたき込んだ。

　両の眼に突き刺さる二振りの銀剣。『アアアアアアアアアッ!?』と絶叫を上げるモンスターをそのまま蹴飛ばし、別の飛竜ワイヴァーンと衝突させ、他の個体を巻き込ませながら錐揉きりもみさせる。蹴飛ばした反動で壁面に足をついたベートは、放たれる飛竜ワイヴァーン達の火炎弾──一斉射撃を回避しながら再び襲いかかった。

　ティオナも負けじと接敵した飛竜ワイヴァーンの翼を断ち切って撃墜する。

　爆音とともに放出された砲竜ヴァルガング・ドラゴンの大火球も、一際ひときわ巨体を誇る飛竜ワイヴァーンを落として盾代わりにし、砲撃の第二波も凌しのいだ。

「う、うぁ……!?」

　巻き起こる大爆光。墜落していくモンスター。耳を塞ふさぎたくなるほどの竜達の吠声。

　この世のものとは思えない凄まじい光景に、震え上がるレフィーヤは完璧かんぺきに臆してしまう。

「息を吸いなさい!!」

「！」

　そんなレフィーヤに、側で落下しているティオネが叫びかけた。

「びびるな！　私達が守る!!」

　斧槍ハルバードを担ぐ女戦士アマゾネスの声と、その力強い眼差しにレフィーヤの胸が震える。

　思い起こされる彼女との昨夜の一幕。リヴェリアの緑光まもりにも包まれる少女は、この苦境を打開せんとする第一級冒険者達の気概に触れ、喉を鳴らし、次には体から恐怖を追い出した。

　ティオネに頷きを返し、手の中の杖を握り締める。

　風にあおられながら、大紅竜が待ち受ける奈落の底を見据えた。

「アイズ、行くな！」

　──一方、パーティ本隊。

　すぐにティオネ達に続こうと大穴へ飛び込もうとしたアイズを、フィンが制止していた。

「ラウル達が縦穴に落ちれば全員は守り切れない、僕達は正規ルートで58階層を目指す！　君はこっちに残れ！」

「……っ！」

　大穴の縁ふちに足をかけていたアイズは顔を苦渋に歪めるが、サポーターの身を案ずる的確な指示に従った。

　レフィーヤ達が縦穴から途中の階層に着地したとしても複雑な迷宮内では発見できる望みは薄い。それに比べ58階層の構造は単一の特大広間、辿り着いてしまいさえすれば労せず合流できる。ティオナ達もそれはわかっているだろう。

　そして芋虫型に対し絶大な力を発揮するアイズがいればそれだけ部隊の進行は早くなる。ただちに58階層へ向かうためには彼女の本隊残留が不可欠だった。

「ガレス、ベート達を頼む！」

「おう！」

　本来の得物である大戦斧と、サポーターから受け取った不壊属性デュランダルの斧、計二振りの武器を装備したガレスがアイズの代わりにレフィーヤ達を追った。

　大穴に飛び込む彼を見届けず、フィンは素早く部隊を編成し直し走行を再開させる。

「じ、自分のせいでレフィーヤが……」

「安心しろ。この後で私達が嫌というほど罰を与えてやる。今はもう油断しないよう気を引き締めろ」

　自分の失態が招いた事態に震えるラウルだったが、リヴェリアの誅罰ちゅうばつ宣言に自責する間もなく顔を蒼白にした。残るサポーター三名から気の毒そうな視線が集中砲火する。

　アイズを前衛に置くパーティは52階層を疾走した。

「ははっ、これはまたとんでもないところに来てしまったようだ」

　激戦の迷宮内に笑みをこぼしながら、椿ツバキは接近してくるモンスターを太刀で斬殺する。

　二分割される部隊。

　二つに分断されたパーティは、それぞれの進路で58階層に急行する。
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　砲竜ヴァルガング・ドラゴンの砲撃に晒されながら、ティオナ達が飛竜ワイヴァーンの群れと戦闘を繰り広げる。

　大火球によって階層を破壊し規模が広がる『竜りゅうの壷つぼ』。紅蓮の色に染められる何十匹のモンスターと冒険者は激しい空中戦を繰り広げた。

「だぁーっ!?　速い竜やつがいるっ!?　うぐっっ!?」

「ちッ、『強化種きょうかしゅ』か……!?」

　降下を続けるティオナ達は壁を蹴っては跳びかかり、能力ステイタスにものを言わせた出[image: 鱈]目な戦法で飛竜ワイヴァーンを撃墜していくが、翼のない彼女達には限界があった。

　前肢が翼と化した両翼で高速飛行する『イル・ワイヴァーン』、その中でも殊更ことさら速度が飛び抜けた個体にティオナとベートは悪戦する。突撃と同時に繰り出される爪つめあるいは牙を武器で弾いたかと思うと、すかさず尾で弾かれ止とどめとばかりに火炎弾を連射される。緑光の加護ヴェール・ブレスが見る見る内に削られ、反撃も空くうを切るティオナ達の体は傷付いていった。

　同胞モンスターを襲い多くの『魔石』を取り込んだ『強化種きょうかしゅ』。より獰猛により精強となった飛竜達の王は、血走った獣の眼で飛ぶことのできない獲物を睥睨へいげいし、惨殺せんと風を切った。

　紫紺の鱗うろこを持つ周囲の飛竜達もまた逆襲しようと飛びかかる。

「ティオネさんっ、私を!!」

「！」

　ベート達が飛竜に集たかられる眼下の光景に、レフィーヤは叫んだ。

　恐怖を振り払い気炎を吐き出す彼女に、ティオネは手を貸して壁の方角へ投げつける。

　体勢を崩しながら何とか着壁したレフィーヤは、第一級冒険者達の見よう見まねで下方へと走り出した。

「──【解き放つ一条いちじょうの光、聖木せいぼくの弓幹ゆがら。汝、弓の名手なり】」

　全身を打つ風圧に負けず、柳眉りゅうびを逆立てるレフィーヤは呪文を紡つむいだ。

　守られるだけではいけない、守られるだけは嫌だ。

　己の『魔法』で、彼等を救わなければ。

　心身に『大木たいぼくの心』を課し、移動を続けながら『並行詠唱』を敢行する。

「【狙撃せよ、妖精ようせいの射手しゃしゅ。穿うがて、必中の矢】！」

　詠唱に気付いた飛竜ワイヴァーン達が放つ火炎の飛礫つぶて。壁を蹴ってぎりぎりのところで火球の雨を回避し、『魔力』の手綱を決して手放さない。

　アイズとフィルヴィスの特訓を思い出すレフィーヤは走り続けながら高らかに歌った。

　移動と回避を繰り返しながら『並行詠唱』を行う少女に、ティオナとティオネは驚き、同じく驚愕きょうがくしていたベートは、唇を吊り上げ笑った。

　意志を！

　強い意志を！

　臆するな!!

　心を震わせるレフィーヤは、魔法円マジックサークルの輝きとともに杖を突き出した。

「【アルクス・レイ】!!」

　放たれる光の矢。最大出力の大光閃。

　特大の単射魔法が直下の竜の群れ目がけ撃ち出される。

　──照準は、奥!!

　レフィーヤと目が合った『強化種きょうかしゅ』が、血走った竜眼を見開いた。

　巨大な翼を羽ばたかせ、飛竜の王は迫りくる光矢から逃れる。

「──曲がれぇえええええええええええええええええええええええええええ!!」

　そして、魔導士の咆哮が大光閃の軌道を変えた。

　直進から湾曲へ。自動追尾の属性を持つ単射魔法アルクス・レイが驚倒する竜の真後ろにつく。

　大飛竜と光の矢が繰り広げる熾烈しれつな高速空中戦ドッグファイト。縦穴中を飛び合い進路上にいた他竜の翼を撃ち抜きながら、大光閃は飛竜の王に食らいついた。

　そして、着弾。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!?』

　眩まばゆい閃光とともに絶叫を放った飛竜の王が、『魔石』を失い灰塊へと成り果てる。

『竜りゅうの壷つぼ』に降りそそぐ膨大な灰の雨に、ティオナがレフィーヤに向かって握り[image: 拳]を突き出し、ベートも一瞬のみ笑みを投げ、残る飛竜ワイヴァーン達に攻めかかった。

　胸を熱くするレフィーヤも直ちに次の詠唱に取りかかる。

「──負けてらんないわね」

　壁面を走りながら投げナイフを投擲とうてきしていたティオネもまた、若い魔導士の奮戦に唇を舐なめた。投刃ナイフで瞳を貫かれた飛竜達が苦鳴と一緒に墜ちていく中、片手に持つ斧槍ハルバードを振り鳴らす。

　とある少年の『冒険』を目の当たりにし昂りを抑え切れなかった女戦士アマゾネスは、この苦境でなお猛々しい笑みを浮かべた。


『────────────ッッ!!』



　壁を蹴り、宙に身を躍らせ、弾丸となって高速落下してくる冒険者に飛竜ワイヴァーン達の口腔こうこうが火を吹いた。火炎弾の嵐にティオネは斧槍ハルバードを振り抜いては回転させ、全弾を防ぐ。

「便利ね、不壊武器コレ」

　無数の火球を霧散させた不壊属性デュランダルの得物に一笑を漏らし、続けて、振り下ろす。

　急迫した飛竜ワイヴァーンの頭蓋を粉砕し、脳漿のうしょうを飛び散らせながら、そのまま死骸を足場代わりにして跳躍する。

　長大の射程リーチを誇る斧槍ハルバードをもって周囲のモンスター達をいっぺんに斬り払った。

「でもやっぱり、威力が足りないわ」

　まとめて最後まで斬り裂けず、斧槍ハルバードの刃が体軀に食い込んだ飛竜ワイヴァーンが悶もだえ苦しむ。

　ティオネは食い込んだ斧槍ハルバードごと飛竜ワイヴァーンをぐいっと引き寄せ、片手で腰から引き抜いた湾短刀ククリナイフを見舞った。

　長い竜の首を切断する。

『アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!』

「あーもうっ!?　ティオナ全部なんとかしなさいよね!?」

　58階層の大紅竜の咆哮、そして砲撃された大火球にティオネは悪態を叫んだ。

　体一つで足りるか！　と眼下の実妹が全身を焦こがしながら何発も火砲を相殺している中、ティオネは舌打ちとともに斧槍ハルバードを振り上げる。

　ティオネ・ヒリュテ──二つ名は【怒蛇ヨルムガンド】。

　比[image: 喩]抜きで怒いかれば怒いかるほど力が増すその姿に、神々も恐れた第一級冒険者。

　レフィーヤのまさかという視線を脇に、迫りくる大火球に体を突っ込ませる。

「さっきからッ、うぜえんだよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!?」

　不壊属性デュランダルの武器と怒り狂う女戦士アマゾネスが、紅蓮の大火球を粉砕した。




「──蹴り殺してやる」

　振り下ろされた斧槍ハルバードが上空で爆炎を咲かせる中、飛竜ワイヴァーンの撃破を続けていたベートは縦穴の底を睨み付けた。

　視界内に確認できる砲竜ヴァルガング・ドラゴンは四匹、58階層まで高度は二〇〇Ｍメドルを切った。

　迫りくる『竜りゅうの壷つぼ』の終点に両手に提げていた双剣を腰に戻す。

「おい、一発でいい！　あの火の玉を何とかしろ！」

「言っとくけどっ、あれ防ぐのすっごい痛いんだからねー!?」

　同じ高度で落下しているティオナに声を飛ばすと、彼女は大剣を振りながらやかましい叫びを返す。砲撃を何度も相殺している女戦士アマゾネスの体と衣装はところどころが焼け焦げ、こんがりとした褐色の肌は多くの火傷やけども負っていた。

　ブスブスと煙を上げている少女に、「うるせえ、やれ」とベートは他人事のように告げる。

「行くぞ!!」

「後で覚えてろーっ！」

　飛竜ワイヴァーンを無視し58階層へまっしぐらに疾駆する。

　四対の砲竜の瞳が接近してくる二人に照準される中、ベートはレッグホルスターから『魔剣』を引き抜いた。

　金の装飾に黄色おうしょくの刀身。バチッと電気が瞬くナイフを右足の《フロスヴィルト》に添える。長靴に埋め込まれた黄玉が電撃の力を喰らい、代わりに『魔剣』が粉々に砕け散った。

　次の瞬間、白銀のメタルブーツが凄まじい雷いかずちを纏う。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　放たれる四つの大火球。

　真上を見上げる四体の砲竜ヴァルガング・ドラゴンから一斉砲撃が行われた。

　僅わずかな隙間を置いて向かってくる大炎の砲弾群に、岩盤を蹴りつけたベートは一発目を回避。宙を泳ぐ彼を呑み込もうとする二射目の大火球に、大剣を振り上げるティオナが突撃する。

「せぇーのッッ!!」

　甚だしい爆音とともに相殺する彼女の支援のもと、ベートは再び着壁する。

　そして、一気に加速。

　並んで突き進んでくる大火球の間隙を抜け、両腕の手甲を焼かれながら、一斉砲撃の壁を突破する。驚愕を浮かべる砲竜ヴァルガング・ドラゴンの瞳を、特殊武装スペリオルズの膨れ上がる雷光が焼いた。

　驀進ばくしんする。

　右足に宿る雷いかずちの力が駆け抜ける壁面に光の軌跡を描き、まさに稲妻のごとくベートは竜達に向かって降下した。

　次の瞬間、『竜りゅうの壷つぼ』を走破し、大穴が空いた天井から58階層へ抜け出る。

　だんっ、と勢いよく踏み切ったベートは。

　直下にいる大紅竜の一匹に狙いを絞り、雷閃となって銀靴フロスヴィルトを突き出した。

「死ね」

　炸裂。

　仰いでいた砲竜ヴァルガング・ドラゴンの顔面にメタルブーツを叩き込み、大閃光を発生させる。

『魔剣』の雷ちからと《フロスヴィルト》の攻撃力インパクトが合わさった最大威力。渾身の雷いかずちの蹴りを浴びた大紅竜は頭部を消失させ、ゆっくりと背中から倒れ込んだ。

　一〇Ｍメドルに及ぶ竜の巨体が地に沈み、倒壊した塔のように轟然と階層を震動させる。

　そのすぐ脇に着地を決めたベートは、竜達の混乱の吠声を耳にしながら顔を上げた。

「戻ってきてやったぞ……クソッタレども」

　深層域58階層。

　49階層──大荒野モイトラと同じくとにかく広大かつ単一の空間であり、迷路も存在しなければ視界を遮さえぎる仕切りもない。黒鉛の壁と天井が長方形を描く巨大『ルーム』である。

【ロキ・ファミリア】の最高到達階層は58階層。

　過去、階層無視の砲撃に晒されたベート達は、体力と道具アイテムを含めた装備を失い、58階層で迷宮攻略を断念している。

　頭上高く佇立ちょりつする砲竜ヴァルガング・ドラゴンの他、夥おびただしいモンスター達が蠢く58階層の圧倒的な光景を前に、一匹の狼人ウェアウルフは凶暴な笑みを浮かべた。

「二番乗りっ、っとッ！」

　続けて同じ大穴からティオナが58階層の地面に着地する。

　たった二人の冒険者に対し、大紅竜を含めた無数のモンスター達が一斉に眼光を向ける中。

　間髪入れず新しい影が天井より現れた。

「──【雨の如ごとく降りそそぎ、蛮族どもを焼き払え】」

「あんた達、逃げなさい!!」

　身構えていたベート達の頭上から、玉音の詠唱と警告が投下される。

　はっとベートとティオナが振り仰げば、天井の大穴からは飛竜ワイヴァーンの攻撃を防ぐティオネ、そして杖を地面へと向けるレフィーヤが現れるところだった。

　降下中編あみ続けられていた詠唱の完成に、ベート達はモンスターの攻撃に構わずその場から緊急離脱する。

　そして、

「【ヒュゼレイド・ファラーリカ】!!」

　炎矢の豪雨が58階層を覆った。

　降りそそぐ魔法弾に絶叫が迸ほとばしる。その紅の鱗に何十発もの炎矢を浴びようが砲竜ヴァルガング・ドラゴンは耐え凌いでみせるものの、他のモンスター達はそうはいかない。多大な精神力マインドと強力な【妖精追奏スキル】で底上げされた広域砲撃に、小型、中型、大型の様々な深層モンスター達は焼きつくされていった。

　何十匹もの怪物が灰化し、斬られた飛竜ワイヴァーン達もばたばたと頭上から落下する中、死屍しし累々るいるいたる景色が58階層に広がる。

「レフィーヤ、ティオネ！」

「い、生きてる……」

「あれだけの『魔法』をかましておいてよく言うわ」

　ティオネに抱えられたレフィーヤが階層に降り立つ。

　砲撃範囲から何とか逃れたティオナが彼女達に駆け寄り、胸の中で呆然ぼうぜんと呟くレフィーヤにティオネが一笑した。

　喜び合うのも束つかの間ま、双剣を装備したベートが彼女達に告げる。

「あのクソ竜だけは潰つぶすぞ。アイズ達はやらせねえ」

　鋭い琥珀色の瞳で辺りを睨み、衰えない戦意を剝むき出しにする。

　黒煙を上げて火の粉が舞う、焼け野原と化している58階層。

『魔法』によって存在したモンスター達の大半は撃破、あるいは再起不能にしたものの、未だ夥しい敵が階層内に散在している。頭上に空いた複数の大穴からは飛竜ワイヴァーンが次々と出現し、何より砲竜ヴァルガング・ドラゴンは健在だ。残るその数、七。

『階層無視』の砲撃を行う大火力は依然いぜん脅威である。今も上部階層を進んでいるだろうパーティ本隊を狙撃させまいと、ベートはティオネ達に言った。

「賛成よ。団長達を狙わせるもんですか」

「レフィーヤ、回復かいふく済ませておいて」

「は、はいっ!?」

　不壊属性デュランダルの斧槍ハルバードと大剣を担ぐアマゾネス姉妹が唸り声を上げる七体の砲竜ヴァルガング・ドラゴンを見据える中、ティオナに指示されたレフィーヤは肩に帯を巻き付けた筒型のバックパックを慌てて漁あさった。息も絶え絶えとなっている彼女は【ディアンケヒト・ファミリア】印の高等精神力回復薬ハイ・マジック・ポーションを急いで飲み干す。

「で、でも……な、七体も倒せるんでしょうか？」

「できなけりゃあくたばるだけだろうが。言わせんじゃねえ」

「ま、そうなるよね～」

　視界に広がる光景を前にこぼしてしまうレフィーヤに、ベート、ティオナが声を繫げる。

　甚大な殺気を灯す七体の禍々しい大紅竜に、翼を羽ばたかせながら上空を浮遊する何十匹もの飛竜ワイヴァーン、更に地上にのさばる多種類のモンスター。

　大荒野モイトラでの大群フォモールにも迫る58階層の景色にレフィーヤは気圧けおされてしまう。いつも通りの口調で喋るベートとティオナも余裕があるわけではない。

　はっきりとした死線を前に、第一級冒険者達の顔も張り詰めていた。

「……リヴェリアの緑光の加護ヴェール・ブレス、どのくらい持つと思う？」

「あのクソババアの『魔法』だ、一時間は続くだろうが……あと二戦三戦すりゃあ、効果は消えるだろうな」

　今も体を包み込む防護魔法に対し、ティオナとベートが小声を交わす。

　砲竜ヴァルガング・ドラゴンと飛竜ワイヴァーンの度重なる猛攻から彼女達を守り続けていた光の衣は削れ、薄まっていた。大火球が一発でも直撃しようものなら完璧に消し飛び、ティオナ達も燃えつきるだろう。

「……砲竜ヴァルガング・ドラゴンを始末した後、57階層の連絡路に避難よ。あそこにこもって団長達を待つ、いいわね？」

　本来ならば四方八方から殺到する無数の敵勢と交戦するのは得策ではない。

　階層の北端と南端、57階層と59階層の階段を見渡したティオネの指示に、レフィーヤ達は頷いた。

『オオオオオオオオオオオオオオオ──!!』

　やがて一体の砲竜ヴァルガング・ドラゴンが咆哮を放ち、第二戦目の合図を上げる。

　一斉に動き出したモンスター達を前に、ティオナ、ティオネ、ベート、レフィーヤは得物を構え走り出した。

　次の瞬間、





『────ガッッ!?』






　上空より飛来した影が、一体の砲竜ヴァルガング・ドラゴンの頭部を粉砕した。


「────」



　轟音を奏で地面に倒れ込む竜の巨軀。

　頭部が豪快に弾け飛んだ大紅竜の姿に、ティオナ達だけでなく、全てのモンスター達が動きを止める。

　一瞬の静寂が走り抜ける中、天井の大穴より降下し、砲竜ヴァルガング・ドラゴンの息の根を止めた影は。

　倒れた竜の死骸の中から、ゆっくりと大戦斧を引き抜いた。

「生きとるかぁ、ひよっこども」

　目深に被った兜かぶとの奥から視線を投げるドワーフの老兵に、レフィーヤ達は愕然がくぜんと双眸を見開く。

「ガ……」

「ガレス……？」

　レフィーヤの掠かすれた呟きの先を、ティオナの声が引き継ぐ。

　ベートとティオネも立ちつくす中、第一級冒険者ガレス・ランドロックの両手の中で二振りの大戦斧が銀の輝きを散らした。

『オ、オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!?』

　同胞を瞬殺された砲竜ヴァルガング・ドラゴンが怒りの吠声を打ち上げる。

　それを皮切りに動き出すモンスター達は、竜の群れのド真ん中に現れたたった一人のドワーフに殺到した。

「ガレス!?」

「ジジイッ!!」

　ティオネとベートが叫喚を飛ばす中、ガレスは纏っているマントを翻し──かき消えた。

　地面を蹴り砕き、ドワーフに相応ふさわしくない速度で一体の砲竜ヴァルガング・ドラゴンの足もとに肉薄する。

　Ｌｖ．６の能力ステイタスを存分に発揮する第一級冒険者は、眦まなじりを裂き、背に溜めた双斧を竜の足に叩き込んだ。


『──────ッッ!?』



　何の抵抗もできず片足の血肉が豪快に弾け飛び、一体の大紅竜が地に沈む。

　あまりの早業と速攻の判断にティオナ達は息を呑んだ。

　飛竜ワイヴァーンのように前肢が巨大な翼と化している砲竜ヴァルガング・ドラゴンはその実、接近戦の術すべを持たない。砲撃に特化されたモンスターは精々その長く太い尾を振るうのみであり、つまり大紅竜の懐ふところが唯一の安全地帯である。更に竜の懐に飛び込んだことで、同士討ちを恐れる他の砲竜ヴァルガング・ドラゴン達の大火球も封じた。

　数瞬攻めあぐねる大紅竜達の隙を掠め取り、ガレスは再び地を蹴り砕き移動する。

　重量は大双刃ウルガにも匹敵ひってきする主武装《グランドアックス》、そして不壊属性デュランダルの大戦斧《アックス・ローラン》を──放り捨てた。

　両手を自由にしたガレスは、足を破砕され倒れ伏す砲竜ヴァルガング・ドラゴンの尾、その先端を摑んだ。

「ふんっっ、ぐっっ、おぉぉ……!!」

　両手と全身を用いて、竜の尾を引っ張り、持ち上げる。

　硬質な紅鱗を突き破り食い込む五指が、砲竜ヴァルガング・ドラゴンの巨軀をずるっ、ずるっと引きずった。

　上空からそそがれる飛竜ワイヴァーン達の火炎弾を一切歯牙にもかけず、顔を真っ赤に充血させ、額に何本もの血管を浮かび上がらせながら。

　次には、雄々しい叫びを上げる。

「……ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　ねじられるドワーフの上半身の動きに合わせ、竜の巨軀が地から浮かび上がった。

　──まさか。

　心の声を一つにするレフィーヤ達の予感は的中する。

　そのまま回転を始めるガレス。尾を摑まれた砲竜ヴァルガング・ドラゴンもさも当然のように回転を始めた。

　体長一〇Ｍメドルに及ぶ竜の巨軀が、一人のドワーフの手によって。

『ァ、ァアアアアアアアアアアアッ!?』

　尾を摑まれた竜が悲鳴を上げる。

　突き抜けた『力』の能力値アビリティ、そして『力』を強化するドワーフ特有の『スキル』の恩恵をもって、砲竜ヴァルガング・ドラゴンを鉄球ハンマー投げのごとく振り回した。

「や、やばいっ!?」

「伏せろッッ!?」

　ティオネとベートが絶叫し、ティオナ、レフィーヤともども地面へ伏せる。

『!?』

　三回転、四回転、五回転、六回転。

　回数を積むごとに速度と破壊力は激増し、近寄ったモンスター達を一瞬で蹴散らす。同じ砲竜ヴァルガング・ドラゴンでさえ体軀に衝突しては薙ぎ払っていく。

　第一級冒険者、ガレス・ランドロック。

　ドワーフという種をまさに体現する剛力の老兵。【ロキ・ファミリア】を越えて都市オラリオ一、二を争う『力』と『耐久』の持ち主であり、生まれながらの前衛攻役アタッカー、そして前衛壁役ウォールを司つかさどる超前衛特化型だ。繰り出される[image: 拳]はいかなる敵も砕く破砕鎚となり、そのたくましい体は何ものよりも強固な盾となる。

　立ち塞がる者もの全てを撃砕し、あらゆる攻撃をもってしても屈しない彼に、オラリオの神々が与えた二つ名は──【重傑エルガルム】。

　大破した巨大ガレオン船を一人で持ち上げたという逸話いつわを持つ、【勇者ブレイバー】、【九魔姫ナイン・ヘル】と肩を並べるドワーフの大戦士だ。

「ぬぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　粉砕されるモンスター、木霊していく断末魔、そして凶悪な渦の音。

　もはや巨大な暴風と化したガレスと大紅竜は、周囲一帯のモンスターを吹き飛ばした。

「飛べぇえええええええええええええええええええええええええええいッ!!」

　仕上げとばかりに手放される竜の尾。

　莫大な遠心力を帯びた巨軀は斜め上方に飛び立ち、頭上にいた飛竜ワイヴァーンの群れを巻き込む。

　空高く投擲された竜という名の鉄球ハンマーは弧を描き、飛竜ワイヴァーン達を圧砕しながら58階層壁面に炸裂した。

　激突した岩盤が崩壊し、隕石と聞き紛うような轟音が発生する。

「……う、うそぉ」

　伏せた地面から顔を上げ、埃ほこりまみれになったティオナが頰を引きつらせる。

　舌を口から出しながら横たわる五体の砲竜ヴァルガング・ドラゴン、吹き飛ばされ原型をとどめていないモンスター達、そして視界の奥で壁面に頭部を突っ込ませた大紅竜。

　暴風が過ぎ去った後のような光景に、ベートも、ティオネも、レフィーヤも伏せた体勢で顔を痙攣けいれんさせる。

「はぁ、はぁ……ふぅ、浴びるようにドワーフの火酒が飲みたいわい」

　ことを成した張本人は肩で息をしながら、懐から取り出した高等回復薬ハイ・ポーションを酒の代わりとでも言うようにぐいっとあおった。

　乱暴に腕で口もとを拭い、呆ほうけながら地面に倒れ込んでいるティオナ達を見やる。

「何をしておる、ひよっこども。まだしばらく来るぞ、さっさと立て」

　その言葉違わず、遥か彼方の58階層の壁面に亀裂が生じた。

　徐々に修復され始めている天井の大穴からは再び飛竜ワイヴァーンの群れが飛んでくる。

　放り捨てた二振りの大戦斧を拾うガレスは臨戦態勢を崩さない。

「……ガ、ガレスさん一人いれば、何とかなるんじゃあ……？」

「無茶を言え。あんな馬鹿な真似まねが二度も三度もできるものか」

　ティオナ達とともによろよろ立ち上がって合流するレフィーヤの言葉を一蹴する。

　まぐれだと言い切るドワーフの大戦士は、双斧の刃を胸の前で交差させた。

「フィン達が来るまで凌ぐぞ。良いな？」

　飛竜ワイヴァーンの火炎に晒され焦げた鎧、ぼろぼろのマント、いくつもの傷跡。

　敢行されたあの出[image: 鱈]目な攻撃の中で被ったガレスの傷を見て、ベート達は悟った。

　これほどの力を普段ふだん振るわないのは、第一線を自分達に譲って、常に裏方に回っているからだと。

　ベート達、そしてラウル達たち若い団員を守るために。

　口を閉ざし神妙な顔をするベート達に、振り向いたガレスは、歯を剝いて笑いかけた。

「ほれ、いつもの利かん坊っぷりはどこへ行った？　さっさと暴れて、老人を労わらんかい」

　冗談めかした挑発的な物言いに、片眉かたまゆをはね上げたベート達はそれぞれの反応を返す。

「てめえみたいなジジイが耄碌もうろくするか」

「あたし、負けないもんねー」

「やっぱり人の上に立つのはできなそう、私。こーいうの見せられちゃったら」

　それぞれ好き勝手に言う血気盛んな若い冒険者達に、ガレスもまた「若造どもが」と笑う。

　武器を鳴らす彼等に対し、レフィーヤも慌てて杖を構えた。

「むっ。あれは……新種か」

　ガレスの視線の先、階層の北端に空いた57階層の連絡路から、おぞましい無数の影が吐き出されていた。黄緑おうりょくと極彩色の不気味な表皮にガレスは両眼を細める。

「ご、57階層への道が……」

「塞がれたか。まったく、次から次へと……お主等、離れるでないぞ！」

　喉を鳴らすレフィーヤの隣から、ガレスは勢いよく駆け出す。

　息もつかせぬ深層深部の脅威を目の当たりにしながら、第一級冒険者達は後れを取るまいとドワーフの大戦士に続いた。
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「隊列を変更する！　アイズ、前衛に上がれ！」

　レフィーヤを救出するため、ガレス達が縦穴に落下した直後。

　彼等と分断させられたパーティ本隊、フィン達は、モンスターの群れと交戦しては52階層を移動していた。

「ラウル達は中衛に固まってアイズを支援！　リヴェリア、殿しんがりを頼む！」

「はいっす!?」

「わかった」

　疾走しっそうを続けながらフィンは自ら不壊属性デュランダルの長槍を振るい、先頭にいるアイズの援護、あるいは彼女の剣が捉え切れないモンスターを撃破する。

　中衛位置で急場の陣形変更を素早く命じ、培つちかわれた統率力をもってパーティを牽引する。士気の低下や動揺を防ぐ力強い首領の声が苦境の中にあっても冒険者達を導いた。

　彼の指揮に忠実に従うことこそが死地を乗り切る術すべだと理解しているラウル達は、一糸いっし乱れない動きで配置を変更する。

「椿ツバキ、すまない。力を借りる」

「おう、任せよ」

　前を見据えるフィンの声に椿ツバキは口端を上げながら頷いた。

　同じく中衛に居座いすわる彼女の太刀が鞘から高速で吐き出され、モンスターを両断し、フィンとともに前方のアイズを支える。

　前衛にアイズ、真後ろにラウル達サポーター四名、彼等を守るようにその左右にはフィンと椿ツバキ。最後尾にはリヴェリアがつく。

　支援役サポーターを中心に据えた隊列はこれまで以上の速度で52階層の通路を駆け抜けていった。

「足を止めるな！」

　依然として続く下方からの砲撃を躱しながら、最低限のモンスターを蹴散らす。

『階層無視』の攻撃の前に予断は許されない。進む道さえ切り開いてしまえば討ち漏らしたモンスターは砲竜ヴァルガング・ドラゴンの大火球によって掃滅させられる。

　アイズ達の行動は進撃のみ、58階層への到達が最優先だ。

　都市面積オラリオを超える広大な深層の地図情報マップ・データを完全把握しているフィンが逐一ルート指示を飛ばし、竜の砲撃群に晒さらされる中で次階層への最短経路を提示する。一人のサポーターに大型武器等とうの荷物を集中させ、両手を空けたラウル達は短刃ダガーや槍で前衛への支援を絶やさない。

　パーティ一同を包み込むのはリヴェリアの緑光の加護ヴェール・ブレス。レフィーヤ達にも付与された全体防護魔法がアイズ達の体を発光させ、危うい攻撃から何度も身を守る。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』

　彼女達の行く手を遮るのは凶暴かつ凶悪なモンスター達だった。

　巨大蠍ヴェノム・スコーピオン、雷激の蛇サンダー・スネイク、大銀蛇シルバー・ワーム……既階層のモンスターとは一線を画する戦闘能力を持つ、深層の怪物達。階層を飛び越えて放たれる大砲撃と合わせ、強大なモンスターの数々がアイズ達【ロキ・ファミリア】の迷宮攻略を今日まで阻んできた。

「フィン、敵てき九！」

「ここは突破する！　アイズ、行け!!」

　計算されたフィンの最短経路に従いアイズが飛び出す。

　通路前方より来る怪物の咆哮に体を打たれながら、それをはね返すように少女は叫んだ。

「【目覚めよテンペスト】！」

　魔法エアリエルを発動させ、斬りかかる。

　迫りくる巨大な毒針や雷撃を全て回避したアイズの剣が、瞬く間に九の敵を蹂躙じゅうりんした。

　一閃の斬撃が風のうねりとなり、複数のモンスターをまとめて爆散させる。体を覆う防護魔法の緑光の膜とともに風の鎧が嘶いなないた。

「アイズが昇格ランクアップしてくれて助かったよ」

「目の前で無茶をやられた身としては、複雑だな」

　モンスターの壁を突き破り、以降も立ち塞がる障害を怒涛のごとく殲滅していく【剣姫けんき】の姿にフィンが呟き、階層主ウダイオス単身撃破を目の当たりにしたリヴェリアが呟き返す。

　Ｌｖ．６の能力、そして一層高まった【エアリエル】の出力をかけ合わせるアイズの突破力は以前とは桁違けたちがいであった。前回の進攻アタックでは容易たやすくねじ伏せられなかった巨大蠍ヴェノム・スコーピオンや雷激の蛇サンダー・スネイクを突進する大戦士ガレス張りに瞬殺していく。風の力を纏い前衛役をたった一人で担になってしまうアイズは、モンスター達の屍を積み重ね道を切り開いていった。

「こ、これ、自分達は必要ないんじゃあ……！」

「ラウル、精神力回復薬マジック・ポーションを用意しろ」

「は、はいっす!?」

　眼前の光景におののくラウル達サポーターだったが、フィンが彼等の傍観を許さない。

　既階層とは比べものにならないほど深層域での消耗は激しい。アイズの能力がいくら突き抜けていようと戦闘を続けていればあっという間に力つきる。先鋒で戦う少女の状態をつぶさに確認するフィンの補給指示に、ラウルは慌てて道具アイテムを漁あさった。

「ナルヴィ、アリシア、クルス。『魔剣』準備」

「「「はい！」」」

「アイズが補給に下がった瞬間、撃て」

　ヒューマン、エルフ、獣人。ラウルを除く三人のサポーターが帯剣していた『魔剣』を装備した。長槍でモンスターを屠りながら下されるフィンの言い付け通り、汗を流すアイズが中衛位置まで下がった直後、彼女達は『魔剣』を振り下ろす。

　無詠唱による即席の魔法射撃が、前方の通路、更にモンスター達を爆砕した。

　走りながらラウルから精神力回復薬マジック・ポーションを手渡されたアイズが補給を済ませ、前線に復帰するまでの僅かの間、砲火の光がモンスターの進撃を食い止める。

「下からの砲撃が止んでおるな……ガレス達か？」

「だろうね。今の内に急ごう」

　アイズを先頭に置いたパーティが破竹はちくの勢いを纏う中、揺れと衝撃が途絶とだえた階層に椿ツバキがこぼす。消えた大火球の狙撃にフィンも頷いた。

　恐らく58階層まで落下したガレス達が砲竜ヴァルガング・ドラゴンを掃討、あるいは注意を引き付けて砲撃を食い止めているのだと。

　代わりに、砲竜ヴァルガング・ドラゴンの大火球により形成された縦穴より下部階層から飛竜ワイヴァーンが押し寄せてきていた。翼を持つ飛行モンスターが『竜りゅうの壷つぼ』を経由して自由に行き来してくる。

　通路や広間ルームで頭上から飛びかかってくる敵に苦戦しながらも、アイズの風とフィンが促うながす連携で竜を撃退していくパーティは──とうとう下部へ続く階段を発見した。

「53階層……！」

　瞬く間に長階段を駆け下り次階層へ到達する。

　凄まじい進行速度にラウルが感情の高ぶりとも畏怖とも知れない息を吐き出した。

　その隣で、周囲を油断なく見回すフィンは碧眼を細める。

「新種のモンスターが出てこない……か」

　これだけアイズが【エアリエル】を行使しているにもかかわらず、『魔力』に引き付けられる芋虫型のモンスターが姿を現さない。

　束の間遭遇エンカウントが途絶えた階層を──ともすれば不気味な静寂を帯びる迷路を、パーティとともに駆けながら、ぺろっ、とフィンは親指を舐めた。

「さて、何が来るかな？」

　指の疼うずきに異常事態イレギュラーの前兆を見い出し、笑みを浮かべる。

　間もなく、フィンの予想が的中したかのように、アイズ達の進路上にどっと芋虫型のモンスターの群れが出現した。

「し、新種っす!?」

「いや待て、あれは……」

　ラウルが声を上げ、リヴェリアが視線の先の光景に顔を険しくする。

　幅広の通路を埋めつくす芋虫型、その中でも殊更巨体を持つ大型の上に、紫紺の外套フーデッドローブが揺らめいていた。

「24階層の……！」

　全身を布で覆い不気味な紋様の仮面を被ったその存在に、アイズは記憶を呼び起こされる。

　怪人クリーチャーレヴィスとの戦闘の中で『宝玉の胎児』を回収しどこかへ持ち去った、恐らくは彼女の共謀者だ。

「人、なのか……？」

　四肢にはブーツと銀のメタルグローブ、歴とした人型。振り落とされることなくモンスターの上に立つ不気味な存在に椿ツバキも右眼を訝いぶかしげに曲げる。

　足を止めず走り続けてくるアイズ達に対し、外套フーデッドローブの人物は右腕を突き出した。

　その動きに合わせ芋虫型の群れは横並びの列をいくつも作り、下、中、上、とまるで階段のように頭部の高さを調整する。

『殺ヤレ』

　次の瞬間、口腔こうこうを勢いよく開口し、夥おびただしい腐食液を放出した。

「っ!?」

「転進！　横穴に飛び込め!!」

　津波と見紛う大量の腐食液がアイズ達のもとへ押し寄せた直後、フィンの命令が間一髪かんいっぱつパーティを通路の横穴に離脱させた。

　最後に避難したリヴェリアの背後で、まるで血管に汚泥おでいを流し込んだかのような光景が広がる。怪物の体液で満たされた通路が瞬く間に壁面と天井を溶かされ、ジュウウウッという腐食音に加え、鼻を突き刺す異臭と膨大な煙を発生させた。

「ふ、腐食液の一斉射撃……!?」

　顔を引きつらせるラウルが呻き声を上げる。

　統率をもって操られるモンスター達が放つまさかの集中砲火。アイズの風でも生半可な出力では全てを食い止められまい。

　通路を洗い迷宮ごと溶かす防御不可能の攻撃に、サポーター達が青ざめた。

「立て、来るぞ！」

　腐食した通路の奥、砲撃地点から押し寄せるいくつもの多脚音にラウル達は慌てて立ち上がる。フィンの声に促されるパーティはアイズを先頭に横穴の先へ駆け出した。

「兵隊のごとく新種を操るか……あのローブの人物も、例の女と同類ということかな？」

「……っ！」

　長槍を持って疾走するフィンの呟きに、アイズが眉目を揺らす。

　例の女──レヴィスと同類。つまりは怪人クリーチャー。

　彼女と同じように極彩色のモンスターを行使する相手に少女の心が乱れる中、「しかし神出鬼没だな」とフィンは続けた。

「結局なんなのだ、あやつは？」

「早い話、調教師テイマーだ」

「なんと、あれほどの化物どもを御ぎょするというのか！」

　リヴェリアの端的な解答に椿ツバキは一驚を喫する。

　深層のモンスターの大軍を操る出[image: 鱈]目な相手に息を呑むラウルともども驚愕を禁じえないでいると、進路方向から再び芋虫型の群れが出現する。

「待ち伏せ!?」

　サポーターの悲鳴を呑み込む腐食液の一斉砲撃。先程の光景を巻き戻すかのような攻撃にアイズ達は転進を余儀なくされる。

「ま、また現れたっす!?」

「三時の方角からも来ます!?」

　方々ほうぼうから押し寄せる芋虫型にラウルとサポーター達が絶叫じみた報しらせを続々と上げる。砲撃音と腐臭、そして溶解した別モンスターの断末魔が響き渡る中、フィンの指示のもとアイズ達は53階層内を逃走した。

『逃ノガスナ、巨蟲ヴィルガ』

　芋虫型の集団とともにアイズ達の後方につく外套フーデッドローブの人物は、多数の食人花も引き連れ執拗しつように追跡してくる。

「誘導されている……！」

「まさかモンスターから戦術を食らう羽目になるとはね」

　モンスター達の配置と自分達の逃走経路、そのことごとくが交差する状況にリヴェリアが頰を歪ゆがめ、フィンもまた彼女の声に頷く。

　外套フーデッドローブの人物に統率された芋虫型が進路を限定し、間違いなくパーティを追い込んでいる。

　包囲網が狭まっていく感覚。全て怪人クリーチャーである敵の[image: 采]配さいはい通りなのか、逃げ場のない袋小路に追い詰められる悪寒をアイズ達は滴したたる汗とともに味わった。

（……だが、何かを探している？　アイズか？）

　焦燥がパーティを満たす最中さなか、フィンは一人、後方を一瞥いちべつする。

　驀進する大型の芋虫型の上で指揮する謎の外套フーデッドローブの人物。仮面に遮さえぎられていようが、視点の動きと視線の気配をフィンは的確に感知した。

　今も先頭をひた走り自分達の陰で隠れている金髪金眼の少女を見やり、思考する。

　目的は、レヴィス達が狙っていた通りアイズの生け捕りか。

　あるいは敵対勢力と見なされたフィン達【ロキ・ファミリア】の殲滅か。

　一瞬外套フーデッドローブの人物と視線を絡ませたフィンは、己の瞳を鋭くする。

「フィン、追い詰められるぞ!?」

「……」

　敵の思惑通り逃走先を導かれている状況にリヴェリアが声を張る。

　頭の中で53階層の広大な地図マップを広げるフィンは、自分達の現在位置、そして付近の位置情報を把握した瞬間、顔を上げた。

「左折しろ、アイズ！」

　数ある通路の中から一本の道にアイズが折れると、その先は長大な通路、一本道だった。

　パーティが通路の半ばまで移動した直後、フィンは大声を上げる。

「迎え撃つ！　反転!!」

　まさかの指示に度肝を抜かれるラウル達は──それでも首領の言葉を信じた。

　歯を食い縛って逃げる足を押さえ込み、振り返る。前衛のアイズと後衛のリヴェリアが入れ替わり素早く配置ポジションを変更チェンジした直後、逃走してきた道の奥から外套フーデッドローブの人物が率いるモンスターの本隊が現れた。

　おぞましきモンスターの群れに、アイズが前に出て魔法エアリエルの出力を高める。

「──盾三枚、並べろ!!」

　すかさず放たれた団長のその疾呼に、団員達はもはや条件反射で従った。

　ラウルを除くサポーター三名が、バックパックに取り付けられた大盾を引き剝はがし、敵正面、三枚を隙間なく並べる。

「アイズ!!」

　間髪入れず続いたフィンの一声に、背後を瞥見するアイズは瞠目し、そして次には全てを理解した。

　ぐっと膝を溜め、後方宙返り。

　ダンジョンの地面を粉砕しながら背後へと跳び──着壁ならぬ、着盾。

　サポーター達が並べる大盾の壁をブーツで踏み締め、《デスペレート》を構える。

　うねりを上げる大気流、震える銀の剣。

　一瞬後に発生する衝撃にサポーター達が顔を緊張させ、ぐっと腰を落とし、更にラウルが肩からぶつかり仲間の体を全身で支えた。

　次の瞬間、アイズはその技の名を唇に乗せる。

「リル・ラファーガ」

　盾を蹴りつけ、風の弩砲が繰り出された。

『!?』

　追ってきた外套フーデッドローブの人物が肩を揺らす。

　支えとなった大盾を後方に弾き飛ばし放たれた風の螺旋矢。逃げ場のない一本道に誘き出されたことを悟る怪人クリーチャーは、迫りくるアイズの必殺に対し叫び声を上げた。

『巨蟲ヴィルガ!?』

　間を置かず放出される芋虫型の一斉砲火。

　腐食液の巨流と風の螺旋矢が激突し、瞬く間に風の一閃が打ち勝つ。

『──』

　砲撃を強引に押し返し急迫するアイズの必殺に、外套フーデッドローブの人物は緊急回避した。

　通路天井の隅に跳躍する仮面の下で、モンスターの大群が風の螺旋矢に呑み込まれる。

　縦一列に並んでいたモンスターがまとめて貫かれ、一掃。続けて紫紺の外套フーデッドローブのもとに吹き寄せるのは凶悪な暴風だった。

　ばさばさと衝撃波に殴られながら、仮面の奥から呟きが漏れる。

　馬鹿なっ、と。

「手間取らせてもらったよ」

『ッッ!?』

　天井に浮かぶ外套フーデッドローブの人物に繰り出されたのは、長槍だった。

　アイズが通路の最奥まで駆け抜け迷宮を爆砕する中、必殺リル・ラファーガの後に続いてきたフィンが、敵の動揺回復を待たず攻撃を仕掛ける。

　向かってくる不壊属性デュランダルの銀槍を、外套フーデッドローブの人物は振るったメタルグローブで何とか弾き返した。

「怪人きみ達の中でも力の格差は存在するようだね」

『……ッ!?』

　壁面を蹴りつけ着地した相手とフィンは近接戦を繰り広げる。

　槍の乱れ突きにメタルグローブが必死の防戦を重ねた。フィンの圧倒的な槍術の前に敵は反撃もままならない。

　目の前の怪人クリーチャーはレヴィスより弱い。

　あの赤髪の女と18階層で交戦した経験のあるフィンは瞬時に見抜く。

　視界の下方より打ち出され、なお加速する小人族パルゥムの連撃に、外套フーデッドローブの人物は堪らず叫喚を打ち上げた。

『食人花ヴィオラスッ!!』

　槍の追撃を潰すように地面から無数の黄緑おうりょくの触手が撃ち出される。

　フィンが退しりぞく横で、一本道に空いた横穴から複数の食人花が押し寄せた。

　迷宮内に穿孔させた数え切れない触手が天井、壁面、地面から飛び出し、四方八方から黄緑の雨をそそがせる。そして槍を旋風のように振り回し全弾を捌き切るフィンへ、外套フーデッドローブの人物は逆襲せんと飛びかかった。

　周囲の者達を置き去りにする高速の攻防。遥か通路の先ではアイズが殺到する芋虫型をせき止める乱戦音が轟いてくる中、戦場を一本道から横穴に移すフィンと怪人クリーチャーの間で銀槍と銀[image: 拳]の激しい応酬が交わされる。

　そして、食人花の援護を受ける外套フーデッドローブの人物が、触手の集中攻撃を発動させ、自らも畳たたみかけようとした──その間際。

『ギッッ!?』

　お返しとばかりの援護射撃──一本の矢が、外套フーデッドローブの肩部に突き刺さった。

「あ、当たったっす……」

　フィンの遥か後方、弓を構えているラウルが呆然とこぼす。

　怪人クリーチャーは即座に肩から矢を引き抜き、握り締めてぼきっと破砕する。

「効いてないっす!?」

「いや、でかした、ラウル」

　情けない悲鳴を上げる男性団員に笑みを浮かべながら、フィンは食人花の触手をまとめて切り払った。

　次の瞬間、長槍が切り開いた一本の道を紅の袴が疾走する。

「これは──斬っていいのだな？」

『──』

　結わえた黒髪をなびかせる椿ツバキが怪人クリーチャーの正面に躍り出る。

　体勢を崩されている外套フーデッドローブの人物に逃げる暇を与えず、細められた右眼が太刀を抜刀した。

　鞘から放たれた神速の居合斬りが、敵に命中する。

『グッ──ァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!?』

　装着されたメタルグローブごと、敵の右腕が切断される。

　舞い上がる己の腕に絶叫を上げる怪人クリーチャー。咄嗟に側面へ倒れ込むことで何とか直撃を回避した相手に、椿ツバキが追い打ちを仕掛けた。

『──食クラエッ!?』

　だが、敵の叫喚が一体の食人花を呼び寄せた。

　椿ツバキの太刀が届くより先に、醜悪な花口が外套フーデッドローブの人物を丸呑みにする。

「なにっ」

　長軀の一部を太刀で斬られ悲鳴を上げながら、食人花は食らった怪人クリーチャーごと逃走を図る。

　触手で舞い上がった右腕を回収し横穴の奥へ。驚愕する椿ツバキが追おうとするが、その前に、詠唱を進めていた王族ハイエルフが呪文を完成させた。

「──【ウィン・フィンブルヴェトル】!!」

　三条の吹雪が撃ち放たれる。

　奥の突き当たりまで横穴を丸ごと凍いてつかせる氷結魔法。

　背を向けて逃走していた食人花を一瞬で凍りつかせ、蒼氷そうひょうの世界に閉じ込めた。

　氷漬けとなり動きを停止させたモンスターに、今度こそと椿ツバキは意気揚々いきようようと走り寄る。

「……むっ？」

「どうした、椿ツバキ？」

　食人花の氷像を砕き、呑み込まれた怪人クリーチャーに太刀を構えていた椿ツバキは、一度いちど動きを止めた後、目を見張った。

　残った他のモンスターをフィンとラウル達が後方で撃退する中、リヴェリアが駆け寄ると、彼女の目にもそれが飛び込んでくる。

「ローブだけ……？」

「まさか、逃げたというのか？」

　砕かれた食人花の口腔に残されていたのは、もぬけの殻からと化した外套フーデッドローブ、そして凍りついて砕かれた仮面だった。切断された右腕も紫紺の布切れとメタルグローブを残し、肝心の中身が存在しない。

「吹雪で視界が塞がれたあの一瞬で、魔法から逃のがれた？」

「信じられん……何という早業、いや逃げ足だ」

　啞然とするリヴェリアの隣で、椿ツバキが苦い顔で唸る。

　顔を上げた彼女達の視線の先には、横穴から派生する細い通路が錯綜する迷路に繫がっていた。

「リヴェリア、椿ツバキ」

「すまない、フィン……逃のがしたようだ」

「どうする、追うか？」

　ラウル達サポーター、そしてモンスターを殲滅して帰ってきたアイズを引き連れるフィンに、リヴェリアと椿ツバキは振り返る。

　フィンは、凍結した食人花の長軀の中に散らばる紫紺のローブ、そして金属製の手袋グローブを一瞬いっしゅん観察した後、顔を横に振った。

「今はガレス達との合流を優先する。58階層へ急ごう」

「わかった」

　仲間の安否を危あやぶむフィンの判断に異議を唱える者はいなかった。

　追い込んでおきながら取り逃がしてしまった怪人クリーチャーの存在に思うところはあるものの、一行は下部階層への進行を再開させる。

「アイズ、また前衛を頼む」

「うん」

　フィンの声にアイズが頷く。

　駆け出していく冒険者達の背中を、雪と霜に覆われた外套フーデッドローブが見つめていた。
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　58階層の戦闘は苛烈を極めていた。

　今も57階層への連絡路から溢れ出す巨大な芋虫に退路を塞がれた冒険者達は、生き繫ぐため多くのモンスター達と交戦を続ける。

　この深層においても特異の存在である芋虫型は数えるのも億劫おっくうな大群を形成し、ガレス達と、そして他のモンスターにも攻撃の矛ほこ先を向けた。『魔力』と『魔石』に反応しては襲いかかる先天的な習性が戦場を混戦へと導く。

　腐食液で溶かし悶え苦しむ相手をその大口で『魔石』ごと喰らう芋虫型、溶けるのも構わず牙や爪を突き立てる凶暴なモンスター達、頭上より火炎の連弾を見舞う飛竜ワイヴァーンの群れ。

　破鐘われがねの咆哮と獣の雄叫び、竜の息吹が58階層の中で絡み合う。

「ここらへんの階層っていつもこんなことが起きてるの!?」

「知るかッんなもん！」

　怪物の激しい同士討ちがそこかしこで起こる中、ティオナとベートが周囲のモンスターを蹴散らし、壁面を破って産まれたばかりの砲竜ヴァルガング・ドラゴンに攻めかかる。敵もろとも味方を吹き飛ばす大火球を阻止せんと、『魔剣』を装塡した銀靴の氷蹴と、不壊属性デュランダルの大斬撃の連携で、大紅竜の息を止める。芋虫型の介入で幾分か戦場を動きやすくなったことが唯一の幸運だった。

　すかさず放たれた腐食液を二人が回避する中、最悪の三つ巴が続いていく。

「日夜にちや戦争でもしとるのか、モンスターどもは」

　芋虫型の習性を恐れ、ティオネに守られるレフィーヤが迂闊に詠唱を行えない中、マントをはためかせるガレスは獅子奮迅の働きをする。

　砲弾のごとき凄まじい突撃から武器を振り抜き、その二振りの大戦斧をもってあらゆる敵を駆逐していった。

　接近に反応した芋虫型の群れが腐食液を放出するものの、

「それはもう見た」

　あっさりと回避し、地面に向かって《グランドアックス》を一閃スイングする。

　抉り取られた岩盤の散弾が遠距離武器となって芋虫型に炸裂し、体中を穴だらけにされたモンスター達は体液をぼとぼとと流しながら破裂した。

　残った芋虫型に、ドワーフの大戦士は不壊属性デュランダルの斧を振り上げる。

「ぬりゃあッ!!」

『ガッッ!?』

　大縦断の一撃が抵抗する暇も許さず大型の個体を両断した。

（しかし、この薄気味悪いモンスターども……）

　約八時間にも及ぼうかという激戦の中で衰えない立ち回りを演じるガレスは、兜の下で怪訝な表情を浮かべる。ドワーフの眼差しが観察するのは芋虫型の動きだった。

（北端の57階層からモンスター達を喰らいつつ、広間の中央に移動……南下しておる）

　未だ57階層の連絡路から途切れない新種モンスターの進撃に、ガレスは背後を一瞥する。

　先にあるのは階層南端、次階層への入り口であった。

（こやつら全て、59階層……あるいは更に下の階層を目指しておるのか？）

　深層域に出現し暴れ回る芋虫型が目指す地帯エリア、もしくは還る場所。

　暗闇が溜まる未到達領域への入り口に瞳を細めながら、ガレスは意識を戦闘に戻した。

「砲竜ヴァルガング・ドラゴン……！　まだ来るの!?」

　再び階層より産まれ落ちた大紅竜に、汗を滴らせるティオネが悪態をつく。

　舌打ちを鳴らすベート、「にゃろー」と手首を振るティオナ、息の上がっているレフィーヤ、長時間の戦闘に若い冒険者達は滲にじみ出す疲労を隠せない。

　地面を砕いて階層中央に現れた砲竜ヴァルガング・ドラゴンに、疲れ知らずの強[image: 靭]性タフネスを発揮するガレスも駆け付けようとした──直後。

「【ウィン・フィンブルヴェトル】！」

　大吹雪の魔法が階層真北より放たれた。

　大紅竜だけでなく周囲一帯のモンスターが氷漬けになる中、見張られたティオネ達の瞳に、金の斜線が映り込む。

「っ!!」

　矢のように空中を疾走した金髪金眼の剣士──アイズが砲竜ヴァルガング・ドラゴンの氷像を打ち砕いた。

　振り下ろされた《デスペレート》が凍った竜の頭部を断ち切り、そのまま粉々になった氷の塊が轟音を立てて地面に落下していった。

「アイズさん!!」

「リヴェリア！」

　現れた仲間の姿にレフィーヤとティオネの歓呼が飛んだ。

　階層中央に着地したアイズに、その後方からはリヴェリアとフィン、椿ツバキ。ラウルを含めた四名のサポーターも無事な姿で駆け付けてくる。

「団長～～～っ!?」

「喜ぶのは後だ！　残存するモンスターを掃討する!!」

　俄然がぜん元気になるティオネを半ば無視し、フィンは団員達に指示を出した。

　派閥首領の力強い声に、気力を取り戻すベート達はアイズ達と協力して残った敵の処理に当たる。

　サポーター達の援護が光る中、芋虫型も、飛竜ワイヴァーンも、死骸あるいは灰の山となって地面にうずたかく積まれた。

「アイズさん、大丈夫でしたか!?」

「うん、平気……みんなは？」

「ガレスのおかげで何とかなったよ！」

　出現し続けていたモンスター達の長い産出幕間インターバルに入ったのか、周囲で何かが動く気配はない。砲竜ヴァルガング・ドラゴンが開けた天井の大穴も全て修復され、58階層にようやく沈黙が訪れる。

　合流したアイズとレフィーヤ、ティオナは手を取って喜び合った。

　フィンとリヴェリアがガレスに労りの声をかけ、呵々と笑う椿ツバキが苦笑するティオネと嫌そうな顔をするベートの体を叩く。涙ぐむラウル他サポーターはバックパックを下ろし、素早く補給道具アイテムを配っていった。

「おおッ、これがあの馬鹿げた砲撃をかましてきおった竜の牙か!?　こちらには鱗うろこも!?　ぜひぜひ持ち帰らせてくれ!?」

「すまない、椿ツバキ。後にしてくれ」

　モンスター達の死骸の中にある『砲竜の牙』と『砲竜の紅鱗』、他にも多数の武器素材ドロップアイテムにはしゃぎ回る鍛冶師スミスに対し、フィンが温度差をもって対応する。というか大き過ぎて帰りの道でなければ運べない、探索の邪魔になる、と至極真っ当な意見を送った。

　一行は階層の南端に移動し、フィンの指示のもと休憩レストを挟む。

「パーティは二分されたが、58階層を攻略できたか……幸先さいさきが良いのか悪いのか」

「はッ。初見じゃなきゃどうにでもなるっての」

　リヴェリアの言葉にベートが鼻を鳴らす中、強がりにも聞こえるその発言に「さっきまでゼェゼェ言ってたくせにー」とティオナがからかう。「そりゃテメェのことだろう!?」と怒鳴り散らすベート達を中心にレフィーヤやラウル達が笑い出し、パーティには弛緩しかんした空気が流れた。

　回復薬ポーションと精神力回復薬マジック・ポーションをゆっくり飲む団員達、ルルネから譲り受けた携行食を全て分けるアイズ、鍛冶道具一式を取り出し淀みなく冒険者達の武器に応急の整備を施す椿ツバキ。

　地面に座り込み、未到達領域を目前にする一団の間で、束の間の休憩レスト風景が広がった。

「……」

「団長？　どうしましたか？」

　アイズ達が息をつく中、ティオネがふとフィンに声をかける。

　長槍を携え、たたずみ、休むパーティに背を向ける小人族パルゥムの正面に広がるのは、階層南端に空いた暗い大穴。

　距離を置いて59階層の連絡路と対峙たいじするフィンは、暗闇の奥をじっと見据える。

「【ゼウス・ファミリア】が残した記録によれば、59階層から先は『氷河の領域』……」

「は、はい。至るところに氷河湖の水流が流れ、進みづらく、極寒の冷気が体の動きを鈍らせると……」

「サ、火精霊の護布サラマンダー・ウールは準備済みっす。他派閥に頼んで譲ってもらったものもあるっすけど、サポーターも入れて人数分はしっかり」

　フィンとティオネの59階層の会話に、慌てて立ち上がったラウルがバックパックから鮮やかな紅の衣を取り出す。防寒の属性が備わる火精霊の防具だ。

　団員達の反応を他所に、フィンはその湖面のような碧眼を連絡路に縫い付け、言う。

「第一級冒険者の動きを凍てつかせるほどの恐ろしい寒気……なら、その階層を目前にしている僕達のもとに、どうして冷気が伝わってこない？」

　彼の分析に、はっとティオネとラウルは肩を揺らす。

　パーティが待機しているのは階層南端、59階層に直通する連絡路前。にもかかわらず、何故なぜ目の前の大穴から冷気の欠片も伝わってこないのだと、フィンはそう言っていた。

　彼等のやり取りを耳にしていたアイズ達が、一人、また一人と武器を携え立ち上がる。

「何かあるってのか」

「わからんが……【ゼウス・ファミリア】の誇張とは考えにくいのう」

　穴を見据えるベートに、兜を被り直すガレスがこぼす。

　無視できない状況に誰もが冒険者の顔を纏った。

「……」

　パーティが緊張感を灯し始める中、アイズは。

　約二十日前、24階層で投げかけられた言葉を思い出していた。

　──『アリア』、59階層へ行け。

　──ちょうど面白おもしろいことになっている。お前の知りたいものがわかるぞ。

　人ならざる赤髪の女はアイズにそう告げた。

　この先に広がる59階層に、何かがあると。

　アイズの知りたいものが存在すると。

　深い地中の底に続く穴を前に、アイズは知れず剣の柄をぎゅっと握った。

　彼女の腰具に鎖で結ばれた水晶が、ほぅ、とあたかも起動したかのように淡い光を放つ。

「だ、団長、どうするっすか……？」

「……火精霊の護布サラマンダー・ウールはいい。総員、三分後に出発する」

　右手の親指を舐めるフィンは、鋭い眼差しを連絡路にそそぎながら指示を出す。

　直ちに準備を済ませ、休憩レストを終えるパーティ。武器を装備し隊列を組んだアイズ達は目の前の大穴へ足を踏み入れた。

「寒い、どころか……」

「……蒸し暑い、ですね」

　暗闇に包まれる連絡路の中でラウル達サポーターが携行用の魔石灯に明かりを入れる中、ティオナとレフィーヤが汗をうっすらと滲ませる。

　情報にはない湿った空気に誰もが口を閉ざし、胸騒むなさわぎを覚えた。遥か下へと続く階段を進みながら周囲の物音一つにさえ敏感になる。

　かつん、かつん、と。

　階段を降りる冒険者達の足音が響いていく。

　暗闇の底へ底へ。

　底を進んだ先にある、光のもとへ。

「フィン、これは……」

「ああ、今から僕達が目にするものは……」

　背後からかけられるリヴェリアの声に、フィンは頷いた。

「誰もが、神々でさえ目撃したことのない──『未知』だ」

　そして、光の先へ到達する。

　連絡路の階段を下り終えたアイズ達は、未到達領域59階層へ進出した。


「──────」



　視界に広がった光景に、誰もが言葉を忘れる。

　そこに氷河などありはしない。

　高くそびえる氷山や蒼水の流れなど存在しない。

　アイズ達の瞳に映ったのは、不気味な植物と草木が群生する、変わり果てた59階層の景色だった。

「……密林？」

　湾短刀ククリナイフを装備するティオネが、顔を振りながら啞然あぜんと呟く。

　直上の58階層の規模を超える広大な『ルーム』には緑一色に染まった樹や蔦つたが生えていた。連絡路直前の空間に密生する背の高い樹林。地面には青い草原と毒々しい極彩色の小輪を揺らす花々。閉鎖空間である階層の壁面、遥か彼方の四方は緑壁がそびえ、大きさの異なった無数の蕾つぼみが垂れ下がっている。

「これって、24階層の……？」

　杖を胸に抱き、レフィーヤは喉を震わせながら呟いた。

　巨大花に寄生され変貌した24階層の食料庫パントリー、苗花プラントと酷似した光景にベートも目を細める。

　アイズもまた口を引き結び辺りを見回していると、うろたえているサポーター達の中で、ラウルが顔を上げた。

「音おと、が……」

　連絡路から正面、階層の中央付近より響く、奇怪な音響。

　何かを咀嚼しては、何かが崩れ、何かが時折震えるような細く甲高かんだかい声音。

　視界を塞ぐ密林の奥から届いてくる謎の響きに、立ち止まるパーティの視線は一人の小人族パルゥムのもとに集まった。

　長槍を持つフィンは、間もなく命じる。

「前進」

　首領の声に一団は動き出した。

　通り道のように切り開かれた密林の一本道を、ベートとティオナを先頭にして進んでいく。

　誰もが密林の左右に視線を走らせた。何が出てこようが対応できるように、取り乱さないように。

　真上を仰げば数十Ｍメドル先の天井には燐光が灯っている。緑肉に一部分が覆われていない頭上の景色だけが、この変容した階層が自分達の知るダンジョンである事実をアイズ達に知らせた。

　大きくなっていく音響に誘いざなわれるように直進を続けること数分。

　密林が消え、視界が一気に広がった冒険者達の目に、それは飛び込んできた。

「……なに、あれ」

　大双刃ウルガを携えるティオナの唇から、声がこぼれ落ちる。

　樹林が姿を消し、灰色の大地が広がる大空間。

　荒野と見紛う階層の中心には、夥しい量の芋虫型と食人花のモンスター。

　吐き気を催もよおすほどの怪物の大群が囲むのは、巨大植物の下半身を持つ、女体型だった。

「『宝玉』の女体型モンスターか」

「寄生したのは……『タイタン・アルム』、なのか？」

　頰に皺しわを寄せるガレスの横で、リヴェリアがとあるモンスターの名を口にする。

　深層域に棲息する巨大植物のモンスター。同胞だろうが冒険者だろうが手当り次第捕食する『死体の王花』である。

　巨大植物タイタン・アルムの女体型に、芋虫型は口腔こうこうから舌のような器官を伸ばし、先端にある『極彩色の魔石』を差し出していた。食人花も巨大な顎あぎとを開き、口内にある『魔石』を露出させている。

　捧げられる『魔石』を、女体型は貪欲に取り込んでいた。

　巨大植物の上部に存在する上半身は、50階層で遭遇した芋虫型の女体型と相似している。無数の触手で極彩色の供物を片っ端から貪り、『魔石』を吸収された側から芋虫型と食人花が続々と灰へと朽ちていった。

「まさか、あれほどのモンスターを喰らってきたというのか？」

　見張られた椿ツバキの右眼に映るのは、女体型の周囲に積まれた塩塊のごとき膨大な灰粉である。

　同時に、レフィーヤ達は気付いてしまった。

　今も自分達が踏みしめているこの灰色の大地は、尋常ではない数のモンスター達が灰へと果てた死骸そのものなのだと。

「不味まずいっ……！」

　団員達が戦慄する中、フィンが顔を歪める。

「『強化種きょうかしゅ』か……!?」

　ベートもまた顔の刺青いれずみを歪めて呻いた。


「────」



　そしてアイズは。

　鼓動の音を聞いていた。

　鼓膜が張り裂けるような心臓の悲鳴を。

　視線の先の存在に喚起される血のざわめきを。

　次の瞬間。

　対応に乗り出そうとするフィン達の視線の先で、変化は起こった。

『──ァ』

　上半身を起こす女体型、醜怪な頭部から落ちるかすかな声音。

　周囲のモンスター達を喰らい、ちょうどその半分を消した頃ころ。

　女体型の上半身が、蠕動ぜんどうのごとく打ち震えた。

『──ァァ』

　醜みにくい上半身が蠢くように震え続け、一気に肉が盛り上がる。

　フィン達が驚倒する最中さなか、恍惚こうこつの息を漏らす女体型の上半身から──蛹さなぎから羽化するように、美しい体の線を持った『女』の体が産まれる。

『──ァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!?』

　歓喜の叫びが迸ほとばしった。

　鼓膜を破壊されるかのような恐ろしい高周波に冒険者達は両の耳を塞いだ。

　膨れ上がった肉の殻を裂いて現れる『女』は仰のけ反ぞり、天を仰ぐ。

　背に流れる長い頭髪は光沢を帯びた美しいものに。

　瑞々しい両腕、胸や腰といったなだらかな上半身を覆うのは、極彩色の衣ころも。

　地底の天井を見上げ喜びに打ち震えるその横顔は、女神にも劣らない美貌を誇る。

　緑色りょくしょくの髪に緑色りょくしょくの肌、緑色りょくしょくの上半身。

　瞳孔も虹彩こうさいも存在しないその瞳だけが、淀みのかかった金色こんじきであった。

　変貌するのは人型の上半身だけにとどまらず、異形の下半身もまた組成を変容させ、巨大な花弁はなびらや無数の触手を出現させる。

　怪物の下半身に、天女と見紛う上半身を持つ巨大生物が、59階層の中心で産声を上げた。

「なっ、何だっていうのよ、アレ……!?」

　未だに続くあまりの声量に、耳を手で塞ぎながらティオネが呻く。

　歓喜の歌を紡ぐ正体不明の存在に、誰もが戦慄の眼差しを向けた。

「……うそ」

　そんな中で、一人、アイズは。

　耳を塞ぐのも忘れ、愕然と立ちつくす。

　血のざわつきが頂点に達し、頭の奥で耳鳴りが発生し、唇が震え出す。

　噓うそ、あれは、まさか、そんな、本当に──。

　いくつもの言葉が弾ける中、全身に流れる血の流れが共鳴を引き起こすかのようにドクンッと揺らいだ。

　果たして、向こうもそれは同じだったのか。

　天に叫んでいた『彼女』は、ぐるりと首を回し、アイズを見つめ歓声を上げる。

『アリア──アリア!!』

　己に向かって嬉しげに『アリア』と連呼する異形の存在。

　その金色こんじきの双眸と視線を絡ませるアイズは、確信した。

　立ち竦みながら震える唇を開く。

「『精霊』……!?」
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「──ウラノス!?」

　アイズの腰具に取り付けられた『目』を通し、水晶に映し出された映像に、フェルズは振り返りながら絶叫した。

　ギルド本部地下、地下神殿。

　黒衣の人物の叫びに、その映し出された光景に、神座に座すウラノスは蒼色そうしょくの瞳を細めた。

「やはり、か」

　呟きの後に、信じたくなかったが、と続けウラノスは語り出す。

「古代、神々われわれの意志を受け取り、英雄に助力した数々の『精霊』達……このオラリオの地で彼等とともに散っていった内の、一柱か」

　水晶の中で笑い続けている『彼女』を見据え、眉間みけんを歪める。

　──神々が降臨する以前、『古代』まで、精霊は神意を受け取る受信器アンテナの役割を担っていた。

　下界から怪物モンスターを排除するため、一部の神々が放った人類の導き手であり、武器。

　現代の『神の恩恵ファルナ』とほぼ同義の役割を持っていたのである。

　人類、ひいては英雄達の多くが精霊の加護を授かり、彼女達の声を聞き届けモンスターを駆逐していった。

　そんな中でも、全ての元凶であるダンジョン、旧オラリオには多くの精霊が遣わされた。

　紡がれた『迷宮神聖譚ダンジョン・オラトリア』。

　今も受け継がれる史実の正体は、精霊を通し神々に導かれた、英雄達の闘争の歴史である。

　力ある『古代の精霊』にまつわる話に、フェルズは息を呑みながら水晶に向き直る。

　つまり、映し出されているあの存在は──。

「ダンジョンにもぐり、察するにモンスターに喰われ、なおも自我を保ち続けた存在」

「千年以上も生き続けていたというのか!?」

「ああ。そしてモンスターに喰われたことにより、その在り方が反転した……」

　弱肉強食。モンスターの理ことわり。

　怪物に取り込まれた『精霊』は今や、喰らう、奪う、溺れる、の原始的な欲求に支配された化物に成り果てた。

「神々われわれの子とモンスターの融合……これも、下界の可能性か」

　呟くウラノスは何かを耐えるように瞑目する。

　やがて目を開けた老神は、視線を険しくしながら水晶の『彼女』を見据えた。

「あれはもはや、『穢けがれた精霊』だ」
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「『精霊』……!?　あんな薄気味悪いのが!?」

　アイズの言葉を聞き、視線の先の存在に向かってティオナが叫ぶ。

　動揺する冒険者達の視線を浴びる『彼女』は、禍々しく、毒々しく、美しかった。

　巨大な怪物モンスターの下半身に、己の有り様を忘れたように極彩色の衣ころもを纏う『精霊』の上半身。

　おぞましき神聖さ、嫌悪感を伴う美醜の混在。

　圧倒的な忌避感を振り撒く『穢れた精霊』のその威容に、一同はうろたえる。

「……新種のモンスター達は、女体型をあの形態まで昇華させる触手に過ぎなかったのか」

　体高一〇Ｍメドルを誇る異形の存在に、フィンは瞳を細めた。

　他たのモンスターを優先的に狙う芋虫型や食人花の生態を顧みて推測する。もしかしたならば『魔力』そのものも、視線の先の存在には重要な栄養源エネルギーなのかもしれない。

　階層中のモンスターを喰らい、『魔石』をかき集め、本体のもとに届ける。まさに触手だ。

　フィンの視線の先で、『彼女』は笑い続けながら一人の少女に向かって呼びかける。

『アリア、アリア!!』

　まるで子供のように『アリア』と呼び続け、たどたどしく言葉を紡ぐ。

『会イタカッタ、会イタカッタ！』

「……っ!?」

『貴方モ、一緒イッショニ成ナリマショウ!?』

　アイズに向けられている言葉の羅列に、ばっと彼女へ振り返るティオナ達。

　リヴェリア達は何かを察しつつあるのか、緊迫した表情を浮かべる。

『──貴方ヲ、食タベサセテ？』

　そして、精霊であったものは三日月の笑みを浮かべた。

　次の瞬間、『魔石』を献上していた残る芋虫型と食人花が、勢いよく反転する。

『彼女』の黒き意志に従うように、冒険者達へ──アイズへ照準を向ける。

　ほぼ同時に、階層の出入り口である連絡路が轟音を立てて緑肉で塞がれた。

「総員、戦闘準備!!」

　誰よりも早く上がるフィンの号令。

　閉ざされた退路に動揺することも許さない鋭い首領の声に、混乱しかけているティオナ達の体は反応し、武器を構える。

　アハッ、という『彼女』の一笑とともに、戦端は開かれた。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　破鐘われがねの吠声を響かせ五十を優に超える芋虫型と食人花がアイズ達のもとに驀進する。

　押し寄せる黄緑おうりょくと極彩色の塊に、冒険者達は不壊属性デュランダルの武器を抜いた。

「フィン、儂わしも前衛に上がるぞ!?」

「どうせいつもとやることは変わらねえ、ブッ殺すッ!!」

　飛び出すガレスとベートが芋虫型の腐食液を躱かわし、斧と双剣でその体軀を粉砕しては切り刻む。

　破鐘われがねの断末魔が轟く中、苦しいほどの胸の高鳴りに立ちつくしていたアイズは、強引ごういんに眦を吊り上げ、全身から動揺を振り払って自らも戦線に加わった。

　愛剣デスペレートを振り上げ敵の群れに斬撃の渦を見舞う。

「レフィーヤ、狙いは女体型、詠唱を始めろ！　ラウル達は『魔剣』でアイズ達を援護!!」

「わ、わかりました！」

「はいっす!?」

　対階層主と同等の精度で指示を飛ばすフィンにサポーター勢は行動を開始する。

　杖を構えるレフィーヤが詠唱を始め、長剣型の『魔剣』を取り出すラウル達が無詠唱ノータイムからの魔法を繰り出した。

　援護射撃も加わり、爆発の中を駆け抜けるアイズ達は芋虫型を押し返していく。

「突っ立って高みの見物というのもなぁ」

　袴を翻す椿ツバキもまた、太刀をもって食人花の群れを斬殺した。

『フフッ』

　雑兵モンスター達が倒されていく中、生まれ変わった女体型が動く。

　巨大植物タイタン・アルムの下半身から複数の触手を眼前に掲げ、恐ろしい速度で撃ち出した。

　迫りくる長大な触手群に対し、ティオナとティオネが疾走しこれを迎撃する。

「「重いっ!!」」

　速度と威力を兼ね備えた敵の攻撃に歪む姉妹の表情。

　階層主ウダイオスの逆杭パイル以上の衝撃が大剣と斧槍ハルバード、二人の手を震わせ痺しびれさせた。切り払う敵の触手は傷一つ付かない。

　一〇〇Ｍメドル以上離れた地点から浴びせかける触手の雨は、全てアイズを狙ったものだった。仲間の少女へ向かって執拗しつように振るわれる鞭撃に、ティオナ達は舐めるなと迎撃を重ねる。

「リヴェリア、詠唱は待て」

「フィン？」

　戦況を見定め行動に移ろうとするリヴェリアに、フィンが制止を促す。

　振り返らず彼女に背中だけを見せる小人族パルゥムは、右の親指を痙攣させ、苦渋に染まり切った声を落とした。

「親指の疼きが止まらない……何かが、来る」

　予断は許されないと、フィンの統率者の仮面が罅ひび割れ、今にも剝落はくらくしようとしている。

　現在の戦況に誰よりも危惧を抱く、そんな彼の直感を。

　女体型は──微笑みをもって肯定した。




『【火ヨ、来キタレ──】』




　次の瞬間、呪文うたが奏でられる。

「詠唱!?」

　アイズ達全員の驚愕が重なり合った。

　巨大な下半身のもとに展開される広大な魔法円マジックサークル。

　禍々しい紋様と立ち昇る紅の魔力光が、女体型の全身を包み込んだ。

「モンスターが!?　噓でしょう!?」

　凶暴な破壊衝動と本能のまま生きるモンスターが呪文を唱えることは絶対にありえない。『魔法』に伴う理性と叡智えいちは人類の領分であり、消して怪物が立ち入れる領域ではないのだ。

　起源が『精霊』とはいえ、もはやモンスターに属した姿形を持つ女体型の詠唱行為に、ティオネが堪らず叫び散らす。

　広域展開された紅の魔法円マジックサークル。

　そして吹き上がった『魔力』の出力。

　目を見開いたフィンはなり振り構わず叫んだ。

「リヴェリア、結界を張れ!?」

　ティオナ達が聞いたことのない余裕を失った声音で命令を下す。

　聞くが否や、リヴェリアも焦った表情で詠唱を開始した。

「砲撃っ、敵の詠唱を止めろ!?」

　続けざまに放たれる指示に、ラウル達、そしてかねてより魔法を準備していたレフィーヤが咆哮を上げた。

「せ、斉射ッ!?」

「【ヒュゼレイド・ファラーリカ】!!」

『魔剣』による同時射撃と数百発に及ぶ炎矢が女体型に殺到した。

　59階層を光で包む一斉砲火に対し、敵は下半身に備わる十枚の巨大な花弁を正面に並べる。笑みとともに詠唱を続ける『彼女』の前で、怒涛の砲撃は閃光と衝撃を撒き散らし激しい爆発音を生んだ。

　階層中心の大地が流れ弾によって弾け飛ぶ中、レフィーヤ達の視線の先で、無傷の花弁──無傷の女体型が悠然と存在していた。

「ははっ、あれが効かないというのか……!?」

　傷一つ負っていない敵の姿に椿ツバキが笑おうとして、失敗する。

　レフィーヤの絶大の火力をもってしても貫通できない事実が、こちらの攻撃は全て無効化されるという現実を言外に叩きつけてくる。レフィーヤとラウル達が愕然とする中、椿ツバキは女体型の全身を守る花弁の装甲アーマーを睨み付け「一体何でできている……！」と呻いた。

『【猛タケヨ猛タケヨ猛タケヨ炎ノ渦ヨ紅蓮ノ壁ヨ業火ノ咆哮ヨ突風ノ力チカラヲ借リ世界ヲ閉トザセ燃エル空ソラ燃エル大地ダイチ燃エル海ウミ燃エル泉イズミ燃エル山ヤマ燃エル命イノチ全テヲ焦土ト変エ怒イカリト嘆ナゲキノ号砲ゴウホウヲ我ワレガ愛セシ英雄カレノ命トキノ代償ヲ──】』

「【舞い踊れ大気の精せいよ、光の主あるじよ。森の守り手と契りを結び、大地の歌をもって我等を包め。我等を囲かこえ】」

　女体型とリヴェリアの同時詠唱。

　禍々しい歌声とともに玲瓏たる呪文が紡がれる中──敵の詠唱の規模に、魔導士であるリヴェリアとレフィーヤの瞳が揺れる。

『超長文詠唱』。

　信じられないほど長大な詠唱量、にもかかわらずその紡がれる詠唱速度は恐ろしく早く最強魔導士リヴェリアのそれを上回る。人智を超えた砲撃魔法に人ならざる『魔力』の大塊が、圧倒的な速度をもって装塡されようとしていた。

『精霊』の美貌が微笑み、王族ハイエルフの美貌が焦燥に歪む。

「相手にも、近付けない……!?」

　編まれていく魔法が全ての者を震撼させる中、女体型を直接斬ろうと試みるアイズやティオナ達のもとに無数の触手が降りそそぐ。繰り出される触手の大撃がモンスターを巻き込んで薙ぎ払われ、冒険者達の接近を欠片も許さない。むしろ撃ち出される触手や突撃してくるモンスター達からリヴェリアを守ろうと、手一杯になってしまう。

『【代行者ノ名ニオイテ命ジル与アタエラレシ我ガ名ハ火精霊サラマンダー炎ノ化身ケシン炎ノ女王オウ──】』

　触手を斬り払うティオナとティオネ。

　モンスター達を迎え撃つガレス、ベート、椿ツバキ。

　徒労に終わると知ってなお矢と魔法を放つラウル達とレフィーヤ。

　そして鞭むちの雨に執拗に狙われるアイズ。

　詠唱と並行で操あやつられる無数の触手、鉄壁の装甲アーマー。

　攻撃・防御・魔法を同時展開する規格外の怪物を前に、戦局を俯瞰ふかんするフィンは歯を食い縛った。

「──総員、リヴェリアの結界まで下がれ!!」

　趨勢すうせいを見極め、退避を命じるフィン。

　最前線にいるアイズ達がレフィーヤ等らの援護を受け、フィン達のもとまで辿り着いた瞬間、示し合わせたようにリヴェリアの詠唱が完成する。

「【大いなる森光しんこうの障壁しょうへきとなって我等を守れ──我が名はアールヴ】！」

　リヴェリアの手札の中で最硬さいこうの防御魔法が行使された。

「【ヴィア・シルヘイム】!!」

　リヴェリアの足もとに展開されていた翡翠色の魔法円マジックサークルが光輝を放ち、そのままドーム状の緑光領域へと変貌した。術者を含め十三名の冒険者達を全て包み込む。

　物理・魔法攻撃を全て遮断する『結界魔法』の展開──それとほぼ、同時。

　詠唱を終えた女体型は、『魔法』を発動させる。




『【ファイアーストーム】』




　世界が紅に染まった。


「────────────」



　火炎の精霊を彷彿ほうふつさせる、極大の炎嵐。

　前方から吹き寄せるのは津波と見紛う炎風だった。紅の熱波が濁流となってリヴェリアの視界に押し寄せる。

　モンスターも含め、仲間アイズたちを覆うドーム状の結界魔法ごと、階層一帯が呑み込まれた。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　結界と炎嵐の衝突音、そして杖を両手で支えるリヴェリアの苦鳴。

　滅ぼされるモンスター達の断末魔が結界外から打ち寄せる中、翡翠色の双眸があらん限りに見開かれた。

　灼熱の世界と隔絶されるティオナ達もその障壁の外の光景に立ち竦む中。

　ビキッ、ビキッッ、と。

　今まで傷一つ付くことのなかった最強魔導士の結界魔法に、亀裂が生じる。

「結界がっ……!?」

　正面、左右、頭上、全方位にわたって罅ひび割れる光壁に、ラウルとレフィーヤが青ざめる。

　前方から押し寄せる炎の爆流に──焦熱を浴びるリヴェリアは叫んだ。

「──ガレスッッ、アイズ達を守れぇっ!?」

　瞬間、ガレスはサポーター達から二枚の大盾を強引に奪い取り、アイズ達の眼前、リヴェリアの背後に躍り出る。

　次の瞬間、リヴェリアの結界魔法ヴィア・シルヘイムは甲高い音を立てて砕け散った。

「リヴェリッ──!?」

　最初はリヴェリアだった。

　彼女が紅蓮の濁流に呑み込まれ、アイズの悲鳴が轟火のうねりにかき消される。

　秒を待たず、大盾を構えたガレスのもとに炎嵐が衝突した。

「ぅ──ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!?」

　リヴェリアが炎の渦の中に消える中、ガレスの絶叫が巻き起こる。

　背後からティオナに押し倒され地に伏せるアイズ、彼女達と同じようにドワーフの大戦士の陰に隠れるフィン達。

　しかしそんな彼等をあざ笑うかのように、炎の猛威は構えられた大盾を溶かし、ガレスの兜や鎧すら融解させる。

「ジジイッ!?」

　ベートが叫んだ瞬間、二枚の大盾が消散した。

　未だ押し寄せる業火の波を、ガレスは両腕を広げ全身で受け止める。

「ぐおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ!?」

　ガレスの咆哮が炎嵐とぶつかり合い、次には──大爆発。

　視界を真っ赤に染める爆光とともにアイズ達は決河の勢いで後方に吹き飛ばされた。

　肌と防具を焼かれながら、それでも得物だけは離さない第一級冒険者達は紅の風に翻弄ほんろうされる。全てを焼き払う燃焼音によって悲鳴さえままならない。フィンに庇かばわれたレフィーヤやラウル達サポーターは彼と一緒に地を何度も転げ回った。

　炎の行軍があらゆるものを一掃する。

「ぐ……ぅ、っ!?」

　火風が収まると、そこには、死屍累々たる様相で地に倒れるアイズ達の姿があった。

　焼け野原に変わった地面には灰はい以外何も残っていない。モンスターも、『魔石』も、背後に広がっていた密林さえも、全てが姿を消して焦土と成り果てている。空間の中心地にいる女体型を境さかいに階層は別世界と化していた。

　直撃を免れ余波のみを被ったにもかかわらず傷だらけとなった鎧と体。呻き声を漏らしながら、震える手で地面から顔を引き剝がすと──【ロキ・ファミリア】の冒険者達は一様に言葉を失う。

　魔宝石が割れた白銀の長杖とともに倒れ伏すリヴェリア。高い魔力耐性を持つ筈の聖布がぼろぼろとなっている。

　全身を焼かれ仰向けに転がるガレス。身を呈してアイズ達を最後まで守った彼の防具は全焼していた。

　沈黙し、ハイエルフの魔導士とドワーフの大戦士はぴくりとも動かない。

　その光景を前にレフィーヤやラウル達サポーター以外にも、ティオナ、ティオネ、ベートさえ絶望の表情を浮かべる。

　フィンを除いた首脳陣の再起不能。

【ロキ・ファミリア】最大戦力の二人が倒れた。

　今までありえる筈のなかった、緊急事態。

「リヴェリア、ガレス……」

　アイズもまた唇から掠れた声を落とす。

　派閥の絶対の信頼と安心を担う主柱を二本失い、士気がこれ以上なく低下する。

　それほどまでに、目の前の光景は若い冒険者達の心を折るのに十分な威力を秘めていた。

　焼け焦げた腕を押さえるフィンも、その碧眼を眇すがめる。

『【地ヨ、唸レ──】』

　更に、畳みかけるように。


「──────」



　女体型は微笑みながら詠唱を始める。

　──早過ぎる。

　展開される黒の魔法円マジックサークル。先程とは異なる漆黒の魔力光。

　魔法執行直後の硬直を介さず再詠唱に入った怪物にアイズ達は凍りつく。

『【来キタレ来キタレ来キタレ大地ノ殻カラヨ黒鉄クロガネノ宝閃ヒカリヨ星ホシノ鉄鎚ヨ開闢カイビャクノ契約ヲモッテ反転ハンテンセヨ空ソラヲ焼ヤケ地チヲ砕クダケ橋ハシヲ架カケ天地ヒトツト為ナレ降リソソグ天空ノ斧オノ破壊ノ厄災──】』

　詠唱量が落ちた長文詠唱。しかし、それはすぐに砲撃が撃ち出されると同義である。

『【代行者ノ名ニオイテ命ジル与エラレシ我ガ名ハ地精霊ノーム大地ノ化身ケシン大地ノ女王オウ──】』

　神に許された調べをもって淀みなく、速過ぎる詠唱構築が遂げられる。

　衝撃も半ば第一級冒険者の本能が猛り狂い、アイズ達が地を蹴った瞬間、黒き魔力光を纏う精霊の怪物は歌った。

『【メテオ・スウォーム】』

　魔法円マジックサークルの輝きが直上に打ち上がり、階層天域が闇と光に包まれる。

　膨大な『魔力』が収束し、次には黒光の隕石群が姿を現した。

「ラウル達を守れッ!?」

　駆け出すフィンが迫りくる光を浴びながらサポーターの一人の腕を取る。

　時を待たず、巨大な隕石の雨は59階層に降りそそいだ。

「うああああああああああああああああああああああああああああああッ!?」

　爆砕する岩盤と破壊の渦にラウルの悲鳴が木霊する。

　彼を抱え爆風に殴り飛ばされるベート、レフィーヤを抱き締め黒き星光に呑み込まれるアイズ、残る二人のサポーターに飛びつくティオナとティオネ、彼女達を庇うため自身を盾にする椿ツバキ。輝きを放つ漆黒の流星雨は凄まじい効果範囲を誇りながらダンジョンを震わせた。

　手甲が弾け飛ぶのも構わず少女を胸へ閉じ込める中、衝撃波に泳ぐアイズの瞳が見たものは、仮借のない砲撃群に晒される王族ハイエルフとドワーフ。

　声にならない叫びを上げながら、アイズはレフィーヤとともに吹き飛ばされた。

　階層全域が、激しい光の連鎖に支配される。

「……、……ぁ」

「くそ、がぁ……!?」

　焦土の上に形成された大破壊の傷跡の中で、半死半生のラウルが呻き、ベートが地面に指を突き立てる。

　円環状の窪地クレーターがそこかしこにできていた。抉られた大穴の付近で冒険者達は倒れ伏し、全身から煙と黒い光粒を上げている。巨身の女体型に艶然えんぜんと見下ろされながら、一人、また一人と身じろぎし、震える体を何とか起こしていく。

　第一級冒険者達の初動の速さと咄嗟の防衛行動が、広範囲に拡散した流星爆撃の間を縫って一命を繫ぎ止めさせていた。炭化した右腕を潰された椿ツバキが「生きているか？」と力なく微笑むと、庇ったサポーターから身を起こすティオネは「死にそうよ……」とだけ返す。

　涙を流す女性団員ナルヴィに破壊を免れた回復薬ポーションをかけられ、倒れていたティオナもうっすらと目を開く。

「ア、アイズさんっ……!?」

「はぁっ、はぁっ、はっ……!?」

　反射的に風鎧エアリエルを展開していたアイズもまた、喘ぐのみで涙ぐむレフィーヤに声を返せない。一発の流星の直撃により気流の守りはあっさりと吹き飛ばされ、少女達の金と山吹の髪を汚していた。

　眼下の光景に淀んだ金色の眼を細める女体型は、そのしなやかな両腕を広げ、怪物の下半身に存在する二つの蕾を開花させる。

「……『魔力』、を」

「吸ってる、の……？」

　花開いた巨大な極彩色の大輪に、階層中に漂っていた漆黒の光粒、または火の粉のような赤い粒子が吸い寄せられていく。

　視線の先の光景にティオネとティオナが呆然とする一方で、女体型は消費した『魔力』を再蓄積リチャージしていた。極大砲撃によって大幅に削られた筈の魔法の源が回収されていくその現象に、アイズ達は顔を歪める。リヴェリアの砕け散った結界魔法ヴィア・シルヘイム──翡翠の魔素でさえ女体型は残酷なまでに喰らっていた。

　再蓄積リチャージが完了すれば再び弩級どきゅうの広範囲殲滅せんめつ魔法が執行される。

　精霊であった存在に美しい光粒群が吸い寄せられていくその幻想的な光景は、今のアイズ達の瞳には、振りかぶられる死神の鎌としか映らなかった。


『ラァァ────……』



　更に女体型は細い顎を上に向け、一つの旋律を口ずさんだ。

　子供のようにあどけなく紡がれる高い声音は、やがて、背後から無数の影を招く。

「モンスター、が……」

　レフィーヤの瞳に絶望をもたらす黄緑おうりょくと極彩色の体皮。

　女体型の遥か後方に存在する下部階層への大穴──60階層から呼び寄せたかのように、女体型は大量の芋虫型と食人花のモンスターを召喚した。

　極彩の衣を纏う『精霊』と、『彼女』が率いる怪物の軍勢に、冒険者達の体から力が消え失せようとする。

「……終わり、か？」

　潰れた腕を押さえながら、椿ツバキは右眼に諦念を滲ませる。

　地に膝ひざをつくベート、ティオナ、ティオネもそれは同じだった。絶念の声こそ意地でも発さないが、その闘争心は風前の灯火と化している。レフィーヤは潤む瞳で唇を嚙み締め、ラウル達サポーターは視線を地面から上げられない。

《デスペレート》をその手に握り続けているアイズは、依然いぜん立てない身で、それでも必死に眦まなじりを吊り上げながら、蠢く怪物達を睨み付けた。

　冒険者達の武器が灰の大地に転がっている。

　剣が、槍が、斧が、杖が、盾が。

　一人の少女に夢の記憶を思い起こさせる荒涼とした景色。

　未だ壊れず原型を残す武具達は、しかし使い手達の意志と同調するように、鈍い光沢しか放てない。気色悪い音を立てて怪物達が女王のもとに集結していく中、吸収されていく星の海のごとき光粒をただ見上げている。

　刃を奮わすこともできず、沈黙していた。

「……」

　その中で、フィンは。

　汚れた顔を右腕で乱暴に拭い、立ち上がる。

　黄金こがね色の髪を揺らす小人族パルゥムは、ゆっくりと前へ歩み出した。

　顔を上げるラウル達を、自失するレフィーヤを、振り返るベート達を、右眼を向ける椿ツバキを、そして呆然とするアイズの横を抜いて、前へと進んでいく。

　地に転がった長槍を拾い上げ、遥か前方、禍々しい精霊達と対峙した。

　立ち止まり、ティオナ達に背を見せながら。

　手にした槍を、地面に突き立てる。




「あの怪物モンスターを、討つ」




　そして、言った。

　その碧眼を吊り上げ、微笑む『精霊』を見据えながら。

　息を呑むティオナ達。

　瞠目する冒険者達を、彼は横顔を向けて見やる。

「君達に『勇気』を問おう。その目には、何が見えている？」

　ティオナ達の瞳に映るのは、おぞましい精霊の怪物。

　幾多のモンスターを従えた人智を超えた存在。

「恐怖か、絶望か、破滅か？　僕の目には倒すべき敵、そして勝機しか見えていない」

　びくっ、と一同の肩が震える。

　驚愕の視線をその小さな背中で受け止めながら、彼は続ける。

「退路などもとより不要だ。この槍をもって道を切り開く」

　毅然きぜんとした声音で断言し、その意志の眼差しでティオナ達を見つめた。

「女神フィアナの名に誓って、君達に勝利を約束しよう──ついてこい」

　ティオナ達の胸が、ティオネ達の瞳が、ベート達の四肢が震える。

　視線の先にたたずむその姿に、ラウル達が[image: 拳]を作り、レフィーヤ達の心が奮えた。

　いかなる場所、いかなる時でも万軍を鼓舞、高揚を促すのが『英雄』の条件というのなら。

【勇者ブレイバー】フィン・ディムナは、誰よりも『英雄』であった。




「それとも、ベル・クラネルの真似事は、君達には荷が重いか？」




　何より、彼は人を焚き付ける天才であった。


「────────────」



　ベート達の脳裏に喚起される決戦風景。

　猛牛と命を削り合った一人の少年。全身全霊を賭とした『冒険者』。

　激闘の余韻が、熱が、彼等の臟腑ぞうふを焼く。

　何よりも熱く、何よりも白く、何よりも尊い。

　英雄譚の一頁ページ。

　見開かれるアイズの瞳にもまた、あの背中が蘇った。

　偉大な父親と重なる、少年の背中が蘇った。

「──雑魚に負けてられっかッッ!!」

「……上等じゃない」

「あたし達も、『冒険』しなきゃね」

　ベートが怒りの形相で吠え、ティオネが前髪をかき上げ、ティオナが笑みを浮かべ、立ち上がる。

　アイズも眦を決し、銀の剣つるぎとともに立ち上がった。

　摑み上げられた双剣が、斧槍ハルバードが、大剣が、戦意を取り戻したように鋭い光沢を放つ。

　続々と気炎を吐き奮起する第一級冒険者に驚愕するラウル達。ベート達の顔から悲観が消え、燃え盛る気魄きはくのみが満ちた。

（ベル、クラネル……！）

　その名前を聞いたレフィーヤの心にも火が灯る。

　走り続けるその後ろ姿を想起し、投じられた火種が胸の中に広がった。アイズ達に続かんと両の手を握り締め、同様に立ち上がる。

　啞然とするだけであったラウル達も歯を食い縛り、地面を蹴り飛ばした。

　限界を突破した気力が冒険者達パーティを支配する。

「ラウル達は後方に残って支援しろ!!　僕とアイズ達で女体型に突撃する！　レフィーヤ、君も来るんだ！」

「はい!!」

　奮起した冒険者達にフィンが大声を打つ。魔力を吸収し続けている女体型を睨みつけながら、周囲に散らばった武器をかき集めるようサポーター達に指示した。

　素早くレフィーヤ達に杖等の武装が手渡され、最初で最後の突撃の準備が進められていく。

　アイズ達の慌ただしい動きを背後に、二振り目の不壊属性デュランダルの長槍を受け取ったフィンは、地に倒れ伏しているエルフとドワーフのもとに近付く。

「リヴェリア、ガレス、ここで終わりか？」

　側で止まった彼は亡骸なきがらのように倒れた戦友達に目を向けない。

　その瞳は敵だけを、前だけを見据えている。

「ならそこで寝ていろ。僕は先へ行く」

　己の野望と意志だけを告げ、フィンは歩み始めた。

　二人を残し、彼は前へ進む。

「行くぞ!!」

　装備を完了させたアイズ達に振り返り、フィンは号令を放った。

　猛る冒険者達を引き連れ、咆哮を上げるモンスター達のもとへ突貫していく。

　そして──ぴくり、と。

　駆け出す彼等の足音を聞くドワーフの左手が、揺れた。

　がりっと太い指が地面を抉り、握り締められる。

「あのっ、クソ生意気な小僧パルゥムめッ……！」

　体を持ち上げ、ガレスは心底憎にくたらしそうな笑みを浮かべる。

　彼と同じように手を微動させたエルフに向かって、その顔を振り上げた。

「おい、いけ好かないエルフ!!　そこで寝とる場合かぁ!?」

「……黙れ、野蛮なドワーフッ」

　倒れた杖を引き寄せ、不敵に笑うリヴェリア。

　まるで出会ったばかりの頃に戻ったかのように憎まれ口を叩き、紅血を垂れ流しながら──両者互いに、再起した。

「ガレスさん、リヴェリアさんっ……！」

　どこまでも不屈で、どこまでも強い絆きずなで結ばれた派閥の首領達に、ラウルの瞳から涙がこぼれ落ちそうになる。

「斧を寄こせえぇ!!」

　ドワーフの激声にサポーターが大戦斧《グランドアックス》をぶつけるように手渡す。

　満身まんしん[image: 創]痍そういの全身に委細構わず、ガレスは砲弾となりフィン達の後を追い出した。

「お前達、私を守れ!!」

『はいっ!!』

　そして傷付いた体で杖を構え、リヴェリアは翡翠の魔法円マジックサークルを展開する。

　鮮烈な光輝。始まる最大の砲撃準備。

　あらゆる行動を捨て詠唱のみに専心する都市最強の魔導士に、ラウル達も声を揃そろえ従った。

「……いいものを見た。手前てまえも一助となろう」

　身を奮い立たせる【ロキ・ファミリア】の姿に、椿ツバキは右眼を細めた。

　潰れた右腕をだらりと下げたまま、左手で持った太刀を構え戦列に参加する。

　冒険者達の最終決戦ラスト・バトルが幕を開けた。
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　階層中から光渦が禍々しき器へと取り込まれていく。

　彼我の距離二〇〇Ｍメドル。『魔力』を喰らい続けている『穢れた精霊』を前方に捉えるフィン達は、光り輝く武器を提げ一直線に突き進む。

　一陣の風となる彼等のもとへ、進撃する怪物の大軍が喰らいつくさんと破鐘の吠声を上げ迫っていた。

「アイズ、力を溜めろ!!　全力の一撃で君が決めるんだ!!　他の者はアイズを守れ！」

　一撃。

　一撃に全てを賭ける。

　無数の攻撃手段と要塞のごとき鉄壁を誇る強大な敵を前に、フィンは自身達が稼ぐことのできる好機は一瞬のみであると判断した。

　少女に力を温存させ、自分達を犠牲にしてでも相手の懐に送り届ける心算。

　全ての者の力で活路を切り開き、アイズを『穢れた精霊』のもとへと導く。

　フィンの命に頷いたアイズは、声を張り上げた。

「【目覚めよテンペスト】!!」

　気流の鎧【エアリエル】が少女の体を包み込む。

　風の付与魔法エンチャントを纏ったアイズを中心にティオナ達が隊列を変え、フィンを先頭に置いた鏃やじり型となった。

　怪物の心の臓を貫く、冒険者達の銀の矢だ。

「レフィーヤ、『並行詠唱』を始めろ！　『魔法』の選択は君に任せる!!」

「はい！」

　アイズが風の力を溜め始める中、レフィーヤに指示を出したフィンは。

　自らもまた、詠唱を始めた。

「【魔槍まそうよ、血を捧げし我が額ひたいを穿て】」

　走り続け超短文詠唱を行ったフィンの左手に、鮮血の色に染まる魔力光が集う。

　瞑目し、紅の指先──鋭い槍の穂先を己の額に押し当てた直後、魔力光が体内に侵入した。

「【ヘル・フィネガス】」

　次の瞬間、見開かれたフィンの美しい碧眼が、凄烈な紅色に染まった。

「──うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」

　常に沈着冷静であった小人族パルゥムの首領が、凶戦士のごとき凄まじい雄叫びを放つ。

　凶猛の魔槍ヘル・フィネガス。フィンが持つ戦意高揚の『魔法』。

　戦闘意欲──燃え滾る好戦欲を引き出し術者の諸能力を大幅に引き上げる。

　ただし、力の代償としてまともな判断力を失うことになる。

　──フィンが指揮を捨てた。

　血に飢える戦士の形相と化す首領の姿を見て、アイズ達は悟る。

　女体型への道を切り開くため、能力ステイタス上昇を優先させたのだ。

　同時に、ここからは各々で判断を行い、敵を討たねばならない。

　ティオナやベート、レフィーヤが静かに武器の柄を握り締める中、瞳の色を紅に変えたフィンは、ティオネに預けていた不壊属性デュランダルの槍を取り返す。

　左右両手、小さき身に不相応な二振りの長槍を持ち、迫りくるモンスター達と衝突した。

　アイズ達のもとから一人先行し、咆哮を上げる。


「──────────────────────────────ッッッ!!」



　虐殺が始まった。

　腐食液を吐こうとしていた先頭の芋虫型が、かき消えた不壊属性デュランダルの槍によって上半身が根こそぎ弾け飛ぶ。扁平状の腕を始めとした無数の肉片が宙を飛翔し、更に左右後方、連なっていたモンスター達までもがその槍の一振りで爆散した。

　一瞬で発生した光景を猛る小人族パルゥムは気にもとめず、そのまま二振りの長槍を振り回す。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!?』

　複数の芋虫型の体軀を巻き込み薙ぎ払う銀槍の長柄。飛び散る腐食液を浴びて巻き起こる破鐘の悲鳴。続く斬り返しが更なる怪物の胸部、『魔石』を粉砕し、大量の灰が宙を舞う。

　フィンの前に立ったモンスターは全てがその姿を消した。腐食液だろうが食人花の触手だろうが猛獣のように地を這はう小さき体には掠りもせず、逆に槍の一閃によって命を失う。

「フィンのあれ、久々に見た……！」

　眼前に広がる景色にティオナ達は目を震わせた。目撃したことは一度でないとはいえ、普段のフィンとは乖離したその鏖殺振りに畏怖いふを覚える。風を纏う【剣姫】でさえ真まっ青さおになるほどの戦闘能力をもって、瞬く間に死骸の山を築き上げていく。

　槍使いの雄叫びが途切れない。その紅の眼まなこがひたすら怪物の生き血を求める。

　接敵してくるモンスターをティオナ達も撃破していく中、フィンはまさに鏃やじりのごとく一人で怪物の大軍を切り裂き、かき分けていった。

『アハッ』

　魔力の再蓄積リチャージを行う女体型が、凄まじい勢いで進撃してくるフィン達に狙いを定め、極太の触手を撃ち出す。

　殺到する無数の触手をベート達が弾きアイズを守る中、フィンの槍に斬り払われた三本の鞭が快音とともに大きく仰け反り、びりびりと震動した。女体型が驚いた顔を浮かべる。

【勇者ブレイバー】が持つのは金の槍、銀の槍。

　右手には本来の得物である主武装《フォルティア・スピア》。黄金おうごんの穂先を持った、『勇気』の名を冠する第一等級武装。

　左手に持つ銀の穂先の不壊属性デュランダル《スピア・ローラン》とともに振り回し、フィンは旋風となる。

『──デモ、オシマイ』

　己の触手を何度も弾かれ一驚していた女体型は、そこで、無垢むくな嘲笑を浮かべた。

　膨大な魔力を吸収していた極彩色の大輪が閉じる。巨大な二つの蕾を下半身にしまった『穢れた精霊』は、極彩の衣ころもを揺らしながら両腕を広げた。

『【火ヨ、来キタレ──】』

　おぞましく軽かろやかな歌声を響かせ、詠唱が開始される。

「砲撃まほうが来る!?」

「やべえぞッ!?」

　展開された魔法円マジックサークルと紅の光にティオネとベートが叫んだ。

　目標との間合いは一〇〇Ｍメドルを切っている。だが未だ無数のモンスターの壁は健在であり、女体型のもとまで辿り着けない。

　下半身背後に収納されていた十枚の巨大盾──花弁の装甲アーマーを広げる女体型は守りも固めた。鉄壁の障壁を擁しながら先程と同じ超長文詠唱を奏でる相手に、走り続けるアイズやベート達の顔が歪む。

『【代行者ノ名ニオイテ命ジル与エラレシ我ガ名ハ火精霊サラマンダー炎ノ化身ケシン炎ノ女王オウ──】』

　速攻の詠唱とともに膨れ上がる魔力光にアイズ達だけではなく、ラウル達たち他の冒険者も息を呑む中。

　金の槍を握り締めるフィンは。

　ギギッと剝き出しにした歯を食い縛りながら、己の体を弩砲に変え、渾身の投擲を行った。

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッッ!!」

　放たれる黄金おうごんの輝き、勇者の一投。

　紅眼のフィンによる全力の槍投げ。撃ち出された《フォルティア・スピア》が大気に風穴を開け、一条の閃光となって女体型に驀進する。

　存在していた彼我の距離を無視し、一瞬で敵を捉えた。

『グッッ？』
















　長槍が魔法を発動しようとした女体型の顔面を穿つ。

　面ではなく点に過ぎない豪速の一槍が、花弁の装甲アーマー同士の隙間を一過し、詠唱を行なっていた口内に吸い込まれた。

　命中し、貫通し、延髄部分から黄金の穂先が突き出る。

　口を槍に突き抜かれた女体型は驚愕とともに衝撃で上半身を背後に反らし──魔力暴発イグニス・ファトゥスを発生させた。

『!?』

　まさかの攻撃着弾により発動間際まぎわだった『魔法』の制御が乱れる。

　莫大な『魔力』の手綱を手放してしまった女体型は、暴走を食い止められず激しい自爆を引き起こしてしまった。肉体の内側よりその巨軀を覆いつくすほどの大爆発が起こり、展開されていた紅の魔法円マジックサークルが霧散する。

　アイズ達が目を見張り、ラウル達が歓声を上げた。

「今よ!!」

　指揮を捨てたフィンの代わりにティオネが吠え、アイズ達はここぞとばかりに疾走する。

　ベートの双剣、ティオナの大剣が周囲の芋虫型、食人花を蹴散らし、とうとうモンスターの大軍を抜けた。

　怪物の肉体の破片を撒き散らし、女体型への一本道が開ける。


「【どうか──力を貸し与えてほしい】────【エルフ・リング】」



　モンスターの障害を切り抜けると同時に、レフィーヤが『並行詠唱』を終えた。

　編み上げた魔法は『召喚魔法サモン・バースト』。小さな山吹色の魔法円マジックサークルを走り続ける足もとに広げながら、待機状態を維持させる。怒涛の勢いで推移する戦況へ臨機応変に対応するため、レフィーヤは固唾かたずを呑みながら同胞エルフ達の『魔法』に力を求め、発動の時に備えた。

　爆炎に包まれている女体型を視線の先に、パーティが一層の速度で突撃を敢行する。

『……』

　全身を焼き焦がす女体型の上半身が、立ち込める煙の奥で、揺らいだ。

　口内を貫通している勇者の槍を伸ばした触手で摑み、勢いよく引き抜き、ばきっとその柄えを折る。

　黄金の穂先が乾いた音を鳴らし地面に落下していく中、『魔力』を燃焼させ自己修復──口腔こうこうの風穴を数瞬で塞いだ女体型は、微笑んだ。

　治癒に使用した『魔力』の残滓ざんしを散らしながら、淀んだ金色こんじきの瞳でフィン達を射抜く。

「【突キ進メ雷鳴ライメイノ槍ヤリ代行者タル我ガ名ハ雷精霊トニトルス雷イカズチノ化身雷イカズチノ女王オウ──】」

　そして己の目の前に、黄金の魔法円マジックサークルを広げた。

「短文詠唱!?」

　一瞬で用意された砲台にティオナが驚倒する。

　執行速度に秀でる短文詠唱型。しかも規格外である『精霊』の怪物から放たれる魔法威力は、並みの魔導士のそれとは比べものにならない。

　上位魔導士の大砲撃に匹敵するその砲口に、凶猛の魔槍ヘル・フィネガスを発動中のフィンでさえ双眸を見開いた。

　中空に浮かぶ巨大な魔法円マジックサークルから溢れ出す、光り輝く無数の雷条。

　雷光に顔を焼かれ時を止めるアイズ達の前で、女体型は魔法名を唱えた。

『【サンダー・レイ】』

　豪雷の大矛。

　力ある『古代の精霊』に許された砲撃魔法が、轟きとともにアイズ達を呑み込まんとした。

「──【盾となれ、破邪の聖杯さかずき】!!」

　だが、やらせまいと。

　喉から張り裂けんばかりの叫び声を放ち、レフィーヤは、アイズ達の先頭に飛び出す。

　山吹色から変化する白の魔法円マジックサークル。大切な者達を救う守護の力。

　敵の詠唱速度を超える超短文詠唱をもって、レフィーヤは友の『魔法』を発動させる。

「【ディオ・グレイル】!!」

　出現する純白の円形障壁。

　間髪入れず、聖なる白盾と雷の大鳴が衝突した。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　両手で突き出した杖ごと、レフィーヤの体が沈み込む。

　豪雷を受け止める巨大な円形障壁に──リヴェリアの防御魔法がそうであったように──甲高い音響とともに亀裂が走り抜けた。

　耐え切れない。結界魔法ヴィア・シルヘイムを粉砕した超長文型魔法より遥かに出力は下がるとはいえ、途方もない威力。レフィーヤの喉から苦悶くもんの叫びが散り、刻一刻と白盾に罅ひびが広がっていく。

　自分達を容易たやすく呑み込むほどの雷砲にアイズ達の視界が真っ白に染まる最中さなか、大いなる精霊魔法の前に矮小わいしょうな妖精エルフの魔法が打ち破られようとする。

　巻き起こる夥しい閃光スパークと障壁の悲鳴に、レフィーヤの膝が屈しようとした。

　その時。

「レフィーヤァッ!?」


「ふんばれぇええええええ────ッ!!」



　二つの影がレフィーヤを追い抜き、円形障壁に体当たりした。

　ティオネとティオナである。不壊属性デュランダルの斧槍ハルバードと大剣を交差させ、自分達の全身ごと白盾へ押し付ける。

　豪雷をせき止めようと障壁魔法ディオ・グレイルの支えとなった。

「ティオナ、ティオネ!?」

　アイズの叫喚とともに、レフィーヤも瞠目する。

　瞬く間に肌が焼かれていくのも構わず、己の身を盾とする勇ましい第一級冒険者達。

　彼女達の声とその姿に、屈しかけている膝が叫び声を上げる。

　このままでいいのか、と。

「──わたし、だって」

　背後にアイズが、ベートが、フィンがいる。

　すぐ目の前に恐ろしい雷の大槍が、それを受け止めるティオナとティオネがいる。

　次の瞬間、全身を発火させながら、レフィーヤはかっっと紺碧の瞳を開いた。




「──私だってぇえええええええええええええええええええええええええええええっ!!」




　相殺する。

『!?』

　少女の咆哮ともに純白の障壁が光を放ち、雷の砲撃を押し返し、そして爆散した。

　精霊と妖精エルフの魔法が消滅し合い、衝撃波と光の破裂が生じる。障壁に張り付いていたティオナとティオネは当然のように吹き飛び、魔法を行使していたレフィーヤも凄まじい勢いで真後ろに飛ぶ。

　自分達の側を通り過ぎ大地に転がる少女達へ、振り返らず、冒険者達は前へ進んだ。

「行くぞ!!」

　ベートの叫びとともに長槍を持つフィン、風を溜めるアイズが疾走する。

　敵の砲撃から自分達を守った仲間に瞳が揺らぎかけながら、【剣姫】は愛剣を握り締めそびえ立つ『穢れた精霊』を見据える。

　自身も含め、残り三枚。

　女体型との距離は五〇Ｍメドルを切ろうとしていた。




「──【終末の前触れよ、白き雪よ】」

　玲瓏たる旋律が紡がれていく。

　発ったアイズ達から遥か後方、女体型から二〇〇Ｍメドル以上離れた位置で咲く巨大な魔法円マジックサークル。美しい華を彷彿させる翡翠色の陣の中央でたたずむのは、白銀の長杖《マグナ・アルヴス》を構えるリヴェリアである。

　一切合切の事柄を放り出したハイエルフは両の目を閉じ、詠唱のみに集中する。

「『魔剣』、構えるっす!?」

　全精神力マインドを練り上げ正真正銘の最大砲撃──都市最強魔導士の本気の魔法。

　自分達のすぐ背後で巻き起こる『魔力』の波動に恐れおののきながら、ラウル達サポーターはこちらへ向かってくるモンスター達を睨み付ける。

　女体型に向かって進撃するアイズ達へ反転せず、リヴェリアの膨大な『魔力』に引き寄せられた多数の敵勢。地面から灰煙を上げながら押し寄せてくる芋虫型と食人花の群れに、ラウルは他の三名の団員達に声を打った。

「狙いは芋虫型！　絶対に外すな!!　後の食人花は──殴り合って止めるっす!?」

　首領フィンの指揮を彷彿させる声音でラウルは指示を出した。

　腐食液を持つ芋虫型のみを遠距離の内に殲滅し、残った食人花は意地でも止めろという彼の掛け声に男女三名Ｌｖ．４の冒険者達は揃って頷いた。

　威力と耐久度に優れた長剣型の【魔剣】を握り締め、彼等は射程距離を見極めた瞬間、振り下ろした。

「【黄昏たそがれを前に風うずを巻け】」

　炎、炎、雷、氷の砲撃が芋虫型の群れに寸分違わず着弾する。

　リヴェリアの詠唱を耳にしながら彼等は砲撃を見舞い続けた。致命傷を負い破裂する芋虫型が次々と撃破されていく中、いの一番に使用限界を超え『魔剣』が破砕したラウルは側のバックパックを蹴り開け、弓矢を装備する。

　自身で器用貧乏と疑っていない弓の腕は、芋虫型の胸部中央、『魔石』へと矢を叩き込み、何体ものモンスターを灰へと変えた。

「──ラウル!?　後ろからモンスターが来る!?」

「!?」

　限りなく芋虫型を減らした群れと接敵まであと僅かというところで、団員の悲鳴が響く。

　ラウルが振り向くと、詠唱を続けているリヴェリアの遥か後方から芋虫型と食人花の群れが押し寄せていた。

　緑壁で塞がれていた筈の58階層への連絡路、それが密林をも消滅させた女体型の炎嵐によって一時的に焼き払われ、上部階層からモンスターを侵入させたのだ。

　前後の挟撃、更に残る『魔剣』はあと一振り。喉を引きつらせるラウルが指示に窮する中──潰れた右腕の治療を行なっていた鍛冶師スミスが、真っ赤な袴はかまを揺らし立ち上がった。

「あれは手前てまえが何とかしてやる」

「えっ？」

「ガレス達が置いていった武器を貸せ」

　治療のために戦闘衣バトル・クロスと防具を脱装し、さらし一枚となった椿ツバキが、ラウル達の側に置かれた不壊属性デュランダルの斧、更には大双刃ウルガを装備した。

　その褐色の肌を惜しみなく晒すハーフドワーフは、腰の太刀を地に捨てて駆け出した。

「む、無理っす、椿ツバキさん!?」

　右手に大戦斧、左手に大双刃ウルガを携えリヴェリアの後方へ向かう椿ツバキにラウルは悲鳴を飛ばす。

　いくら力のあるハーフドワーフと言えど、よりにもよってティオナの大双刃ウルガとガレスの大戦斧──数ある武器の中でも最重量を誇る第一級冒険者の専門装備オーダーメイド──を扱える筈がない。

　青年の絶叫を他所にモンスターの群れへ肉薄した椿ツバキは、射出された腐食液を回避し──振るった大戦斧で芋虫型を三体まとめて解体した。

「たわけ」

　不壊属性デュランダルの武器で腐食液を受け止め、あるいは淀みなく斬り払い、その大重量の剛刃を次から次へと黄緑おうりょく色の体皮に叩き込んでいく。

　慣性を利用し左手のみで大双刃ウルガを回転させる彼女は、放たれた触手ごと食人花達を断たった。

「手前てまえがどれだけの武器を作ってきたと思っておる？」

　瞠目するラウル達を鼻で笑いながら、椿ツバキは二つの得物を同時にモンスター達へ炸裂させた。

「あらゆる得物を散々試し斬りしてきたわ」

　至高の武具を作り上げるため、武器にまつわるあらゆる事柄を経てきた鍛冶師スミスの執念を目の当たりにし、ラウル達サポーターは顔を痙攣させる。

　慌てて彼等が向き直り防衛戦を再開させる中、椿ツバキは口端を吊り上げながら、Ｌｖ．５まで上り詰めた『技』を存分に発揮した。

「【閉ざされる光、凍てつく大地】」

　モンスターの大軍を受け止めるラウル達、孤軍奮闘を続ける椿ツバキに囲まれながら、瞑目するリヴェリアは詠唱を進めていく。

　氷結呪文を唱えていく彼女は、歌声を更に加速させた。


「【吹雪け、三度みたびの厳冬げんとう────終焉しゅうえんの訪れ】」



　そして、詠唱を繫げる。

「【間もなく、焰ひは放たれる】」

　浮かび上がっていた翡翠色の魔法円マジックサークルの紋様が様変わりし、輝きが増す。

　リヴェリアの詠唱は全方位殲滅魔法──極炎の呪文へと移り変わった。

「【忍び寄る戦火、免れえぬ破滅。開戦の角笛は高らかに鳴り響き、暴虐なる争乱が全てを包み込む】」

『詠唱連結』。

　王族ハイエルフの王女リヴェリア・リヨス・アールヴのみに許された魔法特性。彼女が【ステイタス】に発現させた三つの『魔法』、そのどれもに含まれている詠唱属性。

　能力ステイタスにもＬｖ．という階位があるように、彼女の『魔法』の中には三段階の階位が存在する。

　超短文から短文に、短文から長文に、長文から超長文の詠唱に。

　それぞれの階位に定まった詠唱を繫ぎ合わせることで出力を高め、魔法の効果を変容し、威力を増幅させる。

　攻撃、防御、回復。三種類の魔法に三段階の階位──都合九種の『魔法』を『詠唱連結』によって使いこなす彼女が、神々から讃歌とともに授かった二つ名は──【九魔姫ナイン・ヘル】。

　数多あまたの同族エルフから畏怖を向けられる、都市最強魔導士の称号である。

「【至れ、紅蓮の炎、無慈悲の猛火もうか。汝は業火の化身なり】」

　氷結魔法【ウィン・フィンブルヴェトル】から『詠唱連結』により膨大な精神力マインドと更なる詠唱文がつぎ込まれる。

　紡がれる呪文は攻撃魔法第二階位。最長かつ最大の射程を誇り、効果範囲全域に放たれる終焉の業火をもって味方以外のものを根こそぎ焼きつくす。吹雪から紅蓮の炎へと昇華し、長文型となってその破壊力を倍加させた、大殲滅魔法である。

「【ことごとくを一掃し、大いなる戦乱に幕引きを】」

　リヴェリアの全精神力マインドが傾けられた『魔法』が咆哮を上げる。

　彼女を守り続けるラウル達と椿ツバキの背後で、構えられた白銀の杖──罅ひび割れた魔宝石も眩い閃光を上げ莫大な『魔力』を解き放った。

　波動を伴う魔法円マジックサークルの魔力光によってその長髪を舞い上げられながら、リヴェリアは閉じていた翡翠の瞳を、ゆっくりと開く。

「【焼きつくせ、スルトの剣けん──我が名はアールヴ】!!」

　そして、詠唱の完成。

　遥か前方で障壁魔法の輝きが豪雷を相殺した中、足もとの魔法円マジックサークルが全戦域に展開される。

　冒険者達、モンスターの大軍、そして『穢れた精霊』。全ての者達の足場に翡翠の輝きが広がった。

　今も仲間を脅かす醜悪な怪物どもを陣の中に知覚、照準しながら、リヴェリアは高らかに魔法名を告げる。




「【レア・ラーヴァテイン】!!」




　巨炎が生まれた。

　大地、魔法円マジックサークルから射出される無数の炎柱。

　ラウル達と椿ツバキの目の前で争っていたモンスターが、周囲に存在した怪物の大軍が、倒れたレフィーヤ達を喰らおうとしていた食人花が、獄炎のうねりに呑み込まれ文字通り跡形もなく焼失する。

　紅炎に次ぐ紅炎。階層の天井にまで届く全方位殲滅魔法は『穢れた精霊』の炎嵐に劣らぬ威力を秘め、階層を再び紅の世界へと変貌させた。


『──────』



　魔法円マジックサークルの中心地から放射状に立ち昇る極炎の柱に女体型は反応してのける。

　迫りくる終焉の炎災に対し、全力の防御、十枚の花弁の装甲アーマーで全身を包み込んだ。

　巨大植物タイタン・アルムの下半身を半ばから切り離し、下方の炎攻に備える。

　そして──爆滅。


『～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ッッ!?』



　射出されること十度、計十柱の業火が女体型の巨軀を揺るがした。

　凄まじい熱量と甚だしい威力が宿ったリヴェリアの殲滅魔法が花弁の表面を焼き、抉り、焦がし、燃やす。

　レフィーヤや『魔剣』の一斉砲火をもってしても傷一つ付くことのなかった鉄壁の装甲アーマーが、激しい燃焼音を立てて全て焼け落ちた。

「リヴェリア……！」

　王族ハイエルフの『魔力』がこもる炎と熱気に囲まれ、アイズの全身が隅々まで火照ほてる。

　彼女の援護を受け取り、眦を吊り上げるベートとフィンとともに疾走の速度を上げた。

『……！』

　守りを失った女体型の顔から、ここで初めて笑みが消える。

　残り三〇Ｍメドル。接触まで数瞬もない。紅炎の世界の中をひた走り、己のもとへ突き進んでくるアイズ達を認める女体型は、硬質な表情で唇を閉ざす。

　次には長い緑髪を揺らしながら、喉を震わせた。

『──アアアアアッ！』

　そして、『彼女』の甲高い呼びかけに応こたえるように。

　地面──あたかも下部階層から放たれたかのように──夥しい緑槍が打ち出された。

「!!」

　女体型を中心に半径一〇Ｍメドル、触手の束で築き上げられた円形の壁ができる。

　精霊の怪物を取り囲む高い防壁に驚愕する中、直ちにベートとフィンが加速し、壁を破ろうと双剣と銀槍を繰り出した。

「「っ!?」」

　突き破れない。

　刃が突き刺さり、しかし破壊も貫通もかなわない。突進の勢いまで乗せたベート、フィンによる渾身の刺突に耐える堅牢な緑壁にアイズも戦慄する。

　──突撃の勢いが止まってしまう。

　女体型に詠唱の隙を与えてしまう。戦況が覆される。

　好機を逸いっしようとする瞬間に、アイズ、ベート、フィンの時が止まりかけた、直後。

　背後より、高速回転する大刃がアイズ達の間を通過し、緑壁にぶち当たった。

（──斧！）

　亀裂とともに深く防壁へ食い込んだ大戦斧に驚く暇もなく。

　ドワーフの大戦士がアイズ達を追い抜かし、壁へと突っ込んだ。

「なんじゃあっ、口だけかフィンッ!?」

　獰猛に口を吊り上げるガレスが、食い込んだ《グランドアックス》を引き抜き、もう一度破砕の一撃を叩き込む。

　ベート達では壊せなかった防壁に更なる亀裂が生じる中、『魔法』の力で理性を薄れさせている筈のフィンは。

　その戦友の声に、紅い瞳のまま苦笑を返した。

「……来てくれると信じてたんだよ。言わせないでくれ」

「抜かせえっ!!」

　ガレスもまた笑いながら再び斧を打ち込む。

　地を揺るがすほどの轟音。一層いっそう罅ひび割れる緑壁。あまりの破壊力に壊れる斧の刃。

　アイズとベートが目を見張る中、斧を放り投げるガレスは岩のような[image: 拳]を握り締める。

「邪魔じゃあッ!!」

　大[image: 拳]打。緑壁が砕かれる。

「どけぇいっ!!」

　もう一発。防壁に穴が空く。

『！』

　瞬間、女体型が動いた。

　撃ち出された触手が地面に穿孔せんこうし、ガレスの足もとから無数の槍が突き出される。


「────」



　ガレスの全身を串刺しにする触手の槍衾やりぶすま。

　穴だらけとなった体中から噴血する。

　血まみれとなり吐血するドワーフは、しかし、猛々しく笑った。




「温ぬるいわぁああああああああああああああああああああああああああああああああッ!?」




　大音声。

　噴き出す血潮などないもののように、生じた穴に両手を突っ込み、左右に引き裂く。

「ベート、アイズ!!」

　フィンの叫びに押され、アイズとベートはガレスが開けた防壁の隙間に飛び込んだ。

　戦友の手を借り前へ進むフィンともども、最後の障壁を突破する。

『ッッ!?』

　間合い一〇Ｍメドルの懐に入られた女体型が、全触手を迎撃につぎ込んだ。

　荒れ狂う無数の大鞭。尋常ではない風の力を纏うアイズへ殺到する触手に対し、ベートとフィンが立ちはだかる。

「邪魔だッ！」

　レッグホルスターから抜剣した二振りの『魔剣』を《フロスヴィルト》に叩き込む。瞬く間に爆炎を宿した両脚、そして再装備した双剣をもって、ベートは乱舞する触手のことごとくを斬り払った。

「焼けちまええええええええええええええええええええッ!!」

　炎の軌跡を描く足刀、銀の斬閃を刻む双剣。

　四つの斬撃を同時に繰り出す高速の剣舞が触手を炎上させ、怒涛の勢いで切断する。

　槍を振るうフィンとともに、女体型の迎撃に徹底抗戦した。

「「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」」

　フィンとベートの咆哮が重なり合う。

　防具を吹き飛ばされ全身に裂傷を負っていく二人の双剣と槍が、次には、一筋の道を切り開いた。

「「行け!!」」

　疾走する。

　仲間達が切り開いた活路を駆け抜け、アイズは女体型と対峙する。

　一対一。

　今や暴風と化した魔法エアリエルを纏いながら、超大型級の巨軀を持つ怪物へと突き進んだ。

　見上げるアイズの金の瞳と、見下ろす女体型の淀んだ金色こんじきの瞳が、視線を絡める。

（──私は『アリア』じゃない）

　最初、歓喜に打ち震えていた『彼女』の言葉を否定する。

（──私は貴方のことを知らない）

　血のざわめきが些細ささいな事実を教えるだけで、『彼女』のことは何もわからない。

（──でも、貴方はいちゃいけない）

　しかし、それだけはわかる、と。

　禍々しく、毒々しく、在り方が反転した『精霊』を前に、金の双眸を吊り上げる。

　身に流れる血が確かにアイズへ囁いていた。

『彼女』を葬ってあげて、と。

　己の剣を振り鳴らすアイズは、女体型へ突貫した。




「……ぁ」

　熱と炎片、紅に満ちる世界の中で。

　仰向けに倒れたレフィーヤは、震える腕を動かす。

　痛みに焼かれながら、力を失いながら、視界を霞かすませながら。

　ぼろぼろと化した右腕を、天に向かって伸ばす。

「【解き、放つ……一条いちじょうの光……聖木せいぼくの、弓幹ゆがら】」

　歌を、届けよう。

　力つきてしまった自分に最後に残された、歌を。

　遥か先で、恐ろしい敵と戦う彼女にも聞こえる、歌を。

「【狙撃、せよ……妖精の、射手】」

　例え振り返ってもらえずとも。

　彼女の耳に届け、彼女を癒いやし、彼女を守り、彼女を脅かす敵を打ち払ってみせよう。

「【汝……弓の、名手なり】」

　森を踊る妖精のように。愛する者を救ってきた精霊のように。

　自分だけに許された歌を、どこまでも。

「【穿て……必中の矢】」

　この魔法うたを、届けよう。

「……【アルクス、レイ】」




「──ああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　アイズは跳んだ。

　とうとう零ぜろとなった彼我の間合いから、相手の巨軀へ向かって地を蹴り付ける。

　巨大植物タイタン・アルムの上に存在する本体、『精霊』の上半身に向かって愛剣を振りかぶった。

　暴風を付与した己の全身ごと、両手で握り締めた《デスペレート》を呆然とする『彼女』に叩き込む──その直前。

『彼女』は、笑った。


「────」



　その唇を一杯に開け、口の奥──口内に浮かぶ小さな魔法円マジックサークルを見せつける。

　乱舞する無数の鞭の風切り音を隠れ蓑みのに進められていた極小の詠唱、魔力光を気取られないよう体内で展開されていた蒼色の魔法円マジックサークル。

　沈黙や驚愕の素振りは砲撃のための擬態だった。

　至近距離に誘い込まれた──そう悟るアイズの相貌が凍りつく。

　もう遅いとばかりに、女体型は『魔法』を行使する。

『【アイシクル・エッジ】』

　巨大な氷の柱。

　僅かも待たず接触する攻撃に回避の手立てはない。

　蒼氷の刃が眼前から放たれた。




　伸ばされた右腕から放たれる光の矢。

　頭上へと打ち上がり、そして直角に曲がる一条の光にレフィーヤは喉を震わす。

「行いって……」

　彼女のもとへ、アイズのもとへ飛んでいく『魔法』に、目を瞑り叫ぶ。

「行いって！」

　レフィーヤの叫びに呼応するように、矢が加速する。

「届いてっ!!」

　そしてレフィーヤの歌は、アイズのもとに届けられた。

　放出された氷の刃に炸裂する。

「!!」

　アイズ、女体型、ともに驚愕する。

　互いの眼前で放たれた氷柱が彼方より飛来した光の矢を浴びて、角度がずれた。

　金の髪を巻き上げながら真横を通り過ぎていく敵の砲撃。歌うことを諦あきらめなかった少女が届けた最後の援護射撃。

　全てを理解したアイズは眦を決し、目を見開く女体型に向かって、風の剣つるぎを振り下ろした。

「ッッッ!!」

『ッッッ!!』

　風の大渦が付与された銀の剣を、女体型は驚異的な反応速度で両手を上げ、受け止めた。
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　猛り狂う風の声。

　剣身を両手で鷲摑わしづかみにした女体型の腕が、体に纏う極彩色の衣ころもが、あっという間にズタズタに引き裂かれていく。

　気流を付与された銀の剣もまた刃を震わしその体を断ち切らんと輝きを放つ。

　緑色りょくしょくの上半身から紅い体液が迸った。

『──イヤァ!?』

　風の暴威によって全身を斬り刻まれる女体型は相貌を歪め、堪らず下方から一本の触手を射出する。

　一閃された渾身の大鞭に風の鎧を破壊され、アイズは弾き飛ばされた。

「アイズッ!!」

　肩を貸し合い立ち上がるティオナとティオネの視線の先で、鮮血を撒き散らしながら上空へ飛ぶ金髪金眼の少女。

　力なくたたずむリヴェリアが。

　疲弊するラウル達が。

　武器で体を支える椿ツバキが。

　地に倒れているレフィーヤが。

　膝をつくガレスが。

　鞭に吹き飛ばされたベートとフィンが。

　階層天域を舞う少女の姿を追う。

「──」

　頭部から流血するアイズの眼光は、欠片も衰えていない。

　瞳を剣つるぎのように鋭く保ったまま、打ち上げられた勢いを利用し、階層天井部に──着天。

　天地逆様の体勢で、右手の《デスペレート》を背に引き絞る。

「【吹き荒れろテンペスト】──」

　最大出力。

　体中からかき集められた精神力マインドが【エアリエル】に装塡される。

　嵐を超える風の大気流が咆哮を上げた。

『！』

　己の直上で構えられるアイズの必殺に、血まみれの女体型は高速で詠唱を紡ぐ。

『【閃光センコウヨ駆ケ抜ケヨ闇ヤミヲ切リ裂ケ代行者タル我ガ名ハ光精霊ルクス光ヒカリノ化身光ヒカリノ女王オウ──】

　短文詠唱が白の巨大な魔法円マジックサークルを女体型の頭上に召喚し、一人の剣士と正対させた。

　こちらを仰ぐ『精霊』と視線を交わしながら、アイズは、剣の切っ先を地に向ける。

　繰り出されようとする一撃の瞬間。

　誰もが彼女の姿を見上げた。

「アイズ……」

　リヴェリアが呟く。

「やれい」

　ガレスが瞳を細める。

「「いけぇー!!」」

　ティオナとティオネが吠える。

「ブチかませ」

　ベートが告げる。

「頼んだよ」

　フィンが笑う。

「──アイズさぁあああああああああああああああああああああああんっ!!」

　レフィーヤが、少女の名を叫ぶ。

　そして、




「リル・ラファーガ」




　神風は放たれた。

『【ライト・バースト】!!』

　同時に発動する『精霊』の魔法。

　大地へ突き進む風の螺旋矢と天へ放たれる閃光の砲撃が、衝突する。

　拮抗は一瞬。

　白の閃光を消し飛ばし、神風が突き進んだ。


『────────────────────────────────────────』



　女体型の頭部と胸を穿ち、貫通する不壊の剣。

　精霊の上半身から怪物の下半身にかけて風の一閃が走り抜け、巨軀を貫く。

　体軀を斬り分け突き進む銀の剣尖、肉を抉えぐり取りひた走る風の螺旋、迸ほとばしる少女の裂帛れっぱく。

　次の瞬間、巨体を完全に射抜くとともに大地に激突し──爆砕。

　胸部の『魔石』を貫かれ一瞬で灰となった女体型を、轟き渡る嵐の咆哮が吹き飛ばした。

　凄まじい衝撃波となって階層全体を震わせる。

　大量の灰を巻き上げる爆風が荒れ狂った。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　冒険者達が顔を腕で覆い、風の激流を凌ぐ。

　凄まじい風圧が押し寄せ、閃光のごとく視界を無色の衝撃で塗り潰した。

　大地に突き立てられた武器がびりびりと刃を震わせ、剣つるぎの雄叫びと共鳴する。

　神風がどこまでも哮たけり続けていった。

　そして。

　ダンジョンを鳴動させる衝撃に堪えることしばらく。

　身を低くしていたティオナ達が顔を上げると……巨大な窪地クレーターの中心で影が動く。

　地に銀の剣を突き刺していた少女が、ゆっくりと立ち上がる。

　燐光を浴びて輝く金の長髪と、振り返る金の双眸に──大歓声が上がった。


「アイズゥ────!!」



　どこにそんな力が残っていたのか、ティオナが傷だらけの体で走り出す。

　すぐにティオネも続く中、満面の笑みを浮かべる彼女達に、アイズは小さく微笑む。勢いよく体当たりしたアマゾネスの少女は、姉と一緒に少女の体をかき抱いた。

「……無事かい、ガレス？」

「……どこぞの小僧パルゥムの話によると、体だけは頑丈のようじゃからなぁ、儂は」

　どかりと腰を下ろす血まみれのガレスへ歩み寄ったフィンは、吊り上げられたドワーフの口端に笑みを返す。そんな二人のやり取りに、側で足を止めるベートも目を瞑り、笑った。

　遥か後方では男女のサポーター達が抱き合って涙を流す中、ラウルは一人片腕で目もとを押さえ、男泣きをしていた。

「……無事か、レフィーヤ？」

「……リヴェリア様……アイズさんは？」

　膝をつくリヴェリアに抱き起こされたレフィーヤは、王族ハイエルフの胸の中で霞んだ瞳を上げる。

　少女の体を優しく抱きながら、リヴェリアはその視線をアイズ達のもとへ導いた。

「無事だ。お前の魔法が……あの子を助けた」

　ティオナとティオネに抱きしめられよろめくアイズを、レフィーヤは見つめる。

　すぐに振り返った金髪金眼の少女は、レフィーヤのことを見つめ返し、唇を動かした。

　ありがとう、と。

「あぁ……」

　顔を綻ほころばせるアイズに、レフィーヤは視界を滲ませた。

　美しい紺碧色の瞳から一筋の滴を流す。

　少女の顔に心からの笑みが浮かんだ。

「いやはや、すごいものを拝ませてもらった」

　喜び合う【ロキ・ファミリア】を一人遠くから見守る椿ツバキは、左眼の眼帯を一撫でする。

　ややあって彼女は子供のように一笑した。




　59階層に勝鬨かちどきに似た歓声が響く。

『冒険』を越えた冒険者達は声を、数々の武器は光沢を放った。

　階層中心、地から引き抜かれた一振りの剣も。

　少女の手の中で、銀の輝きをきらめかせるのだった。
















　59階層の戦闘の後、フィンに命じられる【ロキ・ファミリア】は直ちに撤退行動に移った。

　かき集められた道具アイテムを中心に全員の治療を何とか済ませ──動けるまで体を回復させ──根拠地ベースキャンプが待つ50階層を目指す。

　未いまだ続いている58階層の産出幕間インターバルを逃してはならじと、『竜りゅうの壷つぼ』の層域を走破した。

「──では、あの女体型モンスターでさえ尖兵だと言うのか？」

　全力疾走で辿たどり着いた51階層内で、フィンと並走するリヴェリアは声を落とす。

　遭遇エンウカントするモンスター等らを驚異的な回復力を見せ「おりゃー！」と暴れるティオナ達に任せながら、ああ、とフィンが頷うなずく。

「間違いない。アイズとレフィーヤは例の『宝玉』がモンスターに寄生することで、女体型に変容するところを見たんだろう？」

「確かにそう聞いてはおるが……」

　リヴェリアとは逆側、重傷の身をおくびにも出さず走るガレスが、思わずといった風に呻うめき声を上げる。

　満身まんしん[image: 創]痍そういの体に鞭むちを入れてパーティが強行軍に努める中、59階層で判明した情報をもとに語られるフィンの考察に、リヴェリア達は動揺を隠せない。

「それでは、つまり……」

「ああ──」




「──女体型の本体は別にいる」

　ギルド地下神殿、祈禱きとうの間。

　アイズの持つ水晶、魔道具マジックアイテムを通じて一部始終を見届けたウラノスとフェルズは、松明の光に囲まれながら声を交わす。

「恐らく、分身である『宝玉の胎児』を産む根源……『穢けがれた精霊』本体が60階層以下に潜伏している筈はずだ」

　ウラノスは低い声音で推測した。

　魔導士リヴェリアの砲撃の直後、守りを失った女体型が上げた叫喚、恐らくは救援信号。

　あたかも下部階層から放たれたかのように、モンスターを守る防壁が展開された。

　地形、環境、生態系が丸々変容していた59階層の状況も踏まえ、敵の本体は更なるダンジョンの深部で息をひそめていると、ウラノスはそのように告げる。

　老神の話を黙って聞いていたフェルズは、「想像以上にとんでもない事態だ」と嘆くようにその黒衣を揺らす。

「怪人クリーチャー達もその『穢れた精霊』の産物だというのか……かつて人類を救うため遣わされた精霊達が、今はオラリオを脅かす全すべての元凶とはね」

　大した皮肉だ、とフェルズは力なく呟つぶやく。

「数年前から異変の兆候は確かにあったとはいえ、今まで存在を知覚できなかったとは……ここ最近の活発な動きは、やはりアイズ・ヴァレンシュタインか？」

「恐らくはな」

　フェルズの言葉に頷いた後、ウラノスは蒼色そうしょくの双眸そうぼうを細める。

「無論、『穢れた精霊』本体とはいずれ決着をつけなくてはならん。しかし、今は──」




「──差し当たっての問題はそこじゃない」

　迷宮を走り続けながらフィンが口にする。

「アイズ達が目撃した24階層の事件……食料庫パントリーに寄生し肉体にくを肥えさせていた『宝玉の胎児』。食人花を始めとしたモンスター達がかき集めた『魔石』を喰くらうことで、女体型──いや『精霊の分身デミ・スピリット』へと進化する」

「まさか……」

「ああ。持ち運びやすい『宝玉』を、魔法を使いこなす十分な成熟体として地上で羽化させる……敵の狙ねらいは、『精霊』の地上召喚だ」

　察したガレスにフィンは頷いた。

　都市最強派閥であるフィン達をもってしても辛勝した『精霊の分身デミ・スピリット』。

　その存在が地上に突如として現れたなら──もっと言えば一つだけではなく、複数の宝玉が既に地上へ運び込まれているとしたら。

　あの女体型が何体も姿を現し、都市を蹂躙じゅうりんすることになる。

　フィンから語られる内容にリヴェリアも、ガレスも顔を硬質なものへ変えた。

「迷宮都市オラリオを滅ぼす、か……あながち戯言ざれごとでもなさそうだ」

　闇派閥イヴィルスの残党、そして怪人レヴィス達の都市崩壊の計画シナリオを読んだフィンは、苦々しい笑みで親指を舐なめる。リヴェリア達もまた、ことの深刻さを理解した。

「急いでロキに知らせる。準備ができ次第、地上へ帰還だ」

「おう」

「わかった」

　異議は唱えられることなく、冒険者達は階層を脱出した。
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「で、どうしてこうなったんや……？」

　ほとほと面倒そうな顔で、ロキは、自分と同じ円卓についている神達の顔を見やる。

　とある高級酒場。遮音性の高い一室で卓を囲むのは、ロキを除けば二柱の男神。

　瞑目めいもくするディオニュソスと、そして優男やさおとこの笑みを浮かべるヘルメスだ。

「俺おれ達はもう同じ事件の被害者だろ、ロキ？　もはや運命共同体、できるだけ情報は共有しとこうって話さ」

「勝手なこと抜かすな、この優男」

　にこやかに笑いかけてくるヘルメスに、ロキは胡散うさん臭そうな視線を隠しもせず告げる。

　この場には神々の他にもそれぞれの主神の護衛、フィルヴィス、アスフィ、そしてロキの団員が控えていた。

　彼女達は円卓から離れた部屋の壁際の位置で、目を閉じてたたずんでいるか、あるいはことの成り行きを静かに見守っている。

「ディオニュソス～。どういうことや、これぇ？」

「すまない、ロキ。しかし信じてもらいたいんだが、私もこの状況は不本意なんだ」

　呼び出されたロキの嫌々いやいやそうな声に、瞑目するディオニュソスも憮然ぶぜんとしている。

　彼はややあって嘆息し、「ひとまず話を進めよう」と切り出した。

　ロキは不承不承ふしょうぶしょうに構えつつ、情報を交換し始めた。

　アイズ達が『遠征』に発ってまだ三日みっか経たない間に、一連の事件について話し合う。

「闇派閥イヴィルスの残党は都市に潜伏しているとしても、怪人クリーチャー達とやらの寝床は恐らく地下迷宮ダンジョン……これは探しようがないなぁ。いやいや、知れば知るほどヤバイ事態ってのがわかるよ。やっぱり首を突っ込むんじゃなかったかな？」

「今更ふざけたことを抜かすな、ヘルメス。しかし……『都市の破壊者エニュオ』とはよくも名乗ってくれたものだ。オラリオの神々への宣戦布告とも取れる」

「ギルドに向けられて、ちゅうのもあるかもなぁ。ま、後はフィン達が持ち帰ってくる情報待ちやな」

　ヘルメス、ディオニュソス、ロキの声が代わる代わる響いていく中、眷族達は黙って彼等の話を耳にしていた。

　やがて確認も含めあらかた情報を出し終えると、最後に、三柱の神々は本題とばかりに話を次の段階へと進めた。

　彼等が今、最も注目していることに触れる。

「24階層で闇派閥イヴィルスの残党が運ぼうとしていた食人花の黒檻……」

「やはり、摩天楼施設バベルの大穴を通して地上に運び出されてはいないと考えるのが妥当……」

「もしギルドが黒だったとしても、あんなでかいモンスターの運び出しを完璧かんぺきに隠蔽するのは、まず不可能やしなぁ」

　ヘルメスがこぼし、ディオニュソスが告げ、ロキが言葉に同調する。

　神々はそれぞれの視線を交わし合った。

「つまり……」

「ああ、そうやな」

　ディオニュソスに頷き、ロキは続きを言葉にする。

「あるなぁ、『バベル』の他に、少なくとも一こ……」

　その朱色の双眸をうっすらと開き、核心に迫った。

「ダンジョンの、出入り口が」

　唯一無二の迷宮の『大穴』以外の出入り口の存在を、示唆しさする。

　あたかも正解だと告げるように、ロキの頭の中では神の直感が疼うずきを上げていた。
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あとがき







　外伝第一部完です。

　本編以上に紆余曲折うよきょくせつがありましたが、作者自身が読みたかった書きたかったものをやらせて頂いた、そんな外伝第四巻になります。




　散歩の際や音楽を聞いている時、唐突に漫画や映画のようなワンシーンが頭に降ってくる瞬間しゅんかんがあります。

　それはありえないほど強い猛牛と戦う主人公の姿であったり、強大な敵の前に打ちひしがれる部下を鼓舞こぶする首領しゅりょうの後ろ姿、あるいは仲間の切り開いた道を突き進み天空から必殺を見舞うヒロインの姿であったりします。

　そんな頭に浮かんだ強烈なワンシーン、恐らくは作者が見たい読みたいと思っている場面をもとに物語の構想を考える癖があります。登場人物や世界観、その他の諸々もろもろの設定は二の次で、件のワンシーンに辿り着くためにはどうしたらいいかと逆算しながら作り上げていく、いわゆる物語の土台からではなく着地点からの[image: 創]作になります。

　その弊害──というよりひとえに作者の力不足なのですが──物語の序盤が中々盛り上げられないという商業誌としていかがなものなのかという事態を数回経験しました。この[image: 創]作方法について思うことが最近多くなりましたが、けれど目標地点に辿り着き物語の登場人物が雄叫おたけびを上げる度、キャラクター達が作者の求めていたもの以上の瞬間を魅みせてくれる都度、ここまで走ってきて良かったと思わされもします。

　シリーズものとして続けられた上でこのような我儘わがままができるのは読者の方々の応援あってこそだと思っております。いつもお付き合いして頂いただき真にありがとうございます。皆様に面白いと言って頂けるような作品作りにこれからも鋭意取り組んで参ります。

　それでは謝辞に移らせてもらいます。

　ＧＡ編集部の小瀧様、高橋様、多くのイラストで本巻も彩いろどってくださったはいむらきよたか先生、関係者の皆様、一冊の本として刊行して頂き本当にありがとうございました。読者の方々も含め、これからもどうかよろしくお願いいたします。

　本編七巻のあとがきでも全く同じことを書きましたが、本編五、六、七、そしてこの外伝四巻と怒涛どとうの展開が続いたような気がしましたので、次巻については少々息抜き回にしようかとぼんやり考えております。いずれにせよ第二部からの物語に触れて頂ければ幸いです。

　それでは失礼します。


大森藤ノ









著者

大森藤ノ（おおもり ふじの）

「ダンジョンに出会い～（略）」本編で一番読んでみたかった、書きたかった物語は第三巻でした。そしてこの外伝で一番待ち遠しく思っていた物語は本巻、この第四巻になります。

　前後章二部構成、既刊シリーズの中で恐らく最もダンジョンダンジョンしております。最後までお付き合いして頂けたなら幸いです。




イラスト

はいむらきよたか

　遊んでる時間はさほど無いと言うのに『スカイリム』を買ってみました。

　暗殺者プレイのつもりが、気がつけば方々へクエストが脱線中。

　いやぁ、装備や建物の作り込み具合は絵の参考になりますねー（詭弁








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜アンケートページはこちら＞

https://emob.jp/m/fi.php?a=gabunko&d=6&i=6413

[image: ]

（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取ればアンケートページにアクセスできます）
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ＧＡ文庫編集部 気付




「大森藤ノ先生」係

「はいむらきよたか先生」係




http://ga.sbcr.jp/
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ダンジョンに出会いを求めるのは間違っているだろうか外伝
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